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�ɽ͜ΕまͰͷܦҢ

ฏ成 2� 年 � 月 �0 ೔、ফඅऀிから「食品の৽たな
。会報告ॻ」が公දされた౼ݕೳੑද੍ࣔ度に関するػ
その後 � 月຤から 1 か月間のパブリックɾコメントื
ूをܦて、さらに今年の � 月 �0 ೔には「ػೳੑදࣔ食
品のಧ出౳に関するΨイドϥイン」が出され、この � 月
より৽たなػೳੑද੍ࣔ度が࢝まった。

こうした৽たな੍度のきっかけとなったのは、ฏ成
2� 年 � 月にֳ議決定された੍ن改ֵ実ܭࢪըに、「ಛ定
อ健༻食品、ӫཆػೳੑ食品以֎のいわΏる健康食品を
は͡めとするอ健ػೳを༗する成෼を含むՃ޻食品ٴび
೶ྛਫ産෺について、ػೳੑのදࣔを容ೝする৽たなํ
し、݁࿦をಘる。な͓、その۩体的な౼ݕをそれͧれࡦ
については、ຽ間が༗しているϊ΢ϋ΢を活༻するࡦํ
ೳੑについて、国ではなく企業ػ点から、その食品の؍
౳がࣗらそのՊ学的ࠜڌをධՁした上でそのٴࢫびػೳ
をදࣔできる米国のμイΤタリーαプリメントのද੍ࣔ
度をࢀ考にし、企業౳の੹೚に͓いてՊ学的ࠜڌのもと
にػೳੑをදࣔできるものとし、かつ、一定のルールの
ԼでՃ޻食品ٴび೶ྛਫ産෺それͧれについて、҆શੑ
の֬อ（ੜ産、製造ٴび品࣭の؅理、健康ඃ֐情報のऩ
ू）も含めたӡ༻がՄೳな࢓組みとすることを೦಄にݕ
౼をߦう。」（ݪจのまま）が੝られたことにある。

このֳ議決定にͮجき、ফඅऀிはฏ成 2� 年 12 月

に༗ࣝऀ 1� ਓから成る「食品の৽たなػೳੑද੍ࣔ度
に関するݕ౼会」をઃけ、 ްੜ࿑ಇল、೶ྛਫ産লの協
力のԼ、� 回にわたってݕ౼をߦった݁Ռをまとめた。
それが上記の報告ॻである。৽たなػೳੑද੍ࣔ度に対
しては、一部ফඅऀ団体౳の൓対はあるものの、Ϛスコ
ϛ΍産業քでは前޲きにධՁするҙݟがଟくを઎めてい
るようである。

ところで、lؠ൫੍نz ともݴわれてきた食品のػೳ
ੑදࣔの੍نの؇࿨が、੍ن改ֵ実ܭࢪըに੝られたこ
とに౜ಥな感を持たれたಡऀもଟいと思われるが、実は
この໰୊はฏ成 � 年に࢝まった೔米੓෎間੍ن改ֵ会議
の࿮組みである「年࣍改ֵ要望ॻ」のதで、ฏ成 � 年にॳ
めて米国からӫཆิॿ食品（/Vtritional SVpplements）
に係るࠜ本的な੍ن؇࿨の要望がఏࣔされて以དྷのݒҊ
であった。ج本的には否定的なݟղのްੜ࿑ಇলであっ
たが、米国からのڧい要ٻもあったことから、ஈ֊的に
いわΏる健康食品とݺばれるμイΤタリーαプリメント

（以後αプリメントとུす）を食品としてѻうํ޲でن
੍改ֵをߦってきた。੍ن改ֵ実ܭࢪըにわ͟わ͟「米
国のαプリメントの੍度をࢀ考にして」とあるのも、そ
うしたこれまでのܦҢがഎܠにあると思われる。

一ํ、ฏ成 1� 年 11 月にはܦ団連が内ֳ෎に対し、
ϔルスέΞ産業の成長をظしてαプリメントに関し੍ن
؇࿨の要望ॻをఏ出したこと、さらに同年 12 月には௒
ౘ೿国会議員連ໍによる健康食品໰୊ڀݚ会がαプリメ
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ントの๏੍Խに޲けݕ౼をߦうなͲの動きもあったこと
から、ްੜ࿑ಇলはݐ前としては否定的なݟղをࣔす一
ํ、食品දࣔ໰୊がฏ成 21 年 � 月に৽ઃされたফඅऀி
にҠ؅されて以߱は、ফඅऀிをத৺に今回のػೳੑදࣔ
੍度に޲け以Լのようにप౸な४උがਐめられてきた。

まͣ、ฏ成 21 年 11 月、ൃ଍して間もないফඅऀி
のதに「健康食品のදࣔに関するݕ౼会」がઃけられた。
શ体で 11 回にٴͿݕ౼の݁Ռは、ฏ成 22 年 � 月、「健
康食品のදࣔに関するݕ౼会」࿦点੔理としてまとめら
れた。࿦点੔理には、「ফඅऀிは、コーσックスҕ員
会΍米国ɾ̪̚౳の国ࡍ的動޲を౿まえ、また、ༀ事๏
との関係にもཹҙしつつ、要ٻされるՊ学的ࠜڌのレϕ
ル΍ೝめられるػೳੑදࣔのྨܕ、含༗成෼ྔ΍食品と
しての҆શੑを国が؍٬的に֬ೝできる࢓組み、த立的
な֎部ػ関の活༻のՄೳੑ౳も含め、৽たな成෼に係る
อ健のػೳのදࣔをೝめるՄೳੑがあるのかͲうかにつ
いて、Ҿき続きڀݚをਐめる΂きである。」（ݪจのまま）
とあり、まさに今回のػೳੑද੍ࣔ度にಋくํੑ޲がࣔ
された。

さらに、この࿦点੔理を受け、ฏ成 2� 年度にはফඅ
ऀிは「食品のػೳੑධՁϞσル事業」を（公ࡒ）೔本
健康ɾӫཆ食品協会にҕୗし、ᶃ ॾ֎国に͓ける健康
ೳੑධՁにػௐද੍ࣔ度の実ଶௐࠪ、ᶄ 食品成෼のڧ
係るධՁج४౳のݕ౼、ᶅ 食品成෼のػೳੑධՁに係
る՝୊౳の੔理の � つの事項についてௐࠪɾݕ౼をߦっ
た。ฏ成 2� 年 � 月に出された報告ॻの総ׅには、「本
Ϟσル事業に͓いても、食品のػೳੑධՁٴび健康ڧௐ
දࣔに係る様々な՝୊が͛ڍられたところであり、今後
健康ڧௐද੍ࣔ度をݕ౼するࡍに考ྀす΂き՝୊はଟ
い。また、健康ڧௐදࣔのՄೳੑをݕ౼する৔合、҆શ
ੑと一定の品࣭の֬อについてもॏࢹす΂きである。」

。とある（จのままݪ）
このように、これまでزଟのݕ౼会΍ڀݚ会に͓いて

ೳੑදࣔが࿩୊とされ議࿦がなされてきたが、それはػ
αプリメントなͲいわΏる健康食品との関係であって、
一ൠのՃ޻食品΍೶ྛਫ産෺が今回のݕ౼会までऔり上
͛られたことはなかった。また、後ड़するように೔米間
に͓けるༀ事๏΍関連๏ن上のج本的なҧいのղফに޲
けた米国ଆからの要ٻѹ力を、αプリメントに対するن
੍を઴࣍؇࿨することによりかわしてきたͩけで、ༀ事
๏そのものが࿩୊とされることはなかった。

�ɽػೳੑ৯඼ͷୈ �࣍ϒʔϜ

そもそも、զが国に͓いて食品のػೳੑදࣔが最ॳに
࿩୊となったのは、ত࿨ ��ʙ�1 年に実ࢪされたจ部ল
ಛ定ڀݚ「食ػೳのܥ統的ղੳと展開」（代දऀɿ౻ר
正ੜ౦大ڭत）の成Ռを、当時のްੜলがްੜനॻ（ত
࿨ �� 年൛）にऔり上͛た �0 年前に૎る。

നॻには以Լの記ड़がある。「食品については、ੜ໋
を維持するػೳと「͓いしさ」を感͡さͤるػೳがある
が、最近、ੜ体๷ޚ、体ௐのௐઅ౳に係るୈࡾのػೳが
஫໨されている。そして、これらのػೳをੜ体に対して
े෼にൃ現できるようにઃܭされた食品（いわΏるػೳ
ੑ食品）のڀݚɾ開ൃがਐめられている。このいわΏる
ೳੑ食品は食ੜ活を通͡ての、より積極的な健康の૿ػ
ਐにد༩するものと考えられるが、一ํで、これらの食
品がे෼にධՁを受けることなく঎品としてྲྀ通するこ
とはอ健Ӵੜ上の໰୊があるため、これに対する適正な
ධՁख๏΍ೝূ、ද੍ࣔ度、国ຽに対するٴීൃܒのあ
りํ౳をݕ౼するඞ要がある。このため、ত࿨ �� 年 �
月以߱「ػೳੑ食品࠙࿩会」が開催され、いわΏるػೳ
ੑ食品の໾ׂ、ൣғ、ڐՄࢦ਑ࡦ定のํ޲౳についてݕ
౼がߦわれている。また、いわΏるػೳੑ食品౳に関す
る業຿をߦうため �� 年 � 月、৽たにްੜল内に৽開ൃ
食品อ健対ࣨࡦをઃ置した。」（ݪจのまま）。

このように、「長णɾ෱ࢱ社会を実現するためのࡦࢪ
のج本的考えํと໨ඪ」にଈして、৽しいࢹ点に立った
ްੜߦ੓のج本的ํ޲の一つのபとして「҆શでշ適な
ੜ活ڥ؀の੔උଅਐ」を͛ܝ、そのԼにػೳੑ食品をҐ
置෇けたのがଞでもないްੜলであった事実はҊ֎஌ら
れていない。

こうしたػೳੑ食品の஀ੜに޲けた積極的なްੜলの
࢟੎に対し、食品産業քは大きなظ待をͤدた。またত
࿨ �� 年には、当時の೶ྛਫ産ল食品ྲྀ通ہは「食品産
業ϋイηパレーシϣンɾシスςϜٕज़ڀݚ組合」を組৫
し、ػೳੑ食品のج൫ٕज़として食品企業౳がߦうػೳ
ੑ食品ૉࡐのߴ度෼཭ɾਫ਼製ٕज़の開ൃをࢧԉするとと
もに、ฏ成ݩ年には೶ྛਫ産ٕज़会議事຿ہは食品ػೳ
に関する大ڀݚܕプロジェクトを開࢝した。ػೳੑ食品
の஀ੜに޲けて官ຽ͛ڍた੝り上がりをͤݟた、いわば
ೳੑ食品のୈػ 1 ࣍ブーϜである。
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しかし、ҩༀ品業ք౳からはༀ事๏を६に、ػೳੑ食
品は೔ৗ的にઁऔされる「食品」としてೝめられるもの
ではないとの໠྽な൓ൃがىこると同時に、ްੜল内に
͓いても食品とҩༀ品の部ہ間で଍ฒみのཚれがݦஶと
なった。݁Ռ的にはฏ成 � 年に、当時のӫཆ改ળ๏（現
在は健康૿ਐ๏）のதのಛผ༻్食品の৽たなΧςΰ
リーとしてҐ置෇けられた「ಛ定อ健༻食品」（「トクϗ」）
੍度がൃ଍した。いわばҩༀ品ଆのݴい෼がউり、ଥ協
の産෺として஀ੜしたのが「トクϗ」であった。

�ɽػೳੑ৯඼ͷୈ �࣍ϒʔϜ

こうしたܦҢをݟると、今回のػೳੑදࣔの動きは
�0 年Ϳりに再೩したػೳੑ食品のୈ 2 ࣍ブーϜとҐ置
෇けられる。食品ػೳੑのදࣔ໰୊は、զが国では「ト
クϗ」として一応の݁࿦をಘたものとして、これ以上の
前ਐはないものとఘ؍に近い思いの食品産業քであった
が、今回は੍ن改ֵのྲྀれのதで、αプリメントのଞに
Ճ޻食品΍೶ྛਫ産෺までもが対৅とされ、しかも米国
の੍度をࢀ考にݕ౼す΂きといった۩体的なࣔࢦもあ
り、Կより҆ഒ総理ࣗらが成長ઓུの「ୈ � の໼」の໨
もあったことから、「今ݴの一つとしҐ置෇けたとのൃۄ
度こそは」とのظ待をͤدた。

ところで、੍ن改ֵ実ܭࢪըでは、ػೳੑදࣔの容ೝ
に޲けた࢓組みの੔උについてݕ౼すること以֎に、「ಛ
定อ健༻食品੍度に͓けるαプリメント౳のܗঢ়੍نの
ഇࢭのप஌పఈ」、「食品දࣔに関するࢦಋ上、ແঝೝແ
ಋऔకりの対৅としない明らかに食品とࢦՄҩༀ品のڐ
ೝࣝされる෺のൣғのप஌పఈ」、「ফඅऀにわかり΍す
いදࣔ΁のݟ௚し」、「ಛ定อ健༻食品のڐՄਃ請ख続き
の合理Խ、ਝ速Խ」ٴび、「ӫཆػೳ食品の対৅֦大」
を含む、ػೳੑද੍ࣔ度に係るશ体として � つの事項に
ついてのࣔࢦがなされた。

これらのதで「明らかに食品とೝࣝされる෺」に関す
るࣔࢦに関しては、後ड़するত࿨ �� 年 � 月にްੜলが
౎ಓ෎ݝ౳にൃ出した「ແঝೝແڐՄҩༀ品のऔకりに
ついて」（ༀ຿ہ長通஌、ༀൃୈ ��� 号）にࣔされた考
えํをมえるものではないとして、このことをप஌పఈ
するため、ฏ成 2� 年 � 月຤に同通஌を再度౎ಓ෎ݝ౳

にൃ出した。すなわͪ、֎ܗ、؍ঢ়౳よりみて「明らかに
食品とೝࣝされる෺」は、ҩༀ品に֘当しないことからༀ
事๏のࢦಋऔకりの対৅ではないことが再֬ೝされた。

�ɽՊֶతࠜڌ

さて、࿩୊を「食品の৽たなػೳੑද੍ࣔ度に関する
会報告ॻ」に໭そう。「報告ॻ」は、（1） ҆શੑ֬౼ݕ
อの在りํ、（2） 食品のػೳੑදࣔをߦうに当たってඞ
要なՊ学的ࠜڌの考えํ、（�） ޡೝのない食品のػೳੑ
දࣔの在りํ、（�） 国の関༩の在りํ౳から構成される。

このதで、（1） ҆શੑ֬อの在りํに関しては、ػೳ
ੑ成෼の食ݧܦに関する情報から൑அする৔合もある
が、食ݧܦに関する情報のみでは不े෼な৔合は「トク
ϗ」に४͡た҆શੑݧࢼを実ࢪし、また、ػೳੑ成෼と
ҩༀ品との૬࡞ޓ༻のධՁٴびػೳੑ成෼同࢜の૬࡞ޓ
༻の༗ແ౳についてもධՁするとある。

また、（2） 食品のػೳੑදࣔをߦうに当たってඞ要な
Պ学的ࠜڌの考えํに関しては、ݪଇとしてಛ定อ健༻
食品のํݧࢼ๏に४͡最ऴ製品を༻いたྟচݧࢼがٻめ
られる。そのࡍ、ྟচݧࢼにઌ立って「6.I/（6niWer-
sitZ hospital .ediDal Information /etXorL （6.I/） 
Centerʀ大学පӃҩྍ情報ネットϫークڀݚηンター）
ྟচݧࢼ登録シスςϜ」౳΁の事前登録がඞ要な上に、
ࢦ的にコンηンαスのಘられたࡍ成Ռについては国ڀݚ
਑「CO/SORT（Consolidated Standards of ReportinH 
Trialsʀྟচݧࢼ報告に関する統合ج४）੠明」౳に४
式で、ࠪಡ෇き࿦จとして公දすることがඞ要ܗしたڌ
とされた。これまでの「トクϗ」に४͡るとはいえ、よ
り֨ݫなシスςϜとなったともݴえる。

�ɽγεςϚςΟοΫϨϏϡʔ

一ํ、৽たなػೳੑද੍ࣔ度には、販売に当たって঎
品を対৅にࣗらがߦうྟচݧࢼにՃえ、৽しいػೳੑの
Պ学的ํূݕ๏としてシスςϚςΟックレϏューという
考えํがಋೖされた。これは、ػೳੑ関༩成෼のྟচࢼ
くೖखՄೳな޿、について報告されたࠪಡ෇き࿦จ౳ݧ
จݙをもとにߠ定的ɾ否定的内容を໰わͣレϏューし、
総合的؍点（Total of eWidenDe）からػೳੑをධՁする
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シスςϜである。
シスςϚςΟックレϏューは、ܦඅがかさむྟচݧࢼ

を回ආできるメリットはあるが、զが国では対৅となり
うる࣭のߴい࿦จがͲれ΄Ͳଘ在するか、೔本ਓ以֎を
対৅としたݧࢼのѻいをͲうするかなͲ、今後に残され
た՝୊もଟい。

このシスςϚςΟックレϏューによるػೳੑূݕシス
ςϜこそが、企業੹೚で঎品Խがೝめられている米国の
αプリメント੍度のࠜװをなすものである。米国には、
そのシスςϜをࢧえるため、ੈքதの一ྲྀઐ門ࢽをレ
Ϗューした݁Ռをแׅ的にまとめた l/atVral .ediDine 
ComprehensiWe DataCasez が੔උされている。このσー
タϕースは��年にӫཆิॿ食品健康ɾڭҭ๏（DSH&A）
が੍定されて以߱、αプリメントのීٴのため官ຽ一体
となりそれまでのσータϕースをڧԽしまとめられたも
ので、�� 年にॳ൛が出൛された。2 ઍϖージを௒す๲
大なσータϕースには、αプリメントのૉࡐごとにޮ
ೳɾޮՌ、҆શੑ、ҩༀ品との૬࡞ޓ༻౳に関するৄࡉ
な情報が記載されている。

� ஈ֊にレイςΟンάされたػೳੑ成෼の༗ޮੑの
内、最ߴҐの effeDtiWe とධՁされた成෼は、米国食品
ҩༀ品ہ（FDA）΍Χφμอ健ল（Health Canada）౳、
੓෎ػ関がٻめるج४をパスしたものと同౳のޮೳɾޮ
Ռがあると൑அされる。米国では、こうした༗ޮੑが֬
ೝされたૉࡐを࢖った食品に関してはݸผのྟচݧࢼは
ඞ要ではなく、企業の੹೚に͓いて販売にڙすることが
できる࢓組みが定ணしている。

今回の৽たなػೳੑද੍ࣔ度の໨ۄともݴえるシスς
ϚςΟックレϏューは、この l/atVral .ediDine Com-
prehensiWe DataCasez をج本とした࢓組みをಋೖする
ことを૝定したものと考えられるが、「報告ॻ」では֎
国ਓを対৅としたڀݚを೔本ਓに֎ૠできるかを考ྀす
るඞ要があるとのࢦఠもあることから、米国なͲいくつ
かの国が実ࢪしているように、このσータϕースをもっ
てՊ学的ূݕはे෼としてはいない。さらに、「ಧ出౳
に関するΨイドϥイン」にࣔされたように、Ռ実΍໺ࡊ
౳のੜ઱食品のように࠿ഓ৚݅౳により成෼がม動する
Մೳੑのある食品では、実ࡍのදࣔに当たってੑ࣭ۉと
その؅理体੍についても考ྀすることがඞਢとされて͓
り、実ࡍのӡ༻に当たっては՝୊もଟい。

�ɽໃ६を๊͑ͨ৽੍౓

こうした৽たな੍度のࠜװは、੍ن改ֵ実ܭࢪըに対
応した「Պ学的ࠜڌ」と「企業౳の੹೚」であり、国と
の関༩の在りํとの関連でಋೖされた「販売前ಧ出੍」
である。まさに米国のαプリメント੍度をࢧえるج本的
な考えํである。

しかし、「報告ॻ」にある（ࢀ考 1）「ফඅऀி΁のಧ
出項໨（ओ要項໨）（イメージ）」ٴび（ࢀ考 2）「容ث
แ૷΁のදࣔによる情報開ࣔ（ओ要項໨）（イメージ）」
にࣔされているように、いͣれの項໨もੜ઱食品のごく
一部を除き、αプリメントܗঢ়のՃ޻食品、そのଞのՃ
びੜ઱食品のٴ食品޻ � छྨの食品にڞ通で、それͧれ
の食品のଐੑのҧい΍ಛ௃が൓өされないը一的な内容
であって、ظ待された「明らかに食品とೝࣝされる෺」
についてもผѻいではなく、αプリメントと同౳の要݅
をຬたすことがٻめられたݫしい内容とݴえよう。

いͣれにͤよ、੍ن改ֵ実ܭࢪըでࣔࢦされた米国の
μイΤタリーαプリメントのද੍ࣔ度をࢀ考に、企業౳
の੹೚に͓いてՊ学的ࠜڌのもとにػೳੑをදࣔできる
੍度ಋೖについてݕ౼す΂しというΞジェンμは、จ໘
上はクリΞしたとはݴえ、健康૿ਐ๏のԼに置かれたӫ
ཆػೳ食品΍ಛ定อ健༻食品の੍度を残したまま、๏੍
度のないαプリメントでػೳੑදࣔをՄೳとするୈ � の
ද੍ࣔ度がಋೖされるといったໃ६を๊えたままでの৽
੍度のൃ଍となった感が否めない。

かつてはҩༀ品のΧςΰリーにҐ置ͮけられ、ݫしく
されてきたαプリメントに対する๏的ા置にखを෇੍ن
けないまま、今では一ൠの食品にҐ置෇けられているα
プリメントのࢢ৔֦大のための࿮組みに、「明らかに食
品」である一ൠのՃ޻食品΍ੜ઱食品までもがҾきͣり
込まれ、݁Ռ的には「明らかに食品」に対しても、むし
ろ「トクϗ」以上のݫしいػೳੑূݕがٻめられること
になりかͶないシスςϜとなった。�0 年前と同様、食
品産業քのظ待がཪ੾られた内容とݴわ͟るをಘない。

また、シスςϚςΟックレϏューといった৽たな੍度
にしても、それに଱えうるڀݚがզが国ではݶられてい
ることを考えると、米国なͲւ֎からのαプリメントの
༌ೖྔが૿Ճすることはあっても、զが国ಠࣗの食品に
ついての৽੍度の実ੑߦはݶ定的とݴわ͟るをಘない。
また、「報告ॻ」では৮れられていないが、企業の੹೚
といっても、そのことを୲อしফඅऀをอޢするࢹ点の

৯඼ͷ৽ͨͳػೳੑද੍ࣔ౓ʕظ଴ͱໃ६ʕ

�― Πϧγʔ No.121  (2015.5)



製造෺੹೚๏（PL ๏）のྺ࢙はզが国では 20 年にຬ
たͣ、米国とҧって社会にे෼ਁಁしているঢ়گとは思
えない。

そうしたঢ়گを考ྀしてのことかͲうかは定かでない
が、「報告ॻ」の「͓わりに」に、「ফඅऀிを࢝めとし
た関係লிは、本ݕ౼会に͓ける議࿦のํੑ޲を౿ま
え、৽੍度に係る食品දࣔج४Ҋの立Ҋ࡞業にணखする
ことが適当である。また、৽੍度のൃ଍に当たっては、
関連ࢦ਑౳を੔උすることもඞ要であり、そのৄࡉにつ
いては、今後、関係ऀのҙݟをฉきながらݕ౼をਐめて
いくことが適当である。৽੍度が、ফඅऀ、企業౳の૒
ํにとって෼かり΍すく、ར༻し΍すい੍度となること
をظ待する。な͓、৽੍度については、企業౳の੹೚に
͓いてՊ学的ࠜڌをجにػೳੑをදࣔするという、これ
までのػೳੑද੍ࣔ度とはશくҟなる考えํのԼにઃܭ
される੍度であることから、ߦࢪ後 2 年を໨్に৽੍度
のߦࢪঢ়گをݕ౼し、その݁Ռにͮجいてඞ要なા置が
。とある（จのままݪ）「。待するظられることをͥߨ

�ɽໃ६ͷݪ఺：զ͕ࠃͷༀࣄ๏ͷಛҟੑ

ところで、ػೳੑ食品のୈ 1 ࣍ブーϜから �0 年がܦ
աした今೔に͓いてすら、食品ػೳදࣔの࿩୊となると
໦に஛を઀ぐような੍度となら͟るをಘないঢ়گを理ղ
するためには、米国とはࠜ本的にҟなるզが国のༀ事๏
のಛघ事情を஌るඞ要がある。

զが国ではত࿨ 1� 年にઓ時๏としてのༀ事๏が੍定
されたが、本֨的なༀ事๏はઓ後間もないত࿨ 2� 年 �
月、連合国܉઎ྖԼの時代に੍定された。そのୈ2৚（定
ٛ）ୈ � 項ୈ � 号に、ҩༀ品の定ٛとして「ਓຢは動
෺の਎体の構造ຢはػೳにӨڹを༩えることが໨的とさ
れているもの（食品を除く。）」とある。これは、現在の
米国の連๜食品ɾҩༀ品ɾԽহ品๏（FD�C ADt）の
SeD��21（H）にあるҩༀ品（drVH）の定ٛのதの、l（C）
artiDles （other than food ） intended to affeDt the 
strVDtVre or anZ fVnDtion of the CodZ of man or other 
animalsz と同様であって、当時、米国の๏体ܥをその
ままಋೖしたことがਪ࡯される。ͪなみに、FD�C ADt 
SeD��21（f） ではҩༀ品にઌۦけて食品の定ٛがなされ、
そこでは l（1） artiDles Vsed for food or drinL for man 
or other animals
 （2）DheXinH HVm
 and （�）artiDles 

Vsed for Domponents of anZ sVDh artiDlesz とある。
ॏ要なことは、lother than foodz を຋༁した l食品

を除くz というද現である。すなわͪ、食品もҩༀ品と
同様にਓの਎体の構造またはػೳにӨڹをٴ΅すものと
いうことをೝめたうえで、食品はҩༀ品ではないため、
その点に関しては食品としてಠࣗの体ܥのԼで཯するこ
とができる࢓組みとなっている。

このことが、米国では早くからαプリメントが定ணし
てきた理由であり、ಛに �0 年の「ӫཆදࣔڭҭ๏」

（/L&A）にҾき続き �� 年に DSH&A が੍定された後は、
決められたルールにैって構造ɾػೳڧௐදࣔがՄೳと
なった。以དྷ、αプリメントのࢢ৔は大きなਐ展をͤݟ
てきた。

こうした FD�C ADt に४͡たত࿨ 2� 年ༀ事๏であっ
たが、ত࿨ �� 年にഇࢭされ৽たなༀ事๏が੍定された。
৽๏のୈ 2 ৚（定ٛ）1 項、ୈ � 号にあるҩༀ品の定ٛ
では、「ਓຢは動෺の਎体の構造ຢはػೳにӨڹをٴ΅
すことが໨的とされている෺であって、ػցث۩౳でな
い෺（ҩༀ部֎品、Խহ品ٴび再ੜҩྍ౳製品を除く。）」

๏とさچとなった。Χッコॻき以֎では（จのままݪ）
れるত࿨ 2� 年ༀ事๏とද現上に大きなҧいはݟられな
いが、Χッコॻきにあった l食品を除くz は削除された。
な͓、ฏ成2�年11月の๏改正により、��年ༀ事๏は「ҩ
ༀ品、ҩྍثػ౳の品࣭、༗ޮੑٴび҆શੑの֬อ౳に
関する๏཯」（ུশɿ「ҩༀ品ҩྍثػ౳๏」）となった。
しかし、ҩༀ品の定ٛはそのままでมわっていない。

一ํ、զが国では食品の定ٛは食品Ӵੜ๏ୈ � ৚に、
「この๏཯で食品とは、す΂てのҿ食෺をいう。たͩし、
ༀ事๏（ত࿨ �� 年๏཯ୈ 1�� 号）にن定するҩༀ品、
ҩༀ部֎品ٴび再ੜҩྍ౳製品は、これを含まない。」
とある。この食品Ӵੜ๏は、ༀ事๏にઌ立つত࿨ 22 年
12 月に੍定されている。ະ֬ೝであるが、食品の定ٛ
のதの「たͩし」以߱のද現は、ত࿨ �� 年ༀ事๏の੍
定に൐って෇けՃえられたものと考えられる。

その݁Ռ、ত࿨ �� 年以߱は食品を理ղするにはༀ事
๏に定めるҩༀ品の定ٛをݟなければならͣ、چༀ事๏
では l食品を除くz とあったことから਎体の構造΍ػೳ
にӨڹをٴ΅す෺であっても食品は食品としてѻえたも
のが、l食品を除くz というද現が削除された以߱は、
す΂てがҩༀ品となるঢ়گがੜまれた。

こうしたچༀ事๏のഇࢭに൐い l食品を除くz のن定
が削除されたことについて、ত࿨ �� 年 2 月のༀ຿ہ長
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通஌（ༀൃୈ �� 号）によれば、「چ๏ୈ 2 ৚ � 項ୈ �
号「（食品を除く）」のن定が削除されたが、これはいͣ
れもղऍ上当વのことと考えられるためであって、この
定の削除によってҩༀ品のൣғがैདྷと代わるものでن
はない」（ݪจのまま）とある。୺的にݴえば、๏཯上の
ද現はมわったけれͲ、そのओࢫはچ๏とԿらมわるも
のではないということを明֬にしたものとղऍされる。

いͣれにͤよ、こうしたզが国の食品の定ٛを८るༀ
事๏と食品Ӵੜ๏の関係にໃ६を残したままの๏体ܥ
は、国ࡍ的にはಛҟなଘ在であり、食品のػೳදࣔが࿩
୊とされる度にࠞཚをきたしてきたݪҼである。

�ɽʮ�� ௨஌ʯ

そうしたঢ়گのதで、ༀ事๏上、ҩༀ品として製造、
販売、品࣭、දࣔ౳についてඞ要な੍نを受ける΂きも
のでありながら、食品の໊໨で製造販売されछ々のฐ֐
をもたらすڪれがある事例がසൃしたことに対ॲするた
め、「ҩༀ品のൣғに関するج४」を定めたްੜলは、
ত࿨ �� 年 � 月に「ແঝೝແڐՄҩༀ品のࢦಋऔకにつ
いて」のༀ຿ہ長通஌（ༀൃ ��� 号）をൃ出した。い
わΏる「�� 通஌」として஌られるこの通஌は、ج本的
には不๏ないわΏる健康食品のྲྀ通をऔకまるために、
成෼本࣭（ࡐݪྉ）を෼ྨし、ޮೳޮՌ、ܗঢ়ٴび༻๏
༻ྔがҩༀ品的であるか否かを൑அする「食ༀ۠෼の൑
定」のためのج४を定めたものである。

��ɽʮ໌Β͔৯඼ʯ

一ํ、この通஌でॏ要なことは、໺ࡊ、Ռ෺、՛ࢠ、
ௐ理品౳のようにその֎ܗ、؍ঢ়よりݟて「明らかに食
品とೝࣝされる෺」（以後「明らか食品」とུす）ٴび
ӫཆ改ળ๏（現在は健康૿ਐ๏）のதのಛघӫཆ食品は
食ༀ۠෼の൑定ํ๏を適༻するඞ要はないとされたこと
である。前ड़したように、「明らか食品」に関しては「ແ
ঝೝແڐՄҩༀ品のࢦಋऔకり」の対৅としない、すな
わͪༀ事๏で੍نされないことがซ記されていることで
ある。

な͓、この「�� 通஌」では、ҩༀ品的なܗঢ়のղऍ
に関連して、Χプηルࡎのようにそれまではҩༀ品的ܗ

ঢ়のものはҩༀ品としてѻわれてきたものも、「食品」
としてのදࣔがあれば、ݪଇとしてܗঢ়のみによってҩ
ༀ品とはしないことが੝られた。そのഎܠははっきりし
ないが、いわΏる健康食品に対する੍ن؇࿨のୈ一೾と
もݴえる。

さらに、ত࿨ �2 年 � 月には、「ແঝೝແڐՄҩༀ品の
ಋϚχュΞル」がްੜলༀ؂՝長通஌（ༀ؂ୈࢦࢹ؂
�� 号）としてൃ出された。このதでは、ޱからઁऔさ
れるものはҩༀ品౳と食品のͲͪらかに֘当することと
なり、ҩༀ品౳に֘当しないもののみが食品とされると
いうごく当たり前のࢦఠがなされ、その上で「�� 通஌」
でࣔされた「明らかに食品とೝࣝされる෺」について۩
体的な例ࣔがなされた。例ࣔされた食品は、ᶃ ໺ࡊɾ
Ռ෺ɾཛɾ食೑ɾւ૲ɾڕ介౳のੜ઱食品ٴびそのס૩
෺（たͩしס૩෺のうͪҩༀ品として࢖༻されるものは
除く）、ᶄ Ճ޻食品、ᶅ ᶃ、ᶄのௐ理品、ᶆ ௐຯྉの
� छྨの食品܈であって、͓よそ೔ৗの食ੜ活でઁऔさ
れる食品は「明らか食品」と൑அできる。

この「明らか食品」の֓೦はզが国ಠࣗの考えํで、
٤食実੷により҆શੑが୲อされていること、食品とし
てଟ様なઁऔ様式がՄೳであることのଞ、Կよりもαプ
リメントでةዧされるա৒ઁऔによるฐ֐のڪれがগな
いことを前ఏにした考えํである。

��ɽถࠃʹΑΔαϓϦϝϯτ੍ن؇࿨ѹྗ

こうした食ༀ۠෼のໃ६をج本的なༀ事๏の改正では
なく、౎ಓ෎ݝ౳΁の「通஌」というखஈでા置してき
たྲྀれの一ํで、「明らか食品」の対極にあるαプリメ
ントの੍ن؇࿨がਐΜできた。すなわͪ、「�� 通஌」の
ୈ一೾をൽ੾りに、ฏ成 2 年にはϋードΧプηルもৣ
౳と同様に食品としてѻうこと、またฏ成ࡎؙ、ࡎ 12
年には「อ健ػೳ食品」੍度がൃ଍し、食品としての明
ࣔがあればݪଇとしてܕࡎのみでҩༀ品と൑அしないこ
となͲ、「�� 通஌」の改正というखஈでαプリメントに
関し੍ن؇࿨がなされてきた。

こうしたഎܠには、前ड़したように、զが国に対しα
プリメントのࢢ৔開์をٻめる米国のѹ力があったこと
がແࢹできない。すなわͪ、ฏ成 � 年に࢝まった೔米੓
෎間੍ن改ֵ協議に͓いて、αプリメントの੍ن改ֵ要
がҩྍɾҩༀ品෼໺でॳめてऔり上͛られたのはฏ成ٻ
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� 年である。それ以དྷ、զが国のༀ事๏に͓いて食品が
排除されている事ଶをղফするためༀ事๏を改正し、そ
の上で食品とҩༀ品の 2 つの۠෼にՃえ、食品の࿮組み
のதで৽たにαプリメントのための๏੍度を੔උし、α
プリメントをༀ事๏にͮجく੍نの対৅֎とすること
΍、ฏ成 12 年には成෼ػೳදࣔをཪ෇けるために֎国
のσータ΍情報をར༻す΂きといったఏҊをߦうなͲ、
αプリメントの੍ن؇࿨を要ٻしてきたܦҢがある。

いͣれにͤよ、೔米間での食品の定ٛがҟなるという
޲に応えるํٻ本的՝୊を残しながら、米国からの要ج
でஈ֊的にߦってきたαプリメントの੍ن؇࿨が、米国
ྲྀの੍度をऔり込むことにより一ؾにਐΜͩことから、
これまでも国ຽにとってはෳࡶա͗るػೳੑද੍ࣔ度が
さらにෳࡶなものとなったとݴわ͟るをಘない。

��ɽޙࠓͷ՝୊

るڈ � 月 �0 ೔には、ফඅऀிから「ػೳੑදࣔ食品
のಧ出౳に関するΨイドϥイン」がࣔされた。Պ学的ࠜ
ೳੑをػแ૷にثき、企業౳の੹೚に͓いて容ͮجにڌ
දࣔできる「ػೳੑදࣔ食品」は、販売೔の �0 ೔前ま
でにॴ定の事項についてফඅऀ長官Ѽにಧけ出ることが
ٛ຿つけられて͓り、Ψイドϥインにはಧ出にࡍしての
஫ҙ事項౳がৄࡉに記されている。

໐り෺ೖりで࢝まった৽たなද੍ࣔ度であるが、ෳࡶ
な内容のΨイドϥインを理ղし、シスςϚςΟックレ
ϏューなͲಧ出に当たってٻめられるॻྨ一式を੔える
ことは、αプリメント΍「トクϗ」౳の販売実੷を༗する
大ख企業はともかく、一ൠのՃ޻食品製造業のଠफを઎
めるதখ企業にとっては容қなことではない。また、「明
らか食品」のయܕであるੜ઱食品であっても、品छ、࠿
ഓ৚݅౳によって品࣭がม動するಛੑを༗する食品とい
う理由から、品࣭のੑ࣭ۉとその؅理体੍がٻめられる
なͲ、ੜ઱食品をѻう事業ऀにとってはෛ୲が大きい。

චऀは、੍ن改ֵ実ܭࢪըに͓いてࢦఠされた「食品
දࣔに関するࢦಋ上、ແঝೝແڐՄҩༀ品のࢦಋऔకり
の対৅としない明らかに食品とೝࣝされる෺のൣғのप
஌పఈ」に関し、これまでの「明らか食品」の考えํが
再֬ೝされたことのҙٛをධՁしたい。その上で、今回
のػೳੑදࣔを「ӫཆػೳ食品」とαプリメントを統合
した食品を対৅とする੍度にಛԽし、一ํで「トクϗ」

を含む「明らか食品」に関しては、ػೳੑのํূݕ๏౳
を含め、より؇΍かな੍度とすることをఏݴしたい。

ੈքのதでࡍ立ったྸߴԽ社会に޲かうզが国で஀ੜ
した食品ػೳੑの֓೦を活༻した「ػೳੑ食品」が、「明
らか食品」が再֬ೝされたことを଍ֻかりに、国ຽの๛
かで健康的な食ੜ活の維持ɾ޲上にݙߩするのみなら
ͣ、Ϗジネスとしてもੈքࢢ৔をリードするためにも、
食品の定ٛを国ࡍඪ४であるত࿨ 2� 年ༀ事๏に४͡、

「ҩༀ品ҩྍثػ౳๏」のதで再定ٛすることがඞ要不
Մܽな՝୊である。

1��� 年ɹ۝भ大学大学Ӄ೶学ڀݚՊത࢜՝ఔɹதୀ

1��� 年ɹ۝भ大学೶学部ॿखɹ

1��� 年ɹ食品総合ڀݚॴ ೖॴ（食品޻学部）

1��� 年ɹ食品ྲྀ通ہ企業ৼڵ՝ٕज़ࣨ長

1��� 年ɹ食品総合ڀݚॴ食品޻学部長

1��� 年ɹ೶業ڀݚηンター࣍長

1��� 年ɹ౦๺೶੓࣍ہ長

1��� 年ɹ౦ւ೶੓ہ長

2001 年ɹ೶ྛਫ産ٕज़会議事຿ہ長

200� 年ɹ（ಠ）国ࡍ೶ྛਫ産業ڀݚηンター理事長

200� 年ɹ（社）೶ྛਫ産ઌ୺ٕज़産業ৼڵηンター理事長

200� 年ɹ（社）೔本フードスϖシャリスト協会会長

201� 年ɹࣛࣇౡݝ大۱Ճٕ޻ज़ڀݚηンターॴ長

ུྺ
ɹກ෉（͍Θ΋ͱɹΉ͓ͭ）ݩؠ
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ଟくのがΜࡉ๔では、ࢎૉがे෼にあるঢ়گԼでも、ϛトコンドリΞに͓ける TCA αイクルにڞ໾したిࢠ఻
ୡܥʵࢎԽ的リンࢎԽによる ATP 産ੜは཈えられ、ࡉ๔࣭でのղ౶ܥにґଘした ATP 産ੜをするように代ँリ
プロάϥϛンάがىきている。この現৅は WarCVrH ޮՌとして޿く஌られている。この様なղ౶ܥにґଘしたΤ
ネルΪー代ँでは、代ँ෭産෺として༗ಟな .ethZlHlZoYal（.(）がੜ成される。それをղಟするシスςϜの཯
速߬ૉが (lZoYalase I（(LO I ）であり、छ々のがΜࡉ๔でൃߴ現している。このことから (LO I は、৽੍نが
Μࡎ開ൃの༗望な෼ࢠඪ的として஫໨されている。ڞࢲは、ैདྷの (LO I ્ࡎ֐であるάルタνΦン༠ಋ体とは
ҟなる৽֨ࠎنを༗する (LO I ્ࡎ֐ TLSC�02 をݟ出している。しかし、TLSC�02 は ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ での (LO I ્
ࡉいೱ度をඞ要とする。その理由の一つとして、がΜߴ๔レϕルでのΞϙトーシス༠ಋにはࡉ、いもののڧೳは֐
๔は、(LO I を્֐されると .( の஝積を回ආするために、ղ౶ܥ༏ҐなΤネルΪー代ँから TCA αイクル༏Ґ
になるように「代ँシフト」をىこし、ΞϙトーシスをಀれるՄೳੑがあると考えられる。そこで、ղ౶ܥと
TCA αイクルをつなぐϐルϏンࢎをੜ成する߬ૉであり、がΜࡉ๔にಛҟ的にൃ現している PZrVWate Linase .2

（P,.2）にண໨し、(LO I ્ࡎ֐とのซ༻ޮՌを (LO I ൃߴ現ώトがΜഓཆࡉ๔ג（/CI-H�22 ๔）を༻いてࡉ
は、がڀݚした。その݁Ռ、本ซ༻ॲ理によりޮՌ的にΞϙトーシスを༠ൃできることが明らかとなった。本౼ݕ
Μࡉ๔にಛ௃的な WarCVrH ޮՌに関༩するಛҟ的෼܈ࢠをඪ的とした৽しいがΜซ༻Խ学ྍ๏の開ൃにつながる
ॏ要なҙٛをもつ。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

.anZ DanDer Dells Henerate ATP mainlZ throVHh HlZDolZsis than oYidatiWe phosphorZlation ┺┭┥ eleDtron transport 
Dhain in TCA DZDle
 eWen in the presenDe of oYZHen� This ┑┩┸┥┦┳┰┭┧ⓤ┖┩┴┶┳┫┶┥┱┱┭┲┫ is LnoXn as lWarCVrH effeDtz� In 
sVDh HlZDolZsis-dependent enerHZ metaColism
 toYiD methZlHlZoYal （.(） is prodVDed as the side-prodVDt� 
(lZoYalase I （(LO I）
 is the rate-limitinH en[Zme for detoYifiDation of .(
 and is hiHhlZ eYpressed speDifiDallZ in 
manZ DanDer Dells� .( is LnoXn to Ce hiHhlZ reaDtiWe Xith D/A�R/A and proteins
 and thereCZ to indVDe 
apoptosis� ThVs
 the speDifiD inhiCitors of (LO I haWe Ceen eYpeDted as possiCle effeDtiWe anti-DanDer drVHs
 XhiDh 
seleDtiWelZ Lill (LO I-oWereYpressinH tVmors� We haWe foVnd a noWel (LO I inhiCitor
 TLSC�02
 XhiDh is more 
effeDtiWe than alreadZ reported HlVtathione （(SH） analoH inhiCitors� AlthoVHh TLSC�02 has more potent 

ཁɹࢫ
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�ɽ͸じΊʹ

զが国では 1��1 年以߱、ࢮ๢ݪҼのୈ一ҐはがΜで
あり、ຖ年໿ �0 ສਓを௒すਓが๢くなっている（ްੜ
࿑ಇলɹਓޱ動ଶ統ܭ）。खज़΍์ࣹઢ࣏ྍとฒΜで、
がΜのࡾ大࣏ྍ๏の 1 つとなっているԽ学ྍ๏は、近
年、ٸ速にൃ展しているが、まͩे෼とはݴえͣ、৽ن
੍がΜࡎの開ൃٴび৽たながΜ࣏ྍ๏の֬立がٸ຿と
なっている。現在༻いられているがΜԽ学ྍ๏ࡎとして
は、ΞルΩルԽࡎ、トϙイιメϥーθ્֐ༀ、代ँ፰߅
ༀ、നۚ製ࡎ、ඍখ֐؅્ༀなͲが͛ڍられる。しかし、
これらの੍がΜࡎによるԽ学ྍ๏にはޮՌはみられるも
のの、2OL の௿Լ΍ॏಞな෭࡞༻をもたらすことが大
きな໰୊となっている。最近では、がΜࡉ๔ಛ༗の෼ࢠ
をඪ的としたॏಞな෭࡞༻のൺֱ的গない、がΜࡉ๔બ

୒ੑのߴい෼ࢠඪ的ༀがྟচで༻いられるようになって
いる。本ߘでは、がΜࡉ๔のಛੑである WarCVrH ޮՌ
を୲うಛҟ的な代ँ߬ૉを෼ࢠඪ的とした、৽しいがΜ
ซ༻Խ学ྍ๏の開ൃを໨ࢦしたڞࢲのڀݚを紹介する。

̎ɽഎܠ

正ৗࡉ๔は、ࢎૉଘ在Լではղ౶ܥにつͮく TCA α
イクルにڞ໾したిࢠ఻ୡܥに͓けるࢎԽ的リンࢎԽに
よりΤネルΪー（ATP）をओに産ੜしている（ਤ 1）。
しかし、がΜࡉ๔はάルコースを活ൃにऔり込み、ղ౶
ૉଘ在Լでもࢎ、をဏਐさͤܥ TCA αイクルよりもղ
౶ܥ༏Ґに ATP を産ੜするように代ँリプロάϥϛン
άをىこしている（ਤ 1）。この現৅は、WarCVrH ޮՌ

inhiCitorZ effeDt on (LO I than (SH analoH inhiCitor ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳⓰ it is reRVired at hiHher DonDentrations to indVDe 
apoptosis� A reason for this is Donsidered to Ce a possiCilitZ that DanDer Dells alter metaColiD pathXaZ to Vse more 
mitoDhondrial respiration （TCA DZDle） than HlZDolZsis （┑┩┸┥┦┳┰┭┧ⓤ┗┬┭┪┸） to aWoid the .( aDDVmVlation and 
apoptosis indVDtion� So
 Xe assVmed the effeDtiWe anti-proliferation and apoptosis meDhanisms CZ DomCination of 
(LO I inhiCition Xith sVppression of mitoDhondrial respiratorZ fVnDtion
 foDVsed on pZrVWate Linase .2 （P,.2）
 
XhiDh is speDifiDallZ eYpressed in DanDer Dells� In this stVdZ
 Xe eYamined the DomCined anti-DanDer effeDt of (LO 
I inhiCitor TLSC�02 Xith a P,.2 speDifiD inhiCitor on a (LO I-oWereYpressinH tVmor Dell line （/CI-H�22 
Dells）� As the resVlts
 this DomCination is reWealed to Ce effeDtiWe to indVDe apoptosis to DanDer Dells� OVr stVdies 
are important to deWelop noWel DomCination DanDer DhemotherapZ tarHetinH speDifiD LeZ moleDVles inWolWed in 
WarCVrH effeDt�
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ਤ �ɹ͕Μࡉ๔ͷΤωϧΪʔ୅ँϦϓϩάϥϛϯά（8BSCVSH ޮՌ）
'JHVSF�� ɹ&OFHSZ�NFUBCPMJD�SFQSPHSBNNJOH�JO�DBODFS�DFMMT（8BSCVSH�FGGFDU）
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として޿く஌られている 1）。その理由として、ղ౶ܥを
༏Ґにすることによって、ATP 産ੜͩけではなく、ࡉ
๔૿৩にඞ要な֩ࢎ、タンパク࣭、࣭ࢷなͲのੜ体ߴ෼
ྉをੜ合成できるためではないかと考えられていݪのࢠ
る。ଟくのがΜࡉ๔は、Ҩ఻ࢠのมҟ΍Τϐジェネ
ςΟックなมԽによって、このようなಛ௃的な代ँリプ
ロάϥϛンάをىこしていることから、WarCVrH ޮՌを
ඪ的としたがΜԽ学ྍ๏が༗ޮであろうと考えられる。

WarCVrH ޮՌによるがΜࡉ๔の大きなಛੑは、正ৗ
られないݟ๔にはࡉ (lZoYalase シスςϜのൃ現である。
このシスςϜの཯速߬ૉが (lZoYalase I（(LO I）であり、
ղ౶ܥの൓応աఔでੜ成される༗ಟ෺࣭ .ethZlHlZoYal

（.(） を (lVtathione（(SH） ଘ 在 Լ で ແ ಟ な S-D-
LaDtoZlHlVtathione に代ँし、laDtate にしてղಟする໾
ׂをՌたしている（ਤ 2）2-�）。.( のա৒な஝積はタン
パク࣭、D/A、R/A をඇՄٯ的に修০し、Ξϙトーシ
スを༠ൃするため、がΜࡉ๔では、この (lZoYalase シ
スςϜをဏਐさͤて .( をແಟԽしていると考えられ
ている �）。実ࡍに、(LO I は大௎がΜ、ഏがΜ、ٴび前
立થがΜでൃߴ現がみられる �）。さらに、߅がΜࡎ଱ੑ
ഓཆがΜࡉ๔גに͓いても (LO I のൃߴ現が報告され
ている �）。これらのことから、(LO I ્ࡎ֐は、.( を
஝積さͤることによって、がΜࡉ๔બ୒的にΞϙトーシ
スを༠ಋするという৽ػ༺࡞نংによる੍がΜࡎとして
待されているظ �
 �）。

これまでに、(SH ༠ಋ体ܕ (LO I が਺छ報告ࡎ֐્
されている 10
 11）が、(LO I ಛҟੑが௿いこと、ٴび (SH
がもつϖプνド֨ࠎがບಁաੑɾٵऩੑɾ҆定ੑにӨڹ
を༩えることから、੍がΜࡎ開ൃのリードԽ合෺として
は不適੾であり、ྟচ応༻はࠔ೉となっている。当ڀݚ
ࣨでは、┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ૑ༀख๏を༻いてैདྷの (SH ༠ಋ体
とはҟなる৽֨ࠎن (LO I ಛҟ的્ࡎ֐ TLSC�02 を
出している（ਤݟ �）12）。しかし、TLSC�02 は ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ で
の (LO I ્֐ೳはڧいものの、ࡉ๔レϕルでのΞϙ
トーシス༠ಋにはߴいೱ度をඞ要とする（ਤ �）。その
理由の一つとして、がΜࡉ๔は (LO I を્֐されると
.( の஝積を回ආするために、ղ౶ܥ༏ҐなΤネルΪー
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ਤ �ɹ�(MZPYBMBTF γεςϜʹΑΔ.FUIZMHMZPYBM ͷղಟ
൓ԠͱΞϙτʔγε༠ಋ

'JHVSF�� ɹ�%FUPYJGJDBUJPO�PG�NFUIZMHMZPYBM�CZ�HMZPYBMB�
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代ँから TCA αイクル（ϛトコンドリΞٵݺ）༏Ґに
なるような代ँシフトをىこしてੜきԆびてしまうՄೳ
ੑがあるのではないかと考えられる（ਤ �）。

本ڀݚでは、(LO I ્ࡎ֐と TCA αイクル༏Ґ΁の
代ँシフトを཈੍するༀࡎとのซ༻ॲ理をߦうことによ
り、ޮՌ的な੍がΜޮՌがಘられるのではないかという
とซ༻するࡎ֐્ 業Ծઆを立てた。そこで、(LO I࡞
ༀࡎのඪ的෼ࢠとして、ղ౶ܥから TCA αイクルをつ
なぐϐルϏンࢎをੜ成するがΜࡉ๔ಛҟ的な代ँ߬ૉで
ある PZrVWate Linase .2（P,.2）にண໨した 1�-1�）。つ
まり、(LO I ્֐とともに P,.2 も્֐することで、
TCA αイクル༏Ґ΁の代ँシフトを཈ࢭし、ղ౶ܥ༏
Ґにཹめることによって、.( ஝積ʵΞϙトーシス༠ಋ
メΧχζϜによる、よりબ୒的にޮ཰的な੍がΜޮՌが
ಘられるのではないかというシφリΦである。

̏ɽ�(-0�*�્ࡎ֐ 5-4$��� ʹΑΔ͕Μࡉ๔ͷ
ΤωϧΪʔ୅ँγϑτ

まͣ、がΜࡉ๔が (LO I ࡎ֐્ TLSC�02 ॲ理によっ
て、ΤネルΪー産ੜをղ౶ܥ༏ҐからTCAαイクル（ϛ
トコンドリΞٵݺ）༏Ґになるような代ँシフトをىこ
すか否かをղੳした。༻いたഓཆࡉ๔は、ώトඇখࡉ๔
ഏがΜࡉ๔גで、(LO I をൃߴ現している /CI-H�22
๔にࡉ๔である。このࡉ TLSC�02 を �2 時間ॲ理した

のมԽをそれྔࢎびೕٴ、のഓཆӷதのάルコースྔࡍ
ͧれ (lVDose assaZ ๏ٴび LaDtate assaZ ๏によりଌ定
した。その݁Ռ、TLSC�02 を 100 �. ॲ理したࡉ๔の
ഓཆӷதのάルコースྔの૿Ճ、ٴびೕྔࢎのݮগがみ
られた（άルコースফඅྔ໿ �0 � ௿Լ、ೕࢎ産ੜྔ໿
20 � ௿Լ）（ਤ �）。これらの݁Ռは、(LO I ॲࡎ֐્
理により、がΜࡉ๔がղ౶ܥを཈੍し、TCA αイクル༏
Ґとなる代ँシフトをىこすことをࣔࠦする。この回ආ
されるとဏਐ֐๔は、(LO I が્ࡉ構によって、がΜػ
しているղ౶ܥを཈੍し、.( の産ੜを཈੍してΞϙ
トーシス༠ൃを໔れてੜきԆびてしまうと考えられる。
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̐ɽ(-0�* ͷಉఆࢠͷඪత෼ࡎ༺ͱͷซࡎ֐્

がΜࡉ๔は、(LO I を્֐されると、ΤネルΪー代
ँをղ౶ܥから TCA αイクル༏Ґ΁とシフトすること
から、この代ँシフトを཈੍すれば、(LO I によ֐્
るΞϙトーシス༠ൃػ構としての੍がΜޮՌをߴめるこ
とができると༧ଌされる（ਤ �）。そこで、ซ༻ࡎのඪ
的෼ࢠとして、がΜࡉ๔ಛҟ的でありղ౶ܥから TCA
αイクルをつなぐ߬ૉである P,.2 にண໨した 1�-1�）。
/CI-H�22 ๔でのࡉ P,.2 ൃ現ྔを Western ClottinH
によりղੳしたところ、正ৗࡉ๔でओにൃ現している
P,.1 にൺ΂、P,.2 のൃ現ྔが໿ 1� ഒߴいことが൑
明した。よって、(LO I のඪ的෼ࡎとซ༻するༀࡎ֐્
๔ಛҟ的なࡉとして、がΜࢠ P,.2 をબ定した。

̑ɽ1,.�્ࡎ֐ TIJLPOJO ͷࡉ๔૿৩཈੍ޮՌ

P,.2 することが報告され֐としてಛҟ的に્ࡎ֐્
ている shiLonin（IC�0 � 0�� �.）を༻いることにした 1�）。
まͣ、shiLonin をซ༻ॲ理するࡍのೱ度を決めるために、
/CI-H�22 ๔にࡉ �2 時間୯ࡎॲ理し、ࡉ๔ੜଘ཰΁の
Өڹを WST assaZ ๏によりղੳした。その݁Ռ、0�� �.
までߴいࡉ๔ੜଘ཰（ʾ �0 �）を維持し、&C�0 は 0�� 

�. であった（ਤ �）。このことより、TLSC�02 とのซ
༻ॲ理に༻いる shiLonin ೱ度は 0�1ʙ0�� �. とした。

̒ɽ�5-4$��� ͱ TIJLPOJO ͱͷซ༻ʹΑΔࡉ๔
૿৩΁ͷӨڹ

/CI-H�22 ๔にࡉ TLSC�02（0
 �0
 100 �.）と shiLonin
（0
 0�� �.）とを �2 時間ซ༻ॲ理したࡍのࡉ๔૿৩΁
のӨڹを、トリパンブルー৭ૉ排除๏によりղੳした。
TLSC�02 ୯ࡎॲ理と TLSC�02 と shiLonin とのซ༻ॲ
理でੜࡉ๔਺のׂ合をൺֱしたところ、ซ༻ॲ理により
TLSC�02 のೱ度ґଘ的にࡉ๔૿৩がݦஶに཈੍され
た。さらに、長ظॲ理のӨڹとして、/CI-H�22 ๔にࡉ
TLSC�02（0
 �0
 100 �.）と shiLonin（0
 0�2 �.）で 10
೔間ซ༻ॲ理した後、コロχーܗ成ೳをColonZ formation 
assaZ ๏によりղੳした。TLSC�02 100 �. ୯ࡎॲ理܈
と 0�2 �. shiLonin とのซ༻ॲ理܈でコロχーܗ成ೳを
ൺֱしたところ、TLSC�02 ୯ࡎॲ理܈ではࡉ๔૿৩の
回෮がみられるのに対して、ซ༻ॲ理܈に͓いてはコロ
χーܗ成がڧく્֐された（コロχーܗ成཰ � ୯ࡎॲ理
໿、܈ �0 �、ซ༻ॲ理܈、໿ 20 �）（ਤ �）。
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̓ɽ�5-4$��� ͱ TIJLPOJO ͱͷซ༻ʹΑΔΞϙ
τʔγε༠ಋ

さらに、/CI-H�22 ๔にࡉ TLSC�02（0
 �0
 100 �.）
と shiLonin（0
 0�� �.）を �2 時間ซ༻ॲ理したࡍのࡉ
๔ࢮ΁のӨڹをトリパンブルー৭ૉ排除๏によりղੳし
た。TLSC�02 ୯ࡎॲ理܈と shiLonin とのซ༻ॲ理܈で
๔਺のׂ合をൺֱしたところ、ซ༻ॲ理によりࡉࢮ
TLSC�02 のೱ度ґଘ的にΞϙトーシスが༠ಋされるこ
とが൑明した（ࡉ๔ࢮ༠ಋ཰ɿ୯ࡎॲ理܈、໿ 10 �、
ซ༻ॲ理܈ɿ໿ �0 �）（ਤ �）。

̔ɽ͓ΘΓʹ

本ڀݚに͓いて、(LO I ્ࡎ֐は、がΜࡉ๔のΤネ
ルΪー産ੜをղ౶ܥ༏Ґから TCA αイクル༏Ґ΁とม
Խさͤる代ँシフトをىこすこと、また、(LO I ֐્
とともに、がΜࡉ๔ಛҟ的な代ँ߬ૉ P,.2 を્֐す
ることで、(LO I ્ࡎ֐の .( ஝積ʖΞϙトーシス༠
ಋメΧχζϜによる੍がΜ࡞༻がよりޮՌ的に現れるこ
とが明らかとなった。

ଟくのがΜࡉ๔では、ओ要なΤネルΪー産ੜܦ࿏とし
てղ౶ܥにґଘする代ँリプロάϥϛンάがىきてい
る。この WarCVrH ޮՌは、がΜ཈੍Ҩ఻ࢠ ┴⓹⓷ ΍がΜ
Ҩ఻ࢠ ┧⓱┑┽┧ のมҟによる (lVDose transporter（(L6T）
΍ղ౶߬ܥૉのൃߴ現、௿ࢎૉ༠ಋҼࢠHZpoYia IndVDed 
FaDtor 1Ћ（HIF1Ћ）なͲのసࣸҼࢠのൃ現上ঢが関༩
していると考えられている 1�-22）。また、p�� のػೳࣦܽで
は、IД# - /F-Д# ࿏を介してܦ (L6T のൃ現૿Ճ΍
TP��-IndVDed (lZDolZsis and Apoptosis ReHVlator（TI(AR）
のൃ現௿Լによるղ౶ܥの཯速߬ૉである Phosphof-
rVDtoLinase（PF,）の཈੍のղ除、SZnthesis of CZtoDhrome 
D OYidase 2（SCO2）のൃ現཈੍によるϛトコンドリΞࢎ
ૉফඅྔの௿ԼなͲが報告されている 20-22）。この p�� の
にґଘさͤる大きなܥ๔をよりղ౶ࡉೳҟৗが、がΜػ
要Ҽであると考えられる。本ڀݚで༻いた /CI-H�22
๔もࡉ p�� をܽଛしているࡉ๔גであり 2�）、このため
ղ౶ܥがよりဏਐして (LO I のൃ現を上ঢさͤている
と考えられる。また、がΜ組৫の内部は௿ࢎૉঢ়ଶであ
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り、がΜࡉ๔גを௿ࢎૉ৚݅Լでഓཆすると、時間ґଘ
的に (LO I のൃ現が上ঢするという報告もあることか
ら 2�）、がΜࡉ๔のଟくは、(LO I をൃߴ現するঢ়ଶに
あるとਪଌされる。一ํ、正ৗࡉ๔では、TCA αイク
ルにґଘしたΤネルΪー産ੜをߦっているため、(LO I 
のൃ現はみられないことから、(LO I ࡉはがΜࡎ֐્
๔બ୒的な੍がΜࡎとなりಘることがڧくࣔࠦされる。

当ࣨڀݚでݟ出された (LO I ࡎ֐્ TLSC�02 は、
┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ での (LO I ્֐ೳはڧいものの、ࡉ๔レϕルで
のΞϙトーシス༠ಋೳはߴいೱ度をඞ要とすることがわ
かっている。さらに、がΜࡉ๔は (LO I を્֐される
と .( の஝積を回ආするために、これまでのղ౶ܥ༏
ҐなΤネルΪー代ँから TCA αイクル༏Ґとなる代ँ
シフトをىこすことも൑明した。そこで、ղ౶ܥとϛト
コンドリΞٵݺをつなぐ、がΜࡉ๔ಛҟ的な代ँ߬ૉ
P,.2にண໨し、P,.2્ࡎ֐とのซ༻ޮՌをূݕした。
その݁Ռ、P,.2 のಛҟ的્ࡎ֐である shiLonin を
TLSC�02 とซ༻すると、༧ଌ通りࡉ๔૿৩がڧく཈੍
され、ࡉ๔ࢮも༠ൃすることが明らかとなった。この݁
Ռは、P,.2 し、TCA֐ੜ成を્ࢎがϐルϏンࡎ֐્
αイクルのར༻を཈ࢭさͤ、ΤネルΪー産ੜをղ౶ܥ༏
Ґにཹめることで、(LO I ્ࡎ֐による .( ஝積ʖΞ
ϙトーシス༠ಋメΧχζϜによる੍がΜ࡞༻がよりޮՌ
的にൃشされることをࣔࠦする。

本ڀݚにより、WarCVrH ޮՌのような代ँリプロά
ϥϛンάをىこしたがΜࡉ๔は、ࡉ๔内֎のさま͟まな
มԽがىこると、それに応͡てΤネルΪー代ँܦ࿏をシ
フトすることが明らかとなり、一つの代ँܦ࿏を્֐し
たͩけではଞの代ँܦ࿏をར༻してੜଘしてしまうՄೳ
ੑがੜ͡ることがࣔࠦされる。よって、มԽするがΜࡉ
๔の回ආ代ँܦ࿏を明らかにし、その代ँシフトを୲う
ॏ要な෼܈ࢠをඪ的とする෼ࢠඪ的ༀを組み合わͤた৽
たなซ༻ྍ๏の֬立が༗ޮながΜԽ学ྍ๏の開ൃにつな
がると考えられる。今後、このような৽しいコンηプト
によるがΜซ༻Խ学ྍ๏の開ൃがظ待される。
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ILSI-India and ILSI Japan orHani[ed the lInterna-
tional ConferenDe on InfrastrVDtVre /eeds For A Food 
Control SZstem� Roadmap For ReHional Harmoni[ationz 
on DeDemCer �th -10th
 201� in /eX Delhi
 India� The 
ConferenDe Xas orHani[ed Xith sVpport from .inistrZ 
of AHriDVltVre
 ForestrZ and Fisheries
 Japan
 in as-
soDiation Xith Food SafetZ and Standards AVthoritZ of 

India （FSSAI）
 .inistrZ of Health and FamilZ Welfare
 
(oWernment of India （(OI）
 and Xas Do-sponsored CZ 
&Yport InspeDtion CoVnDil
 .inistrZ of CommerDe and 
IndVstrZ
 (OI� OWer 100 deleHates from � DoVntries 
from (oWernment
 IndVstrZ
 ADademia
 FAO and WHO 
and other national and international institVtions partiDi-
pated in the ConferenDe�
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This report is an eYDerpt from the oriHinal Wersion prepared CZ .s� ReLha Sinha
 &YeDVtiWe DireDtor of ILSI-India� 
The fVll report is aWailaCle on the WeCsite of ILSI-India at http���XXX�ilsi-india�orH�
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INAUGURAL SESSION:

⿠ Welcome Remarks #y Mr. D. H. Pai PanandiLer
 ILSI-India
⿠ Introduction And Background #y Mr. H. Hamano
 ILSI Japan
⿠ Address #y Dr. A M Gondane
 Ministry of EYternal Affairs
 India 
⿠ Opening Remarks #y Mr. H. :amada
 Ministry of Agriculture
 Forestry and Fisheries
 Japan
⿠ Inaugural Address #y Mr. K. Chandramouli
 Ministry of Health and Family Welfare
 India
⿠ Vote Of  Thanks #y Mr. N. M. KeKriwal
 ILSI India

SESSION ONE: FOOD CONTROL SYSTEM IN SAARC COUNTRIES

⿠ Food Control System In Bangladesh #y Mr. Mohammed Ruhul Amin TaluLder
 Ministry of Food
 #angladesh

⿠ Food Control System In Bhutan #y Ms. Dechen ChoLi
 Ministry of Agriculture and Forest
 #hutan

⿠ Food Control System In India #y Ms. Vinod Kotwal
 Ministry of Health and Family Welfare
 India

⿠ Food Control System In Maldives #y Mr. Satheesh Moosa
 Ministry of Health
 Maldives

⿠ Food Control System In Nepal #y Ms. Rita Pandey
 Ministry of Agriculture Development
 Nepal 

⿠ Food Control System In Sri Lanka #y Dr. Ananda Jayalal
 Ministry of Health
 Sri LanLa

SESSION TWO: CODEX AND INTERNATIONAL STANDARDS FOR PROTECTING PUBLIC HEALTH AND ENSURING 
FAIR TRADE PRACTICES IN FOOD TRADE

⿠ Importance Of Codex For Promoting Public Health And Ensuring Food Security #y Dr. Shashi Sareen
 FAO Regional Of-
fice for Asia and Pacific
 #angLoL
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India and its neiHhCorinH DoVntries
 sVDh as AfHhani-
stan
 #anHladesh
 #hVtan
 .aldiWes
 /epal
 PaListan 
and Sri LanLa are rapidlZ HroXinH Xith more open 
eDonomies� There is noX Hreater attention to food safetZ 
standards and�or food safetZ Dontrol sZstems Xith the 
dVal oCKeDtiWe of promotinH trade and ensVrinH Cetter 
pVCliD health� The ConferenDe
 therefore
 aimed to share 
information and to CVild DapaDitZ in the food safetZ Don-
trol sZstems amonH the DoVntries and fVrther to identifZ 
needs for the fVtVre�

The ConferenDe shared information aCoVt food Dontrol 
sZstem in SAARC DoVntries and also in other Asian 
DoVntries� It Dreated aXareness aCoVt CodeY standards
 
their sDientifiD Casis and Vse for proteDtinH pVCliD 
health and ensVrinH fair trade praDtiDes�  It identified 
the infrastrVDtVre needs for modern food Dontrol sZstem 
and disDVssed aCoVt possiCle fVtVre aDtions� 

It is hoped that the ConferenDe reDommendations Xill 
promote and fVrther strenHthen the harmoni[ation of 
food safetZ standards and�or food safetZ Dontrol sZstems 
in SAARC reHion� It has Ceen instrVmental in CVildinH 
the netXorL amonH food safetZ aVthorities in the reHion� 
Steps Xill Ce initiated at reHional leWel and DoVntrZ 
leWel for aDtion on speDifiD issVes and DonsiderinH needs 
of eaDh DoVntrZ for fVtVre DapaDitZ CVildinH aDtiWities�

The ConferenDe Statement of ReDommendations and 
Roadmap for ReHional Harmoni[ation are sVmmari[ed 
CeloX�

⿠ Understanding The Scientific Basis For Codex Food Safety Standards #y Dr. :uLiLo :amada
 International Consultant 
on Food Safety
 ToLyo

⿠ Codex Guideline Of Food Labelling And Claim #y Dr. # K Nandi
 Society for Nutrition
 Education and Health Advance-
ment
 India 

⿠ Codex General Standards On Food Additives （GSFA） #y Mr. Anil Mehta
 Ministry of Health and Family Welfare
 India

⿠ CCFICS Guideline On National Food Control System #y Mr. Parmod Siwach
 Ministry of Commerce and Industry
 India

⿠ Food Safety Tools （GMP, HACCP, ISO 22000） #y Ms. Vani #hambri Arora
 National Accreditation #oard for Certifica-
tion #odies
 India

SESSION THREE: PROMOTING HARMONIZATION OF FOOD SAFETY
STANDARDS AND FOOD CONTROL SYSTEM

⿠ Practical Application Of Codex #y Mr. S.  Dave
  Ministry of Health and Family Welfare
 India

⿠ Overview Of Food Safety Control System In Japan #y Ms. KeiLo Saito
 Ministry of Health
 Labour and Welfare
 Japan

⿠ Harmonization Of Food Control System In SAARC Region #y Dr. S. K. SaYena
 Ministry of Commerce and Industry
 India

⿠ Facilitating Food Safety Standards Harmonization In ASEAN-ILSI SEA Region ’ s Scientific Initiatives #y Ms. Pauline 
Chan
 ILSI Southeast Asia Region
 Singapore

SESSION FOUR: INFORMATION AND COMMUNICATION

⿠ INFOSAN #y Dr. Ritu Singh Chauhan
 World Health Organi[ation
 India

⿠ Risk Perception And Communication Associated With Food Safety #y Dr. Sudarshan Rao
 National Institute of Nutri-
tion
 India

PANEL DISCUSSION ON: INFRASTRUCTURE NEEDS TO PROMOTE HARMONIZATION OF FOOD STANDARDS 
AND MODERN FOOD CONTROL SYSTEM FOR SAARC COUNTRIES

◦ Dr. Y. Yamada, Mr. S. Dave, Dr. S. K. Saxena, Dr.  S. Rao, Mr. A. Jauli, Ms. R. Pandey and Mr. M. R. A. Talukder

CONCLUDING SESSION

⿠ Recap Of Conference Proceedings #y Mr. D. H. Pai PanandiLer
 ILSI-India
⿠ Valedictory Address #y Mr. :. S. MaliL
 Ministry of Health and Family Welfare
 India
⿠ Vote Of Thanks #y Mr. HiroaLi Hamano
 ILSI Japan
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STATEMENT OF RECOMMENDATIONS 
&

ROADMAP FOR REGIONAL HARMONIUZATION 

ILSI-India and ILSI Japan orHani[ed the lInternational ConferenDe on InfrastrVDtVre /eeds For A Food Control SZstem� 
Roadmap For ReHional Harmoni[ationz on DeDemCer �th -10th
 201� in /eX Delhi
 India� The ConferenDe Xas orHani[ed 
Xith sVpport from .inistrZ of AHriDVltVre
 ForestrZ and Fisheries
 Japan
 in assoDiation Xith Food SafetZ and Standards 
AVthoritZ of India 	FSSAI

 .inistrZ of Health and FamilZ Welfare
 (OI
 and Xas Do-sponsored CZ &Yport InspeDtion 
CoVnDil
 .inistrZ of CommerDe and IndVstrZ
 (OI� 

The ConferenDe Xas inaVHVrated CZ .r� ,� ChandramoVli
 Chairman
 FSSAI� DisDVssions on some of the LeZ sVCKeDts 
Xere led CZ� Dr� S� ,� SaYena
 DireDtor
 &IC� .r� S� DaWe
 AdWisor
 FSSAI�  Dr� RZVKi :amaHVDhi
  &YeDVtiWe DireDtor
 
ILSI Japan� Dr� #� ,� /andi
  Former Senior Food and /Vtrition OffiDer 
 FAO RAP� Dr� 7� PraLash� FRSC
 DistinHVished 
SDientist of CSIR I/DIA
 DireDtor
 InnoWation ResearDh and DeWelopment at JSS .7P
 .Zsore� The 7alediDtorZ Address 
Xas deliWered CZ .r� :� S� .aliL
 Chief &YeDVtiWe OffiDer
 FSSAI� Presentations Xere made CZ 2� eminent speaLers on 
different related sVCKeDts
 apart from the panel disDVssion XhiDh foDVsed on infrastrVDtVre reRVirements of the reHion
 
the Haps that eYist and the XaZ theZ DoVld Ce made Vp� OWer 100 deleHates from � DoVntries from (oWernment
 IndVstrZ
 
ADademia
 FAO and WHO and other national and international institVtions partiDipated in the ConferenDe�

Preamble

The oCKeDtiWe of the tXo-daZ DonferenDe Xas to deWelop a road map for harmoni[ation of food Dontrol sZstems in the SoVth 
Asian reHion� This road map maZ Ce releWant to other reHional HroVpinHs as Xell�

The aDtion points that emerHed from the presentations and disDVssions and are essential Domponents of the roadmap for 
harmoni[ation Xith the dVal oCKeDtiWes of ensVrinH safe and nVtritioVs food and faDilitatinH food trade Xithin the reHion and 
the rest of the Xorld�

It is essential for eaDh DoVntrZ to haWe a food Dontrol sZstem Xith leHal proWisions for leWels of safetZ
 infrastrVDtVre
 
sVrWeillanDe meDhanism
 food laCelinH
 to maLe harmoni[ation possiCle�

Harmoni[ation of food reHVlations XoVld Ce CenefiDial LeepinH in WieX CodeY as the referenDe point sinDe CodeY standards 
haWe WTO aDDeptanDe and are Cased on the Cest aWailaCle sDienDe�

Regulatory Authorities In SAARC Region

The food Dontrol sZstem Waries a Hood deal amonH DoVntries in the SoVth Asian reHion� The #anHladesh Parliament enaDted 
the Food SafetZ ADt 201� XhiDh is Vnder implementation inDlVdinH the estaClishment of #anHladesh Food SafetZ AVthoritZ�

The food Dontrol sZstem is HoWerned CZ the Food ADt of #hVtan 200� and ReHVlations 200�� The /ational Food 2ValitZ 
and SafetZ Commission is the hiHhest deDision maLinH CodZ in food matters�

In India the food Dontrol is HoWerned CZ Food Standards and SafetZ AVthoritZ of India set Vp Vnder the 200� ADt CZ 
Parliament�

The food Dontrol sZstem is reHVlated in .aldiWes CZ Food and DrVH AVthoritZ and the Health ProteDtion AHenDZ� The 
Department of Food TeDhnoloHZ and 2ValitZ Control is the implementinH aVthoritZ for food leHislation in (oWernment of 
/epal has proWisioned Department of Food TeDhnoloHZ and 2ValitZ Control as the implementinH aHenDZ for food leHislation�

The .inistrZ of Food SeDVritZ and ResearDh is XorLinH on a national strateHZ on implementinH food safetZ XhiDh Xill 
proWide a soVnd reHVlatorZ foVndation for domestiD and international food trade of PaListan�

Food Dontrol aDtiWities are mainlZ Darried oVt in Sri LanLa CZ the .inistrZ of Health throVHh its Food Control 
AdministratiWe 6nit�

The food Dontrol sZstems in different DoVntries haWe eWolWed in response to need� In spite of the differenDes in the sZstems 
and reHVlations it shoVld Ce possiCle to harmoni[e the sZstems Xith the Dentral oCKeDtiWe of CrinHinH them in line Xith CodeY 
standards�
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Action Points

1- Areas For Harmonization
The Cest option for the reHion is to Domplete the proDess of harmoni[ation XhiDh Xas started CZ ILSI-India in 1��� Xith 

the reHVlatorZ reHime Vnder CodeY� This proDess has to Ce transparent and open Xith DonsistenDZ and praDtiDalitZ and sVCKeDt 
to preferenDe indiDators� AS&A/ is a Hood eYample� The areas identified in this ConferenDe are�

a� LeHal proWisions aCoVt safetZ
C� SVrWeillanDe meDhanism
D� SafetZ tools inDlVdinH (.P
(AP
(LP
ISO
 HACCP and risL assessment
d�  Food laCelinH inDlVdinH nVtrient deDlarations XhiDh shoVld Ce mandatorZ and sVpplementarZ nVtrition information
e� Food DateHori[ation sZstems 
f� Food additiWes
H� Contaminants and CioloHiDal ha[ards

2- Process of Harmonization
The reHVlations shoVld Ce implementaCle
 proWide room for innoWation and introdVDtion of neX prodVDts� This meDhanism 

essentiallZ inWolWes all staLeholders inDlVdinH reHVlators
 DonsVmer orHani[ations and indVstrZ�

3- Prerequisites of Harmonization
In order to Het the fVll adWantaHe of harmoni[ation it is essential to�

a�  6nderstand and in appropriate manner inDorporate the CodeY standards
 HVidelines and reDommendations
 as also the 
Cest international praDtiDes and the sDienDe on XhiDh these are Cased

C�  StrenHthen Dooperation amonH reHional DoVntries to promote sharinH of data
 LnoXledHe Case
 Cest praDtiDes
 
laCoratorZ infrastrVDtVre traininH of manpoXer 

D� 6se the SAARC orHani[ation to implement the road map for harmoni[ation

4- National Food Control System 
The national food Dontrol sZstem shoVld�

a� ensVre that onlZ safe and Xholesome foods are marLeted
C� taLe deDisions Cased on sDienDe and risL assessment
D�  empoXer aVthorities to deteDt soVrDes of Dontamination and taLe neDessarZ aDtion to preWent Dontaminated foods from 

reaDhinH the DonsVmer
d� enforDe DomplianDe CZ farmers
 manVfaDtVrers
 distriCVtors
 importers and other staLeholders
e� Ce transparent and promote pVCliD DonfidenDe
f� Vtili[e DapaDitZ CVildinH proHrams CZ FAO�WHO

5- Food Regulators
AHreement amonH food reHVlators Xill ensVre Dommon standards for food safetZ
 Dontaminants
 laCelinH reRVirements
 

streamlined proDedVres
 methods of analZsis
 aDDreditation of laCoratories
 DondVDtinH sVrWeZs
 maintaininH data Case and 
orHani[inH traininH proHrams at all leWels�

6- Surveillance And Monitoring 
Post-marLetinH sVrWeillanDe and monitorinH Cased on information from different soVrDes
 analZsis of sVDh information and 

their Vse in deDision maLinH XoVld ensVre effiDient and effeDtiWe implementation of the food Dontrol sZstem and minimi[e risL 
of CioloHiDal and DhemiDal ha[ards�

7- Self-Regulation
Self-reHVlation CZ indVstrZ is the Cest XaZ of Dontrol if their prodVDt is demonstrated to Ce safe�

8- Consumer Education
&dVDation of the DonsVmer has to Ce a shared responsiCilitZ of indVstrZ
 reHVlators and DonsVmer orHani[ations� ConsVmer 

perDeptions aCoVt food safetZ
 standards and risLs Dan HreatlZ impaDt on their DhoiDe of food� It is therefore important to 
deWelop effeDtiWe risL DommVniDation strateHies� 

9- Strengthening of Infrastructure
The panel disDVssion foDVsed on the infrastrVDtVre needs of the reHion to enaCle effiDient implementation of food Dontrol 

sZstems� InfrastrVDtVre XoVld primarilZ inDlVde laCoratories for sample analZsis and researDh
 trained personnel
 etD� and 
XoVld reRVire hVHe inWestment� HenDe it XoVld Ce desiraCle to haWe Dommon infrastrVDtVre faDilities Xith shared seDondarZ 
reRVirements� To aDhieWe this oCKeDtiWe it is neDessarZ to�
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a� &staClish aDDredited laCoratories� 
C� Set Vp Dold Dhains to aWoid food XastaHe
D� OrHani[e proHrams for DapaDitZ CVildinH 
d� &nsVre Hood laCoratorZ praDtiDes
e� Adopt internationallZ aDDepted methods of samplinH and analZsis
f� .aintain proper doDVmentation 

10- The Way Forward
a� /etXorLinH of /FCS at SAARC
C� DeWelop SAARC as a CloDL
D� /otifZ referral laCoratories
d� CoVnsellinH and TraininH of /FCS staff
e� Create a data Case for the reHion

Harmoni[ation is a DompleY and eYtensiWe eYerDise and Xill taLe time if a CeHinninH is made Xith the mappinH of /FCS 
in different DoVnties the Hoal Dan Ce aDhieWed to ensVre safe and nVtritioVs food to the DonsVmer and faDilitate and enhanDe 
trade Xithin the reHion and Xith the rest of the Xorld�

*OUFSOBUJPOBM�$POGFSFODF�PO�*OGSBTUSVDUVSF�/FFET�GPS�B�'PPE�$POUSPM�4ZTUFN��3PBENBQ�GPS�3FHJPOBM�)BSNPOJ[BUJPO
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඿໺ɹ߂ত（͸まͷɹͻΖ͖͋）

1��� 年ɹ ژ౎大学ༀ学部ɹଔ業

1��� 年ɹ Τーβイג式会社

1��� 年ɹ ೔本ϊϘג式会社

1��� 年ɹ フΝイβーג式会社

  後に、Χルター社、μχスコ社による合หにより

現在໊となる。

200� 年ɹ μχスコジャパンג式会社ɹ学ज़ɾٕज़୲当最ߴ

໰ސ

200� 年ɹ ILSI Japan 事຿ہ長

2011 年ɹ ILSI Japan ಛผސ໰

ུྺ



For the pVrpose of sVpportinH Japanese food indVstrZ to eYpand oWerseas CVsinesses in the fast-HroXinH marLets 
of emerHinH DoVntries
 the .inistrZ of AHriDVltVre
 ForestrZ and Fisheries （.AFF） has Ceen offerinH fVndinH 
proKeDts sinDe F: 200�� F: 200�ô2012 for OWerseas #Vsiness SVpport
 201� for (loCal InnoWation SVpport and 
201� for (loCali[ation of Food IndVstrZ�

HaWinH Ceen aVthori[ed CZ the .AFF
 ILSI Japan
 in DollaCoration Xith ILSI Asian CranDhes
 has Ceen 
DondVDtinH inWestiHation of leHal frameXorL on foods
 prodVDt standards�speDifiDations of speDifiD food DateHories 
and food additiWes in Asian DoVntries
 and fVrther deWelopinH a DataCase of all the information inWestiHated for 
pVCliD Vse in 201�� 

In order to disseminate and share the information
 this meetinH l(loCali[ation of Food IndVstrZ-InWestiHation of 
Food ReHVlation in Asia and their DataCase- z Xas orHani[ed on FeCrVarZ 1�
 201� in ToLZo� In the meetinH
 
information aCoVt lDataCase on AS&A/ Food AdditiWes and ILSI ADtiWities SVpportinH AS&A/ Food Standards 
Harmoni[ationz and lProHress of AS&A/ Food Standards Harmoni[ationz
 as Xell as the details of ILSI Japan`s 
aDtiWities Xere introdVDed�

(MPCBMJ[BUJPO�PG�'PPE�*OEVTUSZ�r�*OWFTUJHBUJPO�PG�
'PPE�3FHVMBUJPOT�JO�"TJB�BOE�5IFJS�%BUBCBTF�r

ฏ੒��೥౓೶ྛਫ࢈ল৯඼ۀ࢈άϩーόルల։イϯϑϥ੔උҕୗۀࣄใࠂձ

৯඼ۀ࢈ͷάϩーόルల։
ʙΞδΞ஍Ҭͷ৯඼֨ن౳ʹؔ͢Δ
ɹௐࠪͱσーλϕーεʙ

඿໺　߂ত
*-4*�+BQBO ಛผސ໰

)*30",*�)"."/0
"EWJTPS

*-4*�+BQBO

4VNNBSZ

̍ɽ͸じΊʹ

国内の食ࢢ৔がॖখするத、200� 年に ��0 ஹԁであっ
たੈքの食ࢢ৔は 2020 年には ��0 ஹԁに֦大するとさ
れて͓り、զが国の೶ྛਫ産業、食品産業の成長のため
にはੈքの食ࢢ৔をとりこΜでいくことがඞ要と考えら
れる。一ํ、ࡁܦ成長がஶしく、༗望なࢢ৔の一つと考
えられるΞジΞॾ国では、国ごとに೶ྛਫ産෺ɾ食品に
係る֨ن΍੍نがҟなって͓り、食品産業のւ֎展開に
。োがੜ͡ているࢧ

これらのঢ়گを改ળするためには、ΞジΞॾ国֤国の
食品౳に係る๏ٴ֨ن、نび੍نについてௐࠪし、ࡧݕ
Մೳな情報として一ൠに公開し、関係ऀにڞ༗をਤるඞ
要があることから、ILSI Japan では、೶ྛਫ産লより
ฏ成 21 年度ʙ2� 年度౦ΞジΞ食品産業ւ֎展開ࢧԉ事
業、ฏ成 2� 年度άローバルֵ৽ࢧԉ事業ٴびฏ成 2�
年度食品産業άローバル展開インフϥ੔උҕୗ事業「食
品ج֨ن४౳ௐࠪ」を受ୗした。

本ߨԋ会は、ฏ成 21 年度から 2� 年度に͓ける同ௐ
ࠪ事業の֓要ٴびσータϕースを紹介するために企ըさ

ฏ੒��೥౓೶ྛਫ࢈ল৯඼ۀ࢈άϩʔόϧల։Πϯϑϥ੔උҕୗۀࣄ報ࠂ会
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れた。また、AS&A/ では 201� 年を໨్に、食品҆શ
会ػ४౳の統合をਐめて͓り、このجɾ֨ن४、食品ج

にそのਐ௙ঢ়گ、情報ఏڙもߦわれた。

̏ɽใࠂձ֓ཁ

（�）�৯඼ۀ࢈άϩʔόϧల։Πϯϑϥ੔උҕୗۀࣄ（೶
ྛਫ࢈ল৯ྉہۀ࢈༌ग़ଅਐάϧʔϓ）ʹ͍ͭͯ：

ӳ໵ాࢁ
（೶ྛਫ産ল 食ྉ産業ہ༌出ଅਐάループ長）

まͣ、೶ྛਫ産ল 食
ྉ産業ہ༌出ଅਐάルー
プ ాࢁӳ໵άループ長
より本ௐࠪ事業について
のઆ明があり、ฏ成 2�
年度にもܧ続されるҙ޲
がද明された。

̎ɽϓϩάϥϜ

৯඼ۀ࢈ͷάϩーόルల։
ʙΞδΞ஍Ҭͷ৯඼֨ن౳ʹؔ͢Δௐࠪͱσーλϕーεʙ

日࣌：ฏ成 27 年 2 月 19 日（໦）ޙޕ 1 ࣌～ 5 ࣌
৔ॴ：౎ಓ෎ݝ会ؗ 402 号ࣨɹ（౦ژ౎ઍ代ాฏՏொ 2-6-3）
ओ࠵：ILSI Japan

ϓ�ϩ�ά�ϥ�Ϝ

13：00ô13：10 開会：ILSI Japan
13：10ô13：30 食品産ۀグローバルల開インフラ੔උ委ୗ事ۀ
 （೶ྛ水産ল食料産ۀ局༌出ଅ進グループ）について：
 ೶ྛ水産ল 食料産ۀ局༌出ଅ進グループ長

英໵ాࢁ
13：30ô14：10 アジア஍Ҭの食品֨ن等に関する調査とσータベース
 （ฏ成 26 年度೶ྛ水産ল食品産ۀグローバルల開インフラ੔උ委ୗ事ۀ）：

ILSI Japan 特別ސ問
඿໺߂ত

  Q & A
14：10ô14：50 ASEAN における食品ఴ加物֨نσータベースと食品֨ن基४ϋーモφイθーションに܎わる ILSI のڠ力活動：
 ɹ Database on ASEAN Food Additives and ILSI Activities Supporting ASEAN Food Standards 

Harmoni[ation
Mr. Keng Ngee Teoh


Senior Manager
 Scientific Programs
 ILSI Southeast Asia Region
 Q & A
14：50ô15：10 ܜٳ
15：10ô15：50  ASEAN 食品֨ن基४ϋーモφイθーションの進௙状گ：
 Progress of ASEAN Food Standards Harmoni[ation

Professor Dedi Fardia[

Department of Food Science and Technology
 #ogor Agricultural 6niversity 

 Q & A
15：50ô16：40 食品産ۀのグローバルల開：

日ܦ #P 社ɹ特໋編集委員
ɹ満ాٶ

 Q & A
16：40ô17：00 ૯合౼࿦ / まとめ

ฏ੒��೥౓೶ྛਫ࢈ল৯඼ۀ࢈άϩʔόϧల։Πϯϑϥ੔උҕୗۀࣄ報ࠂ会
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（�）�ΞδΞ஍Ҭͷ৯඼֨ن౳ʹؔすΔௐࠪͱσʔλ
ϕʔε（ฏ੒��೥౓೶ྛਫ࢈ল৯඼ۀ࢈άϩʔόϧ
ల։Πϯϑϥ੔උҕୗۀࣄ）：

඿໺߂ত
（ILSI Japan ಛผސ໰）

Ҿき続き ILSI Japan より、ฏ成 21 年度ʙ 2� 年度೶
ྛਫ産ল౦ΞジΞ食品産業ւ֎展開ࢧԉ事業、ฏ成 2�
年度άローバルֵ৽ࢧԉ事業ٴびฏ成 2� 年度食品産業
άローバル展開インフϥ੔උҕୗ事業「食品ج֨ن४౳
ௐࠪ」の֓要ٴびこれまでにऩूした֤छ情報のσータ
ϕースԽについて、以Լの通り紹介した。

1）ௐࠪ対৅国
ILSI Japan では、ฏ成 21 年度から 2� 年度まで、೶

ྛਫ産ল೶ړࢁଜ � ࣍産業Խ対ࡦ事業、౦ΞジΞ食品産
業ւ֎展開ࢧԉ事業の内、「౦ΞジΞの食品౳のج֨ن
४、෼ੳํ๏のௐࠪと݁Ռのڞ༗Խ」について事業ࢧԉ
を受け、コーσックスҕ員会、ؖ国、த国、AS&A/ ओ
要国（インドネシΞ、シンΨϙール、タイ、フΟリϐン、
ϕトφϜ、ϚレーシΞ）、インドٴび近ྡॾ国（スリϥ
ンΧ、ネパール、バンάϥσシュ）についてௐࠪを実ࢪ
し、ฏ成 2� 年度άローバルֵ৽ࢧԉ事業では、それま
でະௐࠪの AS&A/ ॾ国の内ΧンϘジΞ、ブルネイ、
ϛャンϚー、ϥΦスٴび୆࿷についても৽たにௐࠪを
。ったߦ

ฏ成 2� 年度、食品産業άローバル展開インフϥ੔උ
ҕୗ事業を受ୗし、৽たに߳ߓをௐࠪൣғにՃえた。
2）ௐࠪ対৅食品ɾ項໨

ฏ成 21 年度から 2� 年度までのௐࠪに͓いては、食品
の๏的࿮組み、ଈ੮めΜ、୸ࢎҿྉ、ௐ理ྫྷౚ食品ٴび
ೕɾೕ製品（ڇೕ）のج֨ن४ٴびその෼ੳํ๏、食品
ఴՃ෺に関わる๏体ج༺࢖、ܥ४౳に関するௐࠪ、ฏ成
2� 年度事業では、さらにզが国食品産業がಘҙとされ
るߴ෇ՃՁ஋ܕ食品である、ӫཆػೳ食品、ಛ定อ健༻

食品、αプリメント౳、いわΏる lػೳੑ食品（ӫཆදࣔ、
ӫཆػೳڧௐදࣔ、健康ڧௐදࣔٴびαプリメント）z
の੍度についてのௐࠪをߦった。

ฏ成 2� 年度は、ௐࠪ対৅食品ɾ項໨をຯ઻、ে༉を
ओとしたௐຯྉྨ、ジュース、ϛネϥル΢Υーターをओ
としたਗ਼ྋҿྉਫ、健康食品、バター、νーζをओとし
たೕ製品、Ξルコールҿྉ、食品දࣔٴびՌ実ྨ（りΜ
ご、ས、౧、ԹभみかΜ、ͿͲう、֟、イνΰ、メロン、
஡）、໺ࡊ（長Ҷ、؁ॼ、Ωャϕπ、μイコン、レタス）
をओとした残ཹ೶ༀج४に֦大した。
�）ϫークシϣップʗ国ࡍ会議

ௐࠪによりந出された食品֨نɾج४౳のௐ࿨または
統一をਤるための՝୊（֤国の食品҆શの࿮組み、食品
ඪ४との੔合ੑ౳）についてࡍ౳の現ঢ়と૬ҧ、国֨ن
情報のڞ༗をਤるため、ฏ成 21 年度から 2� 年度のௐ
ࠪ݁Ռについては、「౦ΞジΞの食品౳のج֨ن४のௐ
ࠪと݁Ռのڞ༗Խ」（ฏ成 22 年 � 月、౦ژ）、「ΞジΞɾ
ଠฏ༸஍Ҭの食品ج֨ن४、ݯࢿɾڥ؀対ࡦに係る情報
のڞ༗Խ」（ฏ成 2� 年 � 月、バンコク）、「ΞジΞ஍Ҭ
の食品ج֨ن४に係る情報のڞ༗Խ」（ฏ成 2� 年 2 月、
ジャΧルタ）、「インド、バンάϥσシュ、ネパール、ス
リϥンΧに͓ける食品ٴび食品ఴՃ෺の๏的࿮組みと事
例ڀݚ」（ฏ成 2� 年 2 月、౦ژ）というܗで公ද、情
報をڞ༗、ฏ成 2� 年度に͓いては、৽たなௐࠪ対৅国
がΧンϘジΞ、ブルネイ、ϛャンϚー、ϥΦスٴび୆࿷
であることから、これらの国々のߦ੓官をத৺とした
ϫークシϣップ「食品の҆શとج४」と、AS&A/ ஍Ҭ
内ではよりάローバルԽがٸがれる CL.7 ॾ国（Χン
ϘジΞ、ϥΦス、ϛャンϚー、΂トφϜ）のߦ੓官によ
るϥ΢ンドςーブルɾσΟスΧッシϣン「食品҆શに関
わる՝୊と௅ઓ」を、それͧれฏ成 2� 年 � 月 � ೔ٴび
� ೔に、ϛャンϚー、Ϡンΰンに͓いて開催した。

ฏ成 2� 年度については、ฏ成 2� 年 12 月 � ೔ٴび 10
೔にインド、σリーにて国ࡍ会議「食品؅理シスςϜの
社会ج൫のඞ要ੑɿ஍ҬのϋーϞφイθーシϣン΁の
ಓ」を開催した。
�）σータϕース

ฏ成 2� 年度の事業に͓いて、これまで（ฏ成 21ʙ2�
年度）に実ࢪした౦ΞジΞ食品産業ւ֎展開ࢧԉ事業ٴ
びฏ成 2� 年度άローバルֵ৽ࢧԉ事業のௐࠪ内容

（http���XXX�ilsiKapan�orH�ILSIJapan�CO.�Com-W�php）
と੔合ੑのあるܗでऔりまとめ、ऩूした֤छ情報をݕ

ฏ੒��೥౓೶ྛਫ࢈ল৯඼ۀ࢈άϩʔόϧల։Πϯϑϥ੔උҕୗۀࣄ報ࠂ会
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�Մೳな情報としてσータϕースԽした（http���XXXࡧ
shoLVhin-LiLaLV�info）。

（�）�"4&"/ʹ͓͚Δ৯඼ఴՃ෺֨نσʔλϕʔεͱ৯
඼ج֨ن४ϋʔϞφΠθʔγϣϯʹ܎ΘΔ *-4*�ͷ
ಈ׆ྗڠ

.r� ,enH /Hee Teoh

（Senior .anaHer
 SDientifiD ProHrams
 

ILSI SoVtheast Asia ReHion）
Ҿき続き、ILSI ౦ೆ

ΞジΞ஍Ҭࢧ部 Senior 
.anaHer
 SDientifiD 
ProHrams の ,enH /Hee 
Teoh よりࢯ AS&A/ に
͓ける食品ఴՃ෺֨ن
σータϕース（CodeY 
(SFA ٴ び AS&A/ ֤
国に͓ける、ண৭ྉ、
อଘྉ、؁ຯྉ、ண߳
ྉٴびࢎԽ๷ࡎࢭのج༺࢖४に関するσータऩूとσー
タϕースԽ）、更には、๫࿐ධՁのための食品ઁऔྔௐ
ࠪとそのσーμϕースԽ（AS&A/ Food ConsVmption 
DataCase for &YposVre Assessment）のਐ௙ঢ়گが紹介
された。

（�）�"4&"/৯඼ج֨ن४ϋʔϞφΠθʔγϣϯͷਐ௙
ঢ়گ

Professor Dedi Fardia[

（Department of Food SDienDe and TeDhnoloHZ


 #oHor AHriDVltVral 6niWersitZ）
1）AS&A/ 食品ج֨ن४ϋーϞφイθーシϣンのਐ௙ঢ়گ

AS&A/ に ͓ け る、
食品҆શج४、食品ن
֨ɾج४౳の統合プロ
ηスに͓いてத৺的な
໾ׂを୲ってきた、イ
ンドネシΞ #oHor AHri-
DVltVral 6niWersitZ
 De-
partment of Food SDi-
enDe and TeDhnoloHZ の
Dedi Fardia[ ઌੜより、
これまでのܦҢٴび現ঢ়が以Լの通り紹介された。

w ɹ 201� 年தの AS&A/ &DonomiD CommVnitZ（A&C）
の࢝動に޲かい、メンバー国に͓ける食品؅理シス
ςϜのڧԽのためのΨイドϥイン（AS&A/ Common 
Food Control ReRVirements）のࡦ定。

w   Ҭ内๵қのԁ׈Խٴびকདྷのࡁܦ統合にࢿするため
の、食品҆શج४のϋーϞφイθーシϣンに޲けたҙ
決定のためのΞプローν（DeDision tree approaDh）ࢤ
のࡦ定。

w   201� 年தの A&C の実現のਝ速Խにࢿするため、
。୒࠾४を一部修正してجつかのコーσックスز

1��� 年ɹ ژ౎大学ༀ学部ɹଔ業

1��� 年ɹ Τーβイג式会社

1��� 年ɹ ೔本ϊϘג式会社

1��� 年ɹ フΝイβーג式会社

  後に、Χルター社、μχスコ社による合หにより現在໊

となる。

200� 年ɹ μχスコジャパンג式会社ɹ学ज़ɾٕज़୲当最ސߴ໰

200� 年ɹ ILSI Japan 事຿ہ長

2011 年ɹ ILSI Japan ಛผސ໰

ུྺ
඿໺ɹ߂ত（͸まͷɹͻΖ͖͋）
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3FQPSU�PG�UIF���UI�4FTTJPO�PG�UIF�'"0�8)0�
$PPSEJOBUJOH�$PNNJUUFF�GPS�"4*"

田　मೋؠ
*-4*�+BQBOࣄ�຿࣍ہ௕

4)6+*�*8"5"
%JSFDUPS

*-4*�+BQBO

コーσックスのୈ 1� 回ΞジΞ஍Ҭௐ੔部会（CCASIA）は 201� 年 11 月 �ʙ� ೔に౦ژにて開催された。Ξジ
Ξ஍Ҭ内 21 メンバー国、஍Ҭ֎より � メンバー国͓よび 1 Ճໍػ関、� 国ࡍ /(O、͓よび FAO、WHO よりܭ
11� ໊がࢀՃした。ओな議୊の౼議݁Ռ͓よび݁࿦は以Լのと͓りであった。

ɾςンϖの஍Ҭ֨نのఴՃ෺৚項、෼ੳαンプリンά৚項に関する修正をߦい総会にࢾることとした。
ɾඇൃ߬大౾製品の஍Ҭ֨نをスςップ � にਐめた。
ɾコーσックスઓུܭը 201�ʙ201� に͓ける、関係ある活動実ࢪঢ়گにつき回౴した。
ɾ஍Ҭௐ੔部会（RCCs）の再活ੑԽɿそのඞ要ੑに合ҙし、いくつかのఏҊにつきコメントした。
ɾւଽ製品の஍Ҭ֨نఏҊݪҊと࿏上販売食品のӴੜ஍Ҭ実ݪൣنࢪҊをスςップ 2�� にࠩし໭した。
ɾ CCASIA ஍Ҭઓུܭը 201�ʙ2020 ҊɿCCASIA ஍Ҭઓུܭըは不要としࡦ定࡞業をதࢭし、஍Ҭの関৺事

項の一ཡදとして活༻することとした。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

The 1�th session of the FAO�WHO CoordinatinH Committee for ASIA （CCASIA）Xas held from � to �
 
/oWemCer
 201� in ToLZo
 Japan� The session Xas attended CZ 11� deleHates from 21 memCer DoVntries
 � oCserWer 
DoVntries and � international orHani[ations�

The sVmmarZ and DonDlVsions of the main aHendas are as folloXs�
ɾ the CoordinatinH Committee aHreed to forXard the amendments to the ReHional Standard for Tempe to the 

��th Commission for adaption
ɾ the CoordinatinH Committee aHreed to forXard the Draft ReHional Standard for non-Fermented SoZCean 

ProdVDts to the ��th Commission for adaption at step�
ɾ proWided replies reHardinH the statVs of implementation of seleDted aDtiWities of the CodeY StrateHiD Plan 

201�-201� releWant to the XorL
ɾ aHreed on the need for reWitali[ation of RCCs and made Domments on seWeral proposals
ɾ retVrned the proposed draft ReHional Standard for LaWer ProdVDts and the proposed draft ReHional Code of 

HZHieniD PraDtiDe for the Street-Wended Foods to step 2��
ɾ aHreed to disDontinVe XorL on deWelopment of the StrateHiD Plan for CCASIA 201�-2020
 and to replaDe it 

ཁɹࢫ

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ��ճΞδΞ஍Ҭௐ੔෦ձใࠂ
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�ɽ͸じΊʹ

（�）஍Ҭௐ੔ࠃͷަ୅
ख続きϚχュΞルの「نଇᶛɽࣥߦҕ員会ɹୈ 1 項ɹ

同一Ճໍ国からೋਓ以上がࣥߦҕ員会のメンバーにはな
れない」という記載につき、総会の議長ɾ෭議長はݸਓ
なのか国の代ද（deleHates）なのか明֬にするඞ要あ
りとの؍点から議࿦が続いていたが、前回のୈ �� 回ࣥ
ղがࣔされ、総会ݟҕ員会にて国の代දとみなすとのߦ
も௥ೝした。

զが国はΞジΞ஍Ҭの஍Ҭௐ੔国としてすでにࣥߦҕ
員会に 1 ੮が֬อされていることから、ࡢ年のୈ �� 回
総会にԙいて総会෭議長に೶ྛਫ産লফඅɾ҆શہফ
අɾ҆શ੓ࡦ՝の௰ࢁ໻ੜௐ੔官が立ީิをද明するに
あたり、前ड़のݟղを受け、௰ࢯࢁが当બした৔合は、
஍Ҭௐ੔国をࣙ೚するࢫද明した（総会の議長ɾ෭議長
がࣥߦҕ員会の議長ɾ෭議長も݉Ͷることになるため）。
બڍの݁Ռ、௰ࢯࢁが当બしたため、೔本は஍Ҭௐ੔国
を೚్ظதではあるがࣙ೚し、೚ظの残りのظ間をタイ
がҾきܧぐこととなった。このܦҢから今回の部会は೔
本ɾタイのڞ同開催となった。౦ژで४උがすすめられ
ていたこともあり、開催৔ॴは౦ژとなった。

ୈ 1� 回ΞジΞ஍Ҭௐ੔部会は、21 の஍Ҭメンバー国
（メンバーશ 2� 国のうͪ๺ே઱とブルネイの 2 か国を
除く）と஍Ҭ֎よりメンバー国である米国、スイス、ೆ
ΞフリΧ͓よびՃໍػ関である &6、� の国ࡍ組৫、͓
よび FAO、WHO からの代ද、ܭ 11� ໊のࢀՃのもと、
201� 年 11 月 � ೔ʙ� ೔に౦ژにて開催された。

議長はタイの Pisan PonHsapitDh ௐ੔ࢁと೔本の௰ࢯ
官が෼୲して຿めた。

๯಄、೶ྛਫ産লのผॴஐതٕज़総ׅ৹議官よりܴ׻
のѫࡰがあり、総会議長の .S AXilo Pernet ODhienH
FAO、ࢯ 代ද、WHO 代දより、それͧれѫࡰがあった。

೔本代ද団は೶ྛਫ産লফඅɾ҆શہফඅɾ҆શ੓ࡦ
՝国جࡍ४ઐ門官ࡔԼ੣ࢯをϔッドに、೶ྛਫ産ল 11
໊、ްੜ࿑ಇল � ໊、ফඅऀி 2 ໊、食品҆શҕ員会 1
໊、国੫ி 2 ໊、͓よびςクχΧルΞドバイβーとして
� ໊の総੎ 2� ໊で構成されていた。そのଞ事຿ہとし

て೶ਫলফඅ҆શہより � ໊がࢀՃし活༂されていた。
ච ऀ は 国 ࡍ /(O で あ る 国 ࡍ ਗ਼ ྋ ҿ ྉ 協 議 会

（International CoVnDil of #eWeraHes assoDiations）のメ
ンバーとしてࢀՃした。な͓本会議にઌ立って 11 月 �
೔に、議୊ � のඇൃ߬大౾製品（౾෗౳）の஍Ҭ͓֨ن
よび議୊ �（C）のΞジΞ஍Ҭௐ੔部会のઓུܭըݕ౼
のための、෺理的࡞業部会がऴ೔、開催された。

�ɽٞ୊

以Լの 1� 議୊がԾ議୊として༻ҙされていた。

1 ：議題の࠾୒
2 ：  コーσックス૯会ならびにその他の部会および特

別部会からの付ୗ事߲
3 ：  ஍Ҭに関する FAO/WHO の活動（༏先度および能

力開発のχーズ特ఆ）
4 ： FAO/WHO 調੔部会の࠶活性化（஍Ҭ調੔部会の

役割および基൫ڧ化に関する提Ҋ）
5 ： ֤ 国の食品؅理システムおよび食品֨ن策ఆへの

ফඅ者のࢀըならびに֤国におけるコーσックス
用に関するコメントおよび৘報࢖の֨ن

6 ： 非発߬大౾੡品の஍Ҭ֨ن原Ҋ（新࠾ۀ࡞ن୒：
2005 年）

7（a） のり੡品の஍Ҭ֨ن原Ҋ（新࠾ۀ࡞ن୒：2011 年）
7（b） ࿏上販売食品のӴ生࣮ൣنࢪ提Ҋ原Ҋ
8（a） CCASIA ஍Ҭ戦略ܭը 2009～2014 の࣮ࢪ状گ
8（b） CCASIA ஍Ҭ戦略ܭը 2015～2020 Ҋ
9 ： 食用コオロギおよびコオロギ੡品に関する౼議文書
10：஍Ҭに関する議題
11：஍Ҭ調੔国の指名
12：その他の事߲
13：࣍回会合の日ఔおよび開࠵஍
14：報告書の࠾୒

�ɽٞ֓ࣄཁ

ٞ୊ �：ٞ୊ͷ࠾୒
部会は上ड़のԾ議୊を࠾୒し、以Լの項໨を௥Ճݕ౼

することとした。
議୊ 10 にインドネシΞよりఏҊされた「தখ食品企

Xith the list of ADtiWities of Interest to CCASIA
ɾVnanimoVslZ aHreed to reDommend that India Ce appointed as Coordinator for ASIA
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業の͓ࢴよびแ૷に関するΨイμンス」のݕ౼。
議୊ 12 でؖ国よりఏҊのϚッコリとαϜήタンの஍

Ҭࡦ֨ن定、೔本よりఏҊのೲ౾の஍Ҭࡦ֨ن定、タイ
よりఏҊのס૩ロンΨンの஍Ҭࡦ֨ن定をݕ౼すること
とした。

インドネシΞからはࣥߦҕ員会の஍Ҭ代ද国΁の立ީิ。
೔本からの食品தの์ࣹੑ෺࣭の؅理に関する最৽情

報報告。
また議୊ �（a）ւଽ製品の஍Ҭ֨نについては議長

ؖ国、ڞ同議長೔本の会ظ内࡞業部会をઃ置しݕ౼する
こととした。

ٞ୊ �：�ίʔσοΫε૯ձͳΒͼʹͦͷଞͷ෦ձ͓Αͼ
ಛผ෦ձ͔Βͷ෇ୗ߲ࣄ

総会͓よびଞ部会からの෇ୗ事項について事຿ہより
報告があり、ඞ要事項のݕ౼がߦわれた。

（�）ୈ �� ճ૯ձ͔Βͷ෇ୗ߲ࣄ
1）ςンϖの஍Ҭ֨ن

前回部会（1�CCASIA）でスςップ ��� でୈ �� 回総
会（201� 年 � 月）にࢾることが決定され、総会でも࠾
୒された。その後のୈ �� 回෼ੳɾαンプリンά๏部会

（201� 年 � 月）、ୈ �� 回食品ఴՃ෺部会（201� 年 � 月）
から、࣭ࢷの෼ੳ๏ɾタンパク࣭෼ੳのࢉ׵係਺に関す
るק告があり、ݕ౼の݁Ռ、ק告にԊった修正ఏҊをࡦ
定し、ୈ �� 回総会（201� 年 � 月）にࢾることとした。

（�）ඇൃ߬େ౾製඼ͷ஍Ҭݪ֨نҊ
前回部会でスςップ � にਐめ総会にࢾることとし、ୈ

�� 回総会にてスςップ � で࠾୒されたが、ୈ �1 回食品
දࣔ部会（201� 年 � 月）にてදࣔ৚項にある milL とい
う༻ޠにつきฆڄ、ঝೝ（endorse）されなかった。Ξ
ジΞ஍Ҭௐ੔部会にてදࣔ部会のק告をもとに再ݕ౼が
要ٻされた。本݅は議୊ � にてৄࡉがݕ౼される。

（�）ίʔσοΫεઓུܭը ����ʙ���� ͷϞχλϦϯά
ୈ �� 回総会にてコーσックスઓུܭը 201�ʙ201�

が࠾୒されコーσックス事຿ہによりϞχタリンάのた
めのॻ式が࡞成され、実ࢪঢ়گに関する統一された࣭໰
࣍。われたߦ式のॻ式΁の回౴の֬ೝがܗ 回ࣥߦҕ員会、
総会にて֤部会からの回౴がݕ౼される。

ٞ୊ �：�஍ҬʹؔすΔ '"0�8)0ͷ׆ಈ（஍Ҭͷ༏ઌ
（Αͼೳྗ։ൃχʔζͷಛఆ͓߲ࣄ

FAO�WHO より前回部会以߱に実ࢪされたೳ力開ൃ
౳に関する FAO�WHO のΞジΞ஍Ҭに͓ける活動、͓
よび 201� 年຤にऴ了が༧定されているコーσックス৴
ୗۚجの後ܧ事業についての紹介があった。現在の৴ୗ
ิ༺Ճଅਐ（අࢀは్上国のコーσックス部会΁のۚج
ॿ）にूதしているが、今後は֤国の事情を౿まえた
ςーϥーメイド的なࢧԉにすることをج本ํ਑として、
Ճऀにࢀ、持しࢧされている。զが国はこのํ਑を౼ݕ
とって༗ӹであるص上܇࿅౳をऔりೖれたトレーχンά
コースを実ࢪす΂きとൃݴした。

ٞ୊ �：�஍Ҭௐ੔෦ձͷੑ׆࠶Խ（஍Ҭௐ੔෦ձͷ໾ׂ
͓Αͼج൫ͷڧԽʹؔすΔఏҊ）

コーσックス事຿ہと FAO�WHO からのఏҊであり、
஍Ҭௐ੔部会が、よりޮ཰的に活動するための再活ੑԽ
のํ๏に関する議࿦をଅすことを໨的としている。

す΂ての஍Ҭௐ੔部会にて࿦議され、ୈ �� 回総会に
て݁Ռがࣔされる。

֩となる � 項໨のఏҊに対する部会݁࿦は以Լのよう
になった。

ᶃɹ஍Ҭௐ੔部会間の協ௐ
ɹ ɹ議୊をଗえることはࢍ成ͩが、஍Ҭಛ༗の໰୊ղ

決のための議୊項໨にはॊೈੑがඞ要である。
ᶄ ɹ食品؅理シスςϜ͓よび食品҆શでの໾ׂと੹೚

に関する情報ڞ༗のためのプϥットフΥーϜ構築を
持するが、໨的、情報のछྨ、持続Մೳੑ、ӡӦࢧ
ํ๏についての更なるݕ౼がඞ要。

ᶅɹ஍Ҭのχーζ͓よび関৺事項のಛ定
ɹ ɹ部会は֤国のχーζ΍༏ઌ事項に関する情報のऩ

ू͓よびަ׵がॏ要であることに合ҙ、Φンϥイン
プϥットフΥーϜはリΞルタイϜでの情報ަ׵に༗
ޮであるとした。

ᶆɹ஍Ҭઓུܭը
ɹ ɹ部会はコーσックスઓུܭը 201�ʙ201� がแׅ

的であるので஍Ҭઓུܭըは不要とのݟղをࣔし
た。஍Ҭઓུܭըは஍Ҭの関৺事項に関する活動の
一ཡදとするのが適当であるとした。
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ٞ୊ �：�֤ ఆ΁ͷফࡦ֨نͷ৯඼؅ཧγεςϜɺ৯඼ࠃ
අऀͷࢀըͳΒͼʹ֤ࠃʹ͓͚ΔίʔσοΫε
すΔίϝϯτ͓Αͼ৘ใؔʹ༺࢖ͷ֨ن

コーσックス事຿ہからの回෇จॻによる࣭໰΁の֤
国の回౴が紹介され、ଟくの国がコーσックス֨نを国
内֨نのૅجとしていること、༌ೖ食品ࠪݕ΍国内食品
のαーϕイϥンスプロάϥϜにリスクϕースのΞプロー
νを適༻していること、コーσックスのೝࣝ΍ࢀՃをଅ
すためのϫークシϣップが஍Ҭまたは国レϕルで開催さ
れていること౳、がࣔされた。

ٞ୊ �：ඇൃ߬େ౾製඼ͷ஍Ҭ֨نҊ（εςοϓ �）
2002 年のୈ 1� 回ΞジΞ஍Ҭௐ੔部会にて৽࡞ن業と

してத国よりఏҊされ、200� 年のୈ 2� 回総会にてঝೝ
され、以དྷ 10 年にわたりݕ౼されてきたがਐ展がなく

（この間 � 回、ݪ֨نҊスςップ � がスςップ 2 にࠩし
໭され、再ドϥフトされている）、࡞業のਐ௙؅理をし
ているࣥߦҕ員会で໰୊ࢹされている࡞業である。

前々回のୈ 1� 回部会ではաڈからௐ੔のつかないن
֨を࡞成する「対৅、となる製品」（ݕ౼のೖりޱみた
いなもの）のݕ౼でฆڄした、対৅をߜり込Μでऔり組
む΂きとする೔本と、現在、ဲ上にある � 品໨（౾ೕ͓
よび関連製品、౾෗（ιフト౾෗、かた౾෗）ɾѹॖ౾
෗ɾ౬༿）す΂てを対৅とするத国とでௐ੔がつかͣ、
Ҋをスςップݪ、ہ݁ 2 にࠩし໭し、த国を議長とする
、業部会（eW(）をઃ定、再ドϥフトすることとし࡞ࢠి
࣍回部会の௚前に෺理的࡞業部会（pW(）を開催しਐ
めることとなった。݁ہ、内容的にはなΜのਐ展もな
かった。

（�）લճୈ �� ճ෦ձͷ݁Ռ
1）ୈ 1� 回部会の௚前にߦわれた pW( ではैདྷ同様。
ѹॖ౾෗のҐ置ͮけにつきத国は౾ೕ、౾෗、౬༿と同
ྻにҐ置෇けることをओு、ѹॖ౾෗はத国では一ൠ的
であり౾෗といえばこのѹॖ౾෗のことであることを理
由にڧくओு。೔本は、ѹॖ౾෗は౾෗からਫ෼を除い
たͩけであり౾෗関連製品の一部であることから同ྻで
はないとओு、ௐ੔が෇かなかった。本会議でも同͡ओ
ுの܁りฦしにऴ࢝し、この部෼をހׅݤにೖれ、࣍回
に待ͪӽすこととなった。
2）食品ఴՃ෺৚項でも、ௐ੔ʗ߳ຯ෇けされた౾ೕに
はఴՃ෺࢖༻の正当ੑがなく不要とするத国と、౾ೕҿ

ྉと同様な製品なのでఴՃ෺࢖༻のඞ要はあるとする೔
本でௐ੔がつかͣ、この部෼をހׅݤにೖれ、࣍回、ݕ
౼することとした。೔本としては౾ೕの JAS があ֨ن
ることから、それと内容をௐ࿨さͤるඞ要がある。
�）品࣭ج४について

౾ೕྨのタンパク最খ含༗ྔ（H�100 H）については、
೔本が JAS き、౾ೕͮج४にجならびに品࣭දࣔ֨ن
で ��� H�100 H、ௐ੔ʗ߳ຯ෇けされた౾ೕで 2�� H�100 H
をओுしたが、ଟくの国が 2�0 H�100 H をࢧ持し、೔本
Ҋは通らなかった。౾ೕҿྉ͓よび౾෗ではそれͧれ0�� 
H�100 H、��� H�100 H となった。

以上のܦաで෼ྨと食品ఴՃ෺関係の 2 点をހׅݤに
ೖれ、本֨نをスςップ � にਐめ࣍回総会にࢾることと
した。また、本Ҋ݅を࣍回にऴ了さͤる΂く、த国議長
の eW( をઃ置。࣍回部会でも௚前の pW( の開催も決
めた。以上より、೉໰はઌૹりされたがࡦ֨ن定࡞業は
大きくਐ展した。

ୈ �� 回総会に͓いては౾ೕの໊শ（soZCean milL）
が໰୊となり、milL という໊শがফඅऀにޡղを༩え
るՄೳੑがあること、「ೕ製品の༻ޠの࢖༻に関する一
ൠ֨ن（(SD6T）」に適合してない౳のҙݟがあり໰
୊となった。࣍回ΞジΞ部会にてදࣔ部会のॿݴをもと
にݟ௚すこととしてスςップ � で࠾୒された。

ճ（ୈࠓ（�） �� ճ）෦ձͷ݁Ռ
1）製品の෼ྨѹॖ౾෗

最ऴத国Ҋをೖれて以Լのようなࠎ組みとなった。

2.2.1 Soybean #everages�1 and Related Products
2.2.1.1 Plain Soybean #everages
2.2.1.2 Composite/Flavored Soybean #everages
2.2.1.3 Soybean-based #everages
2.2.2 Soybean Curd and Related Products
2.2.2.1 Semisolid Soybean Curd
2.2.2.2 Soybean Curd
2.2.3 Compressed Soybean Curd
2.2.4 Dehydrated Soybean Curd
*1：�Soybean�milk の名称はmilk に換えて beverage とし、多くの国では
これらの製品は Soybean�milk といわれているという脚注を入れた。

2）食品ఴՃ෺৚項は೔本ҊͲ͓りހׅݤを開いた。
�）最௿タンパク含༗ྔ

೔本は౾ೕで ��� H�100 H、ௐ੔౾ೕで 2�� H�100 H を
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ओுしたが、ଟくの国がそれͧれ 2�0 H�100 H をओு。
最ऴ的に 2�0 H�100 H 以上となった。
�）milL の༻ޠについて

ୈ �1 回食品දࣔ部会では൓対ҙݟもଟく出されたが、
議長より本݅は CCASIA で議࿦決定する΂き本࣭的໰
୊であるとのݟղがࣔされている。

前ड़の milL から CeWeraHe ΁のม更にՃえ 
 දࣔ৚項
に֤国の国内֨نɾश׳౳にैって本֨نでن定した໊
শ以֎の໊শをදࣔしても良いとのจষをೖれた。
�）インドネシΞではԫ৭にண৭された౾෗が఻統的に
ੜ産されて͓り、同国からそのண৭ྉの࢖༻をఏҊした
が、部会はࢧ持しなかった。

以上で໰୊はす΂てղফしたので本஍Ҭ֨نをスςッ
プ � にਐめ、ୈ �� 回総会にࢾることとした。ఴՃ෺͓
よびදࣔ৚項は食品ఴՃ෺部会、食品දࣔ部会にそれͧ
れ෇ୗされঝೝをಘることとした。

ٞ୊ �（B）：ւଽ製඼ͷ஍Ҭݪ֨نҊ
ؖ国のఏҊにより 2010 年から࿦議している。ੈքن

֨にする΂きとしてྨڕɾਫ産製品部会でのऔり組みを
ਐめたがࢧ持されͣ、ୈ �� 回総会（2011 年）にて஍Ҭ
。業である࡞定することとなったࡦとして֨ن

前回部会では、ݪ֨نҊࡦ定のため、ؖ国ɾ೔本ɾத
国でඇ公式会合をߦったが、合ҙにࢸらͣ、ݪҊࡦ定が
できなかった報告がؖ国よりあり、ᶃ ݪ֨نҊのࡦ定、
ᶄ Ԛછ෺࣭について「食品ٴびࣂྉதのԚછ෺࣭ٴび
ಟૉに関する一ൠ֨ن（(SCTFF）」のҾ༻ͩけでॆ෼
か否か（೔本が最ॏ点՝୊としている）、のݕ౼を໨的
とした、ؖ国を議長、೔本をڞ同議長とする eW( をઃ
置することを決めている。

今回の部会ではݪ֨نҊのݕ౼の֨ن、ࡍのೖりޱで
ある製品の定ٛの部෼でฆڄし、時間不଍となりॆ෼な
Ҋはスςップݪ、ができͣ౼ݕ 2�� にࠩし໭し再࡞成
することとなり、前ड़の eW( がܧ続してݕ౼すること
となった（࣍回部会の௚前に pW( もߦう）。

ٞ୊ �（C）：࿏্ൢച৯඼ͷӴੜ஍Ҭ࣮ݪൣنࢪҊ
前回部会にてインドがఏҊし、ൣғをӴੜൣنにूத

さͤてऔり組むこととし、インドを議長とする eW( で
時間がなく、ス౼ݕ。業である࡞することとなった౼ݕ
コープ໨的౳の一ൠ的な議࿦のみߦわれた。部会はݪҊ

をスςップ 2�� にࠩし໭し、eW( をܧ続し、࣍回部会
の௚前に pW( をߦい、ਐめることとした。

ٞ୊ �（B）：�$$"4*" ஍Ҭઓུܭը ����ʙ���� ͷ࣮ࢪ
ঢ়گ

ઓུܭըは定ظ的にϞχタリンάされて͓り、更なる
開ൃがඞ要な෼໺は࣍ظઓུܭըに適੾に൓өされてい
るࢫ、前஍Ҭௐ੔国である೔本より報告があった。

ٞ୊ �（C）：࣍4"$$ظ*" ஍Ҭઓུܭը ����ʙ���� Ҋ
௚前の � ೔に開催された pW(（೔本が議長）の݁Ռ

が報告された。議୊ � の݁Ռとして஍Ҭઓུܭըは不要
となったが、本議୊の議長を຿めた௰ࢁௐ੔官が、ここ
までの࡞業をしてきた関係ऀの౒力をଚॏし、஍Ҭઓུ
஍ظըを஍Ҭの関৺事項をूめた活動一ཡදとして࣍ܭ
Ҭௐ੔国が活༻することをఏҊし、ࢧ持された。

ٞ୊ �：�৯༻ίΦϩΪ͓ΑͼίΦϩΪ製඼ʹؔすΔ౼ٞ
จॻ

ఏҊ国であるϥΦスがॆ෼なσータがूまらないこと
から࡞業தࢭをఏҊし、部会は合ҙした。

ٞ୊ ��：஍Ҭʹؔ࿈すΔ՝୊
ᶃ ΞジΞ஍Ҭௐ੔会合、ᶄ コーσックスに関するメ

ンバー国の関৺事項、につき、議࿦された。ᶄ につい
て、๯಄、インドネシΞよりఏҊのあった「தখ食品企
業の͓ࢴよびแ૷に関するΨイμンス」につきݕ౼され、
FAO がݕ౼を開࢝したことを受け、֤国のݒ೦に関す
る情報を FAO にఏ出し、ඞ要に応͡て関৺国は࣍回会
合に౼議จॻをఏ出するよう要請した。

ٞ୊ ��：஍Ҭௐ੔ࠃͷ໊ࢦ
ୈ �� 回総会にインドをਪનすることにશ会一கで合

ҙした。

ٞ୊ ��：ͦͷଞͷ߲ࣄ

（�）ϚοίϦͷ஍Ҭ֨ن৽ۀ࡞نఏҊ౼ٞจॻ
ؖ国のఏҊであるが、WHO より WHO の総会（The 

World Health AssemClZ
 WHA）にてΞルコールの༗֐
な࢖༻の削ݮに関する決議を࠾୒して͓リ、Ξルコール
ҿྉのコーσックスࡦ֨ن定を๦͛るものではないが、
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以Լの 2 点の࣭໰をメンバー国に౤͛かけた。ᶃ ଞの
Ξルコールҿྉに関するఏҊのҾきۚにならないかʁɹ
ᶄ 現在あるコーσックス͓֨نよびকདྷ的な֨نは
WHA の決議をࢧ持するのか、๦͛るのか、த立なのかʁ

೔本は WHO のࢦఠ通り、更なる৻ॏなݕ౼がඞ要で
あるとൃݴした。

݁࿦としては౼議จॻを修正し、WHO の 2 つの࣭໰
΁の対ॲと஍Ҭ内のྨࣅの品໨のੜ産ྔ͓よび๵қに関
する情報を੝り込むことがこの品໨の৽࡞ن業に関する
を࢝めるうえでの良い出ൃ点になるとした。ؖ国は౼ݕ
情報がूまったஈ֊で修正した౼議จॻをఏ出するൃࢫ
。したݴ

（�）αϜήλϯͷ஍Ҭ࡞֨ن੒৽ۀ࡞نఏҊ
ؖ国のఏҊであるが、一ൠに֨نԽされている食品と

はࠜ本的にੑ֨がҟなる౳の໰୊もあり、֨نԽはࠔ೉
であること、よりแׅ的な製品として考える΂きとのݟ
ղからݕ౼はதࢭすることとした。

（�）ೲ౾ͷ஍Ҭࡦ֨نఆ৽ۀ࡞نఏҊ
೔本のఏҊであるが、طにൃ߬大౾製品ではൃ߬大౾

ϖースト、ςンϖの֨نがあり、แׅ的なࡦ֨ن定がՄ
ೳではとのҙݟがあったが、ଟछଟ様な製品を一ׅりの
インドネシΞ、ݴ೉であると೔本がൃࠔにするのは֨ن
がࢧ持した。部会は修正される౼議จॻにΞジΞ஍Ҭに
͓けるྨࣅ製品、طଘの֨نに含められるՄೳੑ、当֘
定の正当ੑについての情報を含める΂きとし、೔ࡦ֨ن
本は࣍回部会に修正した౼議จॻ͓よびプロジェクトド
Ωュメントをఏ出することをද明した。

ఏҊۀ࡞نఆ৽ࡦ֨ن૩ϩϯΨϯͷ஍Ҭס（�）
タイのఏҊであるが、Ճ޻Ռ実ɾ໺ࡊ部会（CCPF7）

でݕ౼されているס૩製品の֨نに含めることをݕ౼し
CCPF7 で合ҙされなければ、࣍回 CC ASIA にプロ
ジェクトドΩュメントを含めた౼議จॻをఏ出すること
とした。

（�）�ΠϯυωγΞΑΓɺ࣍ظ஍Ҭ୅දࠃ΁ͷཱީิͷ
ද໌͕͋ͬͨɻ

（�）�日本ΑΓɺ日本ʹ͓͚Δ৯඼தͷ์ࣹੑ෺࣭ʹؔ
すΔ৘ใఏ͕ͨͬ͋ڙɻ

ٞ୊ ��：࣍ձձ߹ͷ日ఔ͓Αͼ։࠵஍
ୈ 20 回 CCASIA は໿ 2 年後に開催される。ৄࡉはୈ

�� 回総会で࣍ظ஍Ҭௐ੔国がঝೝされた後、メンバー
国に஌らされる。

�ɽ͓ΘΓʹ

前会同様、ॆ෼なϗスϐタリςイがൃشされ、「さす
がに෭議長を出す国で開催するコーσックス部会ͩ」と
われる立೿な部会であった。४උɾӡӦに活༂されたݴ
。੓のօ様のごਚ力に感ँするߦ

1��� 年ɹ౦ژ大学೶学部೶ܳԽ学Պଔ業

1��� 年ɹαントリーג式会社ೖ社

2001 年ɹαントリーフーζג式会社औక໾品࣭部長

200� 年ɹαントリーג式会社品࣭อূ本部ςクχΧルΞドバイβー

200� 年ɹILSI Japan 事຿࣍ہ長

コーσックス連བྷ協議会（೶ਫলɾް࿑ল）ҕ員

ҕ員会ઐ門ҕ員ࡦ食品産業ηンターコーσックス対（ࡒ）

ུྺ
ɹमೋ（͍Θͨɹ͠Ύ͏じ）ాؠ
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1SF�$$/'4%6�&WFOU�
*-4*�4&"�3FHJPO�4FNJOBS�PO�
4DJFOUJGJD�4VCTUBOUJBUJPO�
PG�$MBJNT
/PWFNCFS���
�����
%JTDPWFSZ�,BSUJLB�1MB[B�)PUFM
�#BMM
�*OEPOFTJB

Health Dlaims are important tools Vsed to DommVniDate 
the health Cenefits of a food prodVDt to DonsVmers
 pro-
WidinH point-of-sale information to assist them in maLinH 
informed DhoiDes� (loCallZ
 there is Xide disparitZ Ce-
tXeen permitted Dlaims aDross DoVntries
 and the proDess 
and reRVirements Vsed to sVCstantiate these Dlaims� This 
presents a nVmCer of DhallenHes for LeZ staLeholders 
inDlVdinH reHVlatorZ Codies
 indVstrZ and researDhers�

The half-daZ seminar� b4DJFOUJGJD�4VCTUBOUJBUJPO�PG�
$MBJNT` 
 held in #ali
 Indonesia prior to the ��th Session 
of the CodeY Committee on /Vtrition and Foods for 
SpeDial DietarZ 6ses （CC/FSD6）
 reWieXed the DVr-
rent statVs and sVCstantiation proDess for nVtrition and 
health Dlaims as Xell as DhallenHes faDed in AVstralia
 
&Vrope
 Japan and SoVtheast Asia� It also proWided an 
Vpdate on neX CiomarLers and parameters for eWalVat-
inH health Cenefits
 sVDh as XeiHht Dontrol� Attended 
CZ �0 reHional and international partiDipants inDlVdinH 
HoWernment and food indVstrZ reHVlatorZ personnel
 the 
seminar DommenDed Xith a XelDome address from ILSI 
SoVtheast Asia ReHion &YeDVtiWe DireDtor .rs� #oon 
:ee :eonH�  

.r� #asil .athioVdaLis
 Head of the /Vtrition
 Food 
Composition and Information 6nit of the &Vropean 
Commission oVtlined the DVSSFOU�TUBUF�PG�BGGBJST�XJUI�
SFHBSET� UP� BVUIPSJTFE� DMBJNT� JO� UIF�&6��He noted 
that nVtrition and health Dlaims are reHVlated in the 
&6 CZ ReHVlation （&C） /o 1�2��200�
 Ha[etted on 
20 DeDemCer 200�
 XhiDh sets the definitions
 Heneral 
prinDiples and Donditions as Xell as the proDedVres for 
the adoption of the implementinH measVres that aVtho-
rise or reKeDt Dlaims� OnlZ aVthorised Dlaims Dan Ce 
Vsed in the laCellinH
 adWertisinH and presentation of 
foods in the &6� One of the most important Driteria for 
their aVthorisation is that theZ shoVld Ce sVCstantiated 
CZ HenerallZ aDDepted sDientifiD eWidenDe� OWer 2200 
Dlaims haWe Ceen eWalVated thVs far CZ the &Vropean 
Food SafetZ AVthoritZ （&FSA）
 Xith 2�� aVthorised 
and KVst oWer 2000 reKeDted� ACoVt 2000 Dlaims
 mainlZ 
DonDerninH CotaniDal sVCstanDes
 are still Vnder Donsid-
eration and theZ Dan remain on the marLet Vntil a final 
deDision is reaDhed
 proWided the other proWisions of the 
ReHVlation are fVlfilled�

,FZ� MFBSOJOHT�BOE�DPOTJEFSBUJPOT� JO� UIF�TDJFOUJGJD�
TVCTUBOUJBUJPO�PG�DMBJNT�JO�UIF�&6 Xas then presented 

ʻ46.."3:�3&1035ʼ
1SF�$$/'4%6�&WFOU��*-4*�4&"�3FHJPO�4FNJOBS�PO�
4DJFOUJGJD�4VCTUBOUJBUJPO�PG�$MBJNT

.T��1BVMJOF�$IBO
%JSFDUPS�PG�4DJFOUJGJD�1SPHSBNT

*-4*�4&"3

1BVMJOF�$IBO

%JSFDUPS�PG�4DJFOUJpD�1SPHSBNT
*-4*�4&"3

SUMMARY REPORT
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CZ Dr� Ariane Tit[ from the /Vtrition 6nit
 &FSA� She 
reWieXed the sDientifiD assessment of health Dlaims per-
formed CZ the Panel on DietetiD ProdVDts
 /Vtrition and 
AllerHies （/DA） of &FSA
 eYplaininH the prinDiples of 
assessment� All releWant stVdies Xith sVffiDient RValitZ 
are XeiHhed Xith respeDt to their strenHth
 DonsistenDZ 
and speDifiDitZ
 and additional Donsideration is HiWen to 
dose-response and CioloHiDal plaVsiCilitZ� She noted that 
seleDtinH releWant hVman stVdies for sDientifiD sVCstan-
tiation of the Dlaim
 stVdies shoVld Ce Darried oVt Xith 
the food�DonstitVent for Dlaim
 and VsinH the appropriate 
oVtDome measVre（s） for the Dlaimed effeDt� Conditions 
for the stVdies shoVld Ce DomparaCle to Donditions of 
Vse for the Dlaim （e�H� dose tested Ws� dose proposed） 
and stVdZ HroVps shoVld Ce representatiWe of the tarHet 
HroVp or aCle to Ce eYtrapolated to the tarHet popVla-
tion� She Xent on to Dite eYamples of the most Dommon 
pitfalls enDoVntered CZ the Panel in the eWalVation of 
health Dlaims
 DonDlVdinH CZ enDoVraHinH indVstrZ to Vse 
the &FSA XeCsite appliDations bhelp desL ` to assist in 
the preparation of Dlaims appliDations� 

Dr� & SionH Tee
 ILSI SoVtheast Asia ReHion
 .alaZsia 
desDriCed the QSPDFTT�BOE�LFZ� MFBSOJOHT� JO�TDJFOUJGJD�
TVCTUBOUJBUJPO�PG�IFBMUI�DMBJNT�JO�4PVUIFBTU�"TJB��Dr� 
Tee CeHan CZ notinH that health Dlaims are DVrrentlZ 
permitted in some DoVntries in SoVtheast Asia
 mostlZ 
arisinH from appliDations from food indVstrZ for other 
fVnDtion Dlaims and disease risL-redVDtion Dlaims� Dr� 
Tee presented a sVmmarZ of the permitted Dlaims in the 
reHion
 notinH that reHVlatorZ sZstems related to Dlaims 
approWal Waried from DoVntrZ to DoVntrZ in the reHion� 
He reWieXed the Dlaims appliDation proDess
 Xith eaDh 
Dlaim sVCmitted in a presDriCed format
 and aDDompanied 
CZ sDientifiD sVCstantiation to Ce reWieXed CZ a panel 
of eYperts appointed CZ the releWant reHVlatorZ aHenDZ� 
TXo DritiDal Domponents of the appliDation are the 
minimVm leWel that the nVtrient mVst Ce present for the 
Dlaim
 and soVnd sDientifiD eWidenDe for the Dlaim
 Cased 
on randomi[ed
 plaDeCo-Dontrolled doVCle Clind Dlini-
Dal trials and other appropriate sDientifiD data� Dr� Tee 
hiHhliHhted eYamples of some errors or inappropriate 
sVCmissions for health Dlaim appliDations in .alaZsia� 
Some appliDations Xere reKeDted dVe to inadeRVatelZ 
prepared dossiers
 Xith seDtions of the appliDation 
poorlZ eYplained
 partiDVlarlZ the seDtion on sDientifiD 
sVCstantiation� Other eYamples inDlVde XordinH of the 
proposed Dlaim not matDhinH the findinHs of the stVdies 
or eYtrapolated CeZond the findinHs� the DompoVnd Vsed 

in the stVdZ not matDhinH the DompoVnd that is the sVC-
KeDt of the Dlaim� the food WehiDle for the DompoVnd not 
matDhinH the intended Dlaim� stVdies Xere Darried oVt 
VsinH the bpVre ` DompoVnd
 rather than in food WehiDles� 
or the stVdZ findinHs Xere not appropriate for the Hen-
eral popVlation� 

5IF�OVUSJUJPO� MBCFMMJOH� TZTUFN� JO�+BQBO Xas then 
disDVssed CZ Dr� ToshitaLa .asVda
 Food LaCellinH 
DiWision
 ConsVmer Affairs AHenDZ （CAA）
 (oWernment 
of Japan� In order to ensVre DonsVmers ` safetZ and their 
aCilitZ to Dhoose foods offered for sale independentlZ 
and rationallZ
 the Food LaCellinH #ill Xas passed in 
Japan on 21 JVne 201�
 folloXed CZ the Food LaCellinH 
ADt
 Ha[etted on 2� JVne 201�
 moWinH the eYistinH 
WolVntarZ /Vtrition LaCellinH SZstem to a mandatorZ 
frameXorL� Dr� .asVda noted that DonsideraCle time 
Xas spent inWestiHatinH the issVe of mandatorZ nVtri-
tion laCellinH
 Xith the CAA firmlZ CelieWinH that sVDh 
laCels are neDessarZ for the improWement of DonsVmers ` 
health
 enaClinH them to manaHe their nVtritional statVs 
and dietarZ haCits� The CAA enDoVraHes food manVfaD-
tVrers to Vse nVtrition laCellinH on a Xide ranHe of food 
prodVDts
 and edVDates DonsVmers on hoX to pVt healthZ 
dietarZ haCits into praDtiDe CZ helpinH them Vnderstand 
nVtrition laCellinH and hoX to maLe praDtiDal Vse of its 
information� In Japan
 fVnDtion Dlaims are onlZ permit-
ted for tXo food DateHories Vnder the Food Sanitation 
ADt and the Health Promotion ADt� Food for SpeDified 
Health 6ses and Food Xith /Vtrient FVnDtion Claims� 
The HoWernment of Japan is deWelopinH a neX sZstem 
enaClinH manVfaDtVrers to maLe fVnDtion Dlaims on pro-
Dessed and fresh food VsinH sDientifiD eWidenDe-Cased 
sVCstantiation
 VsinH the 6�S� dietarZ sVpplements reHV-
latorZ sZstem as a referenDe� 

Dr� PiDhet ItLor
 Food IndVstrZ ClVC
 Federation of 
Thai IndVstries
 then oVtlined the JOEVTUSZ�DIBMMFOHFT�
JO�UIF�QSFQBSBUJPO�PG�TDJFOUJGJD�EPTTJFST�GPS�DMBJNT� He 
noted that food indVstries are noX implementinH nVtri-
tion laCellinH and displaZinH nVtrition�health Dlaims not 
onlZ to proWide information aCoVt the prodVDt to enaCle 
DonsVmers to maLe an informed DhoiDe of pVrDhase
 CVt 
also to inDrease their DompetitiWeness in the marLet 
plaDe�ⓤ╅┖┩┧┳┱┱┩┲┨┥┸┭┳┲┷ⓤ┳┲ⓤ┸┬┩ⓤ┗┧┭┩┲┸┭┪┭┧ⓤ┗┹┦┷┸┥┲┸┭┥┸┭┳┲ⓤ┳┪ⓤ
┌┩┥┰┸┬ⓤ┇┰┥┭┱┷ ╃⓰ⓤ┥┲ⓤ┅┲┲┩┼ⓤ ┸┳ⓤ ╅┇┳┨┩┼ⓤ┋┹┭┨┩┰┭┲┩┷ⓤ ┪┳┶ⓤ┙┷┩ⓤ┳┪ⓤ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┥┲┨ⓤ┌┩┥┰┸┬ⓤ┇┰┥┭┱┷ⓤ（┇┅┇⓳┋┐ⓤ⓶⓷⓱⓵⓽⓽⓻）╃ 
 haWe 
Ceen estaClished to assist reHVlatorZ aVthorities in 
their eWalVation of health Dlaims in order to determine 
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their aDDeptaCilitZ for Vse CZ indVstrZ� These reDom-
mendations state that health Dlaims shall Ce sVpported 
CZ a soVnd and sVffiDient CodZ of sDientifiD eWidenDe to 
sVCstantiate the Dlaim
 and proWide trVthfVl and non-
misleadinH information to assist DonsVmers in DhoosinH 
a healthfVl diet� In most of the AS&A/ DoVntries
 there 
are positiWe lists of approWed nVtrient fVnDtion Dlaims
 
other fVnDtion Dlaims and disease risL-redVDtion Dlaims� 
To sVCstantiate anZ neX health Dlaim
 indVstrZ is oCliHed 
to sVCmit Xell-desiHned hVman interWention stVdies 
DlearlZ demonstratinH the Donsistent assoDiation CetXeen 
the food or food DonstitVents and the health effeDt� The 
totalitZ of eWidenDe
 inDlVdinH eWidenDe that sVpports or 
DontradiDts the Dlaim effeDt and eWidenDe that is amCiHV-
oVs or VnDlear are also reRVired� Dr� ItLor noted that 
the differenDes in reHVlatorZ reRVirements for health 
Dlaims amonH AS&A/ DoVntries remains the most Driti-
Dal trade Carrier to the DommerDial distriCVtion of food 
prodVDts in SoVtheast Asia� He emphasi[ed the need for 
a platform for harmoni[ation of reHional reHVlation on 
the Vse of nVtrition and health Dlaims
 notinH that ILSI 
S&A ReHion has Ceen XorLinH in this area
 inDlVdinH 
deWelopinH b(Videlines for SDientifiD SVCstantiation 
of /Vtrition and Health Claims for Food�FVnDtional 
Foods `
 alonH Xith a reHVlatorZ frameXorL for harmoni-
[ation of nVtrition laCellinH and Dlaims�  
/FX� CJPNBSLFST� BOE� QBSBNFUFST� GPS� FWBMVBU�

JOH�IFBMUI�CFOFGJUT Xere then presented CZ Dr� JVdZ 
CVnninHham
 Food Standards AVstralia /eX ;ealand 

（FSA/;）� A standard for the Vse of health Dlaims 
on food laCels has Ceen in operation in AVstralia and 
/eX ;ealand sinDe JanVarZ 201�� Standard 1�2�� of the 
AVstralia /eX ;ealand Food Standards Code sets oVt 
the reRVirements for health Dlaims and identifies tXo 
tZpes of health Dlaims r Heneral and hiHh leWel� HiHh 
leWel Dlaims refer to serioVs diseases or CiomarLers 
of serioVs disease
 sVDh as serVm Dholesterol� There 
are oWer 200 pre-approWed food health relationships 
in Standard 1�2�� that Dompanies Dan Vse to formVlate 
the XordinH of health Dlaims that aDDVratelZ refleDt 
the relationship and anZ estaClished Donditions for the 
Dlaim� In AVstralia and /eX ;ealand
 neX health Dlaims 
reRVire a sZstematiD reWieX of all aWailaCle eWidenDe to 
estaClish Xhether a relationship eYists CetXeen the food 
and the health oVtDome� Dr� CVnninHham noted that Cio-
marLer eWidenDe Vsed to sVCstantiate a health Dlaim mVst 
Ce assessed for RValitZ in the same XaZ that stVdies of 
other health oVtDomes XoVld Ce assessed� #iomarLers 

Vsed shoVld Ce Xell estaClished
 releWant to the Dlaimed 
health oVtDome
 measVraCle and responsiWe to dietarZ 
interWention� AlthoVHh there is a lot of DVrrent researDh 
into a ranHe of CiomarLers
 there appear to Ce feX bneX ` 
CiomarLers sVitaCle for Vse in reHVlatorZ sZstems that 
reRVire a hiHh deHree of DertaintZ in the eWidenDe sVp-
portinH neX health Dlaims� Dr� CVnninHham reDommended 
that food Dompanies Xho Xish to Vse CiomarLer eWidenDe 
to sVCstantiate a neX health Dlaim shoVld Vnderstand the 
reRVirements in eaDh DoVntrZ Xhere theZ Xish to Vse the 
Dlaim�  
5IF�QSFTFOUBUJPOT� GSPN�UIJT�TFNJOBS�BSF�OPX�BWBJM�

BCMF� UISPVHI� UIF� *-4*�4&"�3FHJPO�XFCTJUF XXX�ilsi�
orH�sea@reHion

.T��1BVMJOF�$IBO� is DireDtor of SDientifiD ProHrams for 
the SoVtheast Asian ReHion CranDh of the International Life 
SDienDes InstitVte （ILSI）� Her responsiCilities inDlVde the de-
Welopment and faDilitation of sDientipD meetinHs and proHrams� 
ADtiWelZ inWolWed Xith the SinHapore /Vtrition and DietetiD 
AssoDiation （S/DA）
 .s� Chan is a memCer of S/DA`s 
.ain Committee
 as Xell as the Chair of its PVCliD &dVDation 
Committee� She is also a reHistered dietitian （R�D�） Xith 
the AmeriDan DietetiD AssoDiation� .s� Chan reDeiWed her 
#aDhelor`s deHree in ChemistrZ from the Chinese 6niWersitZ 
of HonH ,onH
 and her .aster`s deHree in /Vtrition and 
DietetiDs from /eX :orL 6niWersitZ
 6SA�

ུྺ
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ୈ �� 回コーσックスӫཆɾಛघ༻్食品部会（CC/FSD6）会議が、201� 年 11 月 2� ೔（月）から 2� ೔（ۚ）まで
インドネシΞのバリで開催され、以Լの݁࿦にୡした。
1 ɽ「食品΁のඞਢӫཆૉఴՃに関する一ൠݪଇのఏҊ改గҊ」をスςップ � 、「ӫཆදࣔΨイドϥインに͓けるද
ࣔ໨的のӫཆૉج४஋の௥Ճまたは改గݪҊ Ϗタϛン C、ѥԖ、ηレン、Ϟリブσン、ϚンΨンの /R7-R」を
スςップ ��� 、「ඇ感છੑ࣬ױリスクに関༩するΧリ΢Ϝの /R7-R Ҋ」をスςップݪ ��� の࠾୒にਐめる。

2 ɽ࣍のจॻまたはม更を࠾୒にਐめるɿ「ӫཆදࣔΨイドϥインの修正෇ଐจॻ」、「άルςン不଱঱ऀ༻ಛघ༻్
食品֨نに lLhorasan Xheatz という༻ޠを௥Ճする」、「ೕ͓ࣇよび年গ༮ࣇ༻ಛघ༻్食品に࢖༻するӫཆૉ
෺࣭のਪ঑リストにクΤンࢎѥԖを௥Ճする」、「ೕࣇ༻ௐ製ೕ͓よびೕࣇ༻ಛघҩྍ༻ௐ製ೕ֨ن（COD&9 
STA/ �2-1��1）にある食品ఴՃ෺リストの改గݪҊにάリηリンクΤンࢷࢎ๱ࢎΤスςル（I/S ��2D）とΦク
ςχルコϋクࢎσンプンφトリ΢Ϝ（I/S 1��0）を含める」。

� ɽ৽࡞ن業 2 ݅のঝೝをਃ請するɿ「ੜ෺学的ڧԽ͓よびੜ෺学的ڧԽ食品の定ٛࡦ定」、「ΤイコαϖンタΤン
�-のТࢎとドコαϔΩαΤンࢎ に関するࢎ๱ࢷ /R7- /CD 。「定ࡦ

�ɽそのଞの部会決定事項
ɾ当部会の࡞業と関連するコーσックスઓུܭը 201�-201� のಛ定活動実ߦঢ়گについての回౴をఏࣔした。
ɾ ೕ͓ࣇよび年গ༮ྨࠄ༺ࣇをओݪྉとするՃ޻食品֨نに௿体ॏࣇ༻の৽たな Part # をՃえるための修正৹

議をଧͪ੾ることに同ҙした。
ɾ コーσックスフΥローΞップフΥーϛュϥݟ֨ن௚しをݪҊ再࡞成とスςップ � でのコメント͓よび࣍回会議

に͓けるݕ౼のためにスςップ 2 にࠩし໭すことに同ҙした。
ɾ食品ఴՃ෺の要望リストを࣍回会議までอ持する。
ɾ トϥンスࢷ๱ࢎのڧௐදࣔ৚݅に関する৹議を、WHO ӫཆΨイμンスઐ門Ոࢾ໰άループ（the WHO /Vtrition 

(VidanDe &Ypert AdWisorZ (roVp
 /6(A(）のධՁ݁Ռ͓よび෼ੳํ๏に関する CC.AS からのॿݴを待っ
て࣍回会議までԆظする。

ɾ ࣍ 回会議にఏ出する readZ-to-Vse 食品の֨نに関する改గ౼議จॻとプロジェクトจॻの࡞成をηネΨルの協
力のもとで国ࡍ連合ࣇಐ6）ۚجnited /ations Children`s FVnd
 6/IC&F）に要請する。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

ཁɹࢫ

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
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ୈ �� 回 コ ー σ ッ ク ス ӫ ཆ ɾ ಛ घ ༻ ్ 食 品 部 会
（CC/FSD6）が、201� 年 11 月 2� ೔（月）から 2� ೔（ۚ）
まで、インドネシΞのバリで開催され、�� Ճໍ国、1 国
�組৫（&6）、2ࡍ 国ػࡍ関から合ܭ �0� ໊がࢀՃした。
೔本からは、ফඅऀிの૿ా རོ 食品දࣔ企ը՝食品
දࣔௐࠪ官、ްੜ࿑ಇলのԬా बক ҩༀ食品ہ 食品҆
શ部 国ࡍ食品ࣨ長、೶ྛਫ産লの௰ࢁ ໻ੜ ফඅɾ҆શ

企ࡦ՝ௐࠪ官と໦ଜ ೔౎ඒ 同҆શ対ࡦফඅɾ҆શ੓ ہ
ը൝ਪਐ係長の 2 ໊が出੮し、ςクχΧルΞドバイβー
として、ಠ立ߦ੓๏ਓ国立健康ɾӫཆڀݚॴからੴݟ 
Ղࢯࢠと国ࡍੜ໋Պ学ػڀݚ構（ILSI Japan）から඿໺ 
が出੮した。/(Oࢯত߂ として ILSI Japan から � ໊、
国ࡍӫཆิॿ食品業ք団体連合会（IADSA）から � ໊、
国ࡍΞϛϊࢎՊ学協会（ICAAS）から 1 ໊、国ࡍਗ਼ྋ
ҿྉ協議会（IC#A）から 1 ໊がࢀՃした。ɹɹɹɹɹ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ   

�4VNNBSZ�
The ��th of the CodeY Committee on /Vtrition and Foods for SpeDial DietarZ 6ses （CC/FSD6） Xas held in 

#ali
 Indonesia from 2� to 2� /oWemCer 201�� The Committee Xas attended CZ 2�� deleHates representinH �� 
.emCer CoVntries
 1 .emCer OrHani[ation and 2� International OrHani[ations�

The Session reaDhed the folloXinH DonDlVsions� 
◦  The Committee adWanDed to Step� the Draft ReWision of the ┋┩┲┩┶┥┰ⓤ└┶┭┲┧┭┴┰┩┷ⓤ ┪┳┶ⓤ ┸┬┩ⓤ┅┨┨┭┸┭┳┲ⓤ┳┪ⓤ┉┷┷┩┲┸┭┥┰ⓤ

┒┹┸┶┭┩┲┸┷ⓤ┸┳ⓤ┊┳┳┨┷⓰ and to Step ��� the Proposed Draft Additional or ReWised /Vtrient ReferenDe 7alVes for 
LaCellinH PVrposes in the ┋┹┭┨┩┰┭┲┩┷ⓤ┳┲ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┐┥┦┩┰┰┭┲┫ /R7-R for 7itamin C
 [inD
 seleniVm
 molZCdenVm 
and manHanese and the Proposed Draft /Vtrient ReferenDe 7alVe for PotassiVm in relation to the risL of non-
DommVniDaCle diseases�

◦  The Committee forXarded other teYts for adoption� 
-   Amendments to the AnneY of the ┋┹┭┨┩┰┭┲┩┷ⓤ┳┲ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┐┥┦┩┰┰┭┲┫ �
-   Amendments to the ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ┪┳┶ⓤ┊┳┳┨┷ⓤ┪┳┶ⓤ┗┴┩┧┭┥┰ⓤ┈┭┩┸┥┶┽ⓤ┙┷┩ⓤ┪┳┶ⓤ└┩┶┷┳┲┷ⓤ┍┲┸┳┰┩┶┥┲┸ⓤ┸┳ⓤ┋┰┹┸┩┲ to add the term 

lLhorasan Xheatz �
-   Amendments to the ┅┨┺┭┷┳┶┽ⓤ┐┭┷┸ⓤ┳┪ⓤ┒┹┸┶┭┩┲┸ⓤ┇┳┱┴┳┹┲┨┷ⓤ┪┳┶ⓤ┙┷┩ⓤ┭┲ⓤ┊┳┳┨┷ⓤ┪┳┶ⓤ┗┴┩┧┭┥┰ⓤ┈┭┩┸┥┶┽ⓤ┙┷┩┷ⓤ┍┲┸┩┲┨┩┨ⓤ┪┳┶ⓤ

┍┲┪┥┲┸┷ⓤ┥┲┨ⓤ┝┳┹┲┫ⓤ┇┬┭┰┨┶┩┲ to inDlVde [inD Ditrates� and
-   Proposed Draft ReWision of the list of food additiWes in COD&9 STA/ �2-1��1 to inDlVde I/S ��2D and 

I/S 1��0�
◦  The Committee aHreed to sVCmit proposals for neX XorL on the Definition for CiofortifiDation or Ciofortified 

foods and the /R7-/CD for eiDosapentaenoiD aDid （&PA） and doDosaheYaenoiD aDid （DHA） lonH Dhain 
omeHa-� fattZ aDids� 

◦ The Committee�
-   proWided replies reHardinH the statVs of implementation of seleDted aDtiWities of the CodeY StrateHiD Plan 

201� r 201� releWant to its XorL�
-   aHreed to disDontinVe Donsideration of amendment to the ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ┪┳┶ⓤ└┶┳┧┩┷┷┩┨ⓤ┇┩┶┩┥┰⓱┦┥┷┩┨ⓤ┊┳┳┨┷ⓤ┪┳┶ⓤ┍┲┪┥┲┸┷ⓤ

┥┲┨ⓤ┝┳┹┲┫ⓤ┇┬┭┰┨┶┩┲ to inDlVde a /eX Part # for 6nderXeiHht Children�
-   retVrned the reWision of the ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ ┪┳┶ⓤ┊┳┰┰┳┻⓱┹┴ⓤ┊┳┶┱┹┰┥ to Step 2 for redraftinH
 DirDVlation for 

Domments at Step � and Donsideration at its neYt session�
-   aHreed to Leep the amended XorLinH list of additiWes （Xish-list） Vp to the neYt session Xhen a deDision 

XoVld Ce made on its fVtVre statVs�
-   aHreed to defer disDVssions on Donditions for Dlaims for trans fattZ aDids to its neYt session pendinH the 

oVtDome of the /6(A( reWieX and the adWiDe from CC.AS on methodoloHiDal issVes� and
-   aHreed to reRVest 6/IC&F
 Xith sVpport of SeneHal
 to prepare a reWised disDVssion paper and proKeDt 

doDVment on a standard for readZ-to-Vse food （R6F） to Ce presented at the neYt session�
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̎ɽୈ ��ճձٞͷٞ୊ͱओͳ݁Ռ

ٞ୊Ұཡ

1 議題の࠾୒

2  （a）コーσックス૯会および֤部会からの付ୗ事߲

（b）FAO/WHO から提ىされた関৺事߲

3 食品へのඞਢ栄養素ఴ加に܎るコーσックス一ൠ
原ଇ（CAC/GL 9-1987）վగҊ（ステップ 7）、
見解（ステップ 6）

4 コーσックス栄養表示ガイドラインにおける表示目
的の提Ҋվగ栄養ࢀর量（NRV）Ҋまたは提Ҋ௥
加 NRVs Ҋ（タンパク質Ҏ֎の NRVs）（ステップ 3）

5 ೕ児および年গ༮児用のࠄ類をओ原料とする加工
食品֨ن（CODEX STAN 74-1981）に低体ॏ児
用のパート # を௥加する提Ҋमਖ਼Ҋ（ステップ 4）

6 フΥローアップフΥーミュラのコーσックス֨ن
（CODEX STAN 156-1987）の見直し

7 非ײછ性࣬ױリスクに関༩するカリウムの NRV Ҋ

8 コーσックスೕ児用調੡ೕ֨ن（CODEX STAN 
72-1981）の食品ఴ加物リストの提ҊվగҊ

9 トランス脂肪酸「θロ」ڧ調表示に関する౼議文書

10 生物学的ڧ化に関する౼議文書

11 その他の事߲およびޙࠓのۀ࡞

12 ࣍回会議の日ఔおよび৔ॴ

13 報告書の࠾୒

ٞ୊̍ɽٞ୊ͷ࠾୒
議୊ 11「そのଞの事項͓よび今後の࡞業」に͓いて �

項໨を৹議することが了ঝされ（ৄࡉは議୊ 11 、（রࢀ
ଞはԾ議୊Ͳ͓りঝೝされた。

ٞ୊̎（B）ɽ�ίʔσοΫε૯ձ͓Αͼ֤෦ձ͔Βͷ෇ୗ
߲ࣄ

（�）ίʔσοΫεઓུܭը ��������� ͷϞχλϦϯά
ઓུܭըのうͪ、す΂ての部会に֘当する項໨につい

ての࣭໰事項に対する、&6 とΧφμが࡞成した回౴を
֬ೝした。CC/FSD6 の回౴はୈ �0 回のࣥߦҕ員会と
ୈ �� 回の総会で報告する。
（�）෼ੳ・αϯϓϦϯά๏෦ձ（$$."4）

米国は෼ੳ๏ࡦ定のܦҢなͲをઆ明した。当部会がఏ
Ҋした食෺ણ維の定ٛは 200� 年に࠾୒された。同時ظ

に AssoDiation of OffiDial AnalZtiDal Chemists Interna-
tional（AOACI）と AmeriDan AssoDiation of Cereal 
Chemists International（AACCI）はڞ同࡞業による୯一
の෼ੳํ๏ AACCI �2-�� cAOAC 200��01 を࠾༻した。
CC.AS はこれをタイプᶗ๏として෼ੳとαンプリンά
ਪ঑ํ๏（COD&9 STA/ 2��-1���）に࠾୒した。2
年後、不༹ੑとՄ༹ੑ食෺ણ維を定ྔするために 2 関ػ
のڞ同࡞業により AACCI �2-�0 cAOAC 2011�2� が࠾୒
された。201� 年の CC.AS では৽しい෼ੳ๏の࠾୒を
、したがタイプᶗ๏としてෳ਺はೝめられないこと౼ݕ
そもそも෼ੳ内容がҟなることから、当部会にݕ౼が要
請された。

૯৯෺ણҡ Մ༹ੑ・ෆ༹ੑ・
૯৯෺ણҡ

ڀݚಉڞ ఏҊ

""$$ ����� ����� ͋Γ 5ZQF�ᶗ

"0"$ ������� ������� ͳ͠ 5ZQF�ᶚ

その݁Ռ、部会は米国がఏڙした情報にͮجきCC.AS
に回౴することに同ҙした。
a ）総食෺ણ維に関しては AACCI �2-�� を、そのうͪ
Մ༹ੑと不༹ੑ食෺ણ維に関しては AACCI �2-�0 を
それͧれタイプᶗ๏として࠾୒する。

C ）AOAC 200��01 をタイプᶚとしてよいかをධՁする
（改มされ、ڞ同ڀݚがされて͓らͣ、もは΍ AACCI 
�2-�� と同౳であるとは考えられないため）。

D ）AOAC 2011�2� をタイプᶚとして࠾୒する（改มさ
れ、ڞ同ڀݚがされて͓らͣ、もは΍ AACCI �2-�0
と同౳であるとは考えられないため）。

ٞ୊̎（C）ɽ'"0�8)0͔Βఏ͞ىΕͨؔ৺߲ࣄ
（�）�'"0
ɾ ӫཆ不良ऀのための readZ-to-Vse ࣏ྍ食ɾαプリメ

ントのඍੜ෺学的҆શੑに関する合同 FAO�WHO ઐ
門Ո会議を 201� 年 12 月ローϚで開催。

ɾ ݧࢼ的 FAO�WHO ੈք食ྐফඅσータπール（FAO�
WHO (IFT）を立ͪ上͛た。国ຽまたは国ຽに४͡
るू団に͓ける食ྐফඅσータのੈք的なऩू、ू
໿、ීٴを໨的とする。

ɾ த国、೔本、ΦーストϥリΞʗχュージーϥンドにつ
いては食ྐফඅσータが統一された様式でೖखՄೳに
なっている。さらに AS&A/ の 10 Ճໍ国で৽࡞ن業
が開࢝されて͓り、FAO�WHO (IFT にू໿される
ことになる。
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ɾ ώトのӫཆに͓ける食事タンパク࣭の࣭に関する FAO
ઐ門Ո協議（2011 年）に続き、食品のਅのΞϛϊࢎফԽ
཰に関するઐ門Ո࡞業部会が 201� 年 � 月にߦわれた。

（�）�8)0
ɾୈ 2 回国ࡍӫཆ会議が 201� 年 11 月に開催された。
ɾ 当部会活動に関連する情報と出൛෺、更改したΨイド

ϥイン、WHO の食事と健康に関するԼ部組৫ /Vtri-
tion (VidanDe &Ypert AdWisorZ (roVp（/6(A(）の
最近の活動、஍Ҭઓུと活動ܭը౳を紹介した。

ٞ୊̏ɽ৯඼΁ͷඞਢӫཆૉఴՃʹ܎ΔίʔσοΫεҰ
ൠݪଇ（$"$�(-�������）վగҊ（εςοϓ �）ɺ
ղ（εςοϓݟ �）

（Ңܦ）
前回会議では一ൠݪଇ改గҊの大ےが合ҙされ、総会

に͓いてスςップ � で࠾୒された。
（৹議݁Ռ）

スςップ � での֤国コメントを౿まえ、合ҙが成立し
ていないՕॴについて৹議をਐめた。
ٛ຿తఴՃͱ೚ҙఴՃͷఆٛ

੓上の؅理と食品企業の関৺とのバϥンスをऔるうߦ
えでこれらの定ٛを置くことはॏ要であるというҙݟの
一ํで、企業による೚ҙఴՃは開ൃ్上国ではࠪݕɾ؅
理の点で೉があるとのҙݟがࣔされた。೚ҙఴՃのํ式
については様々あり、これを٭஫にઆ明しているが、定
ٛจষのதにそのつながりを明記することで合ҙした。
������ඞਢӫཆૉをఴՃ͠ͳ͍৯඼ͷܾఆ

改గҊでは、ඞਢӫཆૉをఴՃしない食品の決定は国
または஍Ҭの؂ಜ官ிにҕͶられるとあるが、これに関
してΤネルΪーີ度のߴい食品΍ӫཆ学的にශऑな食品
にඞਢӫཆૉをఴՃして健શな食品にͤݟかけるという
೦がࣔされ、「国の公ऺӴੜ໨ඪに合கさͤるようӫݒ
ཆ学的に正当Խされないݶり、このような食品を除֎す
る」というझࢫのจݴ௥ՃがఏҊされた。これに WHO
もࢍ同したが、「ඞਢӫཆૉఴՃ食品の決定は֤国の؂
ಜ官ிの決定にҕͶられている」という、これまでに議
࿦された内容を౿まえたจݴになっていることを議長が
再֬ೝをした。議࿦の݁Ռ、֨نҊ通りのจݴで合ҙし
たが、νリ、ブϥジル、ೆΞフリΧなͲෳ਺の国と
/(O がอཹをද明した。

以上の৹議の݁Ռ、部会は本ݪଇҊのスςップ � ୒࠾

を総会にࢾ໰することに同ҙした。

ٞ୊̐ɽ�ίʔσοΫεӫཆදࣔΨΠυϥΠϯʹ͓͚Δදࣔ໨
తͷఏҊվగӫཆࢀর （ྔ/37）Ҋまͨ͸ఏҊ௥
Ճ/37TҊ（λϯύΫ࣭Ҏ֎ͷ/37T）（εςοϓ�）�

（Ңܦ）
ୈ �� 回会議では、Ϗタϛン ,、νΞϛン、リϘフϥϏ

ン、φイΞシン、Ϗタϛン #� 、༿ࢎ、Ϗタϛン #12 、パ
ントςンࢎ、ϏΦνン、Χルシ΢Ϝ、Ϥ΢ૉの /R7 Ҋݪ
がスςップ ��� で࠾୒された。

前回のୈ �� 回会議ではタンパク࣭の /R7 について
合ҙし、総会で࠾୒された。
（৹議݁Ռ）

ΦーストϥリΞを࠲長国とするిࢠϫーΩンάάルー
プ（eW(）は、Ϗタϛン C、మ、ѥԖ、ηレン、ϚンΨン、Ϟ
リブσン͓よびフッԽ෺に対する /R7s-R の改గまた
は௥Ճを含む 1� 項໨をఏҊし、部会はॱに৹議をした。
提案 1ɹঝೝされたݖҖあるՊ学ػ関（ReDoHni[ed 
AVthoritatiWe SDientifiD #odies、RAS#）として、೔本
のಠ立ߦ੓๏ਓ 国立健康ɾӫཆڀݚॴを含む � つのՊ
学ػ関がఏҊͲ͓りঝೝされた。
提案 2ɹ一ൠݪଇ ��2�1�1 の明֬ԽはఏҊͲ͓りঝೝさ
れた。

以Լ、提案 3、5、7～12では、Ϗタϛンとϛネϥル
の /R7-R、͓よびѥԖの食Ӥઆ明がఏҊͲ͓りঝೝさ
れた（දࢀর）。食Ӥによってٵऩ཰にࠩがあるためѥ
Ԗの /R7-R として 2 つの஋がঝೝされ、その食Ӥઆ明
がՃえられた（දࢀর）。提案 4 మの /R7-R、͓よび
提案 6 మの食Ӥઆ明に関しては、&Vropean Food SafetZ 
AVthoritZ（&FSA）が実ࢪதのమのධՁ݁Ռを待つこ
ととし、࣍回部会まで決定をԆظした。

ӫཆૉ /37�3

Ϗλϛϯ$（NH）
ѥԖ（NH）

���
���（৯Ӥٵऩ཰ ����ʀࠞ߹৯ɺ͓Αͼະਫ਼製ͷ

คを༻͍ͳ͍Ͱɺೕ製඼ࠄ΍ਫ਼製౓ͷ௿ཻ͍ࠄ
ͱཛを৯΂ΔϕδλϦΞϯͷ৯Ӥ）

���（৯ٵࣄऩ཰ ����ʀཻ͋ࠄΔ͍͸౾ྨ͔Βͷ
ΤωϧΪʔઁऔ͕ ����Ҏ্Ͱಈ෺ੑλϯύΫ
࣭を΄ͱΜͲઁऔ͠ͳ͍ɺྨࠄをओମͱͨ͠৯Ӥ）

ηϨϯ（ЖH）
ϞϦϒσϯ（ЖH）
ϚϯΨϯ（NH）

��
��
�

ఏҊ ��ɹ�3"4#ͷۀ࡞ఆٛʹ͋Δʮ�࣍ධՁʯͷ༻ޠをઆ
໌すΔจষをՃ͑Δ͜ͱをఏҊͲ͓Γঝೝͨ͠ɻ

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ��ճίʔσοΫεӫཆɾಛघ༻్৯඼෦会報ࠂ

Πϧγʔ No.121  (2015.5)  ― ��



以上の同ҙ事項についてはスςップ ��� での࠾୒とӫ
ཆදࣔΨイドϥインの෇ଐจॻᶚ΁の組み込みを総会に
。໰することが同ҙされたࢾ

࣍回は eW( がఏҊするϏタϛン A、D、&、Ϛάネ
シ΢Ϝ、リン、クロϜ、ಔ、Ԙૉ͓よびమの /R7-R を
৹議し、さらに �ʙ�� か月の /R7-R ઃ定のためのํ๏
࿦をݕ౼する。

ٞ୊̑ɽ�ೕ͓ࣇΑͼ೥গ༮ࣇ༻ͷྨࠄをओݪྉͱすΔՃ
ن৯඼޻ （֨$0%&9�45"/��� �����）ʹ ௿ମॏࣇ
༻ͷύʔτ#を௥ՃすΔఏҊमਖ਼Ҋ（εςοϓ�）

（Ңܦ）
ୈ �� 回会議に͓いて、eW( 長国のインドがઆ明し࠲

た௿体ॏの定ٛに対し、WHO 代දはその௿体ॏの定ٛ
はޡղとޡ༻であるとઆ明した。さらに、同代දはதఔ
度のੑٸӫཆ不良ࣇの食事؅理についてはੈք的に一க
したݪଇがあるが、ൃҭ不શࣇに対するੈք的に合ҙさ
れた食事؅理はなく、ൃҭ不શࣇがଟい௿体ॏूࣇ団に
い食品を༩えるߴをϕースとするΤネルΪーີ度のྨࠄ
と、ա体ॏ΍ංຬのようなผのӫཆ学的໰୊をൃੜさͤ
るڪれがあるとड़΂、適༻ൣғのݟ௚しと明֬Խを要請
し、ଟくの代දとΦブβーバーにࢧ持された。
（৹議݁Ռ）

インドを࠲長国とする eW( は合ҙՄೳな適༻ൣғを
定することができͣ、本݅についてはதஅすることをࡦ
ఏҊし、部会はこれをঝೝした。࡞業தஅを総会にࢾ໰
する。

ٞ୊̒ɽ�ϑΥϩʔΞοϓϑΥʔϛϡϥͷίʔσοΫε֨ن
（$0%&9�45"/���������）ͷݟ௚͠

（Ңܦ）
本੍֨ن定後 20 年以上がܦաし、この間のՊ学的ɾ

ٕज़的ൃ展を౿まえ、さらにはフΥローΞップフΥーϛュ
ϥのଟ様Խも考ྀして本֨نのݟ௚しがൃҊされた。

ୈ �� 回会議では本֨نのݟ௚しをする৽࡞ن業がঝ
ೝされた。

年のୈࡢ �� 回会議では、フΥローΞップフΥーϛュ
ϥはӫཆ学的に不ඞ要であるというझࢫの WHO による
情報ఏڙに対し、ࢢ৔にある製品の҆શੑ΍品࣭を୲อ
するඞ要があるとのҙݟがあった。
（৹議݁Ռ）

χュージーϥンドを࠲長国とする eW( が最৽のՊ学

的ਐ展とੈքن໛のσータを考ྀして後ظೕࣇと年গ༮
った݁Ռ、同ҙされߦ業を࡞のӫཆඞ要ྔのධՁ౳のࣇ
た事項は以Լの通りであった。

ɾ フΥローΞップフΥーϛュϥのӫཆ学的な不ඞ要ੑ
を֬ೝ

ɾコーσックス֨نは維持す΂き
ɾ現֨نߦの年ྸൣғ �ʙ�� か月を維持す΂き
ɾ ӫཆඞ要ྔのҧい、͓よび後ظೕࣇと年গ༮ࣇに͓

けるフΥローΞップフΥーϛュϥの໾ׂのҧいにج
ͮき、12 か月で۠ผす΂きである。

WHO 代දは、部会が本֨نの改గ࡞業をܧ続する৔
合、フΥローΞップフΥーϛュϥの不ඞ要ੑをએݴした
1��� 年の WHA 決議 ���2� をे෼に൓өさͤたจষを
੝り込むこと、製造ऀと販売ऀが฼ೕ代ସ食品の販売に
関する国ྖߝࡍをॱकするために不適੾な販売をڧ力に
。するඞ要ੑをࣔしたจষをՃえることをओுした੍ن

これに対し、フΥローΞップフΥーϛュϥの不ඞ要ੑ
はे෼にೝめるが、ࢢ৔にある製品の品࣭と҆શੑを֬
อするための֨ن改正はඞ要であるとのҙݟもଟくड़΂
られた。

12 か月での۠ผについては大ଟ਺が同ҙしたが、ෳ
਺の国、/(O ͓よび WHO は �ʙ12 か月についてはೕ
ఠした。これに関しࢦとॏෳすることを֨نௐ製ೕ༺ࣇ
て議長は、「ೕࣇ༻ௐ製ೕ֨نの 2�2 અにh ೕࣇ とɦはh 12
か月ྸ以Լのࣇであるʱと定ٛされ、h ೕࣇ༻ௐ製ೕʱ
とはʰੜ後から適੾な཭ೕ食が༩えられるまでのظ間に
ೕࣇのӫཆ要ٻをそれࣗ体でຬ଍さͤるように製造され
た฼ೕ代ସ品をいうʱと明֬に定ٛされて͓り、これは
WHO による཭ೕ食のਪ঑が � か月以߱であることと一
கしている」とઆ明し理ղをٻめた。

今後 eW( による改గ࡞業をܧ続するとともに࣍回部
会௚前に෺理的 W(（pW(）を開催して本議୊をݕ౼
することとした。それͧれの࡞業՝୊は以Լのと͓りで
ある。
F8(

ɾ ֨نのୈ 2 અ「製品આ明」のݟ௚しをݕ౼し、ඞ要
があれば改గҊを࡞成する。

ɾ 12 か月での۠ผという؍点から ��1-��2 અの成෼要
݅をݟ௚し、改గඞ要ྔをఏҊする。

Q8(
ɾ ࣍ 回部会にて৹議するため、上記 eW( のݕ౼݁Ռ

を౿まえ、֨نのୈ 2-��� અの改గݪҊを࡞成する。
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以上、eW( と pW( によるݪҊ࡞成のためにスςッ
プ 2 に໭し、スςップ � での֤国コメントをٻめ、࣍
回部会にてスςップ � で৹議する。

ٞ୊̓ɽ�ඇײછੑ࣬ױϦεΫʹؔ༩すΔΧϦ΢Ϝͷ/37Ҋ
（Ңܦ）

前回のୈ �� 回会議で、米国はඇ感છੑ࣬ױ（/onDom-
mVniDaCle Disease、/CD）リスクに関連するΧリ΢Ϝ
の /R7 Ҋに関する౼議ॻをఏ出し、この࡞業は WHO
の食事ɾӡ動ɾ健康に関するੈքઓུの実ߦの一؀であ
ること、ݮԘに޲けてすでに当部会が֬立したφトリ΢
Ϝの /R7-/CD をิう௥Ճ的ํ๏をఏڙするものであ
る、とઆ明した。

部会はΧリ΢Ϝの /R7 ઃ定ఏҊをࢧ持し、ୈ �� 回
総会にプロジェクトจॻをਃ請し総会のঝೝをಘた。
（৹議݁Ռ）

eW( が࡞成した /R7 ҊとӫཆදࣔΨイドϥインにݪ
ある /R7s-/CD リストの修正Ҋを࠲長国である米国が
આ明した。

部会は W( がఏҊしたΧリ΢Ϝの /R7-/CD として
��00mH をঝೝし、ӫཆදࣔΨイドϥイン（CAC�(L2-
1���）のୈ ������2 અに௥Ճすることに同ҙした（දࢀ
র）。また、๞࿨ࢷ๱ࢎとφトリ΢Ϝの /R7-/CD に対
するΧリ΢Ϝの /R7-/CD の૬ҧを֬ೝした。さらに
い、Լ記の内容をӫཆදࣔΨイドߦ஫の௥Ճɾ修正を٭
ϥインにՃえるためにスςップ ��� での総会࠾୒をࢾ
໰することに同ҙした。

3.4.4.2 ɹɹɹ NRV-NCD
ɹɹɹɹɹɹ超えてはいけない量
ɹɹɹɹɹɹ๞࿨脂肪酸ɹɹɹɹɹ 20 g2
3

ɹɹɹɹɹɹφトリウムɹɹɹɹɹ 2
000 mg4

ɹɹɹɹɹɹ摂取するのが望ましい量
ɹɹɹɹɹɹカリウムɹɹɹɹɹɹ 3
500 mg4

2 8
370 LJ（2
000 Lcal）のエネルギー摂取を基४と
している。
3 NRV として͜の栄養素をબ୒した͜とは、「食事、
栄養とຫ性࣬ױ予防 WHO テクχカルレポートシリー
ズ 916. WHO、2003」で報告されたように NCD と
の関܎性͕「࣮֬な根拠 convincing evidence」に基
ͮいている。
4 NRV として͜れらの栄養素をબ୒した͜とは、「成
人およびখ児のφトリウムおよびカリウム摂取量に
関する WHO ガイドライン 2012 年」に報告されて
いるように、成人の NCD リスクに関するバイオマー
カーとの関܎性͕「かなりڧい high Ruality」ূ拠に
基ͮいている。

ٞ୊̔ɽ�ίʔσοΫεೕࣇ༻ௐ製ೕن （֨$0%&9�45"/�
�������）ͷ৯඼ఴՃ෺ϦετͷఏҊվగҊ

（Ңܦ）
ୈ �� 回会議では、֤国のコメントとٕज़的ඞ要ੑな

Ͳの情報をՃえてೕࣇ༻ௐ製ೕの食品ఴՃ෺改గリスト
を修正した。৹議では、Մೳならばৗにೕࣇ༻食品はఴ
Ճ෺なしでௐ製する΂きである、あるいはೕࣇ༻食品の
ఴՃ෺ೱ度はՄೳなݶり௿くする΂きであるとのҙݟが
あり、Պ学的ࠜڌがないఴՃ෺がෳ਺ఏҊされている౳
のࢦఠがあった。
（৹議݁Ռ）

ೕࣇ༻ௐ製ೕ֨نに௥ՃするఴՃ෺に関する eW( に
よるݕ౼の݁Ռ、ఴՃ෺リスト（以Լ、要望リスト）に
まとめたఴՃ෺のうͪ、� ෺࣭は FAO�WHO 合同食品
ఴՃ෺ઐ門Ո会議（J&CFA）で最近ධՁされたこと、
すでに本֨نに記載されているఴՃ෺に関しては eW(
はݕ౼しなかったことを࠲長国のスイスがઆ明した。

ୠし、本֨نで༻いるఴՃ෺に関しては「当֘෺࣭が
12 िྸ以Լのೕࣇの࢖༻に҆શであると明֬にઆ明し
ている J&CFA のධՁをඞ要とすること」を食品ఴՃ෺
一ൠ֨ن（(SFA）の前จ（PreamCle）にՃえる΂き
である、とした。また、「ೕࣇ༻食品はՄೳなݶりఴՃ
෺なしで製造される΂きである。ೕࣇ༻食品でఴՃ෺の
ೱ度に関するे෼な༺࢖がඞ要な৔合、そのબ୒と༺࢖
஫ҙがඞ要である」というೕࣇ༻食品֨نのఴՃ෺に関
するج本ݪଇはଥ当であるかͲうかݕ౼す΂きである、
ともڧௐした。

以Լ、eW( がఏҊした � 項໨に関して৹議し、以Լ
の݁࿦をಘた。
৯඼ఴՃ෺ͷཁ๬Ϧετ
◦ΧϥΪーφン（I/S �0�）

J&CFA ධՁ報告の完શ൛がೖखできる࣍回部会まで
決定をԆظする。
◦άリηリンクΤンࢷࢎ๱ࢎΤスςル（I/S ��2D）

本֨نには記載されていない。J&CFA�� による࢖༻
ਫ४で本֨نのパート A ͓よび # に含めることとする。
◦�Φクςχルコϋクࢎ（OSA）Ճ޻σンプン（Φクς

χルコϋクࢎσンプンφトリ΢Ϝ）（I/S 1��0）
タンパク࣭Ճਫ෼ղ෺またはΞϛϊࢎを༻いたೕࣇ༻

ௐ製ೕに͓いて、ઁऔ時の最大ೱ度 2 H�100 ml での࢖
༻を本֨نのパート A に含める。
◦�ϖクνン（I/S ��0）
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J&CFAから௥Ճ情報がಘられるまで要望リストに残す。
◦�ΧルϘΩシメνルηルロースφトリ΢Ϝ（I/S ���）、

Ϟϊɾジάリηリド（I/S ��1）
I/S ��� は本֨نには記載されていないが、Ϟϊɾジ

άリηリドは記載されている。I/S ��� はٕज़的ඞ要ੑ
が௿いため要望リストからফ除し、I/S ��1 はすでに
パート A にあるのでリストから削除する。
◦�ΞϥϏΞΨϜ（I/S �1�）

要望リストに残すが J&CFA ධՁがඞ要である。
◦�Ϗタϛン&ೱॖ෺（I/S �0�）、Ѝ-トコフェロール（I/S 

�0�）、Ў-トコフェロール（I/S �0�）
す΂て要望リストからফ除する。

কདྷతʹ本֨نͷఴՃ෺৚߲ʹՃ͑ΔͨΊͷํ๏࿦
スςップ̍ɿ৽نҊ݅は、J&CFA に͓けるঢ়ଶ、ಛ

ੑ ஋、 ٕ ज़ 的 ࢖ ༻ ๏、 ҆ શ ੑ が ֬ ೝ さ れ る こ と。
CC/FSD6 での৹議以前に、ܽམ情報についてはදࣔ
部会と J&CFA とڞに関৺団体が対応するඞ要あり。

スςップ̎ɿす΂ての要݅が੔った৔合、本֨نの
パート A または # での࢖༻をཪ෇けるٕज़的ඞ要ੑが
े෼であるか否かを CC/FSD6 が৹議する。
(4'"ͱͷ੔߹ੑ

本֨نのఴՃ෺と (SFA 食品Χςΰリーとを一கさ
ͤるඞ要があり、その࡞業のためにコーσックス食品ఴ
Ճ෺部会（CCFA）が࡞成したσΟシジϣンπリーがあ
ることが紹介された。ಛ定のఴՃ෺৚項に関して同ௐ࡞
業がいつߦわれるかを CCFA に֬ೝするのは本部会の
。内であるݶݖ
ཁ๬ϦετͷऔΓѻ͍

本リストは 10 年近くଘ在しているが一時的なจॻで
あり、J&CFA ΍ CCFA で公式にѻわれて͓らͣ、部会
内での記録でしかないことを֬ೝし、࣍回部会まではอ
持することに同ҙした。

以上、部会の同ҙ事項は࣍のと͓りである。
a） I/S��2D を本֨نのパート A と # に、I/S1��0 を

パート # に含めることを総会にఏҊする。
C） 12 िྸ以Լのೕࣇに関するن定を (SFA の前จに

含めることがՄೳかͲうか CCFA にݕ౼を要請する。
D） 本֨نのパート A と # にある食品ఴՃ෺と (SFA

の 1��1�1（ೕࣇ༻ௐ製ೕ）͓よび 1��1��（ಛघҩྍ
༻ೕࣇ༻ௐ製ೕ）との一கをೕࣇอޢのために༏ઌ
さͤることがՄೳか否かを CCFA に֬ೝする。

d） 修正した要望リストを࣍回部会まで維持し、今後の
Ґ置ͮけを決定する。

ٞ୊̕ɽ�τϥϯεࢷ๱ࢎʮθϩʯڧௐදࣔʹؔすΔ౼ٞ
จॻ

（Ңܦ）
ɾ 「WHO の食事、ӡ動と健康に関するੈքઓུ」は、

食事に関するਪ঑をࣔしたもので、その一部にઁऔ
ΤネルΪーதの࣭ࢷΤネルΪーൺをݮらすこと、๞
࿨ࢷ๱ࢎのઁऔを௿ݮし、不๞࿨ࢷ๱ࢎのઁऔを૿
΍すこと、トϥンスࢷ๱ࢎのઁऔをආけること、が
ある。

ɾ コーσックス食品දࣔ部会（CCFL）では、「ӫཆ
と健康ڧௐදࣔについてのΨイドϥイン」に੝り込
む૝定でトϥンスࢷ๱ࢎについてのڧௐදࣔจݴと
「ࢎ๱ࢷ௿トϥンス」、していたが౼ݕ৚݅を༺࢖
දࣔではなく「トϥンスࢷ๱ࢎθロ」ڧௐදࣔがࢧ
持され、そのදࣔ৚݅ઃ定について当部会にॿݴを
。めていたٻ

（৹議݁Ռ）
eW( の࠲長国であるΧφμはトϥンスࢷ๱ࢎ「θロ」

දࣔの۩体的な৚݅をఏҊした。しかし、/6(A(がߦっ
ているՊ学的ධՁの݁Ռがまͩೖखできていないこと、
෼ੳํ๏がݕ౼されて͓り 201� 年に݁࿦がಘられると
の情報がఏڙされ、部会は決定を࣍回までԆظすること
に同ҙした。

ٞ୊ ��ɽੜ෺ֶతڧԽʹؔすΔ౼ٞจॻ
（Ңܦ）

ୈ �� 回 CC/FSD6 で国ࡍ食ྐ੓ڀݚࡦॴ（Interna-
tional Food PoliDZ ResearDh InstitVte、IFPRI）が఻統
的ҭछ๏による࡞෺のӫཆڧԽに関するઆ明をߦった。
ୈ �1 回 CCFL ではそのような食品のදࣔについて議࿦
され、ੜ෺学的ڧԽの定ٛࡦ定を CC/FSD6 に要請した。

ୈ �� 回 CC/FSD6 では IFPRI がఏࣔした౼議จॻ
を৹議し、࡞業のॏ要ੑがࢧ持された。
（৹議݁Ռ）

ジンバブΤとೆΞフリΧが࡞成した౼議จॻを৹議
し、国ࡍ的にௐ࿨した定ٛࡦ定についてଟくのࢧ持が
あった。ӫཆૉのܽ๡が健康リスクとなっている৔合に
待できるٕज़であるが、そのར༻にあたってফඅऀのظ
֨نղがないようにすること、またଞのコーσックスޡ
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΍ WHO の定ٛとのॏෳ΍ࠞཚをආけるようにす΂きで
あるとのࢦఠがなされた。また、リスク෼ੳ΍明֬なද
ࣔのඞ要ੑ、কདྷの持続Մೳੑのॏ要ੑもࢦఠされた。

部会は様々なੜ෺学的ڧԽのํ๏΍対৅ੜ෺をऔりѻ
うことができるように෯޿く、同時にそれらを۠ผでき
るようにे෼ৄࡉなもとのなるようにプロジェクトจॻ
Ҋを修正した。

݁࿦として、ੜ෺学的ڧԽとੜ෺学的ڧԽ食品を定ٛ
するための৽࡞ن業を総会にࢾ໰することとし、࣍回部
会会議での৹議とスςップ � での֤国コメントのために
定ٛݪҊを࡞成する eW( を立ͪ上͛て࡞業をਐめるこ
とに同ҙした。

ٞ୊ ��ɽͦͷଞͷ͓߲ࣄΑͼޙࠓͷۀ࡞
（�）�3FBEZ�UP�VTF�GPPE（36'）࡞֨ن੒ͷͨΊͷ౼ٞ

จॻͱϓϩδΣΫτจॻ
（৹議݁Ռ）

Ϣχηフ代දが౼議จॻをઆ明し、R6F 成を࡞֨ن
ૌえた。R6F はੑٸӫཆ不良΁の対応に適し、ओӫཆ
ૉとඍྔӫཆૉをڅڙする食品であり、ΤネルΪーີ度
がߴくϏタϛンとϛネϥルをڧԽした食品である。一部
の代දがࢧ持をද明したが、ѱੑのੑٸӫཆ不良ॲ置に
関する R6F ΍ӫཆ学的ඞ要ੑ౳΁のڌのՊ学的ূ༺࢖
。೦がࣔされたݒ

WHO 代දは、200� 年の「ѱੑੑٸӫཆ不良の஍Ҭ؅
理に関する合同จॻ」にࣔされたそのまま食΂られるӫ
ཆ࣏ྍ食（ReadZ to Vse therapeVtiD food、R6TF）の
ӫཆ組成にͮجく formVlation のޮՌと҆શੑについて
われているシスςϚςΟックレϏューに関する情報をߦ
ఏڙした。また、R6F のඍੜ෺学的҆શੑに関する合
同ઐ門Ո会議が 201� 年 12 月に開催されることを WHO
代දが紹介した。

ではなくΨイドϥインがよいのではないかという֨ن
ҙݟなͲいくつかの考えがࣔされたが、݁࿦として
WHO のධՁがೖखՄೳとなる࣍回会議まで決定をԆظ
することとした。
（�）�άϧςϯෆ଱঱ऀ༻ಛघ༻్৯඼֨نʹ͓͚Δ෼

ੳํ๏&-*4"�(�� ๏ͷ֦ுఏҊ
ΦーストリΞ代දは、&LISA (12 ๏は本֨نの ��1

અにあるす΂てのن定をຬたし、ݧࢼॴ間のバリσー
シϣンの݁ՌなͲにࢧ持されていることから本֨نに組
みೖれる΂きであり、そのఏҊを CC.AS にݕ౼のた

めૹகす΂きであるとఏҊした。
ϤーロッパηリΞック協会（AssoDiation of &Vropean 

CoeliaD SoDieties、AO&CS）Φブβーバーは、本֨ن
でن定された「άルςンフリー」ᮢ஋が R� ๏で食品෼
ੳによって決定されたことを考ྀして、CC.AS が (12
๏をௐࠪすることを要請した。さらに本֨نに (12 ๏
を組みೖれる前に「άルςンフリー」というදࣔについ
てݕ౼す΂きであり、同一の食品を (12 ๏によりଌ定
した݁Ռが R� ๏による஋とҟなるかͲうかを考える΂
きであると要請した。

その݁Ռ、部会は &LISA (12 ๏を௥Ճํݧࢼ๏ީิ
として൑அするようCC.ASに要請することに同ҙした。
（�）�ೕ͓ࣇΑͼ೥গ༮ࣇ༻ಛघ༻్৯඼ʹ࢖༻すΔӫ

ཆૉԽ߹෺ͷਪ঑ϦετʹΫΤϯࢎѥԖを௥Ճす
ΔఏҊ

本݅が以前に部会で৹議されたとき、ಛੑ஋がೖखで
きた৔合に௚ͪにਪ঑リストにՃえる、と決定されて͓
り、現在それは 6SP（米国ༀํہ）にある、とスイス
がઆ明した。部会はクΤンࢎѥԖの௥Ճ࠾୒をୈ �� 回
総会にࢾ໰することに同ҙした。
（�）�ΤΠίαϖϯλΤϯ（"1&）ࢎͱυίαϔΩαΤϯࢎ

（%)"）ͷ/37をઃఆすΔ৽ۀ࡞نͷఏҊ
国ࡍӫཆิॿ食品業ք団体連合会（International Alli-

anDe of DietarZ�Food SVpplement AssoDiations、IADSA）
代දは、公ऺӴੜ的޲上とফඅऀ΁の情報ఏڙという؍
点から &PA と DHA のТ-� に関するࢎ๱ࢷ /R7-/CD
をઃ定する৽࡞ن業をఏҊした。同代දは健康との関連
をࣔすՊ学的ࠜڌ΍֤国でのӫཆઁऔج४なͲのௐࠪ݁
Ռをݩにઆ明をした。೔本はす΂てのТ-� を対ࢎ๱ࢷ
৅とす΂きというҙݟをड़΂た。

部会は本݅の৽࡞ن業をࢧ持し、プロジェクトจॻの
一部を修正した。

݁࿦として、部会は &PA と DHA のТ-� のࢎ๱ࢷ
/R7-/CD をઃ定する৽࡞ن業開࢝を総会にఏҊする
ことに同ҙし、νリとロシΞをڞ同࠲長国とする eW(
をઃ立し以Լの࡞業՝୊にऔり組むこととした。

ɾ 一ൠݪଇに適合する௚近のՊ学的ূڌをධՁする。
ɾ ӫཆදࣔΨイドϥインの෇ଐจॻにࣔされている

/R7-/CD 一ൠݪଇに合கする DHA と &PA の総
Т-� のࢎ๱ࢷ /R7-/CD ઃ定をఏҊする。

（�）�άϧςϯෆ଱঱ऀ༻ಛघ༻్৯඼ن （֨$0%&9�45"/�
��������）Ұ෦मਖ਼ఏҊ
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ɹ（Ңܦ）
ୈ �� 回 CC/FSD6 ではlLamVtzという༻ޠがシリΞル

製品の঎ඪとして登録されているので、これをlLhorasan 
Xheatz で置き׵えることがఏҊされたが、AO&CS は、
άルςンを含むシリΞルのリストからこの໊শを除くこ
とはάルςン不଱঱ऀの健康にॏ大なӨڹをٴ΅すՄೳ
ੑがあることから൓対した。
（৹議݁Ռ）

米国は、ଟくのՃໍ国に͓いて঎ඪ໊として༻いられ
ている LamVt の一ൠ໊শである lLhorasan Xheatz とい
う༻ޠを本֨نに௥ՃするఏҊをߦい、部会は修正ఏҊ
に同ҙした。

ٞ୊ ��ɽ࣍ճձٞͷ日ఔ͓Αͼ৔ॴ
࣍回は 201� 年 11 月 2� ೔（月）ʙ2� ೔（ۚ）、ドイπ

の #ad Soden am TaVnVs で開催する。

ٞ୊ ��ɽใࠂॻͷ࠾୒

1��� 年 ౦๺大学೶学部೶学ڀݚՊ修࢜՝ఔɹ修了

同年 明࣏ೕ業（ג）ೖ社ɹڀݚॴۈ຿

1��� 年 同ɹӫཆՊ学ڀݚॴ

200� 年 同ɹ食品開ൃڀݚॴ

200� 年 同ɹٕज़開ൃڀݚॴ

2011 年 ג式会社 明࣏ɹٕज़開ൃڀݚॴ

201� 年 同ɹڀݚ企ը部

現在にࢸる

ུྺ
౔ాɹത（ͭͪͨɹͻΖ͠）
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όΠΦςΫϊϩδʔۀࣄ෦
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%VQPOU�,�,�

৽たなタンパク࣭を含むҨ఻ࢠ組׵え࡞෺の食品としての҆શੑのධՁに͓いては、当֘タンパク࣭のΞレル
Ϊー༠ൃੑが௿いことをࣔすඞ要がある。近年、ΞレルΪー༠ൃੑのධՁํ๏についてଟくの報告がなされ、৽た
な஌ݟが஝積してきた。そこで、国内֎のઐ門Ոを招き、ΞレルΪー൓応のൃ঱のج本的なメΧχζϜから最৽の
஌ݟまでをΧバーするษڧ会が企ըɾ開催された。

本ษڧ会では、զが国に͓いてҨ఻ࢠ組׵え࡞෺のΞレルΪー༠ൃੑをධՁするࡍのݕ౼項໨であるタンパク࣭
の೤҆定ੑ、ط஌Ξレルήンとの構造૬同ੑٴびҙਤしない ORF のࡧݕについて、近年の஌ݟにͮجいた議࿦が
なされた。また、ΞレルΪーൃ঱のメΧχζϜٴび਍அํ๏の紹介、プロςΦϛクスによるΞレルήンの໢ཏ的ղ
ੳख๏の༗༻ੑについても議࿦された。

200� 年に食品҆શҕ員会によってզが国のҨ఻ࢠ組׵え食品（छࢠ২෺）の҆શੑධՁج४が੔理されてから
10 年ܦった。本ษڧ会で紹介されたΞレルΪー༠ൃੑに関する近年の஌ݟも含め、ٕज़のਐา΍それに൐う情報
の஝積がリスクධՁに͓いても考ྀされることがظ待される。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

SinDe HenetiDallZ modified （(.） Drops often Henerate neX protein Xithin
 it is neDessarZ to demonstrate in the 
food safetZ assessment of (. Drops that those introdVDed proteins haWe loX allerHeniDitZ� ReDentlZ
 lots of reports 
Xere pVClished reHardinH the standard or appropriateness of DVrrent or neX methods to eWalVate allerHeniDitZ of 
proteins and mVDh information has Ceen aDDVmVlated� 

In order to share and disDVss those proHress and some related topiDs
 a XorLshop Xas held Xhere internal and 
eYternal eYperts HaWe Vpdate� /eX Driteria Cased on the reDent LnoXledHe Xere proposed reHardinH heat staCilitZ 
of the protein
 strVDtVral�seRVenDe homoloHZ CetXeen the protein and LnoXn allerHen and the searDh of Vnintended 
open readinH frame XhiDh are reRVired to Ce sDrVtini[ed for eWalVatinH allerHeniDitZ of (. Drops as food VsaHe 
Vnder the reHVlation in Japan� In addition
 the meDhanism of allerHeniD reaDtion and the WarioVs XaZs of diaHnosis 
Xere introdVDed and the effeDtiWeness of proteomiDs approaDh to measVre the eYpression leWel of endoHenoVs 
allerHen Xas disDVssed as Xell�

It is ten Zears sinDe the standards for the safetZ assessment of HenetiDallZ modified foods （seed plants） Xas 

ཁɹࢫ
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̍ɽ͸じΊʹ

Ҩ఻ࢠ組׵え࡞෺に͓いては、ଟくの৔合、࡞෺のή
ϊϜにૠೖされた֎དྷҨ఻ࢠから産ੜされる৽たなタン
パク࣭のػೳによって༗༻な࣭ܗが෇༩されている。し
かしながら、ࢲたͪの体にඋわっている໔ӸシスςϜ
は、食品に含まれるタンパク࣭の構造΍部෼഑ྻをݪ߅
としてೝࣝしΞレルΪー൓応を༠ൃすることがある。食
品によるΞレルΪー൓応はその঱ঢ়がॏಞになりうるこ
とにՃえ、ফඅऀに޿くೝ஌されて͓り関৺もߴい。こ
のことから、৽たなタンパク࣭を含むҨ఻ࢠ組׵え࡞෺
の食品としての҆શੑのධՁに͓いては、当֘タンパク
࣭のΞレルΪー༠ൃੑが௿いことがॏ要なϙイントの一
つとなっている。

200� 年に食品҆શҕ員会によって定められたզが国
のҨ఻ࢠ組׵え食品（छࢠ২෺）の҆શੑධՁج४に͓
いて、ΞレルΪー༠ൃੑのධՁに͓いて考ྀす΂きとさ
れている事項の֓要は以Լのと͓りである 1）。これらは
CodeY をϕースとしたものであるが、զが国ಛ༗の؍点
も含まれている。現ঢ়では、ΞレルΪー༠ൃੑを正֬に
༧ଌする୯ಠのख๏はないため、ෳ਺のख๏ɾج४を༻
いて総合的なධՁがߦわれている。
1） ૠೖҨ఻ࢠのڙ༩体のΞレルΪー༠ൃੑに関する஌

が明らかにされていることݟ
2） Ҩ఻ࢠ産෺（タンパク࣭）についてそのΞレルΪー

༠ൃੑに関する஌ݟが明らかにされていること
�） Ҩ఻ࢠ産෺の෺理Խ学的ॲ理に対する感受ੑに関す

る事項（ਓ޻ңӷॲ理、ਓ޻௎ӷॲ理、Ճ೤ॲ理）
�） Ҩ఻ࢠ産෺とط஌のΞレルήンとの構造૬同ੑに関

する事項
上記によりώトの健康をଛなうڪれがないと൑அでき

ない৔合には、Ҩ఻ࢠ産෺の IH& ݁合ೳのݕ౼౳がඞ
要となる。

本ධՁج४が੔理されてから 10 年ͪܦ、ΞレルΪー
༠ൃੑのධՁํ๏についてଟくの報告がなされ、৽たな
஌ݟが஝積してきた。そこで、ΞレルΪー൓応のൃ঱の
までをΧバーするษݟ本的なメΧχζϜから最৽の஌ج
。会として、本会が企ըɾ開催されたڧ

̎ɽษڧձͷ֓ཁ

೔時ɿ201� 年 10 月 2� ೔
৔ॴɿフクϥシΞ౦ژスςーシϣン
プロάϥϜɿ

14:00ô15:00 GM 物のリスク評価におけるタンパク࡞
質のアレルギー༠発性評価

*-4*�)&4*�1SPUFJO�"MMFSHFOJDJUZ�5FDIOJDBM�$PNNJUUFF�
ʢ1"5$ʣ�$P�$IBJS
(SFHPSZ�4��-BEJDT

15:00ô15:40 食物アレルギーの新ల開ᴷ発生機ং、࣏
ྍ・食事指ಋ、アレルήン表示ᴷ

౻田อ݈Ӵੜେֶҩֶ෦�٬һڭत
Ӊཧਢް༤

15:40ô16:10 遺伝子組換えコメのアレルギー性ฒびに
プロテオーム解ੳの一ྫ

ॴ৯඼෦�෦௕ڀݚҩༀ඼৯඼Ӵੜཱࠃ
खౡྰࢠ

16:30ô17:15 ૯合౼࿦

ษڧձͷ෩ܠ

Ӊ理ਢࢯฒびにखౡࢯは、食品҆શҕ員会Ҩ఻ࢠ組׵
え食品౳ઐ門ௐࠪ会のઐ門ҕ員であり、աڈには CodeY
バイΦςクϊロジー応༻食品ಛผ部会にもࢀՃされてい
る。本ษڧ会には産官学から �0 ໊ఔ度のࢀՃがあり、
総合౼࿦ではࢀՃऀからの࣭໰にՃえ、ԋऀ間でも議࿦
がަわされた。以Լに֓要を報告する。

estaClished� Consideration and inDorporation of teDhniDal proHress and aDDVmVlated information
 inDlVdinH those for 
allerHeniDitZ disDVssed in the meetinH
 in the risL assessment of (. Drops Xill Ce CenefiDial�
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෺ͷϦεΫධՁʹ͓͚ΔλϯύΫ࣭ͷΞϨϧ࡞.)�（�）
Ϊʔ༠ൃੑධՁ

ILSI-H&SI Protein AllerHeniDitZ TeDhniDal 
Committee （PATC） Co-Chair

(reHorZ S� LadiDs

(SFHPSZ�4��-BEJDT ࢯ

 

現在զが国でΞレルΪー༠ൃੑをධՁするࡍに༻いら
れているख๏ɾج४のうͪ、೤҆定ੑٴびط஌Ξレルή
ンとの૬同ੑࡧݕについて、また、関連するධՁ項໨と
して Open ReadinH Frame（ORF）ࡧݕについて、近年
のจݙ౳にͮجいたレϏューがなされた。

1）೤҆定ੑ
Թ΁の๫࿐によって΄とΜͲのタンパク࣭はมੑしߴ

（೤มੑ）、その࣍ߴ構造をࣦう。ΞレルΪー൓応はタン
パク࣭ද໘にఏࣔされたΤϐトープが IH& 体にೝࣝ߅
されることで༠ൃされるが、೤มੑによってΤϐトープ
の࣍ߴ構造がࣦわれればΞレルΪー༠ൃੑはࣦわれると
考えられる。このことから、Ҩ఻ࢠ組׵え࡞෺の食品と
しての҆શੑのධՁに͓いては、ૠೖҨ఻ࢠから産ੜさ
れるタンパク࣭について、Ճ޻౳のՃ೤ॲ理を考ྀした
೤ॲ理の後、IH( 体を༻いて߅ &LISA ෼ੳをߦい、当֘
タンパク࣭のมੑঢ়ଶを֬ೝすることがٻめられている。

しかしながら、本෼ੳによってタンパク࣭のΞレル
Ϊー༠ൃੑについてಘられる情報はগないとの考えがࣔ
された。理由はओに以Լの 2 点である。ᶃ タンパク࣭
の೤҆定ੑはΞレルΪー༠ൃੑとඞͣしも૬関がない。
Τϐトープが೤มੑに଱ੑを༗したり、一࣍構造のみに
ґଘしたりする৔合には、タンパク࣭がมੑしたとして
もΞレルΪー༠ൃੑにมԽはない。また、มੑによって
৽たなΤϐトープがੜ͡るՄೳੑもある。ᶄ IH( 体߅
との൓応はੑݪ߅をࣔすものであり、IH& 体によるΞ߅

レルΪー൓応とは௚઀関係がない。また、IH( ߅体が߅
としてೝࣝする部Ґ΍਌࿨ੑ౳は、ௐ੔に༻いた動෺ݪ
΍ݪ߅として༻いたタンパク࣭の構造ɾঢ়ଶによってҟ
なるため、ಛ定の߅体を༻いた෼ੳ݁Ռが対৅のタンパ
ク࣭のมੑঢ়ଶを正֬に൓өしていないՄೳੑがある。

総合౼࿦に͓いては、ࢀՃऀから೤҆定ੑはΞレル
Ϊー༠ൃੑのධՁには不要なのではないかという࣭໰が
なされた。Ӊ理ਢࢯから回౴があり、೤҆定ੑは決定的
にॏ要というわけではないが、XeiHht of eWidenDe の 1
つとして考ྀしているとのことであった。
2）૬同ੑࡧݕ

ಋೖタンパク࣭とط஌Ξレルήンとの間で、連続する
� Ξϛϊࢎ残جが一கするまたは �0 Ξϛϊࢎ以上にわ
たり �� � 以上のྨੑࣅがある৔合に、྆ऀには૬同ੑ
があると൑அされている。
「連続する � Ξϛϊࢎ残جが一க」のج४は、それが

֬立された 1��0 年代当時、ղੳがなされていたΞレル
ήンに含まれる最খのΤϐトープが � Ξϛϊͩࢎったこ
とに由དྷする 2）。しかしながら、ྟচ的にҙຯのあるΞ
レルΪーのަࠩ൓応には、Ξレルήン同࢜の間に �0ʙ
�0 ˋఔ度のΞϛϊੑࣅྨࢎがඞ要であること΍、IH&
によるΤϐトープのೝࣝにはそのपลも含めた࣍ߴ構造
がॏ要であることから、� Ξϛϊࢎがط஌Ξレルήンと
一கしているͩけでΞレルΪー༠ൃੑがあるとはݴい೉
い �）、�）、�）。&6 のΨイドϥインに͓いてもその感度΍ಛ
ҟੑが௿いことがࢦఠされている �）。これらのことから、
本ج४については考ྀしなくとも良いのではないかとい
うఏҊがなされた。
「�0 Ξϛϊࢎ以上にわたり、�� � 以上のྨੑࣅ」に

ついても、1��� 年にシϥΧバՖคに含まれるΞレルή
ンである #et W1 とそのフΝϛリーに含まれるタンパク
࣭との間で、�0 ˋఔ度のྨੑࣅでもަࠩ൓応がೝめら
れたことがࠜڌとなっている �）。しかしながら、現在は
1
�00 छྨ以上のΞレルήンの഑ྻが報告され、200 以
上のフΝϛリーに෼ྨされて͓り、#et W1 フΝϛリー
はそのதの 1 つにա͗ない。このように、本ج४はكな
έースを૝定したอक的なものであり、ٖཅੑをੜ͡΍
すい。この点をࠀ෰するため、&-sDore の活༻がఏҊさ
れた。&-sDore は FASTA ΍ #LAST ౳の૬同ੑࡧݕΞ
ルΰリζϜからࢉ出される統ܭ஋で、&-sDore の஋がখ
さい΄Ͳ、ൺֱしたタンパク࣭間のྨࣅにҙຯがあると
考えられる �）。本ج४にՃえて &-sDore を考ྀすること
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により、感度をԼ͛ることなく、ٖཅੑをݮらすことが
できる �）、10）。

総合౼࿦では、&-sDore を考ྀするのは良いとのҙݟ
がӉ理ਢࢯからあった。
�）ORF ղੳ

Open readinH frame（ORF）はタンパク࣭として຋༁
されるՄೳੑのある഑ྻであり、通ৗstartコドン（AT(）
から stop コドン（TAA、TA( または T((）までのྖ
Ҭをࢦすが 11）、&6 のΨイドϥインに͓いては stop コ
ドンから stop コドンまでのྖҬとされている 12）。զが
国のҨ఻ࢠ組׵え࡞෺の食品としての҆શੑධՁに͓い
ては、stop コドンから stop コドンまでのྖҬを ORF
とし、ҙਤしない ORF がૠೖ D/A あるいはૠೖ D/A
とήϊϜとのڥքྖҬにೝめられた৔合には、当֘
ORF から໨的֎のタンパク࣭がൃ現していないことを
֬ೝすることがٻめられている。実ࡍには、Ծにൃ現し
ていたとしても҆શੑに໰୊がないことをࣔすҙຯで、
当֘ ORF の഑ྻからਪ定されるタンパク࣭とط஌のΞ
レルήンٴびಟੑ෺࣭との૬同ੑがないことを֬ೝして
いる。

しかしながら、これらの ORF はҨ఻ൃࢠ現にඞ要な
プロϞーター΍ターϛネーター౳の੍ྖޚҬをܽいて͓
り、ൃ現されるՄೳੑは௿い。ಛに stop コドンから
stop コドンまでのྖҬを ORF とする৔合には start コ
ドンもܽいているՄೳੑがあるため、当֘ྖҬからタン
パク࣭がൃ現されるՄೳੑは極めて௿いと考えられる。
また、stop コドンから stop コドンまでを ORF とし、ඇ
組׵え࡞෺のήϊϜに含まれる ORF を໢ཏ的に୳ࡧし
た後、֤ ORF தの連続する � Ξϛϊࢎ残جがط஌Ξレ
ルήンと一கするか否かௐ΂たところ、例えばト΢Ϟロ
コシでは 20 ສ以上の ORF がط஌Ξレルήンと૬同ੑ
を༗すると൑定された 1�）、1�）。以上のことから、গなく
とも ORF として stop コドンから stop コドンまでのྖ
Ҭを༻いるのは現実的ではなく、start コドンから stop
コドンの間のྖҬを༻いた΄うが良いのではないかとい
うఏҊがなされた。

（�）�৯෺ΞϨϧΪʔͷ৽ల։ᴷൃੜػংɺ࣏ྍ・৯ࣄ
ಋɺΞϨϧήϯදࣔᴷࢦ

౻ాอ健Ӵੜ大学ҩ学部 ٬員ڭत
Ӊ理ਢް༤

食෺ΞレルΪー਍ྍΨイドϥインによれば、食෺Ξレ

ルΪーは「食෺によってҾきىこされるݪ߅ಛҟ的な໔
Ӹ学的ػংを介してੜ体にとって不རӹな঱ঢ়がऒىさ
れる現৅」と定ٛされる 1�）。近年、஡の成෼を含Μͩੴ
された事例があっىによりখഴΞレルΪーがऒ༺࢖のݨ
たように、食෺によるΞレルΪー൓応はઁޱܦऔͩけで
はなく、ൽෘ઀৮΍ٵೖによっても感࡞が成立する。し
たがって、食෺にΞレルΪー༠ൃੑのあるタンパク࣭が
含まれる৔合には、食品ͩけでなく֎༻品も含め、๫࿐
されるܦ࿏に஫ҙするඞ要がある。また、ΞレルΪーの
Ҽ食品の਍அにはಛҟ的ݪ IH& 体を༻いるが、食෺߅
ಛҟ的ݪ߅ IH( Ξレルܕ体を༻いて食෺による஗Ԇ߅
ΪーのݪҼ食品を਍அするという記事がશ国ࢴにܝ載さ
れた 1�）。実ࡍに IH( を受୚しているࠪݕ体を༻いた߅
ຽ間企業もあるが、Պ学的には༗༻ではないと考えられ
て͓り 1�）、Պ学的ΤϏσンスにͮجいた正しい਍அとධ
Ձをߦうことのॏ要ੑが֬ೝされた。

（�）�Ҩ఻ࢠ૊͑׵ίϝͷΞϨϧΪʔੑฒͼʹϓϩςΦʔ
ϜղੳͷҰྫ

国立ҩༀ品食品Ӵੜڀݚॴ食品部 部長
खౡྰࢠ

現在、様々なストレスに対する଱ੑ組׵え࡞෺の開ൃ
がਐめられているが、ストレス଱ੑ൓応にはଟくのҨ఻
Լに͓ڥびタンパク࣭が関༩している。ストレス؀ٴࢠ
いて、ط஌のΞレルήンと構造的に૬同ੑのあるタンパ
ク࣭のൃ現ྔの上ঢが報告されていることから 1�）、スト
レス଱ੑ組み׵え࡞෺に͓いては࡞෺にݩདྷ含まれるΞ
レルήンが૿ՃしているՄೳੑも考えられる。そこで、
ӭ動（2D-DI(&）ؾσΟフΝレンスήルిݩඪࣝೋ࣍ޫܬ
๏を༻いて、Ԙストレス଱ੑ組׵えコメに͓けるタンパ
ク࣭のൃ現ྔを໢ཏ的にղੳした。その݁Ռ、Ԙストレ

Ӊཧਢް༤ࢯ
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スを༩えたඇҨ఻ࢠ組׵えコメではԘストレスを༩えな
い৔合とൺֱして �1 छྨのタンパク࣭ྔにม動がݟら
れ、コメのΞレルήンである RA(1 びٴ RA(2 のൃ現
ྔも上ঢしていた。一ํ、଱Ԙੑを޲上さͤた R#P

（R/A ݁合タンパク࣭）組׵えコメを同様に෼ੳしたと
ころ、Ԙストレスの༗ແでൃ現ྔがม動したタンパク࣭
は � छྨのみであった。また、RA(1 びٴ RA(2 のൃ
現ྔについても、ストレスの༗ແに関わらͣ、Ԙストレ
スを༩えていないඇ組׵えコメとࠩがないことが֬ೝさ
れた 1�）。

本๏はタンパク࣭の໢ཏ的なൃ現が֬ೝできる༗༻な
ํ๏であり、本෼ੳに͓いて֬ೝされたΞレルήンのൃ
現ྔまたはそのมԽを஌ることはΞレルΪー༠ൃੑのධ
Ձのࢀ考になるとのことであった。LadiDs 、からはࢯ
ͲのようにධՁに༻いるかについては更なるݕ౼がඞ要
であるとのҙݟが出された。

な͓、上ड़の֤৚݅のコメのந出෺をϚ΢スにޱܦ౤
༩したところ、組׵えの༗ແ、ストレスの༗ແによるΞ
レルΪー༠ൃੑにࠩはೝめられなかった。

̏ɽ͓ΘΓʹ

Ҩ఻ࢠ組׵え࡞෺に͓けるΞレルΪー༠ൃੑのධՁに
͓いてはଟذにわたるݕ౼がなされるが、֤項໨の൑அ
४についてはൃ展్上であり、Պ学的に間ҧいのないج
ઢҾきをすることは現時点ではࠔ೉である。そのため、
४についてはΨイドϥインには明ࣔされて͓らج々のݸ
ͣ、実ࡍには、աڈとの੔合ੑをとりつつ、ઐ門ௐࠪ会
に͓いてその౎度、൑அがなされていると考えられる。
このようなӡ༻は、Ψイドϥインにあるج本的な考えํ

「組׵え D/A ٕज़については、೔々ਐาしているもの
であり、本҆શੑධՁج४に関しても、ٕज़のਐาに
൐って、ඞ要に応͡たݟ௚しをߦっていくඞ要がある」
を൓өしたものであり、ॊೈな対応をՄೳにしていると
思われる。ΤϏσンスにͮجいた஌ݟ΍ਐ展が適ٓݕ౼
され、Պ学的な൑அج४としてঢ՚されていくことをظ
待したい。
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持続Մೳな೶業の実現とੜ産ੑ޲上のために品छ改良がՌたす໾ׂは大きい。201� 年、ILSI Japan は೔本ҭछ
学会 L.O ҕ員会、೔本学ज़ৼڵ会産学協力ҕ員会஍Ҭڥ؀ɾ食ྐɾݯࢿのための২෺バイΦୈ 1�0 ҕ員会、೔本
学ज़ৼڵ会産学協力ڀݚҕ員会২෺෼ࢠσβインୈ 1�� ҕ員会、ஜ೾大学Ҩ఻ࢠ実ݧηンターとڞ催で、/#T の
議࿦の୺ॹとなった &C の報告をまとめた LVsser ത࢜なͲを招いて、「২෺の৽ҭछٕज़に関するϫークシϣップ
ʵ੍ن໘からの考ٴ࡯びݕ౼」を開催した。201� 年には 2 月にパリで৽ҭछٕज़のՊ学的情報を֤国でڞ༗する
ためのO&CDのϫークシϣップが開催され、10月にはインドのジャイプールで ILSI-India ओ催の国ࡍ会議 lInternational 
ConferenDe On /eX Plant #reedinH .oleDVlar TeDhnoloHies rTeDhnoloHZ DeWelopment And ReHVlationz が開かれた。
これらの情報と೔本のプロジェクト lSIP「৽しいҭछٕज़」/#T 社会実૷コンιーシΞϜz の内容の情報ڞ༗
のため、201�年 12月 � ೔T,R౦ژӺീॏऱΧンフΝレンスηンターでϫークシϣップ「/eX plant #reedinH TeDhniRVes

（/#T）に関する国ࡍ動޲」がߦわれた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

Plant CreedinH plaZs a siHnifiDant role to aDDomplish sVstainaCle aHriDVltVre and inDrease prodVDtiWitZ in 
aHriDVltVre� Last Zear
 ILSI Japan held a XorLshop on /#T for ReHVlatorZ Considerations� After that XorLshop
 
O&CD held XorLshop on /P#T in Paris on FeC� 201�
 and ILSI-India held International ConferenDe on /P#T in 
JaipVr
 India on ODt� 201�� Japan started the Cross-ministerial StrateHiD InnoWation Promotion ProHram （SIP）
 
lTeDhnoloHies for DreatinH neYt-Heneration aHriDVltVre
 forestrZ and fisheries z� For sharinH these information
 
ILSI Japan held XorLshop on International Trend reHardinH /eX plant #reedinH TeDhniRVes�

ཁɹࢫ

*-4*�+BQBO�όイΦςΫϊϩδーڀݚձϫーΫシϣοϓ

ʮ/FX�QMBOU�#SFFEJOH�5FDIOJRVFTʢ/#5ʣ
ʹؔ͢Δࡍࠃಈ޲ʯใࠂ

̍ɽ͸じΊʹ

ઌ݄（201� 年 11 ݄）、஍ٿਓޱ͸ �2 ԯਓを௒͑たɻ

͜の �0 年Ͱ஍ٿਓޱ͸໿ 2 ഒとͳͬた͕、ߞ作஍͸։

ࠖと౎ࢢ化ɾ࠭യ化のͤΊ͍͗͋Ͱ΄とΜͲ૿͍͑ͯͳ

͍ɻ͜の間、1��0 年代のʮ྘のֵ໋ʯをൽ੾Γに主要

作物の൓ऩ͸ੈքฏۉͰ 2ʙ� ഒとͳͬたɻ͜れによΓ

ਓ૿ޱՃ͕͑ࢧΒれ͖ͯた͕、࢒೦ͳ͕Βٌծਓ͕ޱͳ

͘ͳͬたΘ͚Ͱ͸ͳ͍ɻ͜の൓ऩの૿Ճ͸೶ٕۀज़の޲

্、೶ༀɾ肥ྉのਐาに΋ґଘ͍ͯ͠る͕、ͦのࠜװを
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ͳすの͸২物の඼छվྑͰ͋ͬたɻ特にۙ年͸඼छվྑ

にґଘすると͜Ζ͕େ͖͍ɻまた、ޙࠓと΋඼छվྑに

よΓܧଓ的に൓ऩの૿Ճをਤ͍ͬͯ͘ඞ要͕͋るɻ

඼छվྑ͸Ӭ͍બൈのྺ࢙を20、ͯܦ に系統的لੈ

ͳަ഑ҭछ、ಥવมҟͳͲのख๏͕औΓೖれΒれ͖ͯた

͕、ۙ年の૊৫ࡉ๔学、෼子生物学、Ҩ఻子޻学のਐา

をഎܠとͯ͠ 1��� 年に͸Ҩ఻子૊ٕ͑׵ज़を用͍ͯ඼

छվྑされた作物͕ॳΊͯ঎࠿ۀഓされたɻ201� 年に

͸Ҩ఻子૊͑׵作物͸ 2� Ͱࠃ͔ 1 ԯ � ઍ � ඦສϔクター

ルͰ࠿ഓされるにͬࢸた͕、զ͕ࠃ΍Ұ෦のࠃͰ͸ফඅ

ऀのෆ҆΋͋Γड༰͕ਐΜͰ͍ͳ͍の͕ݱ実Ͱ͋るɻҰ

 ஫໨をूΊ͍ͯるの͕/B5（/FX QMBOU BSFFEJOHۙ࠷、ํ

5FDIOJRVFT）とݺ͹れる৽ҭछٕज़Ͱ͋るɻ

৽ҭछٕज़のਐาとと΋に、͜れΒのٕज़を利用ͯ͠

վྑされた২物͕、Ҩ఻子૊͑׵২物とͯ͠のن制ର৅

とͳる͔Ͳ͏͔に͍ͭͯのٞ論΋高ま͖ͬͯたɻͦのた

Ί、Ԥभҕһձ（&VSPQFBO $PNNJTTJPO, &$）͸ 200�

年に作ۀ෦ձをઃஔ͠、ҎԼの � छྨのٕज़を利用ͯ͠

վྑされた඼छ͕Ҩ఻子૊͑׵২物とͯ͠のن制ର৅と

ͳる͔Ͳ͏͔、ݕ౼を࢝Ίたɻ

⿠;inD finHer nVDlease （;F/） teDhnoloHZ （;F/ô1
 
;F/ô2 and ;F/ô�）

⿠OliHonVDleotide direDted mVtaHenesis （OD.）
⿠CisHenesis and intraHenesis
⿠R/A-dependent D/A methZlation （RdD.）
⿠(raftinH （on (. rootstoDL）
⿠ReWerse CreedinH
⿠AHro-infiltration （AHro-infiltration lsense striDto z
 

aHro-inoDVlation
 floral dip）
⿠SZnthetiD (enomiDs

Ռ͸、2011݁౼ݕ 年にใࠂॻʠ/FX QMBOU CSFFEJOH 

UFDIOJRVFT, 4UBUF�PG�BSU BOE QSPTQFDUT GPS DPNNFSDJBM 

EFWFMPQNFOU� MBSJB -VTTFS, et ┥lʡとͯ͠ެදされたɻ

ͦのޙ 2011 年 � ݄に͸、&6 ͕主͠࠵、Ξルθンνン、

ΦーεトϥリΞ、カφμ、&6、೔本及びೆΞフリカ͕

制໘نΘれ、৽ҭछٕज़をߦՃͯ͠ϫークγϣοプ͕ࢀ

͔ΒͲのよ͏に͑ߟる͔、֤͕ࠃҰॹに࿩͠߹͍をਐΊ

る͜との重要性͕֬ೝされたɻまた、2012 年 � ݄に͸、

ΦーεトϥリΞɾχューδーϥンド食඼ج४ػ （ؔ'PPE 

4UBOEBSET "VTUSBMJB /FX ;FBMBOE, '4"/;）΋ϫーク

γϣοプを։͠࠵、;'/ô1 及び ;'/ô2 を用͍ͯվྑさ

れた作物͸、Ҩ఻子૊͑׵食඼とͯ͠のن制のର৅֎Ͱ

͋るとの݁論͕ൃදされ͍ͯるɻ

201� 年 10 ݄ 1� ೔、I-4I +BQBO ͸೔本ҭछ学ձ -M0

（-JWJOH MPEJGJFE 0SHBOJTNʀҨ఻子૊͑׵生物）ҕһ

ձ、೔本学ज़ৼڵձ࢈学ྗڠҕһձ஍Ҭڥ؀ɾ食ྐɾࢿ

のたΊの২物όイΦୈݯ 1�0 ҕһձ、೔本学ज़ৼڵձ࢈

学ڀݚྗڠҕһձ২物෼子σβインୈ 1�� ҕһձ、ஜ೾

େ学Ҩ఻子実験ηンターと࠵ڞͰ、લड़の &$ のใࠂを

まとΊた -VTTFS ത࢜ͳͲをট͍ͯ、ʮ২物の৽ҭछٕज़

にؔするϫークγϣοプʵن制໘͔Βの࡯ߟ及びݕ౼ʯ

を։͠࠵たɻ͜のใࠂ͸本ࢽ 11� ߸にࡌܝされ͍ͯるɻ

201� 年に͸ 2 ݄にύリͰ৽ҭछٕज़のՊ学的৘ใを

 0SHBOJTBUJPO）ߏػ։ൃྗڠࡁܦ༗するたΊのڞͰࠃ֤

GPS &DPOPNJD $P�PQFSBUJPO BOE %FWFMPQNFOU, 0&$%）

のϫークγϣοプ͕։࠵され、10 ݄に͸インドのδϟ

イプールͰ I-4I�IOEJB 主࠵のࡍࠃձٞʠIOUFSOBUJPOBM 

$POGFSFODF 0O /FX 1MBOU BSFFEJOH MPMFDVMBS 5FDI�

OPMPHJFT r5FDIOPMPHZ %FWFMPQNFOU "OE 3FHVMBUJPOʡ

͕։͔れ、೔本͔Β � ਓのઌ生ํにࢀՃ͍ͯ͠た͍ͩたɻ

ճ͸、ʮ/FX QMBOU BSFFEJOH 5FDIOJRVFT（/B5）ࠓ

にؔするࡍࠃ動޲ʯのϫークγϣοプを։͠࠵、ถࠃ೶

຿লαイΤンεΞドόイβーͰ 0&$% όイΦテクノロ

δーن制的؂ಜௐ࿨作ۀ෦ձٞ௕の MD$BNNPO ത࢜と

インドのࡍࠃձٞにࢀՃされたా෦Ҫത࢜、ాதത࢜、

%$&ത࢜をおট͖͠、0ޱࢁ とインドのࡍࠃձٞの಺

༰をお࿩͍͠た͖ͩ、さΒに、೔本の੓ࡦの説໌に೶ྛ

ਫ࢈ল೶ྛਫٕ࢈ज़ձٞ事຿ٕہज़੓ࡦ課ٕज़҆શࣨの

ླ໦ࣨ௕、೔本のऔΓ૊Έに͍ͭͯஜ೾େ学େᖒڭतに

説໌を௖͍たɻ

̎ɽϫʔΫγϣοϓ֓ཁ

ϫークγϣοプ͸、201� 年 12 ݄ � ೔のޙޕ 1 時൒͔

Β � 時 �0 ෼まͰ 5,3 ౦ژӺീ重ऱカンフΝレンεη

ンター　ϗール̓$ にͯ։࠵されたɻ主࠵͸ I-4I +BQBO

όイΦテクノロδーڀݚձͰ、࠵ڞ͸ 4I1（4USBUFHJD 

IOOPWBUJPO 1SPNPUJPO 1SPHSBNʀઓུ的イノϕーγϣ

ン૑଄プロάϥϜ）ʮ৽͍͠ҭछٕज़ʯ/B5 ࣾձ実૷ί

ンιーγΞϜとஜ೾େ学Ҩ఻子実験ηンターͰ、ҎԼͰ

ࣔ͠たプロάϥϜͰߦΘれたɻ
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13：30～13：40 開࠵のѫࡰ
຤໦一෉

（ILSI Japan バイオテクノロジー研究会）

13：40～14：00 The Organi[ation for Economic Cooperation and Development （OECD） and New Plant #reeding 
TechniRues

Dr. Sally McCammon
（ถ国೶務ল）

14：00～14：20 N#T インド会議ࢀ加報告（֓ཁ）
ా部Ҫ๛

（೶ۀ生物ݯࢿ研究ॴ）

14：20～14：40 N#T インド会議ࢀ加報告（技術的ࢹ点）
ా中३一

（೶研機࡞・ߏ物研究ॴ）

14：40～15：00 N#T インド会議ࢀ加報告（社会的࣮૷について）
෋子ޱࢁ

（国際基ಜ教大学）

15：00～15：15 質ٙ応答ٴびҙ見ަ換

15：15～15：30 ܜٳ

15：30～16：00 NP#Ts によって開発された೶࡞物のن制対応について
ླ໦ ෋உ

（೶ྛ水産ল೶ྛ水産技術会議事務局技術੓策課技術安全ࣨ）

16：00～16：30 Regulation of the Products of #iotechnology in the 6nited States
Dr. Sally McCammon

（ถ国೶務ল）

16：30～16：50 N#T の社会࣮૷への日本での取り組み
大ᖒྑ

（ஜ೾大学）

16：50～17：00 ܜٳ

17：00～17：45 質ٙ応答ٴびҙ見ަ換
座長：大ᖒྑ

17：45～17：50 ด会のѫࡰ
本ত栄ڮ

（ILSI Japan バイオテクノロジー研究会）

（�）�0&$%
MD$BNNPO ത࢜͸ 0&$% の作ۀ෦ձの׆動の঺հ

をͬߦたɻ作ۀ෦ձ͸͜れまͰに �� Ҏ্のαイΤンεɾ

ϕーεのίンηンαεɾドΩュϝントを作੒͖ͯ͠たɻ

特別ͳ໰題にରするプロδェクトとͯ͠、৽͍͠食ྉɾ

ྉͦͯ͠෼子の特௃ղੳͳͲの͋Βたͳ໰題΁のରԠࣂ

͕͋るɻ௿レϕルͰのଘࡏ（-PX�-FWFM�1SFTFODF, --1）

に͍ͭͯのプロδェクト͸ऴΘͬた͹͔ΓͰ͋Γ、ίン

ηンαεɾドΩュϝントとͯ͠ग़͍ͯるɻ/B5 に͍ͭ

ͯ͸ 201� 年͔Β 201� 年の作ۀプロάϥϜ͕͋Γ、೔本

͔ΒのఏҊͰϫークγϣοプを։ٞͯ͠࠵論を͜͏ߦと

とͳͬたɻ৘ใަ׵のたΊの࣭໰を作੒ͯ͠ࢀՃ֤ࠃに

഑ͬたɻ/B5 と͸Կ͔͸ҎԼのリεトによる͕、&$

の MBSJB -VTTFS ത࢜のఏҊ͕த心Ͱ͋Γ、ঢ়گにԠ͡

ͯมΘる΋のͰ͋るɻ

ࣸਅ̍ɹ%S��.D$BNNPO
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⿠AHro-infiltration
⿠CisHenesis�intraHenesis
⿠(raftinH on (. rootstoDL
⿠OliHonVDleotide direDted mVtaHenesis （OD.）
⿠ReWerse CreedinH
⿠Site-direDted nVDleases （e�H� [inD finHer nVDleases）
⿠R/A-dependent D/A methZlation

ϫークγϣοプと࣭໰の໨的͸、֤͕ࠃͲのよ͏ͳܗ

ͰऔΓ૊Έを͏ߦの͔、Ͳのよ͏にリεクධ価͕ߦΘれ

͍ͯる͔、Ͳのよ͏ͳプロδェクト͕ߦΘれる͔を஌る

͜とͰ͋るɻ࣭໰の作੒४උに͸௨ৗ、� 年͔͔ると͜

Ζを 1 年Ͱ͜͏ߦと͕Ͱ͖、すͰに 21 のճ౴͕͋ͬたɻ

ϫークγϣοプ͸ 201� 年 2 ݄にߦΘれϝンόーࠃҎ֎

͔Β΋औΓ૊Έをࠃ͏ߦͳΒびに͔ؔػࡍࠃΒࢀՃ͕͋

Γ、1�1 ໊のࢀՃऀ͕͋ͬたɻ

͜れまͰϫーΩンάάループの໾ׂ͸、Ҩ఻子૊͑׵

২物のڥ؀ධ価のπールの։ൃ͕த心Ͱ͋ͬた͕、プ

ϥοトフΥーϜをఏڙする͜とによΓ֤ܦ͕ࠃ験をڞ༗

制のௐ࿨をਤ͖ͬͯたɻまた、リεクධ価نのࠃ֤、͠

をٛ຿෇͚る͔Ͳ͏͔と͍͏ٞ論΋͋ͬたɻ৽͍͠ҭछ

ٕज़の定ٛ͸Կ͔、ن制͸ٕज़にରͯ͠͏ߦ΋のͰ͸ͳ

͘৽͍͠生物の性࣭ɾ੒෼にରͯ͠͏ߦ΋のͰ͋ると͍

͏͜と、৽͍͠ҭछٕज़の։ൃによΓ生͡た৽͍҆͠શ

性の໰題͸ͳ͍と͍͏͜と、৽͍͠ҭछٕज़Ͱ作Βれた

΋ののಉ定๏ͳͲに͍ͭͯ࿩͠߹͍͕ߦΘれたɻまた、

৽͍͠ҭछٕज़Ͱ作Βれた΋のͰ͋ると͍͏͜と͕ಉ定

Ͱ͖ͳ͍৔߹に΋ڥ؀リεクධ価͕ඞ要͔Ͳ͏͔に͍ͭ

ͯ΋࿩͠߹ΘれたɻҰํ、৽͍͠ҭछٕज़とैདྷのҭछ

ٕज़のઢҾ͖͕೉͍͜͠と、また、Ҩ఻子૊͑׵ҭछͰ

ͳͯ͘΋Ҩ఻子͕૊׵Θ͍ͬͯͯҨ఻子૊͑׵と͸Կ͔

と͍͏͜と΋ٞ論されたɻさΒに、ҭछ͸ 1 ͭのٕज़ͩ

͚ͰͰ͖る΋のͰ͸ͳ͘、͍ΖΜͳٕज़の૊Έ߹ΘͤͰ

Γํ΋೉͍͜͠と΋ೝࡏリεクධ価のڥΘれるのͰ؀ߦ

ࣝされたɻ࣍ճϫークγϣοプ͸৘ใڞ༗を໨的とͯ͠

201� 年 � ݄に։࠵༧定ɻ

（�）�Πϯυࡍࠃձٞ
ా෦Ҫത࢜、ాதത࢜、ޱࢁത࢜͸ 10 ݄のインドの

たɻձٞͰ͸্ड़͠た͠ࠂձٞに͍ͭͯใࡍࠃ 0&$%

の�߲໨にՃ͑、"DDFMFSBUFE BSFFEJOH ͕ٞ題とͳͬたɻ

͜ れ に ͸ 　4FFE 1SPEVDUJPO 5FDIOPMPHZ（415） ΍

5SBOTHFOJD MBMF 4UFSJMF（5M4）ͳͲؚ͕まれるɻձ

ٞͰ͸ (FOPNF &EJUJOH（4JUF %JSFDU /VDMFBTF）Ͱのେ

事ྫ΍ݱ໛ͳࣦܽの実ن 415 のイωͰの։ൃ事ྫ、ా

தത͕࢜ใ͠ࠂた 5M4 の事ྫ͕஫໨をूΊたɻ

また、࠷ऴ඼छに૊͑׵Ҩ఻子͕࢒ଘ͠ͳ͍ʠ/VMM 

4FHSFHBOUTʡのن制のࡍࠃ的ͳϋーϞφイθーγϣン

͕ඞ要とのఏҊをͬߦたɻ

制事ྫͰ͸ΦーεトϥリΞͰ͸ن (M0 とͯ͠ن制す

るの͸

⿠CisHenesis�intraHenesis
⿠;F/
⿠(raftinH on (. rootstoDL
ద用আ֎͸

⿠OD.
⿠;F/ô1 ɹô2
ΤビσンεによΓద用আ֎のՄೳ性͸

⿠SPT
⿠ReWerse CreedinH
ΞルθンνンͰ͸ (M0 とͯ͠ن制するの͸

⿠CisHenesis�intraHenesis
⿠Floral dip 
⿠;F/ô�
⿠SZnthetiD CioloHZ
૊͑׵Ҩ఻子͕আڈされ͍ͯるূ͕͋ڌれ͹ద用আ֎͸

⿠;F/ô1 ɹô2
⿠ReWerse CreedinH
⿠ RdD.
έーεόイέーε͸

⿠OD.
という事例が報告された。

（�）�日本
ླ໦ࣨ௕͸、։ൃ୲౰の෦ॺとͯ͠೔本の೶࢈物の։

ൃにඞ要ͳٕज़։ൃを͏ߦと͍͏ํ͑ߟをࣔ͠たɻ೔本

のҨ఻子૊͑׵（(M）ن制͸プロμクトɾϕーεͰ、

֎෦͔ΒಋೖされたҨ఻子をؚΉ΋の͕ (M と͍͏ߟ

͑ํͰ͋るɻ͠た͕ͬͯҭछ͕ऴྃ͠たޙにಋೖҨ఻子

をҨ఻෼཭によΓऔΓআ͍たݸ体（/VMM 4FHSFHBOUT）

の৔߹͸ن制のର৅とする͔、また͸গͳ͍σータͰ

0, とする͔͸ن制୲౰෦ॺと͖͍ͯٞ͠ڠた͍ɻ΋ͪ

ΖΜ࠷ऴ的に͸ /VMM 4FHSFHBOUT Ͱ΋։ൃ్தに૊͑׵

Ҩ఻子͕ଘࡏする৔߹͸、։ൃத͸ (M 制をड͚るن

͜とにͳるɻ͜れに͍ͭͯૣ期։Ֆのリンΰを用͍ͯ説

*-4*�+BQBO�όΠΦςΫϊϩδʔڀݚ会ϫʔΫγϣοϓʮ/FX�QMBOU�#SFFEJOH�5FDIOJRVFTʢ/#5ʣʹؔ͢Δࡍࠃಈ޲ʯ報ࠂ

��― Πϧγʔ No.121  (2015.5)



໌͕͋ͬたɻ

（�）�ถࠃ
、Ͱํ͑ߟ͸ʠ"N I SFHVMBUFE  ʡと͍͏ํ͑ߟ制のن

制͸͏ま͍͍ͬͯ͘るのͰ、ͦれにরΒ͠߹Θنのࡏݱ

ͤͯ໰題ͳ͍͔と͍͏͜と、プロηεɾϕーεͰͳ͘プ

ロμクトɾϕーεͰ͋ると͍͏͜と͕特௃Ͱ͋るɻ͠た

のࡏݱ、͕ͯͬ (M とಉ༷ͳํ͑ߟͰن制͸ߦΘれるɻ

事ྫ͸ϗーϜϖーδͰެ։͍ͯ͠るのͰͦれをߟࢀに

σータをଗ͑、૬ஊͯ͠΄͍͠ɻ

（�）�日本ͷ/#5ࣾձ࣮૷ܭը
େᖒઌ生͔Β、201�年に࢝まͬた4I1の঺հ͕͋ͬたɻ

すͳΘͪ、৽͍͠テクノロδー͕ग़͖ͯたと͖にࢢຽ͸

Ͳ͏͑ߟるの͔、ࣗવՊ学的、ࣾձՊ学的஌ݟをूΊͯ

ࣾձ的ड༰をૌ͍ͯ͘͠ٻ΋のͰ � 年間のプロδェクト

Ͱ͋るɻͳお、プロδェクトのର৅とͯ͠ʮ養৩にద͠

たマάロʯ΋͋るのͰ、২物͚ͩに͸限Βͳ͍ɻ͠ た͕ͬ

ͯ /1B5（/FX 1MBOU BSFFEJOH 5FDIOJRVFTʀ২物にお

͚る৽ҭछٕज़）Ͱ͸ͳ͘ /B5 Ͱ͋るɻ

ήノϜηクγϣンͰ͸Φフターήοトのมҟ͕Ͳれͩ

͚͋る͔を֬ೝするɻプロϒレϜɾフΥーミュレーγϣ

ンのํ͑ߟͰ݁論をग़͍ͯ͘͠ɻιーγϟルɾαイΤン

εɾϢχοト͸ࣾձ心ཧ学に͍ͮجたΞンέートௐࠪに

଄をཧղするɻまた、αイΤンείߏෆ҆の͍ͯͮج

ミュχέーγϣンを͍ߦͳ͕Βࢢຽ͕Ͳのよ͏にཧղ͠

͍ͯる͔をௐ΂るɻインターωοトɾαーϕイ（σルフΝ

イ๏）とフΥーカεɾάループɾσΟεカογϣン΋৽

͍͠ํ๏とͯ͠Ճ͑るɻ

（�）�ҙ׵ަݟ
インドͰ͸イωのҭछを͍ͯ͠るຽ間͕ۀاԿࣾ΋

͋ͬͯ、/B5 によるイωの։ൃに͸ؔ心͕高͔ͬたɻ

2 ݄の 0&$% のձٞͰ೔本͸、/VMM 4FHSFHBOUT Ͱ΋

ධ価͕ඞ要͔とプレθンのதͰ࣭໰͠たɻϫークڥ؀

γϣοプ͸ن制を作る৔Ͱ͸ͳ͍のͰ、本݅に͖ͭͲ͏

するよ͏に͠たɻͦれにର͠ىשる͔と͍͏ҙࣝを͑ߟ

ͯଟ͘のࠃͰ͸プロηεɾϕーεのن制を͍ͯ͠るた

Ί、ͦの৔߹͸ /VMM 4FHSFHBOUT Ͱ͋Ζ͏とͳ͔Ζ͏と

ͳ͍のͰ、͋まΓٞ論にൃల͠ͳ͔ͬたɻҰํ、ಋ܎ؔ

ೖҨ఻子のஅย͕͍ͯͬ࢒ͳ͍͜とをͲ͏ূ໌するの͔

と͍͏࣭໰をड͚たɻまͩ͜のٕज़に͍ͭͯ͸ࠞཚ͕

͋ͬたɻ҆શ性の໰題͕ͳͯ͘΋ن制໘Ͱ໰題にͳるͰ

͋Ζ͏ɻ

ͦの΄͔、ҎԼのよ͏ͳҙ͕ݟग़されたɻ

⿠/#T が実ࡍに࢖われるのはいつごろになるのかʁ
⿠実ݧ動෺はこのٕज़の応༻で؆୯にੑ࣭がඇৗにม

わってしまうが、੍نを考えないといけないのではな
いか。

⿠/#T શ体を੍نするということにはならない。
⿠Ҩ఻ࢠ組׵え২෺についてはΧルタϔφ๏があるので

Ψバφンスがޮいている。動෺についてはタンパク࣭
をೖれるというૢ࡞なのでҨ఻ࢠ組׵えとしての੍ن
がなく、໰୊がੜͣるՄೳੑがあるとのػة感があっ
て、৽しい੍度をまとめる動きがある。

⿠ফඅऀとのコϛュχέーシϣンのありํにڵຯがある
が、Ҩ఻ࢠ組׵えによって࡞られた࡞෺がまͩे෼に
理ղされないதで、/#T の࡞෺にͲういったઆ明が
できるのかʁ 

⿠/#T で良いものができて、それをফඅऀがબ୒でき
るڥ؀を࡞ることが大੾。

⿠/#T ٕज़を࢖った঎品の良さを実感したうえで、そ
の良さをΞϐールできるようにしたい。

⿠米国の੍نで൷൑されているのは、ト΢Ϟロコシとか
μイζでԿ度もԿ度も同͡ものの҆શについてݴって
いるが、それは΍めようということである。それ以֎
の࡞෺とかいろΜなものを࡞出して議࿦を޿めていき
たい。

⿠SIP プロジェクトで社会Պ学の活༻でՊ学ٕज़の成Ռ
がͲのように社会にࠜࠩすのかをݟたい。

⿠೶業ٕज़が実૷されるにैってͲのようなݒ೦がੜま
れるのかを஌り、それに対応する情報を出していきたい。

⿠フΥーΧスɾάループɾσΟスΧッシϣンはԿにフΥー
Χスをあてるかが؊৺である。

⿠ࣾձ的実૷と͍͏ݴ༿͸ࣾձՊ学の෼໺Ͱ͸ポϐュࣸਅ̎ɹύωϧ
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ϥーͳݴ༿ͳの͔΋͠れͳ͍͕、Ұൠにཧղͯ͠΋Β

͏に͸、΋ͬとΘ͔Γ΍す͍දݱを͑ߟるඞ要͕͋るɻ

⿠/B5 ͸プロηεɻ/B5 の定ٛにͩ͜Θるとن制͕プ

ロμクトɾϕーε͔Β֎れるɻ

⿠ϤーロούͰ͸、ैདྷのプロηεɾϕーεのن制͔Β

/B5 Ͱプロμクトɾ΂ーεのن制にํ޲స׵する

νϟンεと͍ͯ͑ߟる͕、ѱ͘するとٯにプロηεɾ

ϕーεのن制にҾͬுΒれるのͰؾを෇͚ͳͯ͘͸͍

͚ͳ͍ɻ

⿠(M ೶๏に͘Β΂ͯ৽たͳリεク͕ͳ͍と͍͏ߦ׳͕

ใ͕͋ࠂる͕、҆શを͍ݴす͗ると /B5 ͸͍ݴಀれ

とݴΘれるɻ(M ͔ (M Ͱͳ͍͔に͸ͩ͜ΘΒͳ͍Ͱ

ٞ論をਐΊ͍͖ͯた͍ɻ

̏ɽまͱΊ

Ͱޙճのϫークγϣοプ͸લճのϫークγϣοプのࠓ

お͖た動͖をิ͠׬た͚ͩͰͳ͘、೔本のऔΓ૊Έに͍ͭ

ͯ΋Φープンにٞ論Ͱ͖たと͑ߟΒれるɻMD$BNNPO

ത࢜のݴ༿に΋͋るよ͏にまͩまͩม化する෼໺とࢥΘ

れる͕、ͦのม化にॱԠ͠ͳ͕Β、またࣾձՊ学໘のঢ়

用্͍ͯ͘͠Ͱ、༗ҙٛ׆を౿ま͑ͳ͕Β͜のٕज़をگ

ͳϫークγϣοプͰ͋ͬたɻ　

1��2 年ɹۚ୔大学大学Ӄ理学ڀݚՊ（修࢜）ɹ修了

1��2 年ɹαントリーג式会社ɹೖ社

 Ϗールڀݚ、ࣨڀݚ企ը部、ڀݚૅجॴ、ઌਐٕज़ڀݚॴ

200� 年ɹ社団๏ਓ೶ྛਫ産ઌ୺ٕज़産業ৼڵηンターɹ出޲

 企ըௐࠪ部長

200� 年ɹ近ـバイΦインμストリーৼڵ会議ɹ出޲

 ৗ຿理事

200� 年ɹαントリーג式会社ɹ定年ୀ৬ɹのͪ再ޏ༻

200� 年ɹαントリーϗールσΟンάスג式会社に社໊ม更

200� 年ɹ近ـバイΦインμストリーৼڵ会議ɹ出޲ղ除

200� 年ɹαントリーϗールσΟンάスג式会社ڀݚ企ը部

2011 年ɹ αントリーϏジネスΤΩスパートג式会社Ձ஋フロン

ςΟΞηンター

201� 年ɹ αントリーάローバルイϊϕーシϣンηンターג式会社

部ڀݚ

201� 年ɹ再ܖ༺ޏ໿ຬ了

1��� 年ɹ ೔本国ࡍੜ໋Պ学協会（現ɾ国ࡍੜ໋Պ学ػڀݚ構）バ

イΦςクϊロジーڀݚ部会෭部会長

2000 年 同ɹ部会長

 現在にࢸる

ུྺ
本ɹতӫ（͸͠΋ͱɹ͠ΐ͏͍͑）ڮ
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ɹ 201� 年度の ILSI 年࣍総会が、1 月 1� ೔（ۚ）から 21 ೔（ਫ）まで、米国Ξリκφभフェχックス近߫の
Sheraton Wild Horse Pass Resort Hotel にて開催された。今年度は、ࡒڀݚ団、H&SI びٴ 1� ஍Ҭࢧ部から ��0 ໊の
Ճがあり、೔本からは、本部理事ࢀ 2 ໊、ILSI Japan 事຿ہ � ໊、メンバー会社 2 ໊、H&SI 関係ऀ 2 ໊、大学 1 ໊
がࢀՃした。今回、ILSI の૑ઃऀである Dr� .alaspina が 10 年ͿりにࢀՃされた。現在、ILSI 本部としては、ࢧ部
間の協力をਪਐし、lOne ILSIz のֻけ੠のԼ、ϫーΩンάάループ活動をਐめている。本総会では、本部活動の現ঢ়
報告、今後の活動ܭըが紹介された。また、ଞࢧ部メンバーとのଧͪ合わͤをઃ定し、今後の活動に͛ܨることができ
た。学ज़ߨԋも含め、会議でൃදされたスϥイド、ϙスターࢿྉのৄࡉは、Լ記 ILSI XeCsite にて公開されている。
http���XXX�ilsi�orH�PaHes�201�-AnnVal-.eetinH�aspY

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

૯ձग़੮ऀ

3FQPSU�GSPN�*-4*�"OOVBM�.FFUJOH����� 1BSUJDJQBOUT�PG�"OOVBM�.FFUJOH

˗ *-4* 本෦૯ձձٞεέδϡʔϧ（ൈਮ）

೔時 会議
1�1�
0�ɿ00ô1�ɿ�� ILSI #ranDh Staff .eetinH
1�1�
0�ɿ00ô12ɿ00 ILSI #oard of TrVstees
1�ɿ00ô1�ɿ�0 ILSI Asian #ranDhes .eetinH
1�1�
0�ɿ00ô12ɿ00 ILSI /orth AmeriDa AssemClZ of .emCers � F/SP
0�ɿ�0ô10ɿ�0 ILSI &YeDVtiWe Committee
1�ɿ00ô1�ɿ00 ILSI (eneral AssemClZ
1�ɿ00ô1�ɿ00 ILSI #ranDh Leadership .eetinH
1�ɿ00ô1�ɿ00 ILSI Poster Session
1�1�
0�ɿ00ô0�ɿ�0 .alaspina International SDholar TraWel AXardees
0�ɿ�0ô12ɿ00 ILSI /orth AmeriDa SDientifiD Session� ┋┰┳┦┥┰ⓤ┇┬┥┰┰┩┲┫┩┷ⓤ┥┲┨ⓤ┗┳┰┹┸┭┳┲┷ⓤ┪┳┶ⓤ┊┳┳┨ⓤ┥┲┨ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┗┹┷┸┥┭┲┥┦┭┰┭┸┽
12ɿ00ô1�ɿ00 ILSI PVCliDations Committee
12ɿ00ô1�ɿ00 ILSI FoDal Point in China #Vsiness .eetinH
1�ɿ00ô1�ɿ�0 ILSI /orth AmeriDa SDientifiD Session�ⓤ┍ⓤ┥┱ⓤ┸┬┩ⓤ┑┭┧┶┳┦┭┳┱┩⓾ⓤ┍┸╃┷ⓤ┸┬┩ⓤ┑┭┧┶┳┦┭┳ⓤ⓯ⓤ┑┩
1�ɿ�0ô1�ɿ�0 CarCohZdrates ForVm
1�20
0�ɿ00ô0�ɿ�0 ILSI-India and ILSI SoVth AfriDa #reaLfast .eetinH
0�ɿ�0ô12ɿ�0 ILSI /orth AmeriDa SDientifiD Session� ┇┥┪┪┩┭┲┩⓾ⓤ┊┶┭┩┲┨ⓤ┳┶ⓤ┊┳┩┃
0�ɿ�0ô12ɿ00 ILSI Platform for International Partnerships（PIP）
1�ɿ00ô1�ɿ00 ILSI DisDVssion ForVm� Ha[ards and RisLs� the &YposVre ReWolVtion
1�ɿ00ô1�ɿ�0 SDientifiD Session� AHinH #rain
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̍ɽ*-4*�#SBODI�4UBGG�.FFUJOH�
� （����ɹ��：��ô��：��）

঺հݾՃऀͷࣗࢀ（�）
総੎ �0 ໊༨のࢀՃऀによるࣗݾ紹介（໊前とॴଐの

み）を実ࢪ。
（�）&NFSHJOH�*TTVF

事前にௐࠪした֤ࢧ部に͓ける৽ن՝୊のऔりѻい、
໰୊ఏى、༏ઌॱҐ෇け、ղ決ํ๏౳について紹介。そ
のڧ、ࡍௐされていたのが、༧ݟ෼ੳ、Պ学的༧ଌ、༧
ଌํ๏࿦、༧ݟにͮجいたऔり組みの༗ޮੑといった、
今後、ىこりうる໰୊をいかに事前に࡯஌できるように
するかとݴう؍点であった。ࢀ考になるのが、/IH の
報告ॻ΍ଞのઐ門組৫（Asian ConHress of /Vtrition

（AC/）౳）、H&SI ロードϚップ。
（�）��"MUNFUSJDTô5SBDLJOH�*-4* `T�*NQBDUʗ"MMJTPO�8PSEFO

（1VCMJDBUJPO�.BOBHFS）
lAltmetriDsɿΦルトメトリクスz ධՁについて紹介。

Պ学࿦จのධՁで༻いられている lインパクトフΝク
ターz とはผのࢦඪ。୯なるจݙҾ༻のࢦඪではなく、
つかの要ૉ（XeCز Ӿཡ、μ΢ンロード回਺、Ϛスコϛ、
社会Өੑڹ）をՃຯしたධՁとなっている。その要ૉで
ドーφπܕを構成し、৭෼けすることでӨڹ度のൺֱも
Մೳとする。
（�）'PPE�BOE�8BUFS�5IFNBUJD�BSFB

One ILSI の � つのՊ学的ओ୊ྖҬでάループ౼議を
実ࢧ֤。ࢪ部での活動ঢ়گを֬ೝ。今後Ͳのような協力
体੍にൃ展さͤるかがϙイント。

Food and Water άループでは、
ㅡ World #anL (loCal Food SafetZ Partnership にͮج

く食品தのԽ学෺࣭リスクධՁのためのトレーχンά
Ϟジュール࡞成。

ㅡ iFood &YposVreɿ食品リスクධՁのための৽ن๫࿐（ઁ
औ）σータऔಘに޲けたࢼみ。ઐ門Ոάループによる
ํ๏࿦のコンηンαスをಘる。� 年ܭըでਐめてߦく。

ㅡ ILSI Japan CHP 上代දからށ SWA/ プロジェクト
について報告。

ㅡ Ԥभࢧ部から食品ઁऔྔௐࠪํ๏の৽たなࢼみ
（(6ID&Aɿ(VidanDe for DietarZ IntaLe &YposVre 

Assessment）΁の協力が要請された。食品தのશて
の成෼のઁऔྔ（๫࿐ྔ）のリスクධՁをՄೳにする
ํ๏、考えํ（৽ٕज़）をΧバーする情報を΢ェブα
イトをར༻してू積する活動。

（�）/VUSJUJPOô)FBMUIZ�"HJOH�5IFNBUJD�BSFB
部に͓けるӫཆ関連、ಛに࿝Խに焦点を当てたऔࢧ֤

り組みを紹介。
ILSI ArHentina からは࣍のような報告があった。I6/S

（International 6nion of /Vtritional SDienDesʀ国ࡍӫཆ
Պ学連合）が 201� 年に IC/（International ConHress of 
/Vtritionʀ国ࡍӫཆ学会議）をブΤϊスΞイレスで開
催するが、l଻ظࣇ、ೕظࣇӫཆz、ならびに l௎内ەࡉ
૓z ηッシϣンをઃけて΄しいࢫ、ILSI ArHentina か
らఏҊした。もし΄かにも௥Ճしてཉしいηッシϣンが
あったら連བྷしてཉしい、とのことであった。

ILSI Japan からは、ᶃ ୈ � 回「ӫཆとΤイジンά」
国ࡍ会議での � つのηッシϣン、ᶄ ୈ 12 回ΞジΞӫཆ
学会議（Asian ConHress of /Vtrition
 AC/）で開催す
る 2 つの ILSI ηッシϣン、ᶅ ブΤϊスΞイレスの࣍、
IC/2021 が೔本で開催されることから、ܧ続的に関༩
するಓےをつけてߦきたい、と紹介。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

̎ɽ*-4*�#PBSE�PG�5SVTUFFT
� （����ɹ��：��ô��：��）

໿վఆن（�）
WHO に͓ける ILSI の /(O 再登録にあたり、WHO

ᶗɽ֤छձٞɾҕһձ

.S��5PHBNJ
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から、タバコ会社が ILSI の会員となっているので再登
録は೉しいとのࢦఠを受け、ILSI 本部事຿ہからタバ
コ会社を除֎する会員ن໿のม更のఏҊがありঝೝされ
た。会員ن໿にタバコのੜ産、製造、ϚーέςΟンά、
販売、ྲྀ通に携わる会社ٴびそのようなࢠ会社を持つ会
社にはೖ会֨ࢿがແいという一จがॻきՃえられた。
（�）໾һਓࣄ

෭会長の Dr� AppleCaVm が会長にબ೚され、෭会長に
はݩ会長の Dr� Wan #laderen がબ೚された。೔本から
は໦ଜ理事とా܂理事のܧ続がঝೝされた。ా܂理事は
続する。また、理事ܧҕ員会メンバーとしてもߦࣥ � ໊
の ೚ ظ ऴ 了 に ൐ い、Dr� SesiLeran、Dr� WeCer、.r� 
#VDione の৽理事がબ೚された。
（�）֤छใࠂ

One ILSI ઓུܭըのऔり組みに関して、ݕ౼νーϜ
の୲当理事から報告があった。また、コϛュχέーシϣ
ンҕ員会、出൛ҕ員会、ࡒ຿ࢹ؂ҕ員会、ILSI ࡒڀݚ
団、国ࡍパートφーシッププϥットフΥーϜから報告が
あ っ た。 最 後 に ILSI Japan の ށ 上 ࢯ が ILSI Japan 
CHP 活動の紹介をߦい、その活動が ILSI 本部のํ޲
ੑと合கしているので、ILSI 本部の活動としてҐ置෇
ける΂きとఏҊした。これを受け、本部で Dr� Wan 
#laderen をத৺にϫーΩンάάループを࡞りݕ౼し、
དྷ年の年会で対応を決定することになった。

（ຯのૉג式会社ɾILSI 本部理事ɹ໦ଜؽ）

ˎˎˎ

理事会にΦブβーバーとしてࢀՃ。ৄࡉはলུ。

（�）0UIFS�#VTJOFTT
ㅡ /eX #ranDh Proposalɿ.iddle &ast（த౦）ࢧ部ઃ立

がఏҊされた。それを受け、StVdZ (roVp がઃ立され、
要݅֬ೝ΁。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

̏ɽ*-4*�"TJBO�#SBODIFT�.FFUJOH
� （����ɹ��：��ô��：��）

౦ೆΞジΞ஍Ҭ、ؖ 国、インド、୆࿷、೔本のΞジΞࢧ
部、த国事຿ॴ、ならびにԤभࢧ部、ResearDh FoVndation

౳からࢀՃ。総੎໿ �0 ໊。

"TJBO�#SBODI�.FFUJOH

（�）��1SPHSBN�6QEBUFT� r�)JHIMJHIUT� PG� *-4*� "TJBO�
#SBODIFTʗ%S��.FZPOH�"F�:V

%S��:V

にج部のσータをࢧ֤ ILSI ,orea の .eZonH-Ae が
201� 年の成Ռ、201� 年の活動໨ඪについて紹介。௚ぐ
に֤஍Ҭ代දから活動（本年度の݁Ռならびにདྷ年度の
となる。དྷ年ܗը）紹介があるので、かなりॏෳするܭ
以߱、ਐめํに考ྀがඞ要。

（�）*-4*�,PSFB ʗ%S��.FZPOH�"F�:Vࠂಈใ׆
201� 年の活動のϋイϥイトとして、ؖ国食品ҩༀ品

҆શॲとのڞ同による「リスク෼ੳにͮجいた食品ࠪݕ
ೳ力ڧԽ」に関する AP&C PTI/ ϫークシϣップを開催 

（� 月 21ô2� ೔ʀι΢ル）。� 月に開催された ,oFoST
会議΁のߨԋऀの紹介౳を実ࢪ。ILSI ,orea はདྷ年、
૑立 20 प年をܴえることから、その記೦式య開催時に
#eSeTo 会議の開催をܭը（� 月か 10 月）。

（�）*-4*�5BJXBO ʗ%S��+FOOZ�$IBOHࠂಈใ׆
ㅡ ࢧ部組৫紹介
ㅡ 活動のࣗݾ਍அ実ࢪ。産官学ڞ同活動、国ࡍ的情報ަ

ҭにつڭධՁ。一ํ、スタッフߴ同事業についてڞ׵
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いては、改ળがඞ要。
ㅡ 201� 年、ӫཆɾ健康෼໺、食品҆શ෼໺、リスク෼

ੳ、情報ൃ৴での活動݁Ռ報告。年間 20 以上の会議、
イϕントを開催。

ㅡ 201� 年に͓ける同上෼໺での活動ܭըを紹介。活動
の༏ઌॱҐ෇けをॏࢹ。

（�）��*-4*�+BQBO ޱࢁʗࠂಈใ׆ *-4*�+BQBO ௕ɺہ຿ࣄ
্ށ *-4*�+BQBO�$)1୅ද

同活動以ڞ部とのࢧ部の組৫、ならびにଞࢧからޱࢁ
֎の 201� 年活動、201� 年ܭըについて紹介。201� 年
度の活動として、ୈ � 回「ӫཆとΤイジンά」国ࡍ会議
がメインとなる。

上代දから、CHPށ の活動について紹介。ւ֎で開
催され、招待された ID&A 活動、またインドを含むΞ
ジΞ஍ҬでのコンιーシΞϜ会議の開催が৽しいํੑ޲
をࣔす݁Ռになったことを紹介。

（�）��*-4*�4&"3 
ʗ.ST��#PPO�:FFࠂಈใ׆�.T��1BVMJOF�
$IBO
�%S��4PGJB�"NBSSB
�.S��(FPGG�4NJUI

ㅡ ࢧ部ઓུܭը紹介（リーμーとなるՊ学ऀのҭ成、
ネットϫークのৢ成、Պ学成Ռのൃ৴）

ㅡ Պ学プロάϥϜの成Ռ（201� 年度）

　  会議ɿ� つの஍Ҭ会議ɾシンϙジ΢Ϝ、� つの
ϫークシϣップ、� つのηϛφーを開催。

　  出൛ɿՊ学ジャーφル౤ߘ、InSiHht /eXsletter、
/eXs Flash（e-neXs）

　  ڀݚプロジェクトのϋイϥイト（クϥスターごと
に紹介）

ㅡ 201�ô201� 年ܭը

　  ଟ国に͓ける࿝ྸԽレϏュー、೛産්のӫཆঢ়ଶ
レϏュー

　  ӫཆ、ڧௐදࣔϫークシϣップ、ػೳੑ食品Ϟϊ
άϥフ࡞成

　  食品ΞレルΪーηϛφー、ϐーφッπதのΞフϥ
トΩシンのリスク

ㅡ 食品ઁऔྔௐࠪʗ౦ೆΞジΞ（ఴՃ࠭౶ઁऔɿϚレー
シΞ）

（�）������������$PMMBCPSBUJPO� GPS�1SPHSBNT�3FQPSUT�
BOE�%JTDVTTJPO

1）ୈ � �、ظ �、ظ ޱࢁ೶ྛਫ産লプロジェクトʗظ

ୈ � の報告会（Ϡンΰン、ϛャンϚー）、ୈظ � のظ
த間報告会（χューσリー、インド）についてプロάϥϜ
内容を紹介しながら、現ঢ়報告をߦった。さらにདྷ年度

（ୈ � についても紹介し、協力を要請。৽ੑ޲のํ（ظ
しい஍Ҭとして、6A&、ブϥジルがڍがっていること
から、৽しくILSI֤ࢧ部の協力を͓ئいするܗとなる。
2）ΞジΞӫཆ࢜会議ʗDr� JennZ ChanH

201� 年 � 月 21ʙ2� ೔に୆๺で開催されたද記会議を
紹介。ࢀՃऀは、1
1�2 （໊内、୆࿷��2໊、ւ֎�1�໊）。
ILSI ୆࿷ࢧ部は、ߨԋऀのਪન、2 つのシンϙジ΢Ϝ
のスϙンαー、ӫཆදࣔに関するαςϥイトϫーク
シϣップ開催を実ࢪ。
�） ୈ � 回 #eSeTo .eetinH、αςϥイトシンϙジ΢Ϝʗ

ޱࢁ
これまでの開催ঢ়گ、ྲྀれを紹介。� 月 2� ೔に開催

したୈ � 回αςϥイトシンϙジ΢Ϝ「食品தのඍੜ෺ن
֨」では、੓෎関係ऀのプレθンにओ؟を置いた会議を
実2。ࢪ� ೔、2� ೔の 1�� ೔で開催した #eSeTo 会議に
ついて紹介。201� 年は、ؖ国ࢧ部がϗストで � 月か 10
月にࡁभౡで、૑立 20 प年記೦と同時に開催する。೔
時についてはؖ国ࢧ部の総会にて最ऴ決定。
�）AC/ 201�ʗޱࢁ

AC/ のུ֓を紹介するとともに ILSI ΞジΞࢧ部の
協力のԼ、開催する 2 つのηッシϣンについて紹介。ࢀ
Ճඅ、ཱྀඅ、॓ധඅのิరについてはະ定であるため、
ೝ。また、ブースઃӦのՄೳੑについても֬ೝが֬ٸࢸ
要請された。
�）/Vtrition LaCelinH and Claims ProKeDt

౦ژで開催した #eSeTo 会議での౼議をجに࣭໰ථを
ૹ෇し、情報ऩूをઌにਐめることを֬ೝ。たͩし、த
国では近々、๏ن改正がߦわれる༧定であることから、
その後が望ましいとのઆ明があった。ؖ国の Dr�:V は、
#eSeTo 会議の໨にݟえる成Ռとしてઌにਐめることを
。持ࢧくڧ

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

̐ɽ*-4*�/PSUI�"NFSJDB�"TTFNCMZ�PG�.FNCFST
� （����ɹ��：��ô��：��）

┎┳┭┲┸ⓤ┑┩┩┸┭┲┫ⓤ┳┪ⓤ ┸┬┩ⓤ┅┷┷┩┱┦┰┽ⓤ┳┪ⓤ┑┩┱┦┩┶┷ⓤ┥┲┨ⓤ ┸┬┩ⓤ┊┳┳┨⓰ⓤ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ⓪ⓤ┗┥┪┩┸┽ⓤ└┶┳┫┶┥┱
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（�）ٞ௕ѫࡰʗ%BWJE�"MMJTPO
長年、ILSI /A の事຿ہとしてݙߩしてきた CherZl 

LonH がҾୀするということで、ಛผの感ँをࣔした。

（�）ձ௕ใࠂʗ&MJ[BCFUI�8FTUSJOH（(FOFSBM�.JMMT
�*OD）
ILSI /A は、今年、૑立 �0 प年をܴえる。メンバー会

社の �1 ˋは ILSI /A のՁ஋をೝࣝしている。2012ʙ
201� 年の � か年ઓུܭըを࡞成して͓り、今年度は最
ऴ年にあたる。理事メンバーと協議のうえઓུܭըをさ
らにਫ਼៛Խしていく。同時に本部の lOne ILSIz 活動
΁のد༩もܧ続していく。

ʗ&SJD�)FOUHFTࠂ௕ใہ຿ࣄ（�）
1） 会員メンバーのঢ়گɿ201� 年に � 社（Ϛクドφルド、

スターバックス、΢ェルν、フΟルメχッώ）Ճೖし、
2 社୤ୀしたため、�� 社となった。例年通り、会員ק
༠のため、Potential .emCer を͛ܝて、協力を要請。

�ɿ201گ຿ঢ়ࡒ （2 年の決ࢉでは、21�� ສドルの੺ࣈ。
プロジェクトに関しては、10�� ສドルのࣈࠇ

�） CommVniDation 活動ɿՊ学ࠪಡ࿦จの਺、1�（2011年）、
��（2012 年）、1�（201� 年）、2�（201� 年）。2011ʙ
201� 年の合ܭで �� 報、Ҿ༻合ܭは、1
1�� に上る。

部会活動ུ֓ɿ現在ڀݚ （� 1� のڀݚ部会、2 つの
TasL ForDe、1 つのಛผ活動をਪਐ。201� 年は、�1
の会議ɾηッシϣンを開催。200�ʙ201� 年で �0 プ
ロάϥϜに͓いてڞ同ϫークを実ࢪ。産官学から �0
（໊産�0໊、官1�໊、学�1໊）のࢀՃऀをಘている。

（�）.PWFST
Sharon Weiss が 201� 年຤で �� 年ۈ続の後、リタイ

Ξした。ಛผの感ँを๋͛る。事຿ॴ開ઃの時からੈ࿩
になった。ຖ年 2 ໊のएखのੜ໋Պ学ऀをൃ۷するよう
にґཔしていた。૑成ظ .ohr ઌੜとの஥立ͪにਚ力し
てくれた。

ԋߨௐج（�）
l:PV�FBU�XIBU�ZPV�BSF��'MBWPS�QFSDFQUJPO�BOE�GPPE�DIPJDFz�
ਫ਼ਆঢ়ଶͰ৯΂෺をܾΊΔɻϑϨʔόʔೝ஌ͱ৯඼બ୒ɻ

%S��(BSZ�#FBVDIBNQ�
（.POFMM�$IFNJDBM�4FOTFT�$FOUFS）

Խ学感֮が、食品の受容ੑを大きくࠨӈすることが஌
られている。良い೏いは、食品ൃش成෼に対する޷ҹ৅

からくるものであり、ѱい೏いは、ݥة΍පؾから਎を
कるΞクシϣンにつながる。ຯ֮も同様である。ϕーリ
ンάւをڬむ๺極஍Ҭでは、ηイ΢νの೑をൃ߬อଘ
し、食している。決して良い೏いとはݴえないが、その
೏いをᄿ͗、食す。ώトの೏い受容体は ��0 छぐらい
とݴわれて͓り、そのதにಛにΞϛンをೝࣝする
TAARs とݴう受容体がある。ώトには、その TAARs
が � つあり、ಛにݏな೏いを感஌する受容体となってい
る。ここに一つのԾઆがある。༮年ظにݏな೏いを良޷
なঢ়گԼで๫࿐される（インプリンςΟンά）と、後々、
極めてັ力的な೏いと感͡るようになる。そのূݕとし
て、ೕࣇによる早ظ（最ॳの � か月）のフレーバーݧܦ

（不շな߳り）の༗ແによる、成長後のその߳りに対す
る޷みのҧいを֬ೝ。たͩし、� か月をա͗てॳめてそ
の߳りをᄿいͩ৔合は、成長後、一様に不շ感をࣔすよ
うになる。

（�）�'PPE
�/VUSJUJPO���4BGFUZ�1SPHSBN�"OOVBM�#VTJOFTT�
.FFUJOH

1）201� 年の ILSI 年会Պ学プロάϥϜ
ㅡ (loCal ChallenHes and SolVtions for Food and 

/Vtrition SVstainaCilitZ
ㅡ I am the .iDroCiome� It `s the .iDroCio � .e
ㅡ Caffeine� Friend or Foe  

2）දজʗ.arL .oorman（,elloHH Co�）
ㅡ Jennifer Orlet Fisher
 PhD（Temple 6niW�）
ㅡ .iHVel Alonso-Alonso
 .D（HarWard .ediDal 

SDhool）
ㅡ ReHan #aileZ
 PhD
 RD（/IH）
ㅡ ClaVdia Riedt
 PhD（Dr Pepper Snapple (roVp）
ㅡ #rent FliDLinHer
 PhD（AD.）
ㅡ Joseph SDimeDa
 PhD（CarHill）

�）201� 年 FVtVre Leader ৆
ㅡ RZan DilHer
 PhD（6niWersitZ of Illinois 6rCana）
ㅡ Sam /VHen
 PhD（6niWersitZ of .assaDhVsetts）

�）201� 年Ҋ݅ঢ়گ
ㅡ 部෼ਫૉԽ༉ࢷ（PartiallZ HZdroHenated Oils� PHOs）

タスクフΥース活動について
201� 年 11 月 � ೔に FDA は、官報（FR）にて、

食品に͓ける PHOs の現ঢ়࢖༻を考ྀすると࢑定
的に (RAS スςータスではなくなることを通告。
これは、トϥンスࢷ๱ࢎが、ώトのף動຺ੑ৺࣬ױ
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（CHD）の૿Ճに関༩する࣭ࢷ代ँ΍Ԍ঱ੑޮՌに
Өڹをٴ΅すとの࿦ڌにͮجいている。これを受け、
ILSI /Aは201�年1月にタスクフΥースを࡞成し、
Պ学情報をू積。� 月にϫークシϣップを開催し、
11 月に報告ॻをఏ出。201� 年 � 月に FDA からの
通告が༧定されている。

�）201� 年の৽たなҊ݅
ㅡ 食ੜ活パターンと健康ɿڵຯは、ݸ々のӫཆૉの健

康΁のޮՌから食品શ体、ઁऔパターン΁とҠߦ。
ㅡ ӫཆリスクと҆શධՁɿӫཆڀݚσータが食品成෼

の҆શੑධՁに࢖༻される。そのࡍ、リスクධՁの
。ଇを֬ೝすることがॏ要であるݪ

ㅡ 食品ઁऔྔௐઅとߦ動様式ɿ食品ઁऔにӨڹをٴ΅
すڥ؀、Ҩ఻ࢠ要Ҽに関するڀݚのඞ要ੑ。食品の
ᅂੑ޷΍ઁऔの੍ݶに関わる೴௎૬関を理ղする。
食事ґଘ঱΁の対応。

ㅡ 食品とӫཆの持続Մೳੑと҆શอোɿ201� 年の食
事ઁऔج४で஫໨をूめている内容。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

̑ɽ*-4*�(FOFSBM�"TTFNCMZ
� （����ɹ��：��ô��：��）

࿥ঝೝࣄٞ（�）
201� 年 1 月 1� ೔の議事録がঝೝされた。

（�）%S��+FSSZ�)KFMMF ձ௕ใࠂ
ㅡ ILSI શ体で、112 報のՊ学࿦จが出൛され、2�0 以

上のϫークシϣップɾ会議が開催されている。現在、
�� ໊のৗۈスタッフがいる。

ㅡ ࡒڀݚ団の৽しいάループ CI.SA/S� Center for 
InteHrated .odelinH of AHriDVltVral SVstainaCilitZ 
and /Vtrition SeDVritZ（持続ܕ೶業とӫཆ҆શอো
の統合ϞσルԽڀݚॴ）が৽しい産官学ڞ同のܗを
。っている࡞

（�）%S��3IPOB�"QQMFCBVN৽ձ௕
ㅡ 前 HKelle 会長がਐめてきた One ILSI の活動をܧ続す

る。Open Door PoliDZ（門ށ開์੓ࡦ）にͮجいて、
産官学の力を݁ूした活動をਐめる。

（�）3FTFBSDI�'PVOEBUJPO�3FQPSU
ILSI の事຿ہ長 SV[ie Harris
 Ph�D� が ResearDh FoVn-

dation（ILSI-RF）の事຿ہ長を݉຿していたが、今回
.orWen .DLean
 Ph�D� が ILSI-RF の৽たな事຿ہ長に
બ出された。

（�）�,FZOPUF�ʵ�5IF�4DJFODF�PG�4DJFODF�$PNNVOJDBUJPO
（ՊֶίϛϡχέʔγϣϯͷՊֶ）ɻ

 lThe #raWe /eX World of SDienDe
 /eX .edia and the 
PVCliDz

（ૉ੖らしい৽ੈք、৽しいメσΟΞと一ൠ大ऺ）
 Dr� DominiRVe #rossard

࣍の � つのςーϚについて紹介。
ᶃ Պ学情報を持ったࢢຽのඞ要ੑ
ɹ ɹՊ学໰୊の本࣭がมわってきている。φϊ、バイΦ、

情報、ೝ஌ٕज़ֵ໋がٸ速にਐߦし、Պ学的ෳࡶさが
૿Ճしている。時に適੾な੓ࡦબ୒を౼࿦す΂く、社
会のೳ力を௒えるスϐードでਐむՊ学ٕज़ֵ໋に対す
るݒ೦がある。

ᶄ ਐԽするՊ学コϛュχέーシϣンのঢ়گ
ɹ ɹएいऀڀݚにࢧ持される௚઀的コϛュχέーシϣン

は、αイΤンスブロάの立ͪ上͛であり、Պ学χュース
ιースとしてのैདྷのメσΟΞは、ΦンϥインメσΟΞ΍
ιーシャルメσΟΞに置き׵わりつつある。

ᶅ Պ学情報を持ったফඅऀ
ɹ ɹՊ学情報ॲ理でシϣートΧットを適༻するௌऺに

とって、஌ࣝよりݧܦଇ΍ਫ਼ਆ的近ಓがよりॏ要な໾
ׂを୲っている。

ྺ୅ձ௕౳
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ᶆ Φンϥインঢ়گのಛҟੑ
ɹ ɹこういった৽しい情報ڥ؀は、Պ学情報を持ったফ

අऀにとってͲのようにݟえるͩろうかʁ
ᶇ   Պ学Φンϥインに関わること（不շな࡞༻にؾをつける）
ɹ ɹ不շな࡞༻とは、ಡऀをೋ極Խさͤるコメントによ

りੜ͡る。ແҙຯなコメントをಡΜͩਓは、ٕज़に関
する実ࡍのリスクを正しく理ղできͣ、よりภった理
ղにͮجき、݁ 。本དྷの議࿦ができなくなってしまう、ہ

݁࿦として、
ᶃ   Φンϥインのੈքでは、ৗに前後関係の情報を஫ࢹ

する。
ᶄ   Պ学情報ڀݚでは、ΦンϥインՊ学情報の実ફ情報

をఏڙしなければならない。
ᶅ   ৽ੈ代のՊ学ऀは、Պ学情報のૉ੖らしい৽ੈ代を

理ղしなければならない。
（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

̒ɽ*-4*�#SBODI�-FBEFSTIJQ�.FFUJOH
� （����ɹ��：��ô��：��）

֤஍Ҭࢧ部の代දऀならびに本部メンバーで構成され
た会議。活動をਐめてߦく上での໰୊点、ݒ೦ࡐྉを出
してࣗ由౼議した。今回౼議した内容は、ᶃ 残ཹ೶ༀ
の考えํについて、֤஍Ҭでの考えํを஌りたい。໺ࡊ、
Ռ෺にઃ定された上ݶ஋はछྨによってҟなる。それを
食品の残ཹ೶ༀについて、֤国Ͳのよう޻ྉとしたՃݪ
に考えているか、ᶄ ֤ࢧ部にとってࡒڀݚ団からのα
ϙート（Seed .oneZ）が༗༻である。ᶅ ڀݚ部会とし
てਐめてきた内容をいかにՊ学࿦จとしてまとめるか、
౳について。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

̓ɽ*-4*�1PTUFS�4FTTJPO
� （����ɹ��：��ô��：��）

ILSI Japan のϙスターをࣔܝ。今年は、これまでの
೶ྛਫ産লプロジェクト成Ռ報告、#eSeTo 会議（౦ژ
開催）、ΞジΞӫཆ学会議、、ӫཆとΤイジンά国ࡍ会議
༧告ならびに CHP 成Ռ報告（ᶃ ID&Aɿ「ୈ 1 回ӫཆ
৔ಋೖଅਐのためのଟ国間コンιーシࢢԽ米の開ൃとڧ

ΞϜ会議」の開催、WHO コンαルςーシϣン会議ࢀՃ
（χューϤーク）、国連 WFP（World Food ProHrammeɿ
国ࡍ連合ੈք食ྐܭը）ϫークシϣップࢀՃ（バンコク）、
ᶄ PA/ɿ大学、企業とのڞ同プロジェクト現گ、ᶅ 
SWA/ɿϕトφϜでの更なる展開）について紹介する
ϙスターを࡞製し、ࣔܝした。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

̔ɽ�.BMBTQJOB�*OUFSOBUJPOBM�4DIPMBS�5SBWFM�
"XBSEFFT

� （����ɹ��：��ô��：��）

コΧコーϥ社の協ࢍにより、ILSI の૑ઃऀである Dr� 
AleY .alaspina のޭ੷をশえて The .alaspina Interna-
tional SDholars TraWel AXards がઃけられた。 この৆
は、Պ学コϛュχςΟーでリーμーとなるՄೳੑをࣔし

*-4*�+BQBO�1PTUFS

1PTUFS�4FTTJPO
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た、ੈքのएखからதݎのऀڀݚに༩えられるものであ
る。また、ݤとなるՊ学ऀたͪを ILSI の組৫、ネット
ϫークに紹介する໾ׂも持っている。

201� ILSI .alaspina International SDholars TraWel 
AXards の受৆ऀは、以Լの 10 ໊であった。
1�   #ani TamCer Aeri
 Ph�D�
 Assistant Professor
 

6niWersitZ of Delhi
 India
2�   Clinton Allred
 Ph�D�
 AssoDiate Dept� Head for 

ADademiD ProHrams� AssoDiate Prof Department of 
/Vtrition � Food SDienDe
 TeYas A�. 6niWersitZ
 6SA

��   .arisa Armeno
 .�D�
 PediatriDian in the /Vtrition 
Department
 /ational PediatriD Hospital
 #Venos 
Aires
 ArHentina

��   (raham FinlaZson
 Ph�D�
 AssoDiate Professor at 

6niWersitZ of Leeds
 6�,�
��   #enKamin ,Vmah .intah
 .�SD�
 Food SafetZ 

&dVDator
 Department of /Vtrition and Food 
SDienDe
 6niWersitZ of (hana
 (hana

��   Siti .VslimatVn
 Ph�D�
 FaDVltZ memCer and 
researDher
 The Indonesia International InstitVte for 
Life SDienDes
 Indonesia

��   :VLiLo /aLanishi
 Ph�D�
 Professor
 Department of 
Health and /Vtrition
 6niWersitZ of HVman Arts and 
SDienDes
 Japan

��   ;Wonimir ßatali㶛
 Ph�D�
 Assistant Professor
 
FaDVltZ of Food TeDhnoloHZ and #ioteDhnoloHZ
 
6niWersitZ of ;aHreC
 Croatia

��   Anderson de SoV[a Sant `Ana
 Ph�D�
 Assistant 
Professor
 Department of Food SDienDe
 6niWersitZ 
of Campinas
 Sao PaVlo
 #ra[il

10�   ,rista 7aradZ
 Ph�D�
 AssoDiate Professor
 
Department of ,inesioloHZ � /Vtrition
 6niWersitZ 
of Illinois at ChiDaHo
 6SA

した৹ࠪҕ౼ݕされたީิऀについてڍ部よりਪࢧ֤
員は、以Լの � ໊であった。
Dr� Sam Cohen r 6niWersitZ of /eCrasLa .ediDal SDhool
 
6SA and Chair of the ILSI #oard
Dr� Adam DreXnoXsLi r 6niWersitZ of WashinHton
 6SA 
and Chair of the ILSI ResearDh FoVndation #oard
Dr� .arion &hriDh r 7irHinia-.arZland ReHional ColleHe 
of 7eterinarZ .ediDine
 6SA
Dr� (erhard ReDhLemmer r .aY RVCner-InstitVt
 Federal 
ResearDh InstitVte of /Vtrition and Food
 (ermanZ
Dr� FlÂWio ;amCrone r PlanitoY
 #ra[il
Dr� Arti Arora r The CoDa-Cola CompanZ

それͧれのプレθンςーシϣン（PPT フΝイル）は、
ILSI の α イ ト（http���XXX�ilsi�orH�PaHes�mist�aspY）
にてࢀরすることができる。

（ਓ間総合Պ学大学ɹத੢由ࢠق）
ˎˎˎ

本年から、एいऀڀݚのൃ۷を໨的として৽ઃされた
TraWel AXard である。10 ໊の受৆ （ऀうͪ 1 ໊はܽ੮）
が、ڀݚの報告をߦった。

௕ɺ%S�த੢ɺ%S�.BMBTQJOBɺࣄBQBO෭ཧ+�*4-*ా܂Β͔ࠨ
BQBO�$)1୅ද+�*4-*্ށ

.BMBTQJOB�*OUFSOBUJPOBM�4DIPMBS�5SBWFM�"XBSEFFT
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̕ɽ*-4*�'PDBM�1PJOU�JO�$IJOB�#VTJOFTT�.FFUJOH
� （����ɹ��：��ô��：��）

201� 年度の活動紹介と 201� 年度のܭըが JVnshi 
Chen 事຿ہ長から報告された。૑立 21 年໨をܴえ、メ
ンバー会社も �0 社にୡした。201� 年には、� つのՊ学
会議ɾϫークシϣップを開催。201� 年には、現時点で �
つの活動を考えている。代ද的な活動について紹介した。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

��ɽ$BSCPIZESBUFT�'PSVN
� （����ɹ��：��ô��：��）

本年の୸ਫԽ෺フΥーϥϜは、ILSI /A の୸ਫԽ෺
部会ओ催によるもので、ಛに食事Ψイドϥインの情ڀݚ
報ݯとなるメタΞφリシスの࢖༻に関して、より良いղ
ऍをするために஫ҙす΂きॏ要なϙイントについて、Ճ
౶ҿྉと 2 ౶೘පに関するメタΞφリシスのσータをܕ
ࣔしながら、ղઆされた。

ʻϓϩάϥϜʼ
Chairs: Susan Roberts
 Ph.D.（The Coca-Cola Company）
 
Ms. Anne Kurilich（McCain Foods Limited）

Ⅰɽѫࡰ（Susan Roberts
 PhD）

ⅡɽILSI Japan GR プロジェクト
:uLiLo NaLanishi
 Ph.D.

（6niversity of Human Arts and Sciences）

Ⅲɽ栄養疫学におけるメタアφリシスのվળ
 Douglas L. Weed
 MD
 MPH
 Ph.D.

（National Cancer Institute（rit.）
 DLW consulting services）

Ⅳɽ ILSI #ranch 6pdates & Coordinated Effort for 2016 
Forward

Dr. Anne Kurilich

ɹ・ILSI Europe Perspective
Mr. Jeroen Schuermans

（ILSI Europe Scientific ProKect Manager）

ɹ・ILSI NA Perspective
Mr. Nathan MatushesLi

（ILSI NA Technical committee on Carbohydrate）

ᶛɽAdKourn

Asia
Pacific

Dr. Siti Muslimatun
SEAMEO RECFON
 Indonesia

微量栄養素（༿酸、మ）ܽ๡症、アフラトキシン

Dr. :uLiLo NaLanishi
6niversity of Human Arts and Science
 JAPAN

GR プロジェクト
మܽ๡性ශ血症

Eurasia/
Africa

Dr. #ani Tamber Aeri
6niversity of Delhi
 India

Mr. #enKamin Kumah Mintah
6niversity of Ghana
 Ghana

NCD と৺血؅症
脂質ҟৗ症の疫学調査

Europe Dr. Graham Finlayson
6niversity of Leeds
 6nited Kingdom

ਫ਼ਆ生物学ʗ食品બ୒、食ཉコントロール
運動ʗエネルギーバランス、食事؅理

Dr. ;vonimir Satalic
6niversity of ;agreb
 Croatia

ώト栄養学、微量栄養素
スポーツ栄養学
運動

Latin 
America

Dr. Marisa Armeno
National Pediatric Hospital JP Garrahan
 Argentina

༮児肥満、母ೕ摂取と肥満の関܎
༮児のケト原性食事（ᚖᚉとの関܎）、਎体組成

Dr. Anderson de Sou[a Sant `Ana
6niversity of Campinas
 #ra[il

量的微生物Ԛછ（食品）、事ނ、
ޮՌ的な食品加工、リスク評価

North 
America

Dr. Clinton Allred
TeYas A&M 6niversity
 6nited States of America

͕んにおける֩内受容体の役割、ϗルモン応答性͕ん
におけるエストロジェンの役割、エストロジオール

（E2）と݁腸͕ん、݁腸Ԍ症、௵ᙾ性大腸Ԍ

Dr. Krista A. Varady
6niversity of Illinois at Chicagoh
 6nited States of 
America

体ॏݮগと৺ଁපݮগとの関܎、カロリー制限、
ִ日அ食の体ॏ制限ޮՌ

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）
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ʻ಺༰ʼ
（�）*-4*�+BQBO�(3 ϓϩδΣΫτ

:VLiLo /aLanishi
 Ph�D�
（6niWersitZ of HVman Arts and SDienDes）

%S��/BLBOJTIJ

(R プロジェクトに関して、2010 年に実ࢪした (R ଌ
定๏のଟࢪઃධՁݧࢼ実ࢪ後の৚݅ݕ౼͓よび࡚ࢁ製パ
ン᷂தԝڀݚॴによる実ݧ๏の再ݕ౼のঢ়گについて報
告した。ϐϖッςΟンάྔのݻ定Խ、߬ૉ൓応৚݅の改
గ、ఴՃ߬ૉྔのม更、フΟルタリンάのม更について
ࣔした。今後のݕ౼項໨として、ৼᚰ߃Թ૧のҧいによ
りੜ͡るৼᚰڑ཭͓よび回਺のӨڹのݕ౼、ඪ४食の販
売ఀࢭに൐う৽نඪ४食のબ定を͛ڍ、その後、ୈ � 回
のଟࢪઃධՁݧࢼの実ࢪ༧定とした。Dr� (� Anderson
より、最ऴ報告をָしみにしているとのݴ༿を௖いた。

（動ըɿhttp���ZoVtV�Ce�dDnIHT.1@L2）

（�）ӫཆӸֶʹ͓͚ΔϝλΞφϦγεͷվળ
DoVHlas L� Weed
 .D
 .PH
 Ph�D�

（/ational CanDer InstitVte（rit�）
 DLW DonsVltinH serWiDes）
食事Ψイドϥインを࡞成するࡍのࠜڌを༩えるメタΞ

φリシスの࢖༻に関して、より良いղऍをするために஫
ҙす΂きॏ要なϙイントについて、メタΞφリシスڀݚ
に 1��0 年代から �0 年以上औり組Μでこられた DoVHlas 
L� Weed ത࢜によってղઆされた。ΤϏσンスをղऍす
るためのํ๏としては、一ൠ的なՊ学的ํ๏（(eneral 
SDientifiD .ethods）、ܭڀݚըと統ܭ的（෼ੳ）ख๏

（StVdZ DesiHn � StatistiDal（AnalZtiD）.ethods）、ݚ
、られ͛ڍ合成๏（ResearDh SZnthesis .ethods）がڀ
メタΞφリシス๏は、ڀݚ合成๏に含まれる。

メタΞφリシス๏の໨的には、以Լの � つがある。
ᶃ   ୯ಠのڀݚよりも正֬な要໿された֓ࢉ૬対ݥة

度（SVmmarZ RelatiWe RisL &stimateɿSRR&）を

めることٻ
ᶄ 要໿された༻ྔґଘ的ޮՌをධՁすること
ᶅ ڀݚ内͓よびڀݚ間の一؏ੑをݕ౼すること
ᶆ ҟ࣭ੑの要Ҽを同定すること
ᶇ 出൛バイΞスのӨڹをධՁすること
ώトڀݚと動෺ڀݚのσータを࢖༻してメタΞφリシ

スを実ࢪしてはならないように、同͡ώトڀݚであって
もあまりにもҟなるڀݚをまとめてղੳす΂きではな
く、正֬な SRR& をٻめることはできなくなる。した
がって、ҟ࣭ੑ（HeteroHeneitZ）をݕ౼することはඇ
ৗにॏ要である。ҟ࣭ੑには、ڀݚσβインのҟ࣭ੑと
統ܭ的なҟ࣭ੑがあるが、近年では、コϗートڀݚと対
র঱例ڀݚをあわͤたメタΞφリシスもՄೳとなってき
て͓り、統ܭ的なҟ࣭ੑ（݁ڀݚՌのばらつきの਺学的
なධՁɿ本࣭的には、৴པ۠間がͲのఔ度Φーバーϥッ
プするか。統ܭ的ݕ定（CoDhran 2 testɼP ஋が௿いɿ
ʻ 0�1 でٙٛを持つ΂き）と I2 ˋ定（ばらつきのఔ度をݕ
でදࣔ。ʼ �0 ˋはҟ࣭ੑ大））が஫໨されている。また、
な記ड़によってਫ਼ࡉσβインのҟ࣭ੑも報จ΁のৄڀݚ
度を改ળすることができる。ϙジςΟブなσータは報告
され΍すいが、ネΨςΟブなσータは࿦จにされにくい
という޲܏があることはよく஌られている。出൛バイΞ
スについては、࿦จになっているものも࿦จになってい
ないものもσータをऩूすることがॏ要である。

Ճ౶ҿྉと 2 ౶೘පに関するメタΞφリシスの࿦จܕ
は、.aliL ら（2010） と (reenXood ら（201�） の 2 つ
のઌڀݚߦがあり、これらは、大きなҟ࣭ੑとऑい૬関
͓よび༻ྔґଘੑのࠜڌをࣔした。しかしながら৽しい
࿦จも報告されて͓り、Ճ౶ҿྉと 2 ౶೘පとの関係ܕ
はະͩ明֬ではないので、メタΞφリシスをߦったとこ
ろ、以前よりもۉ一ੑがߴく、༻ྔґଘੑはないことが
ࣔされた。まͩ明֬でない要Ҽによって、さらに૬関ੑ
は௿くなるかもしれない。໿ 1� 以上の報告が࿦จԽさ
れて͓らͣ、出൛バイΞスがあるので、さらなるڀݚが
ඞ要である。（動ըɿhttp���ZoVtV�Ce�&/R�lLY92F�）

（�）*-4*�&VSPQF ͷల๬（*-4*�&VSPQF�1FSTQFDUJWF）
.r� Jeroen SDhVermans

（ILSI &Vrope SDientifiD ProKeDt .anaHer）
� つの෼Պ会が � つの活動をߦっている。
ᶃ DietarZ CarCohZdrate TasL ForDe
（Ξ） ౶೘පでないू団に͓ける౶࣭๫࿐ࢦඪのಛੑ
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ධՁとج४
（イ） ౶࣭にͮجいた食事ΨイドϥインɿシスςϚ

ςΟックレϏュー
（΢） 食後݂౶஋（インスリン஋）௿ݮの健康ޮՌを

定ྔԽする
ᶄ &atinH #ehaWioVr and &nerHZ #alanDe TasL ForDe
（Ξ） 食ཉに関するػং΍その݁Ռに関連する食෺ણ

維の෺理Խ学的ੑ࣭
ᶅ /Vtrient ReRVirements TasL ForDe
（Ξ） 総食෺ણ維͓よびಛ定の食෺ણ維に関するϤー

ロッパਓの食෺ઁऔྔのଥ当ੑ
（動ըɿhttp���ZoVtV�Ce��nRanmXW:o6）

（�）*-4*�/" ͷల๬（*-4*�/"�1FSTQFDUJWF）
.r� /athan .atVshesLi

（ILSI /A TeDhniDal Dommittee on CarCohZdrate）
食෺ણ維と౶ྨに஫力している。
ᶃ FiCer DataCase の࡞成と &WidenDe .aps の࡞成
  Leader� /iDola .DLeoXn
 Ph�D�
 TVfts 6niWersitZ
 

Jean .aZer 6SDA ResearDh Center
ᶄ  &WidenDe .aps  成による౶ྨઁऔと健康に関する࡞

 現ঢ়ධՁと今後のඞ要なڀݚの同定
  Leader� .ei ChVnH
 Ph�D�
 .PH
 AHenDZ for 

HealthDare ResearDh and 2ValitZ DesiHnated &WidenDe-
Cased PraDtiDe Center at the TVfts .ediDal Center�

ɹ（動ըɿhttp���ZoVtV�Ce�o/H@s,9/16H）
WHO から౶ྨઁऔに関するΨイドϥイン（SVHars In-

taLe for AdVlt and Children� http���Xho�int�nVtrition�
pVCliDations�HVidelines�sVHars@intaLe�en�）が 201� 年 � 月
にࣔされるなͲ、今後の国ࡍ動޲にも஫ҙがඞ要であろう。

（ਓ間総合Պ学大学ɹத੢由ࢠق）

��ɽ�*-4*�*OEJB�BOE�*-4*�4PVUI�"GSJDB�#SFBLGBTU�
.FFUJOH

� （����ɹ��：��ô��：��）

（�）Πϯυࢧ෦
201� 年に � つのओ要会議を開催。「Ճ޻食品のӫཆ҆

શอোɿ� 月」「೶業バイΦςクϊロジーに͓けるリス
クධՁのҝのレΪュϥトリーαイΤンスઐ門Ո会議ɿ�
月」「২෺の৽ҭछٕज़開ൃの国ࡍ会議ɿ10 月」「食品

コントロールシスςϜ構築にඞ要なج൫੔උ会議ɿ12
月」。そのଞɿӫཆදࣔαーϕイプロジェクト実ࢪ。

201� 年度は、पล国をަえたزつかの会議を考ྀ。

（�）ೆΞϑϦΧࢧ෦
ॳめてのタスクフΥースとして、ӫཆ部会を૑ઃし、

ೆΞフリΧに͓けるઁऔྔௐࠪをߦなう。� 月、食品҆
શと食品ఴՃ෺に焦点を当てたリスクධՁの会議を開
催。ILSI PIP にٵऩされるܗとなった ICD 活動を受け
�ぐ活動をਪਐ。201ܧ 年には、ඍੜ෺リスクධՁに焦
点を当てた会議開催を༧定。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

��ɽ1MBUGPSN�GPS�*OUFSOBUJPOBM�1BSUOFSTIJQ�
� （�������：��ô��：��）

（�）���� ೥ 1*1 αϙʔτϓϩδΣΫτͷگݱ
1）ILSI H&SI

WHO とのڞ同プロジェクト（Խ学෺࣭のリスクධՁ）
の現ঢ়について紹介。ڞ同でσータϕース࡞成をߦなっ
ているが、௥Ճでώトの健康に焦点を当てた食品҆શの
トレーχンάのඞ要ੑをਐࡐ。ݴྉを H&SI がఏڙし、
WHO のネットϫークをར༻して޿めるܗ式。実࣭ ILSI
がリードする良いܗのプロジェクトとݴえる。 
2）ILSI SoVtheast Asia ReHion

ੈքۜߦのԉॿによるϚレーシΞओಋのిࢠϫーΩン
άάループをத৺にਐめている AS&A/ の食品ઁऔྔ
ௐࠪのϋーϞφイθーシϣン活動について、S&AR が
紹介。αンプルフΥーϜは完成し、زつかの国でパイ
ロットڀݚとしてਐめられている。

（�）�Ψʔφେֶを௨じͨ৯඼҆શτϨʔχϯά׆ಈʗ
ಈ׆%$*

2 つのトレーχンάコースを � 月に実1。ࢪ つは、ӫ
ཆ࢜΍ҩྍ関係ऀを対৅とした食品҆શコース（様々な
団 体 か ら 2� ໊ の ࢀ Ճ ऀ ） で あ り、 も う 1 つ は、
HACCP に焦点を当てたコース（同様に �2 ໊のࢀՃऀ）
である。WHO�ICD で開ൃɾ࡞成したトレーχンάࡐྉ
を༻いて実ફ。ਐめるにつれ、修正のඞ要ੑも実感。

201� 年は、ᶃ トレーχンάϚχュΞルのΞップσー
ト、ᶄ Ψーφで同上の 2 つのコースを実ࢪ、ᶅ φイ
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ジェリΞでも同様のコースを実ࢪ、ᶆ χュースレター
の࡞成、をܭը。

（�）8)0ͱͷڞಉ׆ಈ r�����ô�����
1）IPCS

  H&SI とのڞ同活動で紹介。
2）Food SafetZ

  S&AR で紹介。
�）/Vtrition

    インターンシップॿ成を実ࢪ。֤国でのઐ門Ո、ス
タッフのҭ成ɾॆ実のαϙートを໨ࢦす。

�）WHO ϙリシー 
たばこ産業に対するسආ。メンバー会社のதにたばこ

のੜ産ɾ販売会社を除くํ޲。現時点では、ILSI-India
に ITC Food #Vsiness（India ToCaDDo CompanZ 
Limited）がՃໍしている。

（�）'"0ͱͷڞಉ׆ಈ
IC/2ɿ会議の݁Ռ（活動ק告、活動ΞイςϜ）は、

インターネット上にܝ載されている。

（�）$PEFY ձٞ
インドネシΞɾバリで開催されたୈ �� 回 CC/FSD6

の前に Pre-CC/FSD6 ηϛφーを ILSI S&AR が開催。
「クレーϜのՊ学的立ূ」について情報ަ׵。Ԥभ（&C、
&FSA）、೔本（ফඅऀி）、౦ೆΞジΞ（タイ、Ϛレー
シΞ）、χュージーϥンドからスϐーΧーを招ᡈし、今
後開催される会議（CCFA
 CCCF
 CCFL）のスέジュー
ルを֬ೝ。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）

��ɽ�*-4*�%JTDVTTJPO�'PSVN��)B[BSET�BOE�3JTLT��
UIF�&YQPTVSF�3FWPMVUJPO

� （����ɹ��：��ô��：��）

本ηッシϣンは ILSI &Vrope のओ催により実ࢪされ、
ԋ（෣୆ઃ定）ののͪ、ෳ਺のߨௐج ILSI #ranDh か
らの代දऀによるऔり組みの情報ަ׵がߦわれた。それ
ͧれのུ֓は࣍の通り。

（�）4FUUJOH�UIF�4DFOF
ɹ（෣୆ઃఆ）

DiÂna #ÂnÂti
 Ph�D�
 
ILSI &Vrope

食品΁の҆શੑに対する੍نは、その食品がݻ༗に
持っているಟ （ੑϋβード）にͮجいてߦわれる΂きか、
それとも実ࡍにো֐をҾきىこす実現ੑ（リスク）にج
ͮく΂きか。このςーϚを࿦͡るため ILSI &Vrope は
One ILSI の理೦のもと、201� 年 12 月に � Ճࢀ部のࢧ
により「食品҆શධՁに͓けるϋβード対リスクにͮج
くख๏」とのςーϚでϫークシϣップを開催した。この
ϫークシϣップの݁Ռを౿まえ、本ηッシϣンでは、ੈ
ք的なऔり組みを紹介していきたい。

（�）)B[BSE�PS�3JTL�#BTFE�"QQSPBDI 
（ͲͪΒʹͮ͘جΞϓϩʔνɺϋβʔυʁϦεΫʁ）

Alan #ooCis
 O#&
 Ph�D�
 C#iol
 FS#
 F#TS
（Imperial ColleHe London）

201� 年 12 月にブϥッηルで開催されたϫークシϣッ
プ「食品҆શධՁに͓けるϋβード対リスクにͮجくख
๏」に͓いて、食品தのԽ学的、ඍੜ෺学的そしてΞレ
ルΪー෺࣭の҆શੑධՁを࿦͡ることになった。

ϋβードとリスクは、一ൠ的な༻ޠとして、しばしば
同͡ことをࢦすときに༻いられるが、食品に対するԽ学
的、ඍੜ෺学的、そしてΞレルΪー҆શධՁに͓いて
は、明֬な۠ผをしている。ϋβードとは、健康にѱӨ
すかもしれない食品தのੜ෺学的、Խ学的また΅ٴをڹ
は෺理的෺࣭であり、ݸ体、ੜଶܥまたはू団がその෺
࣭にമされた時、ѱӨڹのݪҼとなるՄೳੑとして༗し
ている、その෺࣭またはঢ়گの本དྷのಛੑをࢦす。一ํ
リスクは、食品தのϋβードの݁Ռとしてىこる、ѱӨ
まܥ体、ੜଶݸ、こりそうなՄೳੑの関਺でありىのڹ
たはू団がಛ定のঢ়گに͓いてその෺࣭にമされること
によってൃੜするѱӨڹの֬཰をࢦす。

食品によるѱӨڹを༩えるものとして、μイΦΩシ
ン、೶ༀ、ەಟ౳といったԽ学的෺࣭、αルϞネϥ、コ
リネバクςリ΢Ϝ、リスςリΞ౳のඍੜ෺、さらにϐー
φπ、ཛ、ڇೕ、ྨ֪ߕのような食෺ΞレルΪーをҾき
͓こすものが஌られている。こういったもののඃ֐にあ
わないように、それͧれの国Ո΍஍Ҭは҆શੑධՁにج
ͮき੍نを定めている。これらの੍نは、ϋβードにج
ͮくものとリスクにͮجくものでܗ成される。それͧれ
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のΞプローνにಛ௃があるが、&6 では、ϋβードとリ
スクにͮجくΞプローνの྆ํがଘ在している。

ϋβードにͮجくΞプローνは、例えば事ނによるԚ
છ෺࣭の์出のようにѱӨڹのݒ೦に対するٸۓのධՁ
がඞ要な৔合、ಟੑの֓ࢉによってώト΁の๫࿐がѱӨ
に対ڹこすᮢ஋に近い৔合、ώト΁の๫࿐΁のӨىをڹ
する৴པあるධՁがಘられない৔合、ىこりಘるѱӨڹ
にᮢ஋がない৔合、のような時に༗ޮと考えられる。し
かし๫࿐をθロにすることが不Մೳな৔合は、このよう
な৔合でも、ある前ఏにͮجく҆શϚージンをઃ定した
リスクにͮجくΞプローνがߦわれるかもしれない。

一ํϋβードにͮجくΞプローνはඞͣしも、よりޮ
Ռ的ではないこともある。ܲ೑に͓けるΧンϐロバク
ターのように食品から除けないඍੜ෺がある৔合、ඍੜ
෺学的ൣᙝに͓けるリスクにͮجくΞプローνのみが、
社会的に受けೖれՄೳなબ୒となる。また、食品に͓い
て、ΞレルΪー෺࣭を「含むかもしれない」というܯ告
දࣔの࢖༻が、かなり޿がってきて͓り、リスクにͮج
くΞプローνがՄೳになる。この͓か͛で不要な෼ੳඅ
༻のൃੜを཈え、食品のՁ֨に൓өされるというԸܙを
。受するができるڗ

（�）�%JFUBSZ� &YQPTVSF� "TTFTTNFOU� PG� "MVNJOVN�
DPOUBJOJOH�'PPE�"EEJUJWFT�JO�$IJOFTF�1PQVMBUJPO

ɹ（�தॅࠃຽʹ͓͚ΔΞϧϛχ΢Ϝؚ༗৯඼ఴՃ෺ͷ๫
࿐ධՁ）

JVnshi Chen
 Ph�D�
 
ILSI FoDal Point in China

த国の食事に͓けるΞルϛχ΢Ϝ含༗食品ఴՃ෺由དྷ
の、ա৒なΞルϛχ΢Ϝઁऔに対するݒ೦の૿大するத
で、国Ո食品҆શリスクΞηスメントɾηンター

（CFSA）は、2010 年ʙ2012 年にத国ਓのΞルϛχ΢
Ϝの๫࿐Ξηスメントをߦった。11 食品Χςΰリーに
ついて �
��� 例に対してௐࠪɾղੳを実ࢪした。

食品தのΞルϛχ΢Ϝを෼ੳすると、クϥήが܈をൈ
いてߴく、1 LH あたり 1
�00 mH 近く含まれている。༲
͛スςΟック΍༲͛՛ࢠなͲも 200 mH を௒えるߴい含
ྔをࣔしている。ௐࠪの݁Ռ、શਓຽの食品由དྷのΞル
ϛχ΢Ϝઁऔྔは、J&CFA が 2011 年にఏএした࢑定
଱容ि間ઁऔྔ（PTWI）である 2�0 mH�LH 体ॏを、
�2�� ˋのਓが௒աしていることが෼かった。

年ྸ૚ผでみると、௿年ྸ΄Ͳ体ॏ当たりのઁऔྔが

�く、�ʙߴ のࣇࡀ �2�� ˋは PTWI を௒えていた。食
品தのओなΞルϛχ΢Ϝの由དྷは、খഴค（�� ˋ）、ৠ
しパン（2� ˋ）、ਂઝりഴ๮（10 ˋ）、໙ྨ（� ˋ）、
パイ（� ˋ）であった。த国๺部では、খഴคがओ要産
෺であるので、๺部のॅຽのΞルϛχ΢Ϝઁऔྔはೆ部
にൺ΂て ��� ഒߴかった。

1 ि間当たりの食品தΞルϛχ΢Ϝઁऔྔを国ࡍ間で
ൺֱすると、フϥンス、ΦーストϥリΞ、ΦϥンμなͲ
がগなく、米国、ドイπ、ス΢ェーσンがଟいことがࣔ
されたが、ௐࠪしたதではத国がもっともଟく、ฏۉ
���� mH�person�XeeL であった。

リスクΞηスメントの݁Ռを受け、த国੍ن当ہは、
201� 年 � 月、食品ఴՃ෺ج४の改定をߦった。その内容
は、ᶃ Χリ΢ϜེࢎΞルϛχ΢ϜとེࢎΞルϛχ΢ϜΞ
ンϞχ΢Ϝのج༺࢖४を考ྀし、ൃ߬খഴ製品΁の࢖༻
Ξルϛχ΢ϜとེࢎՄリストから除֎、ᶄ Χリ΢Ϝེڐ
Ξルϛχ΢ϜΞンϞχ΢Ϝの適༻ൣғを「0��0 ਫੜੜ෺」ࢎ
から「0��0��02 Ԙ௮されたਫੜੜ෺（クϥήのみ）」にม
更、ᶅ 食品ఴՃ෺ج४に͓けるԡ出し製品のΧςΰリー
から、12 のΞルϛχ΢Ϝ含༗食品ఴՃ෺を除֎、であݸ
る。この改గにより、શੈ代のฏۉΞルϛχ΢Ϝઁऔྔ
は 。待されるظগ（1��ʙ��0 mH�LH）となることがݮˋ ��

（�）�5IF�/FFE� UP�#BTF�%FDJTJPOT�PO�&YQPTVSF�� UIF�
&YBNQMF�PG�&NFSHJOH�5FDIOPMPHJFT

ɹ（๫࿐ͷܾૅجఆͷඞཁੑ：ઌ୺ٕज़ͷྫ）
RiDhard CanadZ
 Ph�D�
 

（ILSI ResearDh FoVndation）
食品のためのリスクϚネージメントは、ٕज़的෼ੳೳ

力、ڀݚॿ成༏ઌॱҐ、ڀݚコスト、公ऺӴੜの๏੍ن
要ٻによって、๫࿐よりϋβードがத৺となる޲܏にあ
る。৽しいϞσルとσータによってリスクϚネージメン
トのධՁをすること、時間をかけてଟ様なू団をまたい
でώトにӨڹのある༻ྔをଌ定することよりも、୯७に
容қと考えられる。200� 年からσータ開ൃπールとϞ
σリンάはਐめられてきた。

σータの統合とਪ࿦Ϟσルによって、Ͳのようなํ๏
が活༻Մೳか。販売஍点とαプϥイνェーン製品σータ
と連動するバーコードʗスΩャφー、ফඅのܧ続的な統合
のためのല大なௐࠪʗ৹ࠪ、Ϟχター活動、食事の記録、
食ྉのαンプリンάのためڥ؀、ثػ、ফඅऀの製品๫
࿐に͓けるσータの統合、健康記録、ༀࡎ、Ҩ఻学、Ҩ
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఻ܕࢠの統合、(PS、ఱީなͲ。このようなϞσルのਐ
าは、σータの構造΍開ൃされたಎ࡯によって࡞ܗられ、
σータ、ٕज़、ध要にͮجき஍Ҭごとにҟなるであろう。

これらの৽ٕज़の開ൃは、๫࿐ྔをجにするリスクϚ
ネージメントઓज़にॏ点を置くඞ要ੑをαϙートし、ػ
会をࣔしている。

（�）�4DJFOUJGJD�#BMBODF�CFUXFFO�)B[BSE�BOE�3JTL��UIF�
"QQMJDBUJPO�PG�55$�JO�'PPE�4BGFUZ

ɹ（�ϋβʔυͱϦεΫؒͷՊֶతόϥϯε：৯඼҆શʹ
͓͚Δ 55$ͷద༻）

RiDhard Lane
 Ph�D�
 
（PepsiCo
 InD�）

食品தには਺ଟくの෺࣭がଘ在するが、શての෺࣭は
ϋβードになりうる。そのଟくのものは、容қに҆શੑ
がධՁできるԽ学෺࣭またはಟੑ学σータがଘ在するԽ
合෺であるが、そのうͪいくつかは؆୯にධՁできͣ、
またಟੑσータもଘ在しないものがある。෼ੳԽ学ऀは、
食品ૉࡐに対して、極୺な௿ೱ度に͓いても、構成する
Խ学෺࣭をݕ出することができ、ଟくの৔合は、このݕ
出が食品の健康֐ةのՄೳੑを΄のめかすために༻いら
れている。す΂てのফඅऀは҆શな食品を望Μでいるの
で、҆શੑが明֬でないもののݕ出には、よりきびしい
対応がとられることになる。このߨԋでは、զ々はこの
ような௿ೱ度のԽ学෺࣭に対して、தでもಟੑ学的σー
タがないときに、Ͳのようにして適੾にऔり組むことが
できるのかを議࿦したい。

ಟੑ学のத৺的ٛڭとして、「෺࣭にはす΂てಟੑが
あるɿಟੑのないものはない。ྔ がಟかༀかを۠ผする」
というパϥέルスス（1���ʙ1��1）のݴ༿が஌られて
いる。このようにಟੑ学に͓ける๫࿐ྔのॏ要な໾ׂは
�00 年以上も前から஌られてきて͓り、この考えにཔり、
ᮢ஋をಋೖすることにより、「҆શな」๫࿐レϕルの決
定がڐ容される。このத৺的ٛڭのੋඇについては࿦૪
がなされてきた。ి཭์ࣹઢのൃがΜੑ΍ൃがΜՄೳੑ
෺࣭のຫੑݧࢼなͲの৽たなڀݚ΍๏཯、ࡋ൑ॴの決定、
ར֐関係ऀ、Խ学෺࣭のسආといったଆ໘からの৽しい
社会的要ٻがそのഎܠにある。݁ہはԽ学ϋβードの考
えは統一することができていない。Խ学リスクに対して
は、ᮢ஋のあるものとᮢ஋のないものがあり、ϫンώπ
ト理࿦（ͻとつのݪҼでがΜがൃੜする）によって、ൃ
がΜੑ෺࣭にはᮢ஋がଘ在ͤͣ、҆શな๫࿐ྔはない、

ൃがΜੑ෺࣭はඇൃがΜੑ෺࣭とҟなったѻいをしてϋ
βードのみでධՁす΂きという考えが現れてくる。

社会としてのํݟは、҆શからリスクに஫໨がҠり、
「༻ྔがಟੑをੜむ」という考えから「Ͳの༻ྔのԽ学෺
࣭も৵ऻのՄೳੑを持っている」という考えにҠり、஫
໨対৅がԿかしらのϋβードを༗するす΂てのԽ学෺࣭
に޿がってしまった。このように「ಟੑ」ͩ けが஫໨され、

「༻ྔ」は๨れられた。ൃがΜ෺࣭は、޻業Խ学෺࣭ͩ
けにݟられるうͪはࢭې༺࢖とすることもՄೳͩろうが、
೔ৗੜ活に͓いて、すなわͪ、ඍੜ෺、২෺、Ոఉྉ理
ௐ理時に͓いて、食品Ճ޻で、そしてզ々ࣗ਎の体内で
。成されるものͩということが஌られることになるܗ

ಟੑにᮢ஋のないこのようなԽ学෺࣭に対して、実࣭
҆શྔ（7irtVallZ Safe Dose� 7SD）をઃ定するという
考えํがある。もし෼ੳԽ学ऀが食品தに、ඇৗに௿ೱ
度ではಟੑ情報のない෺࣭をݟつけた時、Կが໰୊とな
るかといえば、その෺࣭はがΜੑݪを༗するか否か、そ
のݕ出はॏ要なのかそうでないのか、ということであ
る。ඞ要なことは、े෼に҆શを഑ྀしたڞ通ݪ理であ
り、適੾にӡ༻されれば、ফඅऀにとってۇগなリスク
を༩えるͩけでࢢ৔にྲྀ通しे෼に実༻的となる。この
ようにಟੑ学的にҙٛのない๫࿐のᮢ஋が TTC ख๏と
して࢖われてきている。リスクΞηスメントに͓いて、
リスクはϋβードと๫࿐の関਺と考えられる。すなわͪ
๫࿐がे෼に௿い時には、ϋβードのҙຯはܰݮされ、
リスクはۇかになりಘるということである。

TTC は、ݧࢼまたはଞのධՁํ๏の༏ઌॱҐͮけの
৔໘、ݟかけ上の҆શレϕルのݟ積り、ݕ出された時の
ঢ়؅گ理に͓いて༗༻である。一ํで࢖༻にࡍしては഑
ྀがඞ要である。適੾なσータのある৔ॴでは࢖༻でき
ない、๏ྩが要ٻすることを֎してはいけない、不े෼
な (.P ΍ HACCP をิ完する໨的では࢖༻できない、
फڭ的要ٻをແࢹしてはいけない、といったことを഑ྀ
す΂きである。

TTC ではす΂てのϋβードは同౳でなく、Խ学構造
に௼り合った受ೖれՄೳなリスクを༗している。ಟੑ学
的ҙٛのない๫࿐ྔのᮢ஋として、Ҩ఻ಟੑのܯ告構造
を༗する෺࣭については 0�1� ЖH�ਓ�೔、༗ػリンࢎԘに
ついては 1� ЖH�ਓ�೔、Cramer Class ᶙの෺࣭につい
ては �0 ЖH�ਓ�೔、Cramer Class ᶘは ��0 ЖH�ਓ�೔、
Cramer Class I は 1
�00 ЖH�ਓ�೔といった஋が定めら
れている。
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TTC の適༻は、たとえ不֬実であったとしても、ͻ
とつのԽ合෺の๫࿐によってىこりうるϋβードと҆શ
な食品のྲྀ通をอつリスクをڞଘすることをՄೳにして
いる。

（�）�"���TU�$FOUVSZ�3PBENBQ�GPS�)VNBO�)FBMUI�3JTL�
"TTFTTNFOU
�.PSF�)B[BSE�PS�.PSF�3JTL

ɹ（��� ϦεΫΞηεϝϯτʹ͓͚Δϩʔ߁ͷώτ݈لੈ
υϚοϓɺߋͳΔϋβʔυ͔ߋͳΔϦεΫ͔）

Alan #ooCis
 O#&
 Ph�D�
 C#iol
 FS#
 F#TS
（Imperial ColleHe London）

ώトの҆શੑは、๫࿐ྔとಟੑにґଘするが、2012
年の &C からの「リスクΞηスメント΁の৽たなνャレ
ンジ」એݴは、ϋβードによるධՁプロηスから๫࿐に
よるධՁ΁のҠߦというパϥμイϜシフト΁のҠߦのよ
うに思われる。๫࿐によるධՁでは、最大にݒ೦される
๫࿐シφリΦに焦点を当てなければならない。感受ੑの
に適੾なू団での๫࿐をධՁするظいू団も含め、早ߴ
ことにより、ಛ定のಟੑσータध要のஈ֊を明֬にす
る。更に、最近のリスクΞηスメントのํ๏は、適੾な
ώト๫࿐σータなしで、動෺Ϟσルを༻いたݧࢼྔ༺ߴ
にཔりながら、しばしばϋβードと๫࿐ྔのΞηスメン
トとಠ立してߦわれる。一連の఻統的なಟੑݧࢼによる
ことを要ٻされてきたଟくのԽ学෺࣭のΞηスメントに
対して、パϥμイϜシフトがඞ要となるͻとつの理由で
ある。

ILSI H&SI は、現ଘする情報をར༻し、ಟੑよりむ
しろ๫࿐ධՁからスタートし、そしてσータ開ൃのため
のஈ֊的プロηスを༻いて、21 に͓けるリスクΞلੈ
ηスメント（RIS,21）プロジェクトを組৫した。その
はώトの健康リスクΞηスメントのൃ展のため、適໋࢖
੾さと正֬さ、そして適当なΞプローνをఏڙすること
である。大学、産業ք、੓෎͓よびଞのスςークϗル
μーからઐ門Ոを招ᡈ、Ԥभ͓よび米国から 120 以上
のՊ学ऀがࢀՃ、Պ学的஌ࣝとํ๏のਐาを受けೖれた
リスクΞηスメントख๏の開ൃ、Պ学とリスクΞηスメ
ント΁のΞプローνの考えの修正をߦっている。ैདྷの
リスクΞηスメントとのҧいは、まͣとりかかる΂き໰
୊についてݕ౼し、それからղ決に最もՁ஋のある情報
をબͿということである。RIS,21ݯ のݪଇは、໰୊公
式Խ、๫࿐ओಋ、事前஌ࣝ、「決定するためのे෼な正
֬ੑ」であり、ॊೈੑ、ಁ明ੑ、ՄࢹԽの࿮組みをఏڙ

する。
खॱはᶃ ໰୊の೺Ѳ ˠ ᶄ ๫࿐ධՁ（最௿ݶの情報、

明֬な༻్情報、༻్に応͡た༧ଌ஋、ݕ体の෼ੳにج
ͮく༧ଌ）ˠ ᶅ ಟੑൃ現のػং（構造活ੑ૬関͓よび
TTC、┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ ಟੑ༧ଌ、┭┲ⓤ┺┭┺┳ （ং༧ଌػ༺࡞、ݧࢼ
ˠ ᶆ RIS,21 のϚトリクスによる๫࿐ྔとಟੑの関係
ධՁ ˠ ݁࿦、とਐめる。

2 うߦϚトリクスによって๫࿐ྔとಟੑのධՁをݩ࣍
RIS,21 ࿮組みのར点は、現ଘするσータの最大ݶの活
༻と、ैདྷのํ๏を࢖༻した৽たなσータの統合、๫࿐
とϋβードの適੾なॏ要度ͮけ、ߴ度に明֬ɾॊೈɾಁ
明ੑがߴい、ޮՌ的なリスクコϛュχέーシϣンखஈ、
ଟํ໘の༻్（༏ઌॱҐͮけ、ඞ要σータのධՁ、৽ن
または排出シφリΦのධՁ、ҟなるリスク؇࿨બ୒༺࢖
のൺֱ、情報Ձ஋のղੳ）͓よびݧࢼσβインとݯࢿ഑
෼の情報ఏڙができるといったことである。

（�）�)B[BSE�WT��3JTL�"QQSPBDIFT�JO�*OEJB�BOE�3FHVMB�
UPSZ�*NQMJDBUJPOT�

ɹ（�Πϯυʹ͓͚ΔϋβʔυରϦεΫΞϓϩʔνͱ๏ྩ
ͷҙຯ）

Prahlad ,� Seth
 Ph�D�
 
（#ioteDh ParL）

食品とਫの҆શはৗにこの国のॏ要な՝୊である。食
は、す΂てのੜき෺をཆうにඞਢのものであり、զ々の
೑体的ɾਫ਼ਆ的健康は、զ々の食΂るものにґଘしてい
る。ଠݹより良࣭で҆શな食の֬อのために、ਓ々は౒
力を੯しまなかった。

� つの国立Պ学ΞΧσϛー（I/SA（Indian /ational 
SDienDe ADademZ）
 /ASI（The /ational ADademZ of 
SDienDes
 India）
 IAS（Indian AdministratiWe SerWiDe））
がਫの҆શੑに関するڞ同パネルをઃ立した。食の҆શ
Ξηスメントは、ϋβードにͮجきߦわれてきている。
食品のඪ४Ψイドϥイン（ඍੜ෺、Խ学෺࣭、食品ఴՃ
෺、๷෗ࡎ、แ૷ࡐྉ、ࣗવಟ෺）が੍ن当ہからൃ出
され、ղੳと਺ྔԽのํ๏が開ൃされてきている。

ਫと食の҆શੑのΞηスメントに͓けるリスクにͮج
くΞプローνのඞ要ੑは、様々な౼࿦会で議࿦されてい
る。リスク෼ੳとリスクϚネージメントを通して、ඍੜ
෺学的、Պ学的ϋβードを୳ࡧし、؅理するޮՌ的なシ
スςϜ構築のための౒力がߦわれている。このΞηスメ
ントに対して、リスクにͮجくΞプローνを༻いるには、
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そのためのೳ力の構築がඞ要である。ILSI-India はこの
໨的ୡ成のため、ॏ要な໾ׂを୲い、੍ن当ہとの協力に
より、いくつかのϫークシϣップとݚ修会を企ըしてきた。

食の҆શੑにӨڹをٴ΅す要Ҽとして、食品Ӵੜ、不
७෺ࠞೖ、食品Ԛછが͛ڍられる。インドでൃੜした食
由དྷの事ނの例として、ᶃ ەࡉɿηレ΢スە、大௎ە、
ԫ৭ブド΢ەٿ、௎ԌϏブリΦە、ᶄ ΧϏಟɿΞフϥ
トΩシン、ΧϏΞルΧロイド、σΦΩシχバレϊール、
フϞχシン、ᶅ 食品தに本དྷ含まれるࣗવಟɿΨϥス
ϚメのಛघΞϛϊࢎ、クロタϥリΞのϐロリジσンΞル
Χロイド、ΞβϛήシのΞルΧロイド、Ωϊコಟ、ᶆ 
Խ学෺࣭ɿクロϜಔɾਫۜɾすͣのようなॏۚଐࠞೖ、
༗ػԘૉ͓よび༗ػリン೶ༀならびに食品ఴՃ෺のແڐ
Մまたは不適੾࢖༻といったものが͛ڍられる。

リスクΞηスメントのख๏は、औಘしたσータを、໰
୊の明֬Խ、๫࿐とӨڹのಛ௃ͮけ、リスクのಛ௃ͮけ
౳によってリスクϚネージメントにつな͛るものであ
る。食の҆શੑと品࣭をΧバーする؅理シスςϜは、ҟ
෺ࠞೖと情報աޡにىҼする健康ඃ֐と঎業的ِڏから
のফඅऀのอޢの΄か、国ຽࡁܦのための、҆શな食製
造͓よびྲྀ通シスςϜの開ൃとอޢ、国内͓よび༌出食
品のଅਐ、ফඅऀと食のऩ֭後のऔѻいとྲྀ通にै事す
るऀとの食のリスクコϛュχέーシϣン、食品֐ةの๷
。い໨的を持つ޿といったࢭ

४を੍定する໨的として、食由དྷの࣬පのリスクをج
௿ݮし公ऺӴੜをଅਐする、不Ӵੜで健康にѱい不適੾
なදࣔまたはҟ෺ࠞೖされた食からのফඅऀの๷ޚ、国
内͓よび༌ೖ食品に対する健શなج੍ن൫のఏڙ、と
いった点が͛ڍられる。以前は � つに෼かれていた食品
҆શ๏ྩが食品҆શとඪ४๏（FSS）に統一された。
この FSS ๏では以前にൺ΂て、健康食品、αプリメン
ト、ӫཆิॿ食品がՃわり、食品໔ڐをൃߦする、ૌু
΁の対応体੍ڧԽなͲがうたわれることになった。

現在食品産業、学ڀ会͓よび੍ن当ہ間で協同し、国
内に総合的な食品҆શシスςϜを立ͪ上͛る、というڧ
いध要がある。これによって国ࡍ食品ࢢ৔に͓いて品࣭
的にڝ合できるようになることがظ待される。

（�）'PPE�4BGFUZ�4VSWFJMMBODF�BOE�.POJUPSJOH�4ZTUFN
ɹ（ؖࠃʹ͓͚Δ৯඼҆શࠪఆ͓Αͼࢹ؂γεςϜ）

,i HXan ParL
 Ph�D�

（ChVnH-AnH 6niW�）

200� 年にத国に୺をൃしたメϥϛンࠞೖ事݅に対して、
情報఻ୡスϐードに対応が௥いついて͓らͣ、ಛにॳظ
対応に͓いて、Ԛછがىこった製品の除֎、食品҆શに
関するڪれの๷ࢭが不े෼であった。この൓লを౿まえ、
適੾な食品҆શٸۓ対応シスςϜの構築がٸ຿であると
ೝめ、そのೳ力構築のために࣍のような体੍を໨ࢦした。

ᶃ リΞルタイϜな食品҆શ情報ऩू͓よびղੳなら
びに食品由དྷ࣬පのϞχタリンάɿશ国的食品҆શ事ނ
の๷ޚと؅理の޲上するための、ਝ速でޮ཰的な情報ऩ
ू͓よびղੳೳ力構築。ᶄ 食品҆શٸۓ対応シスςϜɿ
食品҆શ΁のڴҖの֦ࢄを๷͗、公ऺӴੜ上のリスクを
最খにするための食品҆શٸۓ対応ೳ力構築。ᶅ ଈ時回
ऩとજ在的ϋβードの๷ޚ的除֎ɿ食品҆શٸۓ対応の
もとでのଈ時製品回ऩ、ࢢຽ΁の情報ఏڙをߦうリスク
コϛュχέーシϣン、同様の҆શ事݅の再ൃ๷ࢭ、જ在的
ϋβードの除ڈを含むシスςϜӡ༻のためのೳ力の構築。

そのઓུのୈ 1 は、できるͩけ༧๷することである。
ੈք �0 か国に͓ける 2�2 関から、ւ֎੓෎のϗーϜػ
ϖージ΍国内ফඅऀの報告なͲをνェック、また � か国
い、σータߦの৽ฉに対して情報のϞχターとऩूをޠ
ϕースԽとղੳ後、ڞ༗Խする。情報にͮجき༌出ೖঢ়
告、プレス報ಓなͲඞ要な対ܯのνェック、国ຽ΁のگ
。がとられるࡦ

ઓུの 2 ൪໨は、できるͩけ速く対応することであ
る。現஍࡯ࢹɾௐࠪからαンプルऩूとݧࢼ、さらに情
報ڞ༗΁とਐむ。ঢ়گϞχタリンάと؅理には IT が活
༻される。Ϟχタリンάによって適੾な๏نॲ置がとら
れる。スϚート e- 食品؅理シスςϜが活༻され、ଟく
のαンプルऩू΍ҧ൓のධՁのような連བྷ、報告、ਐߦ
தڀݚのϞχターを国Ոن໛でิॿしている。

ઓུの � ൪໨は、できるͩけ速く情報ఏڙすること。
༧๷ા置をとる、ফඅऀ΁஌らͤる、খ売ళでのࣗ動的
な販売્ࢭと回ऩɾࠩԡえといったྲྀれになる。より҆
શなߪೖڥ؀をফඅऀにఏڙするため、ࣗ動販売્ࢭシ
スςϜがಋೖされている。これはバーコードを༻い、
POS によってリコールされた製品の販売ࢭېをするも
ので、�2
000 以上のళฮでಋೖされ、一೔ 1
�00 ສਓ
以上のফඅऀをΧバーできる。また食品由དྷの࣬පがൃ
ੜした৔合には、早ܯظ告シスςϜによって、ଈ࠲に関
係する学ߍに஌らされる。

国ຽの৴པをಘるために今後、さらにॆ実していく΂
きྖҬとして、リスクコϛュχέーシϣンと、よりચ࿅
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された対応シスςϜの構築がඞ要である。

（�）�)B[BSET�WT��3JTLT�"QQSPBDIFT�JO�4PVUIFBTU�"TJB�
3FHJPO�BOE�3FHVMBUPSZ�*NQMJDBUJPOT

ɹ（�౦ೆΞδΞ஍Ҭʹ͓͚ΔϋβʔυରϦεΫΞϓϩʔ
νͱ๏ྩͷҙຯ）

,enH /Hee Teoh

ILSI SoVtheast Asia ReHion�

.S��,FOH�/HFF�5FPI

1��� 年 � 月 � ೔にΞηΞンએݴ（バンコク）によって
੓෎間組৫ AS&A/（AssoDiations of SoVth &ast Asian 
/ationsɿ౦ೆΞジΞॾ国連合）がઃ立され、現在 10 メ
ンバー国がՃೖ、ਓޱ � ԯ �00 ສਓ、総 (DP は 2�2 ஹ
米国ドルに成長している。200� 年に AS&A/ を国ࡍ๏
に͓ける๏的୯体として組৫するΞηΞンݑষを࠾୒、
201� 年 に AS&A/ ڞ 同 体（AS&A/ CommVnitZ
 AC）
のઃ立をએݴした。

AS&A/ 、的ฏ࿨ٱ߃同体の総合的໨的は「஍Ҭ内のڞ
҆定とൟӫのڞ༗」のอূであり、AS&A/ ੓࣏҆શอ
ো ڞ 同 体（APSC）、AS&A/ ܦ ࡁ ڞ 同 体（A&C）、
AS&A/ 社会จԽڞ同体（ASCC）の � つのॏ要なபで
構成される。A&C のओ໨的は AS&A/ を୯一のࢢ৔͓
よびੜ産ڌ点にม׵することであり、৚໿にͮجき、જ
在的๵қোนのऔりѻいに対ॲする。

食品と食品҆શج४のϋーϞφイζは、A&C と
ASCC のܭըのதで༏ઌ活動として含まれている。そ
の࡞業は、ෳ਺のߦ੓෼໺にわたるٕज़ϫーΩンάά
ループ（ௐ製食ࡐੜ産ϫーΩンάάループ、೶ༀの残ཹ
されߦ४に関するϫーΩンάάループ౳）によって実ج
てきている。

メンバー֤国の現ଘする食品҆શج४は、ओにコー
σックスຢはଞ国（例ɿӳ国、米国、ΦーストϥリΞଞ）
のج४からੜまれているというのが AS&A/ ஍Ҭに͓

ける食品҆શج४の現ঢ়である。஍Ҭ内の食品ج४と๏
܏くΞプローνにैい開ൃされるͮجは、ϋβードにن
にある。一例として、ϚイコトΩシンはͲのような食޲
品に͓いても、ݕ出ՄೳなΞフϥトΩシン΍ଞのϚイコ
トΩシンを含Μではならないとする国がݟられる。ϋ
βードにͮجく食品҆શج४は、ॾ国間でもҟなる൑அ
にͮجきઃ定されている。ΞフϥトΩシンの上ݶ஋が
コーσックスではϐーφπとՃ޻品に対して 1� ppC と
定めているのに対し、タイでは 20 ppC、ブルネイでは
શ食品に対して 0 ppC と定めている。

ϋβードによるΞプローνでは、ڞ通の食品҆શج४を
/൫がଘ在しないため、AS&Aج୒する࠾ Ҭ内の食品҆
શج४と๏ྩのϋーϞφイζはୡ成されないͩろう。一
ํ、リスクによるΞプローνは、ڞ通の食品҆શج४࠾୒
のためのՊ学的ج൫にͮجきϋーϞφイζをଅਐできる。

AS&A/ Ҭ内のϋーϞφイζをଅਐするため、AS&A/
リスクΞηスメントɾηンター（ARAC）のઃ立が 201�
年 � 月にൃදされた。ARAC は、AS&A/ に͓ける食
品҆શੑリスクΞηスメント活動のௐ੔、リスクΞηス
メント活動のためのҬ内のՊ学的ݧܦの஝積、リスクΞ
ηスメントʗՊ学的ҙݟのఏڙなͲの活動を通͡て食品
҆શج४のϋーϞφイζをαϙートすることをҙਤする
஍ҬリスクΞηスメントػ関となる。

ILSI S&AR は、AS&A/ の食品҆શに対するリスク
にͮجくΞプローν࠾༻にαϙートをߦってきて͓り、
ϫークシϣップを通͡て、๫࿐ྔධՁのための AS&A/
食事ઁऔσータϕースの開ൃ、AS&A/ ॾ国のٕज़ࢧԉ
ଅਐなͲを実ࢪしてきている。

（ຯのૉג式会社ɹ૿ࢁɹ߶）

࠙਌ձ
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˗� �*-4*�/PSUI�"NFSJDB�4DJFOUJGJD�4FTTJPO� ��
┋┰┳┦┥┰ⓤ┇┬┥┰┰┩┲┫┩┷ⓤ┥┲┨ⓤ┗┳┰┹┸┭┳┲┷ⓤ┪┳┶ⓤ┊┳┳┨ⓤ
┥┲┨ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┗┹┷┸┥┭┲┥┦┭┰┭┸┽

� ʮ�৯඼ͱӫཆͷ࣋ଓՄೳੑʹ͓͚Δάϩʔό
ϧͳ՝୊ͱղܾࡦʯ

� （����ɹ�：��ô��：��）

（�）�5PXBSET�B�4VTUBJOBCMF�'PPE�4VQQMZ��.ZUIT�BOE�
3FBMJUJFT

ɹ（࣋ଓՄೳͳ৯ྐڅڙ：ۭ૝ͱ࣮ݱ）
JaDL #oCo
 J�D�
 .�S�

（6S Department of State）

（�）1BOFM��%JGGFSFOU�"QQSPBDIFT�UP�4VTUBJOBCJMJHZ
ɹ（࣋ଓՄೳੑ΁ͷ༷ʑͳऔΓ૊Έ）

Chaired CZ FerHVs ClZdesdale
 Ph�D�
（6niWersitZ of .assaDhVsetts Amherst）

（�）�(MPCBM�$IBMMFOHFT�BOE�4PMVUJPOT� GPS�'PPE�BOE�
/VUSJUJPO�4VTUBJOBCJMJUZ

ɹ（�৯඼ͱӫཆͷ࣋ଓՄೳੑʹ͓͚Δάϩʔόϧͳ՝୊
ͱͦͷղܾࡦ）

 #arCara SDhneeman
 Ph�D�
（6OJWFSTJUZ PG $BMJGPSOJB, %BWJT）

（�）�1SBDUJDBM�"QQSPBDIFT� UP�"EESFTTJOH�4VTUBJOBCMF�

/VUSJUJPO
ɹ（࣋ଓՄೳͳӫཆ΁ͷ۩ମతͳऔΓ૊Έ）

Anne RoVlin
 Ph�D�
（/estle）

（�）�*OWFTUJOH�GPS�4VTUBJOBCJMJUZ��)PX�%FGPSFTUSBUJPO�JO�
UIF�4VQQMZ�$IBJO�"GGFDUT�#VTJOFTTFT�BOE�5IFJS�
4IBSFIPMEFST

ɹ（�࣋ ଓՄೳੑ΁ͷ౤څڙ：ࢿαΠυͷ৿ྛെٴ͕࠾΅
すۀاͱؔऀ܎΁ͷӨڹ）

LVDia Won ReVser
（(reen CentVrZ Capital .anaHement
 InD�）

（�）5IF�'VUVSF�PG�'PPE�BOE�/VUSJUJPO�4VTUBJOBCJMJUZ
ɹ（৯඼ͱӫཆͷ࣋ଓՄೳੑͷະདྷ）

RiDhard Waite
 .A
（World ResoVrDes InstitVte）

（�）$PODMVEJOH�1BOFM�4FTTJPO
ɹ国連統ܭによると、੢ྐྵ 20�0 年には、஍ٿ上のਓޱ
が �0 ԯਓを௒えるという。食品ɾӫཆシスςϜのਅの持
続Մೳੑとは、ਓ、動෺、大஍、社会͓よびڥ؀をバϥ
ンスよくཆҭするシスςϜである（ਓには、ӫཆのある
食品がे෼にいきわたり、動෺には、ࣗવなࣂྉを༩え、
大஍には、適੾な౔஍؅理によりੜ෺ଟ様ੑがอたれ、
社会には、஍Ҭ社会にࢿ本が஝積され、ڥ؀には、Ԛછ

ᶘɽ4DJFOUJGJD�4FTTJPO

ू߹ࣸਅ
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෺࣭΍排ؾΨスの削ݮによる健શなঢ়گをอつことであ
る）。また、持続Մೳな食事とは、ਓྨ͓よびఱવのݯࢿを
維持しながら、健康と෱ࢱをൃ展さͤ、現在͓よびকདྷ
の食ྐ҆શを֬อすることができる食事パターンをࢦす。

持続Մೳなӫཆを考えるときに、� つの૬ิ的な؍点
からとらえることがඞ要である。まͣ、持続Մೳなӫཆ
とは、社会、͓ڥ؀よびࡁܦにैଐして͓り、ಛに、持
続Մೳなੜ産とফඅ（ڥ؀）、ӫཆ֬อ（社会）͓よび
極ڀ点から、೶Ոのऩೖ、རのある事業͓よび؍的ࡁܦ
的な健康෱ࡁܦࢱが関༩している。࣍に、ਓは、適正な
ӫཆにより、活動的で健康かつੜ産的なੜ活をอつこと
ができる。ಛに、༮ظࣇのӫཆはとりわけॏ要で、その
後の健康とൃҭに大きなӨڹをٴ΅す。一例として、༮
にѱいӨظのඍྔӫཆܽ๡は、ਓのൃҭɾ成長に長ظࣇ
を༩えることが஌られている。最後に、持続Մೳなӫڹ
ཆとは、食෺νェーンの؍点からみると、೶࡞෺のੜ
産、食品Ճ޻、แ૷、ফඅऀ΁の഑ୡ͓よび食品ഇغま
で考ྀすることがٻめられる。

以上の要ૉを౿まえて、ネスレでは、食ྐ、食品͓よ
び食事のڥ؀΁のෛՙをධՁし、શ体のӫཆ学的Ձ஋に
リンクさͤるためのํ๏を考Ҋした。これを様々な国の
食品΍食事に適༻し、ӫཆܽ๡をなくすための食事の組
合わͤ΍ڥ؀΁のෛՙを௿ݮするための組合わͤ౳をఏ
Ҋしている。

今೔、ڥ؀΁のෛՙ΍リスクを考ྀし、上खに対応し
ている企業は、長ظ的ࢹ点からݟてࡒ຿的に良޷な成Ռ
を残している。これは、ಛに食品企業のような、ブϥン
ドを活༻し、ఱવݯࢿに大きくґଘしている産業によく
当てはまる。最近のパーϜ༉業քの࿦૪は、ブϥンドに
ґଘした食品企業΍その౤ࢿՈが、もし、ओ要なࡐݪྉ
をڥ؀要Ҽ΍社会的ධՁをܰࢹしてௐୡすると、製品の
ブϥンドにѱӨڹをٴ΅すことがあることをࣔࠦしてい
る。パーϜ༉はੈքで最も޿くར༻されている২෺༉で
あると同時に、そのੜ産によりଟくの೤ଳӍྛのഁյを
Ҿきىこすことが஌られている。

ᨏหを࿔するڥ؀企業は、社会メσΟΞを通͡て、৅
௃的なブϥンド製品に͓けるパーϜ༉の࢖༻が৿ྛഁյ
とີ઀に関連していることをҹ৅෇ける。一例として、
2010 年にχュージーϥンドに͓いて、ফඅऀがνϣコ
レートに、持続Մೳੑに൓するパーϜ༉が࢖༻されてい
ることを஌り、Ωャドバリー社のトップブϥンド製品が
৴པ度ୈ 1 Ґからୈ �� Ґに߱ٸԼしたことがある。ڙ

νェーンの࿦૪が、ブϥンドɾμメージ΍ফඅऀの৴څ
པ૕ࣦにܨがりかͶないことをೝࣝして、ػ関౤ࢿՈ
は、食品企業に対して、ߪೖするパーϜ༉のトレーαϏ
リςΟ΍持続Մೳなੜ産ࢦඪにͮجいたੜ産ํ๏にैっ
ているかを֬ೝすることをٻめている。パーϜ༉ௐୡ時
に企業がݪଇとするओ要なߦ動ࢦඪとして、ݪྉௐୡઌ
が৿ྛഁյ౳のڥ؀ෛՙに関して഑ྀしているか、時間
࣠を考ྀした持続Մೳੑについてのݪଇを༗している
か、またはパーϜ༉ੜ産時に͓けるڥ؀ෛՙについての
ຖ年の報告がなされているかなͲが͛ڍられる。

ফඅऀがߪೖする製品について、Ͳこで、Ͳのように
ੜ産されているについてڵຯを持つようになり、ڥ؀΁
の持続Մೳੑは製品のॏ要な要ૉとなりつつある。パー
Ϝ༉څڙઌの事例から、そのଞのओ要なࡐݪྉである、
μイζ、࠭౶、ココΞ、コーώー͓よびՈசのௐୡઌに
ついてもे෼な഑ྀがٻめられている。ݪྉௐୡにࡍし、
ըを立てることは、ফඅऀがܭ΁の考ྀをしたௐୡڥ؀
める、҆શで健康な持続Մೳな製品となるඞਢなプロٻ
ηスである。

りฦしになるが、20�0܁ 年に஍ٿ上のਓޱが �0 ԯਓ
を௒える時代をܴえるにあたり、౔஍のར༻ܭըを、よ
りバϥンスのऔれたものにするඞ要がある。ݶられた೶
஍で 200� 年とൺֱして、ࠄ෺は �0 ˋ૿Ճし、食೑は
�0 ˋ以上の૿産がඞ要となる。これをຬたすためには、
られる。この͛ڍ෺΍຀૲のੜҭ速度を速めることがࠄ
ためには、Ҩ఻ࢠ組׵えٕज़౳の৽たなٕज़ಋೖがظ待
されて͓り、ফඅऀの理ղをߴめると同時に、食ྐのध
バϥンスを改ળすることも大੾な要Ҽである。これかڅ
らの食ྐ֬อには、1
 現在の೶஍を活༻してࠄ෺૿産
をՄೳとする、2
 ώトの健康をଛなうことなく食෺ফ
අྔを཈える、͓よび �
ෛՙ、ಛにԹࣨΨス์出ڥ؀ 
を཈੍した食ྐੜ産をՄೳとすることが持続Մೳੑを௥
。待されているظするためにٻ

（ILSI Japanɹฏ઒ɹ஧）

˗� �*-4*�/PSUI�"NFSJDB�4DJFOUJGJD�4FTTJPO� ��
┇┥┪┪┩┭┲⓾ⓤ┊┶┭┩┲┨ⓤ┳┶ⓤ┊┳┩┃

� （����ɹ�：��ô��：��）

本ηッシϣンは ILSI /orth AmeriDa のओ催により実
�、されࢪ ਓのԋऀによるߨԋがߦわれた。
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（�）$BGGFJOF��"O�0WFSWJFX
（֓આ）

Harris LieCerman
 Ph�D� 
（6�S� ArmZ ResearDh InstitVte of &nWironmental 

.ediDine）
1）Χフェインにͤدられる関৺

Χフェインは、もっとも޿くফඅされているਫ਼ਆ活ੑ
෺࣭と考えられ、໿ �0 ˋの米国ਓが೔ৗ的にফඅして
いる。これにඖఢできるものは、成ਓの �0 ˋがফඅす
るΞルコール以֎にݟ当たらない。もともとࣗવにଘ在
するが、製品に෇ՃՁ஋を෇༩するために、いろいろな
製品にఴՃされたり、また削ݮされたりもしている。

਺々の食෺தにݟられるが、食品でΧフェインを含む
代ද的なものは、コーώー、஡、コーϥ、Τφジードリ
ンクなͲが͛ڍられる。食品以֎にも、μイΤタリーα
プリメント、ҩༀとしてར༻されているが、Χフェイン
ઁऔがߦ動学的、ੜ理学的にӨڹすることは議࿦の༨஍
がないものである。

このΧフェインの持つಇきについては、今まで৺理
学、ੜ理学、Ӹ学、ҩ学なͲଟذにわたるՊ学的෼໺で
の焦点となり、Χフェインが持っているリスクとϕڀݚ
ネフΟットに関して、৺݂ػ؅ೳ、がΜ、リプロμク
ςΟブɾϔルス、代ँ࣬ױ、メンタルϔルス、Ξルπϋ
イϚー、パーΩンιンපなͲのҩ学のඇৗに޿い෼໺に
わたりڀݚされてきた。これらの݁ڀݚՌの࿦จには、
ときには正൓対の݁Ռがಋき出され、当ہによる๏੍ن
΍公ऺӴੜに՝୊をఄしてきた。
2）২෺に͓けるΧフェインの໾ׂ

コーώー、஡、ΧΧΦは、それͧれҟなるઌ૆を持つ
২෺であるが、ಠࣗにΧフェインを含༗してਐԽしてき
た。২෺学とࠛ஬学にͮجいた報告によれば、২෺தの
Χフェインの໾ׂとして࣍のようなものが考えられている。

ᶃ   ࠛ ஬のܸୀʀΧフェインのۤみをࠛ஬がݏうため。
以前からΧフェインはޮՌ的なࠛ஬سආࡎとして
஌られてきた。

ᶄ   除૲ޮՌʀΧフェイン含༗২෺の༿が஍໘にམͪ
ると、ଞの২෺のੜҭを๦͛る。

ᶅ   ࠛ ஬の༠Ҿʀあるछの২෺では௿ೱ度のΧフェイ
ンがࠛ஬を༠Ҿし、तคੑをߴめるというޮՌが
、られることが஌られている。このΧフェインはݟ
Ֆのຶに含まれ、ϛπバνの報ु記Աをߴめ、受
คのػ会を૿Ճさͤている。このような໾ׂがΧ

フェインを含む২෺のਐԽにݙߩしている。
�）೴に͓けるΧフェインの࡞ػ༺࡞

ઁऔされた໿ �� ˋのΧフェインが、؊に͓いてνト
クローϜ P��0-C:P1A2 によって代ँされる。健康な
成ਓに͓いて൒ظݮは໿ �ʙ� 時間であるが、大ྔফඅ
ऀは൒ظݮが୹くなり、また٤Ԏऀは代ँがより早く、
よりଟくのΧフェインを࢖༻する。また೛්の代ँは஗
くなる。

Χフェインは、த਻ਆܦに͓けるΞσϊシン受容体の
様ࡎに対して௟੩ܥܦにಇく。Ξσϊシンはத਻ਆ֐્
)、ௐઅ෺࣭でありܦをもつ཈੍的ਆ༺࡞ プロςインに
݁合した � つのαブタイプ、A1
 A2a
 A2C
 A� が同定
されている。೴内のΞσϊシン A1
 A2a 受容体は、ߦ動
的ޮՌにӨڹするが、それͧれの໾ׂはわかっていない。
�）ΧフェインઁऔパターンのมԽ

࣬ප༧๷؅理ηンター（Center for Disease Control
 
CDC）によって米国ຽの健康とӫཆに関するݧࢼௐࠪ

（/ational Health and /Vtrition &Yamination SVrWeZ
 
/HA/&S）が 2 年ごとにߦわれている。2001 年から
2012 年にかけてௐࠪされた成ਓ、Ԇ΂ 2�
�00 ਓのௐࠪ
݁ՌをもとにΧフェインઁऔパターンをղੳした。その
݁Ռ、�� ˋの米国成ਓがͲのௐࠪ೔に͓いてもԿらか
のΧフェインをઁऔしていた。また米国成ਓのฏۉΧフェ
インઁऔྔは 1�0ʙ1�0 mH�daZ であり、これはผに実
されたࢪ .itDhell らの ҿྉઁऔௐࠪにもとͮく l米国
に͓けるҿྉΧフェインઁऔzと一கした਺஋であった。

ௐࠪॳظ（2001年ʙ2002年）と຤ظ（2011年ʙ2012年）
をൺֱすると、ॳظのฏۉ஋が 1�0 mH�daZ、຤ظが
1�2 mH�daZ と΄とΜͲมԽがなかった。年代ผにղੳ
すると、एྸ૚（1�ʙ�0 がみ޲܏のফඅྔが௿い（ࡀ
られた。また、由དྷする食品のௐࠪでは、コーώー由དྷ
がιーμ΍ߚ஡なͲのଞの食品をѹ౗して͓り、Τφ
ジードリンクのݙߩはわͣかであった。จݙௐࠪによっ
て更に以前のΧフェインઁऔྔをௐࠪした݁Ռ、1���
年はฏۉ 1�� mH�daZ、1��� 年は 1�� mH�LH であり、今
回の /HA/&S� ௐࠪ݁Ռ（ฏۉ 1�2 mH�daZ）と大きな
ࠩҟはなく、�0 年間で一ਓ当たりのফඅྔはม動がな
かったと考えられた。
�）Χフェインઁऔによるத਻ਆܦ΁のޮՌ

Χフェインは適度なྔのઁऔによって、ܯռ、஫ҙな
Ͳのܧ続的なूத力を要するೝࣝػೳをߴめ、また応౴
時間の୹ॖをੜみ出す。ࣗ動ंӡసのような実ੜ活に͓
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けるૢ࡞にޮՌをもたらしている。Χフェインのਫ਼ਆ的
ޮՌは、これらのೝࣝػೳのޮՌによって֬ೝできる。
ΧフェインのޮՌは、適੾なྔをઁऔした時が最大にな
るようであるが、「適੾な」ྔはさま͟まなݸਓ的要Ҽに
よってมԽする。例えば、೔ৗ的Χフェインઁऔྔ、Χフェ
イン代ँのݸਓࠩ、Ҩ఻的ࠩҟなͲがその要Ҽとなる。

ΧフェインઁऔྔとޮՌの関係をௐࠪしたところ、༻
৺度、ർ࿑、ແ関৺度、ೳ཰といったධՁ項໨に͓い
て、適੾なྔのઁऔൣғでは༻ྔґଘ的にޮՌが૿大し
た。適ྔൣғを௒えて大ྔにઁऔすると、これらのޮՌ
はむしろݮୀし、不҆感の૿大なͲ、ਫ਼ਆ的ѱӨڹがൃ
ੜするՄೳੑがࣔࠦされる。

Χフェインઁऔの໨的は、ଟくの社会的、ੜ෺的な理
由があると考えられるが、ല大な製品のબ୒、ޮՌ、社
会ൣنのมԽにもかかわらͣ、Χフェインのࣗൃ的ফඅ
ྔはこれ΄Ͳ一定であるのはなͥかと考えると、ਓྨ
は、ਫ਼ਆঢ়ଶを感͡て੍ޚすることに長けていると考え
られなくもない。Χフェインの༗༻なߦ動的ޮՌをಘる
のは、1 ഋのコーώーが最ળに思われる。

（�）$BGGFJOF��/FVSPCFIBWJPS
ɹ（ΧϑΣΠϯͷߦಈֶతޮՌʀۙ࠷ͷঢ়گ）

AndreX Smith
 Ph�D�

（6niWersitZ of Cardiff）

Χフェインઁऔによるߦ動のมԽは、ओ要なϕネ
フΟットと考えられ、Χフェインのもたらす持続的なܯ
ռ力と応౴速度のဏਐについては、2� 年間܁りฦしレ
Ϗューされ、ڧい同ҙをಘてきた。ܯռ力がඞ要でない
৔໘でも、例えば業຿のԆ長΍ਭ຾時間の୹ॖなͲ、ϕ
ネフΟットがಘられている。ർ࿑時のࣗ動ंӡస΍業຿
のޮ཰ੑなͲ、実ੜ活の৔の΄か、೔ৗઁऔऀとඇઁऔ
ऀに対するこれらのޮՌのڀݚが実ࣨݧを༻いてߦわれ
てきた。最近の݁ڀݚՌをここでఏڙする。

(lade（200�）は、ΧフェインのޮՌを࣍のように֓
આした。

ᶃ   ΤネルΪーར༻ੑの޲上ʀຖ೔のΤネルΪーফඅ
の૿大、ർ࿑のݮগ、਎体活動に関連した౒力の
感֮ݮগ、਎体ߦ動の૿ڧ、ӡ動ߦ動の૿ڧ。

ᶄ   ೝࣝߦ動の૿ڧʀ൓応時間୹ॖ、活動の正֬ੑ૿
Ճ、ूத力と஫ҙのूதೳ力૿大、୹ظ記Աの૿
、理由ͮけをඞ要とする໰୊ղ決ೳ力の૿Ճ、ڧ
正しい決定をԼすೳ力の૿Ճ、ҙຯ記Աからのよ

りਝ速な回෮。
ᶅ   ஫ҙ力、֮ ੧力、活力感の૿Ճʀਫ਼ਆ的ർ࿑のݮগ。
൓応時間については、Χフェインઁऔऀ（1�� mH�LH）

はඇઁऔऀにൺ΂てݦஶな୹ॖがみられ、܁りฦし਺ࣈ
タスクに対しては༻ྔґଘ的にೳ力޲上が࡯؍された。
また໷間࡞業時のޮ཰௿Լ΁のޮՌについてもݕ౼さ
れ、Χフェイン（1�� mH�LH）のઁऔऀはඇઁऔऀにൺ
΂てೳ཰の௿Լが཈えられることがࣔされた。こういっ
たϕネフΟットの一ํで、ਭ຾ഁյ、不҆の૿Ճ、ࢠͲ
もの໰୊ߦ動といった、޷ましから͵ޮՌのݒ೦もなさ
れている。Χフェインのઁऔऀ（௿༻ྔ、ߴ༻ྔ）͓よ
びඇઁऔऀのਭ຾時間のൺֱに͓いて、Χフェインઁऔ
ྔに૬関してਭ຾時間௿Լがೝめられている。たͩしଟ
くのਓがফඅするレϕルのΧフェインは֓Ͷߦ動的にར
点がಘられる。これらのϕネフΟットはগྔ（2� mH）
でಘられることができ、通ৗは༻ྔґଘ的である。ա৒
なઁऔは໰୊をੜ͡るՄೳੑがあり、ಛに感受ੑのߴい
と考えられるݸਓ（例ɿࢠͲも）では഑ྀがඞ要である。

最近のӸ学ڀݚに͓いて、代ද的஍Ҭڞ同体からಘら
れたσータのղੳ݁Ռを紹介する。Χフェインઁऔऀと
ඇઁऔऀの 10 年間のൺֱݧࢼであるが、Χフェインઁ
औऀには஫ҙ力、記Ա力そしてߦ動に͓いて΄とΜͲΤ
ϥーが報告されͣ、また、けが΍事ނも΄とΜͲなかっ
た。ࣗ動ं事ނにרき込まれる཰はよりগなく、ྟচ的
うつになったൺ཰がগなく（ඇઁऔऀɿ1��� ˋ、ઁऔ
ऀɿ12�� ˋ）また上部ױ࣬ܥثٵݺになるൺ཰がগな
かった。ຫੑまたはױ࣬ੑٸとΧフェインઁऔྔの関連
ੑをࣔすূڌはೝめられなかった。

もうͻとつ、記Աに関するڀݚの紹介である。200�
年にߦったレϏューでは、ΧフェインのޮՌはܧ続的な
஫ҙ力のようなػೳにൺ΂、記Աに対してはগないこと
をࣔࠦしている。しかしจݙௐࠪからは、以前に考えら
れていたよりޮՌがࣔされていることがうかがえる。今
回実ࢪしたڀݚに͓いて、࿦理的ਪ理とҙຯ記Աは、ࢼ
回਺とスϐードをධՁし、Χフェインによって༻ྔґߦ
ଘ的にଅਐされることが൑明した。࡞業記Աでは、֎ަ
を受けるܙਓが最大のԸݸ（ռの度合いが௿いܯ）のܕ
という、Χフェインとੑݸとの間に৴པす΂き૬࡞ޓ༻
がݟられた。

Χフェインとೝࣝ力の関係についてもڀݚがߦわれて
いる。動෺実ݧでは、श׳的Χフェインઁऔは、記Ա௿
Լを๷ぐかもしれないことがࣔࠦされている。また਺ଟ
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くのڀݚからは、Χフェインは、ऀྸߴのೝࣝ௿Լの༧
๷に໾立つՄೳੑがࣔࠦされている。

学業成ՌとΧフェインの関係について、Cole（201�）
のڀݚは 2�
200 ਓに対して、೔内ม動タイプをௐࠪし
た。その݁Ռ、೔தに、より大きな຾ؾを༗する（໷ܕ）
学ੜの成੷は、早い時間により஫ҙ力がڧい（ேܕ）学
ੜにൺ΂て学業成Ռはѱかったが、� ഋ以上のΧフェイ
ンをઁऔした໷ܕ学ੜではࠩがݟられなかった。

最後にΤφジードリンクに対する学業成Ռとߦ動につ
いてのڀݚの紹介をߦう。ԣஅ的ղੳによると、Τφ
ジードリンクઁऔが学業成Ռの௿Լに関連する݁Ռと
なった。しかしこれは、Τφジードリンクがѱい学業成
Ռをಋくというよりもむしろ、ѱいߦ動がΤφジードリ
ンクઁऔを૿ՃするとのղऍもՄೳである。ݧࢼの೔の
学ੜたͪは、通ৗにൺ΂てよりଟくのΤφジードリンク
をઁऔしたようであるが、これは、ே食をൈいたことと
関連して͓り、Τφジードリンクઁऔ୯ಠでのӨڹによ
るものではない。さらなるΤφジードリンクのڀݚをਐ
めるには介ೖݧࢼがඞ要ͩと考えるが、実ࢪは೉しいと
考えられる。

（�）$BGGFJOF��3FQSPEVDUJWF�)B[BSET
ɹ（�ΧϑΣΠϯͷϦϓϩμΫςΟϒ・ϔϧε΁ͷӨڹ：

Ӹֶత֓આ）
Jennifer PeDL
 Ph�D�

（6niWersitZ of OLlahoma）
ΧフェインઁऔがリプロμクςΟブɾϔルスをةうく

するかもしれないことが、ଟくのӸ学的ڀݚを活ൃにし
てきた。これらのڀݚはいくつかの項໨に͓いてධՁさ
れてきたが、݁Ռは統一ੑがない。今回のプレθンςー
シϣンでは、ΧフェインઁऔのリプロμクςΟブɾϔル
ス΁のӨڹに関するӸ学的ڀݚの֓આを、ํ๏࿦のݶք
の考࡯とともにఏڙする。

Χフェインは޿くҿまれて͓り、ੜ৩Մೳな年ྸൣғ
のঁੑに͓いて、ฏۉ 1 ೔当たり 1�� mH ઁऔしている。
೛৷してからも ��ʙ�� ˋのਓがΧフェインઁऔをܧ続
し、ฏ1ۉ೔ઁऔྔは12� mHとなっている。ઁ औパター
ンは೛৷ॳظにมԽしている。೛৷によってىこりうる
ੜ෺学的Өڹとして、ᶃ Χフェインは速΍かにٵऩさ
れ、଻൫関門を通ա、଻ࣇでは΄とΜͲ代ँされない、
ᶄ ೛৷தのΧフェインの代ँによる൒ظݮはԆ長する、
ᶅ ೛්のΧςコールΞϛン૿Ճ、଻ࣇはٶࢠ଻൫݂؅

ऩॖをىこすかもしれない、ᶆ フΥスフΥジΤスς
ϥーθが཈੍され、DA.P が૿Ճする、ᶇ ブロックさ
れたΞσϊシン受容体が௿ࢎૉ঱をҾきىこす、といっ
たことが͛ڍられる。

ΧフェインのリプロμクςΟブɾϔルス΁のӨڹを考
�、するに当たり࡯ 成長੍ࣇ଻、ࢮ௿೛ሃ力、଻ੜ）ݸ
早産、ઌఱҟৗ）のྖҬについて、ݶ �0 年間にわたる
σータのղੳをߦった。଻ࣇ成長੍ݶと早産にண໨して
みると、Χフェインとこれらの項໨の関連は݁Ռがばら
ついて͓り、໿൒਺の報告からは関連があるとされてい
る。��
000 ਓ以上のঁੑに対して最近実ࢪされたコϗー
トݧࢼでは、Χフェインのઁऔྔと೛৷ظ間、出ੜ時体
ॏの関係についてղੳした。この݁Ռ、Χフェインは೛
৷ظ間にӨڹしないが、଻ࣇ体ॏにӨڹするということ
がࣔされた。

Χフェイン๫࿐のଌ定ํ๏についての՝୊として、ᶃ 
、ਃ告によるため、正֬な਺஋がಘられにくいことݾࣗ
ᶄ Χフェインが含まれる食品΍ҿྉがଟذにわたり、
製品のαイζ、ブϥンド、ௐ合ํ๏によりෳࡶԽしてい
ること、ᶅ ೛৷ॳظに๫࿐パターンがมԽすること、
ᶆΧフェイン代ँのݸਓࠩ、といった点が͛ڍられる。
これらのଌ定ࠩޡをධՁするためのバリσーシϣンݧࢼ
もߦわれている。Ӹ学ڀݚに͓いて、๫࿐のଌ定ࠩޡは
ॏ要であり、これを考ྀした考࡯がなされる΂きである
にもかかわらͣ、ଌ定ࠩޡについてԿら考࡯のない࿦จ
がかなりの਺ݟられる。正しく෼ྨされたものとଌ定Τ
ϥーによりޡったΧςΰリーに෼ྨされるものをϚト
リックスにしてղੳする。ある事৅について感度、ಛҟ
度、๫࿐のීٴ度が௿Լすると、ݟかけのΦッζൺはஶ
しく௿Լし、実ࡍには༗ҙࠩがあるにもかかわらͣ、「ࠩ
がない」とޡ෼ྨを招くことになる。またٯに実はࠩが
ないものを「༗ҙࠩがある」とޡ෼ྨすることも出現する。

続いて前޲きコϗートڀݚに͓けるࣗવྲྀ産に対する
思い出しバイΞスについて考える。WenH らが 200� 年
に健康な 1
000 ਓの೛්に対してߦったڀݚに͓いて、
一೔当たり 200 mH を௒えるΧフェインをઁऔするとྲྀ
産のੑݥةがߴまるとの報告がされた。しかしྲྀ産の
�� ˋは、Χフェインྔをݟ積もる以前にىこっていた。
また SaWit[ らは 200� 年に 2
�00 ਓに対して๫࿐Ξηス
メントによる֊૚的ղੳをߦった。ྲྀ産後のฉきऔりに
くղੳでは、一೔あたりͮج 1���� mH�LH 以上のઁऔで
ྲྀ産のੑݥةが૿Ճするとの݁Ռがࣔされたが、ྲྀ産前
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のฉきऔりにͮجくղੳではΧフェインઁऔとྲྀ産の関
連はೝめられなかった。これらはજ在的思い出しバイΞ
スによるものと考えられる。

೛৷によりϗルϞン൓応が૿Ճ、それにैい঱ঢ়とѱ
৺が૿Ճ、その݁Ռとしてコーώーのᅂੑ޷がམͪ、௿
Χフェインઁऔによって௿リスクを維持するという೛৷
シάφルԾઆが紹介されている。೛৷時のѱ৺΍ᅅుに
よってݧܦ的ূڌはݶられている。201� 年に #oZlan ら
によって、ѱ৺は଻ࣇの成長にはແ関係であること、ୈ
、はݶにかけてのΧフェインઁऔとൃҭ੍ظからୈ2ظ1
ѱ৺によってมԽしないことがࣔされた。

ϔϏースϞーΧーは、よりଟくのΧフェインをઁऔ
し、٤Ԏはੜ৩に͓いてѱӨڹをٴ΅す要Ҽであると஌
られている。٤ԎがΧフェイン代ँ཰を૿ՃさͤるなͲ、
೛৷の大きなリスクɾフΝクターとしての٤Ԏとの関係
が໰୊をࠞཚさͤる。かなりの೛්が٤Ԏをしていると
いう報告がある。

ࣗવ早産とΧフェインઁऔの関係について、Χフェイ
ンの由དྷҿྉごとにௐࠪしたが、関係はみられなかっ
た。௿೛ሃ力との関係ௐࠪのため、೛৷ظ間、ਫ਼ӷࠪݕ、
┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ 受ਫ਼ೳ、ࣗݾਃ告による排ཛੑ不೛のνェック
をߦった。その݁Ռ、Χフェインઁऔと௿೛ሃ力との関
連はೝめられなかった。また 2
�00 ਓのσンϚークਓஉ
ੑのௐࠪにより、一೔ 100ʙ�00 mH のΧフェインઁऔ
によってはਫ਼ӷの࣭にมԽはೝめられなかった。ઌఱҟ
ৗとの関連もௐࠪされたが、ҟৗൃੜが୯ൃで、જ෬ਫ਼
૥、ᡗ門ดؕܽࢶ࢛、࠯、੸௣ഁ྾なͲのൃ現はみられ
たが、Χフェインとの関係ははっきりしなかった。

最後に今後のڀݚについての考えにٴݴし、๫࿐ධՁ
の޲上、ݧࢼσβインとσータऩूの޲上、バリσーシϣ
ンݧࢼ、統ܭղੳのਐาが՝୊であるとకめくくった。

（�）�$BGGFJOF��$BSEJPWBTDVMBS�BOE�0UIFS�)FBMUI�&GGFDUT
ɹ（�ΧϑΣΠϯͷ৺݂ܥ؅΁ͷӨڹ：Ҩ఻ֶతόϦσʔ

γϣϯͷ໾ׂ）
Ahmed &l-SohemZ
 Ph�D�
（6niWersitZ of Tronto）

ώトに対して、ͻとつのӫཆ的ಇきかけからඞͣしも
同一の健康ঢ়ଶがಘられるわけではない。これはҨ఻ࢠ
がӨڹしているためで、Ҩ఻ࢠはさま͟まなൃ現タイプ
があり、健康を૿ਐするものもあれば、มԽのないも
の、ݮগさͤるものもあり、ͻとつのܕにはめることは

できない。ӫཆӸ学の՝୊として、思い出しバイΞス、
残ཹަབྷの最খԽ、ੜ෺活ੑの同定、メΧχζϜのઆ明
といったものである。

Χフェインに関する最近の࿩୊として、৽ฉ 6SA 
TODA: にܝ載された「FDA がΤφジードリンクとࢮ
の関連をਫ਼ࠪしている」との記事、インターネット
.I/T からは、Τφジードリンクによる � Ͳࢠະຬのࡀ
もに͓ける、ॏಞな৺ଁ͓よびਆܦ的঱ީ܈の関係の報
告、ࢽࡶ LanDet には、ΧフェインೖりのνューインΨ
Ϝのར༻により 1� が৺ഥ਺૿Ճ、݂ѹ上ঢをҾࢠのࡀ
きىこしたとの事例報告がܝ載された。

コーώーがΧフェインの最大のઁऔݯであることは、
本೔のηッシϣンでもड़΂られたきたと͓りであり、販
売されているコーώーɾΧップのαイζの໊শも、以前
small とݺばれていたものは今は &Ytra small に、以前
&Ytra larHe とݺばれていたものが larHe に、そしても
う 1 ϥンク上に৽しく &Ytra larHe が出現した。またΤ
φジードリンクからઁるΧフェインとコーώーからઁるΧ
フェインはผのものという考えもある。同ྔのΧフェイ
ンを含Μでいても、コーώーはগしͣつ時間をかけてҿ
むが、Τφジードリンクはしばしば一ؾにҿまれること
があり、ٸ速な݂தೱ度上ঢをきたす、というものである。

コーώーに関して、৺݂ױ؅࣬との関係について਺ଟ
くのڀݚがなされてきた。コーώーにはΧフェイン以֎
にもϚάネシ΢Ϝ、ࢷ๱ࢎ、Χリ΢Ϝ、メϥϊイジン、ϙ
リフェϊール、ジςルϖϊイドなͲଟくの෺࣭が含まれ、
これらの෺࣭にもさま͟まなੜ理活ੑが஌られている。

Χフェインは C:P1A2 によってパϥΩαンνンに代
ँされる。この C:P1A2 のҨ఻ܕࢠのҧいによってΧ
フェインの代ँ速度に大きなҧいがݟられる。AA はܕ
速΍かに代ँされるが、AC とܕ CC の代ँ速度は஗ܕ
く、長く݂தにΧフェインが残って、৺݂ױ؅࣬のݥة
ੑをߴめているՄೳੑがある。Ξσϊシン A2A 受容体
のҨ఻ܕࢠのҧいと、٤Ԏश׳の༗ແとΧフェインઁऔ
ྔとの関係も஌られている。

Χフェインと৺݂ױ؅࣬の関係を୳るため、コスタリ
Χで 2
000 以上の事例をूめたڀݚがߦわれた。このݚ
では、食事ස度のΞンέート、健康とϥイフスタイルڀ
のΞンέート͓よび D/A ղੳのためઈ食時݂ӷαンプ
ル࠾औがߦわれた。コーώーઁऔと৺࠹ߎےの関係をみ
ると、一೔ � ഋ以上のফඅによって༗ҙにΦッζൺが૿
Ճした。さらにその内༁を C:P1A2 のҨ఻ܕࢠで෼ྨ
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してみると、ߴ速代ँの AA では一೔ܕ � ഋ以上でも
Φッζൺが૿Ճしていないのに対し、௿速の AC またܕ
は CC ではܕ 2ʙ� ഋから༗ҙなΦッζൺの૿Ճがݟら
れた。さらに �0 ってみると、AAߜະຬでࡀ では一ܕ
೔ 1ʙ� ഋのコーώーはむしろΦッζൺを௿Լさͤてい
ることがわかった。これはコーώーに含まれるଞの成෼
によるޮՌが൓өされているものと考えられた。ӳ国ࢴ
TI.&S では「2 ഋ໨のコーώーが৺ଁをই֐する」と
いうݟ出しで、Ҩ఻ܕࢠによるコーώーのੑݥةが記事
にされた。

またイタリΞのऀڀݚによって C:P1A2 Ҩ఻ܕࢠと
コーώーઁऔによる݂ߴѹのੑݥةの関係がՊ学ઐ門ࢽ
に౤ߘされた。すなわͪ AA ではଟくҿむにつれてリܕ
スクが௿Լするのにൺ΂、AC CC � ܕ ではઁऔྔにܕ
ґଘしてリスクが上ঢするというものである。またΤϐ
ネフリンとϊルΤϐネフリンྔも、ߴ速代ँܕではコー
ώーઁऔྔが૿ՃしてもมԽはないが、௿速代ँܕでは
では 1 ೔ � ഋ以上ઁऔऀで༗ҙな૿Ճがみられた。ผ
のڀݚでは、ΧςコールΞϛンの෼ղ߬ૉであるΧς
コールメνルトϥンスフェϥーθ（CO.T）のҨ఻ଟ
のൃ現にױ動຺࣬ףのҧいが、Χフェインઁऔによるܕ
関༩することがࣔされている。また CO.T がΧフェܕ
イン઀औ後の৺ഥ਺にもӨڹするとड़΂ている。

を഑ྀするというこࢠਓの健康を؅理する上でҨ఻ݸ
とは、ώϙクϥςスの時代（#C��0 年ࠒ）からೝࣝさ
れてきた。今後、近代的ํ๏によるݸਓのҨ఻ࢠと࣬ױ
の関係を୳るΞプローνは、Χフェインと৺݂ױ࣬ܥ؅
の関係のみならͣ、զ々の਎の回りの健康リスクの՝୊
ղ決に໾立つであろう。

（�）$PODMVEJOH�1BOFM�4FTTJPO
ɹ（ύωϧσΟεΧγϣϯ）

James CoVHhlin
 Ph�D�（CoVHhlin � AssoDiates）がਐ
に当たりリスクとϕネフΟッ༺࢖を຿めた。Χフェインߦ
トの൑அをఏݴ、� ਓのԋऀとのҙ׵ަݟをߦった。

（ຯのૉג式会社ɹ૿ࢁɹ߶）

˗� 4DJFOUJGJD�4FTTJPO��ⓤ┅┫┭┲┫ⓤ┆┶┥┭┲
� （����ɹ��：��ô��：��）

ILSI &Vrope が企ըした౼議ηッシϣン。当ॳ、ILSI 

Japan からの報告（ୈ � 回「ӫཆとΤイジンά」国ࡍ会議）
を༧定したが、内容֬ೝのࡍ、「࿝ਓ೴」にのみ焦点を
当てた報告を要望され、対応不Մと൑அした。

201� 年に � 月 � 、� ೔にイタリΞɾϛϥϊで ILSI 
&Vrope が開催した「࿝ྸԽ೴に͓けるӫཆɿ適ྔ食に
関するূڌを໨ࢦして」での議࿦をൃ展さͤる໨的で、
開催することをઆ明した。

（�）�%FGJOJOH�)FBMUIZ�"HJOH��'SPN�4DJFODF�UP�1SBDUJDF��
8IBU�*T�UIF�-JOL�UP�%JFU�BOE�/VUSJUJPO 

Johanna DXZer
 DSC
 RD
（TVfts 6niWersitZ）

ILSI /A は、201� 年 11 月 � ೔にϫシントン DC に
て米国࿝年学会とڞ催で「l健康な࿝Խz の定ٛɿՊ学
から実ફ΁。食事とӫཆのつながり」ϫークシϣップを
開催した。໨的は、ڞ通定ٛの定まっていない l健康な
࿝Խz を定ٛͮけることはՄೳかͲうか、また健康（ࣗ
વ）な࿝Խを最適ԽするためのӫཆΨイドϥインを考え
ること、であった。࿝ਓの食事΍ӫཆが࿝ԽにͲのよう
に関わっているのかというのも՝୊であった。

ϫークシϣップの݁࿦は以Լの 2 点であった。
ᶃ   社会的、ػೳ的、ੜ෺学的、৺理学的ଆ໘に͓け

るڞ通の෼ྨ、ج४のઃ定がඞ要。
ᶄ   ৽نՊ学（࿝Խの༧ࡉ、ݟ๔、組৫シスςϜに͓

ける࿝ԽのӨػ、ڹೳ的社会的࿝Խに͓けるੜ෺
学のӨڹ）の୆಄。

（�）/VUSJUJPO�GPS�UIF�"HJOH�#SBJO
Sophie ,erHoat
 Ph�D�

（WriHleZ（.ars InDorporated））
ILSI /A の l/Vtrition and .ental PerformanDe TasL 

ForDez の໾ׂは࣍の 2 点である。
ᶃ   食事΍食品成෼の஌力΁のӨڹについてのՊ学的

஌ࣝを޲上さͤ、޿める。
ᶄ   ੜ֔を通͡て೴ػೳに͓けるӫཆのॏ要ੑのೝࣝ

をߴめる。
同タスクフΥースは 201� 年 � 月、ϛϥϊに͓いて

ϫークシϣップを開催。ϫークシϣップの໨的は、ೝ஌
的Ճྸに͓ける食事΍ӫཆૉのಛҟ的ू合΍、食事要Ҽ
のޮՌをཪ෇けるূڌを֬ೝすること、そして健康的な
ೝ஌的Ճྸをਐめるํ๏を明らかにすることであった。
そのϫークシϣップの݁࿦は以Լのようであった。
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ᶃ   த年でのංຬ、ශ݂、౶೘ප、৺݂؅පといった
健康ঢ়ଶをආける。

ᶄ   ଟくの国で定められているӫཆਪ঑ྔは、຤ধで
のඞ要ੑを൓өしたもので、೴では、े෼といえ
ない。したがって、ӫཆٵऩのޮ཰がݮগしたࡍ、
Ճྸにつれて、ͲΜなӫཆૉがඞ要とされるかを
理ղすることがॏ要である。

ᶅ   ಛผな食事΍、あるӫཆૉのઁऔがೝ஌ػೳ௿Լ
の速度をऑめるՄೳੑがあることをࣔす๲大かつ
৴པの͓けるӸ学σータがある。そして、࣍のݚ
々の対応（ͲΜなӫཆૉがͲのਓにݸ、としてڀ
ޮՌがあるか）の考ྀがඞ要である。

（�）�4FMFOJVN�4UBUVT� JO�&MEFSMZ��3FMBUJPO�UP�$PHOJUJWF�
%FDMJOF

SilWia Co[[olino
 Ph�D�
（SÄo PaVlo 6niWersitZ）

ηレンにண໨。ηレンのػೳ、一೔ॴ要ྔ、ならびに
ಟੑについて紹介。ΞルπϋイϚーපのऀױの೴に͓い
ては、ηレンのೱ度がݮগ。ݯڅڙとして、ブϥジル
φッπがೝ஌ػೳ改ળに༗ޮかͲうかについて、ແ࡞ҝ
Խൺֱ対রパイロットݧࢼを実ࢪ。その݁Ռ、ຖ೔ 1 ݸ
のブϥジルφッπઁऔが、ηレンঢ়ଶを改ળし、ηレンܽ
๡঱を回෮さͤ、ೝ஌ػೳ改ળにつながるՄೳੑがある。

（�）�&OFSHZ�3FHVMBUJPO
�%JFUBSZ�1BUUFSOT�BOE�#SBJO�
)FBMUI�JO�UIF�5BJXBOFTF�1PQVMBUJPO

.eei-ShZVan Lee
 RD
 .PH
 Ph�D�
（SDhool of PVCliD Health
 

/ational Defense .ediDal Center
 Taipei
 TaiXan）
೴ػೳো֐のݯىの一つとして、食事΍ӡ動のリスク

ಛੑ、෺࣭（Ξルコール、たばこ）のཚ༻、ༀࡎ合ซ঱
（౶೘ප、৺݂ױ؅࣬）౳が͛ڍられる。ੈք֤国で౶
೘පは૿ՃをたͲっている。ೝ஌঱は、2010 年に͓い
てશੈքに �
��0 ສਓいるとਪ定され、20 年でその਺
がഒになると༧૝されている。౶೘පとೝ஌঱の関係に
関するコϗートڀݚが、୆࿷でもߦわれた。その݁Ռ以
Լのような݁࿦がࣔࠦされた。

ᶃ   国ຽ健康อݥσータをઓུ的にར༻することで୆
࿷に͓いて、೴の健康に対する৽たな஌ݟ、Ξプ
ローνをಋくことになる。

ᶄ   ΤネルΪーௐઅো֐はਆܦมੑの一Ҽであり、そ

のো֐を最খԽすることで改ળのखஈになること
も考えられる。

（�）�"TTFTTNFOU�PG�$PHOJUJWF�'VODUJPO� JO�4PVUIFBTU�
"TJB��UIF�1SPCMFN�PG�$VMUVSBM�%JWFSTJUZ

Sofia Amarra
 Ph�D�
（ILSI SoVtheast Asia ReHion）

ೝ஌ػೳのਆܦ৺理学的ධՁについて報告。ޠݴのҧ
いならびにバイリンΨルによるਆܦೝ஌ネットϫークの
ൃୡ、活ੑྖҬのҧい。ҟจԽ間に͓けるطଘೝ஌ػೳ
ςストに͓けるൃݟ。੢Ԥॾ国で開ൃされたೝ஌ݧࢼの
、的に同౳かޠݴ、քがある。ᶃ ධՁई度がจԽ的ݶ
適当かͲうかを決めるඞ要がある、ᶄจԽ的എܠが大き
くҟなるதで、さま͟まな事項について同様のೳ力をൃ
༺࢖ࡍするอূはない、ᶅ ଞจԽ由དྷのํ๏は、実ش
される৽しいจԽのதで再実ূされなければならない。
౦ೆΞジΞは、จԽ的ଟ様ੑを持った஍Ҭである。ैっ
て、ଟ様なจԽάループ間でもೝ஌ػೳো֐をݕ出でき
るݧࢼの૑࡞がඞ要である。また、ಛघなจԽ΍、ಛ定
のޠݴάループにಛ༗なೝ஌ػೳをݺびىこすような、
ੜདྷอ持しているํ๏を開ൃしなければならない。

（�）(MPCBM�'VUVSF�%JSFDUJPOT�JO�#SBJO�"HJOH�3FTFBSDI
WenhVa ;hao
 .D
 Ph�D�

（Chinese Center for Disease Control and PreWention 
（China CDC））

ΞルπϋイϚー঱のリスクҼࢠが΄΅൑明し、Ճྸ࡞
༻に対߅するํ๏もわかりつつある。਎体ӡ動にண໨し、
報告。しかしながら、Ͳのくらい、Ͳのようなタイプの
ӡ動が、ೝ஌΍೴に対して最もٸ速に、最大のޮՌをٴ
΅すかわかっていない。また、トレーχンάを΍めた後、
ͲのくらいޮՌがܧ続しているかも不明である、౳々。
೴に͓けるՃྸڀݚの今後のํੑ޲として、ᶃ ೴のՃ
ྸに対するӫཆの໾ׂを、よりࢧ持するڀݚ、ᶄ ӫཆ
学的೴ྖڀݚҬに͓いてͲΜなٕज़΍ڀݚが৽نとされ
ているか、ᶅ ӫཆڀݚと਎体活動を統合した統合的Ξ
プローνがඞ要とされているか、という項໨が͛ڍられ
た。ಛにՃྸにつれӫཆٵऩがམͪるࡍ、Ͳのӫཆૉの
。Խがඞ要とされるのか、理ղすることがΩーになるڧ
෼ࢠੜ෺学的஌ݟと合わͤて食事と਎体活動のڀݚがক
དྷのํੑ޲である。

（ILSI Japanɹོ࢘ޱࢁ）
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̍ɽ೔時ɹɹɹฏ成 2� 年 2 月 1� ೔（໦）ɹ 10ɿ00ʙ11ɿ20

̎ɽ৔ॴɹɹɹ౎ಓ෎ݝ会ؗ �02 号ࣨ（౦ژ౎ઍ代ా۠ฏՏொ 2-�-�）

̏ɽ定଍਺֬ೝと開会એݴ
ɹɹ ɹޱࢁ事຿ہ長より、現在の正会員総਺ �� ໊、出੮正会員 2� ໊、ॻ໘ද決正会員 �1 ໊、ධ決ҕ೚ 1 ໊（定款

2� ৚により出੮したものとみなされる）、合ܭ �� ໊が出੮して͓り、定款ୈ 2� ৚の定଍਺にୡして͓り、本総会
は成立することが報告された。

̐ɽ理事長ѫࡰ
ɹɹɹ開会にઌ立ͪ੢ࢁ理事長よりѫࡰがあった。

̑ɽ議長બ೚
ɹɹ ɹޱࢁ事຿ہ長より、議長બ೚に関して、ࣗનɾଞનを含めてݺびかけたがಛにແく、事຿ہより議長ީิとして

。を議長にબ೚したࢯをද明、ຬ৔ഥखをもって同ࢫをਪનしたいࢯ式会社೔ਗ਼製คάループ本社 ԣ௩ষ࣏ג

̒ɽ議事録ॺ໊ਓબ出
ɹɹ ɹ議長が議事録ॺ໊ਓ 2 ໊をબ೚することをࢾり、ਪનまたは立ީิऀはڍखئうようٻめたがಛにແく、ΩϢー

ϐーג式会社 ٶԼོࢯ、ϢχリーバɾジャパンɾαーϏスג式会社 ઙా由ඒࢯの͓ೋํに͓ئいしたいࢫをද
明、ҟ議がなかったため、ຬ৔一கでこれをঝೝした。

̓ɽ৹議事項
ɹɹୈ 1 号議Ҋ ฏ成 2� 年度事業活動報告ॻҊঝೝの݅
ɹɹୈ 2 号議Ҋ ฏ成 2� 年度決ࢉ報告ॻҊঝೝの݅
ɹɹୈ � 号議Ҋ ฏ成 2� 年度事業活動ܭըॻҊঝೝの݅
ɹɹୈ � 号議Ҋ ฏ成 2� 年度ऩࢧ༧ࢉॻҊঝೝの݅

ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃੜ໋Պֶߏػڀݚ　ฏ੒��೥౓௨ৗ૯会ٞࣄ࿥
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̔ɽ৹議のܦաの֓要ٴび議決の݁Ռ
ɹɹୈ 1 号議Ҋ ฏ成 2� 年度事業活動報告ॻҊঝೝの݅
ɹɹɹ 議長の໊ࢦにより、ོ࢘ޱࢁ事຿ہ長が議Ҋ 1 ྉ「ฏ成ࢿ 2�（201�）年度事業活動報告ॻҊ」にͮجき事業報告

をߦい、議長がこれに対する࣭ٙٴびҙݟをٻめた後、࠾決にೖり、ຬ৔一கをもって本݅はՄ決ঝೝされた。
ɹɹୈ 2 号議Ҋɹฏ成 2� 年度決ࢉ報告ॻҊঝೝの݅ 
ɹɹɹ 議長の໊ࢦにより内ాത事຿࣍ہ長から議Ҋ 2 ྉ「ฏ成ࢿ 2� 年度ಛ定ඇӦར活動に係わる事業会ܭऩࢉܭࢧॻ

Ҋ、同ିआ対রදҊ、同ࡒ産໨録Ҋ、ٴびऩӹ事業ଛӹࢉܭॻҊ」にͮجき、決ࢉ報告があった。
ɹɹɹ Ҿき続き௰ஐ؂ࢠ事が؂事 2 ໊を代දして؂ࠪ報告をߦい、ඞ要な؂ࠪख続きにより؂ࠪしたところ内容につい

ては適正ଥ当とೝめるとの報告があった。
ɹɹɹ議長がこれに対して࣭ٙٴびҙݟをٻめた後、࠾決にೖり、ຬ৔一கをもって本݅はՄ決ঝೝされた。
ɹɹୈ � 号議Ҋ ฏ成 2� 年度事業活動ܭըॻҊঝೝの݅
ɹɹɹ 議長の໊ࢦにより、ޱࢁ事຿ہ長より議Ҋ � ྉ「ฏ成ࢿ 2�（201�）年度事業活動ܭըॻҊ」にͮجき事業ܭը

の内容がઆ明された。
ɹɹɹ議長がこれらに対する࣭ٙٴびҙݟをٻめた後、࠾決をߦった݁Ռ、ຬ৔一கをもって本݅はՄ決ঝೝされた。
ɹɹୈ � 号議Ҋ ฏ成 2� 年度ऩࢧ༧ࢉॻҊঝೝの݅
ɹɹɹ 議長の໊ࢦにより内ా事຿࣍ہ長が議Ҋ � ྉ「ฏ成ࢿ 2� 年度ಛ定ඇӦར活動に係わる事業会ܭऩࢧ༧ࢉॻҊ」

にͮجいて༧ࢉҊの内容をઆ明した。
ɹɹɹ 議長がこれに対して࣭ٙ、ҙݟをٻめた後、࠾決をߦった݁Ռ、ຬ৔一கをもって本݅はՄ決ঝೝされた。

 ɹ議長が、以上をもって༧定された৹議事項がશてऴ了したことをએݴし、Ҿき続き報告事項のਐߦをޱࢁ事຿ہ長
にҕͶた。

̕ɽ報告事項
（1）ILSI 本部総会報告
ɹ ɹޱࢁ事຿ہ長よりࢿྉにͮجき今年 1 月 1� ೔より 21 ೔まで、米国Ξリκφभフェχックス近߫で開催された

ILSI 本部総会の報告を࣍のようにされた。
ɹɾ コΧɾコーϥ社のαϙートにより、.alaspina International SDholar TraWel AXard が૑ઃされ、֤஍Ҭから 10 ໊

のएいऀڀݚがࢀՃし、೔本からத੢由ڭࢠقत（ਓ間総合Պ学大学）が受৆した。
ɹɾILSI .iddle &ast（த౦）ࢧ部ઃ立に޲けた StVdZ (roVp をঝೝ。� 年連続のࢧ部৽ઃとなる。
ɹɾ 「One ILSI ApproaDhɿ産官学ऀڀݚ協ಇのԼ、健康なੜ活を໨ࢦしՊ学にͮجいたղ決ࡦの適合ੑ、Өڹ力のڧ

Խをਤる」ਪਐ。� つのՊ学的ओ୊ྖҬ（食品҆શ、リスクαイΤンス、ӫཆɾ健康、持続的೶業とӫཆ҆શอো）
の活動報告がなされた。

ɹ続いて、໦ଜɹؽ本部理事が本部理事会、ਓ事Ҋ݅౳のิ଍のઆ明をした。
（2）৽しいڀݚ部会活動
ɹ ɹా܂෭理事長より、೔本の食品の҆શੑを考えると食品の҆શੑɾڥ؀ɾフードシスςϜશ体をѻう৽しいڀݚ部

会活動を立ͪ上͛たいとのఏҊがߦわれた。
（�）そのଞ
ɹ ɹޱࢁ事຿ہ長よりฏ成 2� 年度೶ྛਫ産ল食品産業άローバル展開੔උҕୗ事業「ΞジΞ஍Ҭの食品֨ن౳に関す

るௐࠪとσーターϕース」についての報告会を開催することをҊ内した。

10ɽด会એݴ
ɹɹޱࢁ事຿ہ長が、これをもって本総会をด会するࢫをએした。

ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃੜ໋Պֶߏػڀݚ　ฏ੒��೥౓௨ৗ૯会ٞࣄ࿥
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˔会　報˔

Ⅰ．会員の異動（ܟশུ）

ධ ٞ һ ͷ ަ ୅

ަ代年月೔ 社ɹ໊ ৽ چ

製パン᷂࡚ࢁ ��201��2 தԝڀݚॴɾࣥߦ໾員ॴ長
ɹɹాࢁɹ༤࢘

ઐ຿औక໾
ɹɹؙԬ ɹ޺

201����1 #ASF ジャパン᷂ ೶ༀ事業部ɹ開ൃ登録部ɹ
ɹɹ༄઒ɹ୓ࢤ

೶ༀ事業部
ɹɹதౡɹҁࢠ

201����2� Χルϐス᷂ ໾員ɹ̧ˍ̙ηンターߦࣥ
ɹɹ૔成ɹ३

ৗ຿ࣥߦ໾員ɹ̧ˍ̙ηンター
ɹɹᜊ౻ɹ๕உ

201����1 ઇҹメάϛルク᷂ ϛルクαイΤンスڀݚॴɹॴ長
ɹɹ౻ాɹ޹

ϛルクαイΤンスڀݚॴɹॴ長
ɹɹ٢Ԭɹढ़ຬ

Ⅱ．ILSI Japanの主な動き（2015 年 1 月～2015 年 3 月）

ˎ ಛ記ない৔合の会৔は ILSI Japan 会議ࣨ

1 月 6 - 8 日	 「テイクテン介護予防リーダー養成講座」	 （山口県岩国市）
1月 16 - 21 日	 2015 年度 ILSI	年次総会：アリゾナ州フェニックス近郊の Sheraton	Wild	Horse	Pass	Resort	Hotel に

て開催された。ILSI 本部として、支部間の協力を推進し、“One	ILSI”の掛け声の下、ワーキンググルー
プ活動を進め、本総会では、現状報告、今後の活動計画が紹介された。

（アリゾナ、米国）
1月 19	日	 世田谷区主催介護予防教室	 （世田谷区上祖師谷グループホームかたらい）
1月 20 日	 栄養研究部会：① 2014 年度部会活動報告と 2015 年度活動計画、②栄養とエイジング国際会議開催準備

の進捗と予定、③ワーキンググループ勉強会の実施予定とテーマの予習
1月 26 - 27 日	 	震災被災地支援：いしのまきテイクテン	（北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、長尾生活セン

ター、北上町大須生活改善センター）
1月 29 日	 	監事監査：平成 26 年度事業報告書、収支計算書、貸借対照表、財産目録等の財務諸表につき、監査を

行った。
1月 30 日	 食品リスク研究部会：①各ワーキンググループ（WG）活動報告、②今後の活動について
	 食品の安全性試験WG、プロバイオティクスWG：これまでの活動のまとめと今後についての議論
	 TTC、MOE情報収集WG：情報共有、勉強会開催について議論
	 アレルギーWG：キックオフ（2015 年 1 月に食品アレルギー勉強部会より編入）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期フォローアップ教室（1/8,	13,	14,	15,	16,	20	）	 （墨田区 6会場）

2月 3日	 食品微生物研究部会：①各分科会活動報告（MALDI-TOF	MS、芽胞菌）、② ICMSF2015 年次会合支
援について	 （㈱ニチレイ東銀座ビル会議室）
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2 月 3 日	 バイオテクノロジー研究部会：① 2015 年 2 月号用＜通巻 20 号＞ ERA調査報告書査読資料内容確認、
② ISO 関連部門の現状報告、③今年度の活動企画案の一部につき紹介：AACCI の detection	method	
のシンポジウム＜国際的にハーモナイズされたサンプリング＞へのアカデミア派遣と情報収集

2月 4日	 第 1 回理事会：支部総会にかける 4つの議題（26 年度事業活動報告書案、決算報告書案、27 年度事業
計画書案、収支予算書案）および報告内容（本部総会、役員会概略）について決定

2月 2 - 4 日	 益田市シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」	 	 （島根県益田市）
2月 5日	 AIN による進捗確認会議	 	 	 	 	 	 （ベトナム国立栄養研究所）
2月 6日	 TAKE10 !®講習会		 	 	 	 （千葉県香取市山倉地区集落センター）
2月 16 日	 墨田区特定高齢者事業「口腔機能向上プログラム」講義「食べて生き生き術」	 	 （墨田区役所）
2月 17 - 19 日	 益田市シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」	 	 （島根県益田市）
2月 19 日	 総会：出席正会員 59 名（内書面表決 31 名）で成立を確認。理事長挨拶に続き、昨年度の活動、決算報

告、今年度の活動計画、予算について説明。研究部会活性化に向け、部会への資金援助、情報発信方法、
若手育成への検討について質疑があった。	 	 （都道府県会館）

2月 19 日	 農林水産省委託事業講演会「食品産業のグローバル展開〜アジア地域の食品規格等に関する調査とデー
タベース〜」：MAFF委託事業契約に基づき日本での報告会を開催。本年も含めた 6年間の活動を要約
すると共に来年度に向けた意気込みを紹介。同時に 2015 年のASEAN市場統一に向けた活動概況、食
品添加物データベース作成について、2	名のプレゼンターを準備した。また、日経BP社の宮田氏から
日本の食品企業の海外進出についての紹介、進め方についての講演があった。	 （都道府県会館）

2月 20 日	 食品微生物研究部会	芽胞菌分科会：定期打合せ①Alicyclobacillus 危害性のまとめに関して分担決定、
②高温性芽胞細菌原料検査法の各社試験の状況確認、③砂糖のリスクに関する調査方針策定

2月 23 - 24 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン	（石巻市仮設南境第 2団地集会所、北上地区仮設にっこりサン
パーク団地集会所、本地生活センター、北上町大須生活改善センター）

2月 24 日	 食品微生物研究部会	MALDI-TOF/MS分科会：①データベース登録用菌株シークエンス同定法に関す
る勉強会、②日本缶詰びん詰レトルト食品協会駒木先生との成果物公開に関する打合せ

2月 27 日	 TAKE10 !®講習会		 	 	 	 （千葉県香取市山倉地区集落センター）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期フォローアップ教室（2/10,	17,	18,	19,	20,	26）	 （墨田区 6会場）

3月 3 - 5 日	 津和野町シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」	 	 （島根県津和野町）
3月 6日	 茶情報分科会：	①茶類の有効性・安全性情報の発信に関する検討（「お茶の安全性に関するメタアナリ

シスプロジェクト」進捗確認）、②茶情報データベース拡充（茶試料の保管、中国茶葉採取）
3月 6日	 「栄養学レビュー」編集委員会：第 23 巻 4 号（通巻 89 号）の翻訳論文採択、翻訳者・監修者候補決定
3月 16 - 20 日	 第 9 回コーデックス汚染物質部会（CCCF）会合：54 加盟国、1メンバー組織（EU）、および 13 加盟

組織・国際団体から 310 名強の参加者が出席し、日本からは農林水産省山田顧問を代表に、厚労省、内
閣府、国衛研から 8名が参加した。ILSI として、7名参加した。　　　　　	（ニューデリー、インド）

3月 17 日	 栄養研究部会：	① ILSI 支部総会概要報告、②栄養とエイジング国際会議準備進捗確認、③ワーキング
グループ勉強会について

3月 23 - 27 日	 第 47 回コーデックス食品添加物部会（CCFA）会合：51 加盟国、1	 メンバー組織（EU）、および
32 加盟組織・国際団体から 270 名強の参加者が出席し、日本からは厚生労働省山本専門官を代表に、
厚労省、農水省、内閣府、国衛研、国税局、日添協から 10 名が参加。ILSI として、24 名参加した。

	 （西安、中国）
3月 24 - 26 日	 津和野町シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」	 	 （島根県津和野町）
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Ⅲ．発刊のお知らせ

栄養学レビュー（Nutrition Reviews® 日本語版）
第 23 巻第 2 号　通巻 87 号（2015/WINTER）
ポリフェノール

高まる期待と課題

Nutrition Reviews® Volume 72, Number 7

［特別論文］

　ポリフェノールの生体利用効率に影響を及ぼす食事因子

Nutrition Reviews® Volume 72, Number 5

［巻頭論文］

　生物学的に栄養強化された主要作物の鉄、亜鉛、 

　プロビタミンＡカロテノイドの生体利用効率

［特別論文］

　時間制限摂食と代謝性疾患の危険度：ヒト試験と動物実験の総説

Nutrition Reviews® Volume 72, Number 7

［特別論文］

　過体重および肥満の小児、青年の BMI と心血管代謝の値に及ぼす食事のマクロ栄養素の影響：系統的レビュー

定価：本体 2,100 円（税別）

ˎ *-4*�+BQBO ձһʹ͸ຖ߸̍෦無ྉͰ഑෍͍ͨ͠ます
ˎͦͷଞߪೖํ๏
ILSI Japan 会員 ILSI Japan 事務局にお申し込み下さい（１割引になります）

非会員 下記販売元に直接ご注文下さい。
（女子栄養大学出版部 TEL：03-3918-5411 FAX：03-3918-5591）

ILSI Japan 出൛෺は、ϗーϜϖージからもߪೖ͓ਃし込みいたͩけます。
Լ記以前の号については ILSI Japan ϗーϜϖージをごཡԼさい。

（http���XXX�ilsiKapan�orH�ilsiKapan�htm）

Ⅳ．ILSI Japan 出版物
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  定期刊行物

ʲイルシーʳ

ɾίーσοΫεͱ೔ຊ
ɾۙ࠷ͷ͏·ຯڀݚͱάϩーόル͏·ຯίϛϡχέーシϣϯ
ɾӫཆֶ෼໺ͷࡍࠃձٞͷ೔ຊͰͷ։࠵ʹ͍ͭͯ
ɾ&6ͷ೶࢈඼ͷ඼࣭อূ੍౓
ɾༀੑࡎ؊ো֐ʹ͓͚Δ୅ँͱ҆શੑͷධՁ
ɹʕʕ҆શੑධՁڀݚձεϑΣϩイυʢ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ ؊ಟੑɾ୅ँʣ෼Պձͷ׆ಈ঺հʕʕ
ɾ*-4*�+BQBO ৯඼ϦεΫڀݚ෦ձ
ɹʮϓϩόイΦςΟΫεͷ҆શੑΛͲͷΑ͏ʹ͑ߟΔ͔ʯษڧձʹ͍ͭͯ
ɾ1SPKFDU�*%&"ʢϓϩδΣΫτ�ΞイσΞʣɿమܽ๡ੑශ݂঱ͷ๾໓ӡಈͷ੒Ռͱޙࠓ
ɾୈ�ճΤωルΪー୅ँʹؔ͢Δࡍࠃձٞɹ3"$.&.����ʢ��ʣ

ɹʙΤωルΪー୅ँͷ࠷৽ྫࣄڀݚͷڞ༗ͱ೔ຊ͔Βͷڀݚ੒Ռൃ৴ʙ
ɾ5IF�(VU
�*UT�.JDSPCFT�BOE�)FBMUI��/FX�,OPXMFEHF�BOE�"QQMJDBUJPOT�GPS�"TJB�
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫε৯඼දࣔ෦ձใࠂ
ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾୈ�ճ#F4F5P ձٞใࠂ
ɾ'JSTU�"OOPVODFNFOU
ɹ*-4*�+BQBO ୈ �ճʮӫཆͱΤイδϯάʯࡍࠃձٞ l݈߁ण໋ͷԆ৳Λ໨ͯ͠ࢦz
ɾシϯϙδ΢Ϝ։࠵ͷ͓஌Βͤ
ɹୈ��ճΞδΞӫཆֶձٞɹ*-4* ηοシϣϯ
ɾग़൛ͷ͝Ҋ಺
ɹʮಟੑֶڭҭ࠲ߨʢԼרʣʯ

ɾ*-4* ΁ͷظ଴
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ఴՃ෺ઐ໳Ոҕһձʢ+&$'"ʣ
ɾʮػೳੑ৯඼ήϊϛΫεʯୈᶙظͷঢ়گͳΒͼʹޙࠓͷਐΊํʢر๬ʣ
ɾ৯඼ͷ݂౶Ԡ౴ੑ؆қධՁ๏ʢ(3๏ʣͷ։ൃͷܦա
ɹʕ৯ࣄʹΑΔ݂౶ίϯτϩールʹ͍ͭͯͷํ͑ߟͷมભͱͱ΋ʹʕ
ɾJGJB�+"1"/����৯ͷ҆શɾՊֶϑΥーϥϜ
ɹୈ��ճηϛφーˍࡍࠃシϯϙδ΢Ϝ
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
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イルシー　120 号

イルシー　 119 号
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ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾձٞใࠂ
ɹɹ*-4*�*OEJB ೥࣍૯ձͳΒͼʹʮӫཆ҆શอোͷͨΊͷՃ޻৯඼ʹؔ͢Δձٞʯใࠂ
ɹɾ*-4*�1*1 ࠂಈใ׆
ɹɾ*-4*�&VSPQF ͷ৽͍͠Պֶɾ׆ڀݚಈ
ɾʢग़൛ͷ͝Ҋ಺ʣ
ɹ*-4*�&VSPQF ίϯαイεϞϊάϥϑ
ɹʮϓϩόイΦςΟΫεɺϓϨόイΦςΟΫεͱ௎಺ە૓ʯ೔ຊޠ຋༁൛�ग़൛

ʲӫཆֶϨϏϡーʢ/VUSJUJPO�3FWJFXT╽೔ຊޠ൛ʣr

ϙϦϑΣϊール
଴ͱ՝୊ظΔ·ߴ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓻
ʦಛผ࿦จʧ
ɹϙϦϑΣϊールͷੜମར༻ޮ཰ʹӨڹΛٴ΅͢৯ࣄҼࢠ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓹
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ʦಛผ࿦จʧ
ɹ੍࣌ؒઁݶ৯ͱ୅ँੑ࣬ױͷݥة౓ɿώτݧࢼͱಈ෺࣮ݧͷ૯આ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓻
ʦಛผ࿦จʧ
ɹաମॏ͓Αͼංຬͷখࣇɺ੨೥ͷ#.* ͱ৺݂؅୅ँͷ஋ʹٴ΅͢৯ࣄͷϚΫϩӫཆૉͷӨڹɿܥ౷తϨϏϡー

ւ૶༝དྷ੒෼ͷػೳੑڀݚͷࡏݱ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
ʦಛผ࿦จʧ
ɹւ૶ͱώτͷ݈߁
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓶
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ͕ױ࣬ੑٸͳ͍੒ਓʹ͓͚ΔϏλϛϯ̙ͷԌ঱ܰݮೳ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹΦϝΨ̏ܥଟՁෆ๞࿨ࢷ๱ࢎͱຫੑετϨε༠ಋʹΑΔւഅάルλϛϯ࡞ࢎಈੑਆܦ఻ୡͷௐઅ

栄養学レビュー　第23巻第2号　通巻第87号（2015/WINTER）

栄養学レビュー　第23巻第1号　通巻第86号（2014/AUTUMN）
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┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
ʦಛผ࿦จʧ
ɹถࠃਓͷ৯ࣄͷ࣭Λվળ͠৯ੜࢦ׆਑ʹద߹ͤ͞Δ͏͑ͰͷϤーάルτͷ໾ׂ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸
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  安全性
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 安全性評価国際シンポジウム 1984.11
研究委員会報告書 加工食品の保存性と日付表示―加工食品を上手においしく食べる話―

（「ILSI・イルシー」別冊Ⅲ）
1995. 5

研究部会報告書 食物アレルギーと不耐症 2006. 6
ILSI Japan Report Series 食品に関わるカビ臭（TCA）その原因と対策

A Musty Odor （TCA） of Foodstuff: The Cause and Countermeasure
（日本語・英語 合冊）

2004.10

ILSI Japan Report Series 食品の安全性評価のポイント 2007. 6
ILSI Japan Report Series 清涼飲料水における芽胞菌の危害とその制御 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ ADI 一日摂取許容量（翻訳） 2002.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物アレルギー 2004.11
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 毒性学的懸念の閾値（TTC）

―食事中に低レベルで存在する毒性未知物質の評価ツール―（翻訳）
2008.11

その他 ビタミンおよびミネラル類のリスクアセスメント（翻訳） 2001. 5
その他 食品中のアクリルアミドの健康への影響（翻訳）

（2002 年 6 月 25～27 日 FAO/WHO 合同専門家会合報告書
Health Implication of Acrylamide in Food 翻訳）

2003. 5

その他 好熱性好酸性菌―Alicyclobacillus 属細菌― 2004.12 建帛社
その他 Alicyclobacillus 2007. 3 シュプリンガー

･ジャパン
その他 毒性学教育講座 上巻 2011.12

その他 毒性学教育講座 下巻 2015. 1

  バイオテクノロジー
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 バイオ食品―社会的受容に向けて
（バイオテクノロジー応用食品国際シンポジウム講演録）

1994. 4 建帛社

研究部会報告書 バイオ食品の社会的受容の達成を目指して 1995. 6
研究部会報告書 遺伝子組換え食品 Q&A 1999. 7
ILSI Japan Report Series 生きた微生物を含む食品への遺伝子組換え技術の応用を巡って 2001. 4
ILSI Japan Report Series 遺伝子組換え食品を理解するⅡ 2010. 9
その他 FAO/WHO レポート「バイオ食品の安全性」（第 1 回専門家会議翻訳） 1992. 5 建帛社
その他 食品に用いられる生きた遺伝子組換え微生物の安全性評価

（ワークショップのコンセンサス・ガイドライン翻訳）
2000.11
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  栄養・エイジング・運動
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 栄養とエイジング（第 1 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1993.11 建帛社
国際会議講演録 高齢化と栄養（第 2 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1996. 4 建帛社
国際会議講演録 長寿と食生活（第 3 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2000. 5 建帛社
国際会議講演録 ヘルスプロモーションの科学（第4回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2005. 4 建帛社
国際会議講演録 「イルシー」No. 94

＜特集：第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
ヘルシーエイジングを目指して～ライフステージ別栄養の諸問題

2008. 8

国際会議講演録 Proceedings of the 5th International Conference on “Nutrition and Aging”
（第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録 英語版）CD-ROM

2008.12

国際会議講演録 「イルシー」No. 110
＜特集：第 6 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
超高齢社会のウェルネス―食料供給から食行動まで

2012. 9

栄養学レビュー特別号 ケロッグ栄養学シンポジウム「微量栄養素」―現代生活における役割 1996. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 「運動と栄養」―健康増進と競技力向上のために― 1997. 2 建帛社
栄養学レビュー特別号 ネスレ栄養会議「ライフステージと栄養」 1997.10 建帛社
栄養学レビュー特別号 水分補給―代謝と調節― 2006. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 母体の栄養と児の生涯にわたる健康 2007. 4 建帛社
ワーキング ･ グループ報告 日本人の栄養 1991. 1
研究部会報告書 パーム油の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅰ） 1994.12
研究部会報告書 魚介類脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅱ） 1995. 6
研究部会報告書 畜産脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅳ） 1995.12
研究部会報告書 魚の油―その栄養と健康― 1997. 9
ILSI Japan Report Series 食品の抗酸化機能とバイオマーカー 2002. 9
ILSI Japan Report Series 「日本人の肥満とメタボリックシンドローム

―栄養、運動、食行動、肥満生理研究―」（英語版 CD-ROM 付）
2008.10

ILSI Japan Report Series 「日本の食生活と肥満研究部会」報告 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 油脂の栄養と健康（付：脂肪代替食品の開発）（翻訳） 1999.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物繊維（翻訳） 2007.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ プロバイオティクス、プレバイオティクスと腸内菌叢（翻訳） 2014. 9
その他 最新栄養学（第 5 版～第 10 版）（“Present Knowledge in Nutrition”邦訳） 建帛社
その他 世界の食事指針の動向 1997. 4 建帛社
その他 高齢者とビタミン（講演録翻訳） 2006. 6

  糖類
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 国際シンポジウム 糖質と健康
（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録・日本語版）

2003.12 建帛社

国際会議講演録 Nutrition Reviews –International Symposium on Glycemic Carbohydrate 
and Health（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録）

2003. 5

ILSI Japan Report Series 食品の血糖応答性簡易評価法（GR 法）の開発に関する基礎調査報告書 2005. 2
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 炭水化物：栄養と健康 2004.12
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 糖と栄養・健康―新しい知見の評価（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 甘味―生物学的、行動学的、社会的観点（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ う触予防戦略（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 栄養疫学―可能性と限界（翻訳） 1998. 3
その他 糖類の栄養・健康上の諸問題 1999. 3
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  機能性食品
誌名等 発行年月 注文先

研究部会報告書 日本における機能性食品の現状と課題 1998. 7
研究部会報告書 機能性食品の健康表示―科学的根拠と制度に関する提言― 1999.12
研究部会報告書 上記英訳 “Health Claim on Functional Foods” 2000. 8
ILSI Japan Report Series 日本における機能性食品科学 2001. 8
ILSI Japan Report Series 機能性食品科学とヘルスクレーム 2004. 1

  CHP
誌名等 発行年月 注文先

TAKE10!® 「いつまでも元気」に過ごすための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
冊子第 4 版

2011. 9

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2 冊セット

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編

2007. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 応用編

2009. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編＋応用編（2 枚組）

2009. 4
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本号にも紹介されているように、例年通り、本部総会が 1 月に開催された。本部理事会での報告ならびにその後
の情報によると、「WHO は、ILSI を公式な協力団体リストから削除すると 2 月に決定した」とのことである。し
たがって、パンフレットも含め、「ILSI が WHO と公式な協力関係にある団体」との記載を修正しなければならな
い。削除の理由は、ILSI のメンバー企業にタバコを製造、販売している会社が含まれていること、ILSI 定款に「メ
ンバーとして上記関連企業を排除する」ことが明記されていないことであった。タバコは、健康に良くないので
WHO の考えにそぐわない、メンバー団体として不適であるということである。

実は、WHO からの要請により、本年度の総会にて、上記内容を組み込むため定款を改定した。しかし、ILSI の
定款改定成立が 1 月で、修正から間もないという理由で、今回の WHO の決定となった。

タバコ産業とのバトルというと 20 年以上前、米国 FDA 長官がタバコ会社と大喧嘩したことが思い出され、
WHO の決定が今更との感も否めない。

かつてタバコ関連の大企業が食品会社を統合する時代があった。タバコ関連会社は、ILSI Japanのメンバーであっ
たことがあり、米国でも同様である。現在では唯一、ILSI-India でインドタバコ会社（ITC）の食品部門がメンバー
として残っている。ILSI 本部の定款改定を受け、早速 ILSI-India に対して、プレッシャーがかかっている。

ILSI は以前、WHO のジュネーブ本部に駐在員を置いたこともあり、協力的な関係を続けてきた。本号にも記載
したが、最近では ILSI PIP（Platform for International Partnership）活動として、FAO、WHO との積極的な協
力関係構築に焦点を当てた活動（産官学連携活動）を展開している。今回の WHO の決定により、ILSI は WHO
の会議に公式に招待されることがなくなるようであるが、プロジェクトごとの協力は維持できるようである。しか
し、早々に要請事項に対応し、再登録完了を望むところである。

 （RJ）
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